
    
      
        
      
    

  





























本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１．魂の呼び声









　この大陸には、五人の魔女がいる。

　絶大な力を持ち、それがゆえに永い時を生きる異質の存在。

　魔法士でありながらその限界を優に越えた、圧倒的な力を持つ女たち。

　歴史の影に潜む彼女たちは、大陸に生きる人々にとって畏れと災厄の象徴だ。




　魔女と出会ってはいけない。

　魔女の話に耳を傾けてはならない。

　魔女を識しろうとしてはならない。




　無数の御お伽とぎ噺ばなしが語るそれらは真実だ。

　彼女たちは、容易たやすく人の運命を狂わせる。国でさえも一夜にして滅び去る。

　だから人々は、長い暗黒時代の後、訪れた次の時代をこう呼ぶのだ。

　──魔女の時代、と。





※






「魔女の時代、か。色々言われているが、必要以上に恐れすぎるのもどうかと思う」

　大陸中央部に位置する国、ファルサス。

　その城の執務室で、仕事の手を止めた青年は顔を上げる。

　黒に近い茶色の髪に、明るい夜空色の瞳。血筋の高貴さが漂う端整な顔立ちには、いささかの稚気が見え隠れしている。今年二十歳になった王太子に、言われた女は呆あきれ顔がおを向けた。

「オスカー……貴方あなたは少しくらい恐れなさい。魔女をなんだと思ってるんですか」

　冷ややかに返す女は、ぞっとするほど美しい顔をしている。

　長い漆黒の髪に、同色の双そう眸ぼう。雪のように白い肌は、その容姿とあいまって彼女を造り物のように思わせる。外見の年齢は青年よりやや下だが、彼女の眼まな差ざしに宿るものは紛れもない悠久だ。

　大陸に五人しかいない魔女。

　そのうちの一人、最強と言われる『青き月の魔女』ティナーシャは、自ら淹いれたお茶を契約者の青年に差し出した。彼は礼を言ってそれを受け取る。

「そもそも、なんで今が魔女の時代とまで言われてるんだ。何をやらかしたんだお前は」

「なんで私に限定してるんですか。違いますよ。発端にまったく関係ないわけじゃないですけど」

　ティナーシャは顔の前で軽く手を振る。

「大体三百年くらい前に、大陸北西部のヘルギニスって国が『呼ばれぬ魔女』を拘束したんですよ。で、彼女を触媒にして巨大破壊魔法を構成しようとしたんです」

「なんだそれ。そんな話知らないぞ」

　オスカーも為政者教育の一環として大陸の歴史は一通り修めているが、魔女を触媒にした破壊魔法など初めて聞いた。ティナーシャは茶器を手にしたまま苦笑する。

「当時の関係者は魔女以外みんな死にましたからね。表には出てない話ですよ。で、そういう風に、人間を触媒にしたり、そうでなくても巨大すぎる破壊魔法は、使うべきでない魔法ってことで『禁呪』って総称されるんですが、当時構成されかけた禁呪はすごい規模でしてね。完成したら大陸の形が変わりそうだったんで、さすがに私を含め他の魔女も放っておけなかったんです」

「それで？」

「仕方なくヘルギニスに介入して呼ばれぬ魔女の拘束を解きました。そしたら呼ばれぬ魔女がその国を一晩でどーん、と滅ぼしてしまって」

「…………」

「そこから何となく魔女の時代と言われるように……」

「無茶苦茶だな……」

　話を聞いているだけで頭痛がしてくる。オスカーはこめかみを押さえた。

　だが暗黒時代が戦乱と裏切りで彩られた凄惨な時代だったのに対し、今の魔女の時代は、多少の波風こそあれ大体平和だ。これも人々が強大すぎる魔女を恐れて萎縮した結果だろうか。

　オスカーは、一人で大軍に匹敵するという魔女を見やる。

「一夜にして国が滅ぶ、か。御伽噺じゃないんだな」

「そんな話、暗黒時代にはごろごろしてますよ」

　微笑するティナーシャは、何を考えているのか闇色の瞳からは見通せない。彼女は、じっと自分を見てくるオスカーに気づくと、形のよい眉を寄せた。

「歴史に学んだなら、貴方はちゃんと大人しくしてなさい。あんまり無謀なことしてると、いつかよく分からない死に方しますよ」

「いつか死ぬと言われても。お前が生きてる限り、俺には守護結界がかかったままなんだろう？　死ぬ時は一緒なんじゃないか？　もういっそのこと結婚するか？」

「一緒にするなよ！　結婚もしないよ！」

　彼女の手によってオスカーにかけられた結界は、あらゆる魔法と物理の攻撃を防ぎきるという規格外のものだ。いくつかの制限や盲点はあるが、それでも魔法で可能な防御の限界を実現していると言っていい。それが彼女の生きている限り続くというのだから反則にも程がある。

　ティナーシャは呆れ顔で契約者を見つめた。

「貴方はいい加減に立場を弁わきまえなさい。せっかく私が呪いを解こうとしてるのに、別件で貴方が死んだら意味がないんですからね」

　この国の次期王であるオスカーが負っているもの。

　それは子供の頃、『沈黙の魔女』の手によってかけられた「後継が作れない」という呪いだ。彼の血を継ぐ胎児に、強すぎる守護を纏まとわせて母体を損なわせるというこの呪いは、彼にとって越えなくてはならない、そして高すぎる壁だ。

　そしてオスカーは、この呪いの打破のために別の魔女の試練を突破した。彼は「登りきれば魔女が願いを叶かなえる」と言われる塔を踏破し、そこにいたティナーシャを守護者として連れ帰ったのだ。

　オスカーは口うるさい守護者を見上げる。

「別に呪いが解けなくても、お前なら沈黙の魔女の力に影響されないんだろう？　ならお前が俺の妻になれば解決じゃないか。式はいつ挙げる？」

「契約期間は一年だから！　勝手に延ばすな！　あと呪いの解析ももうすぐ完了するから！」

「あれだけ解呪は難しいって言ってたのに、お前、本当勤勉だな……」

「他にやれる人間いないんですから当たり前じゃないですか。分かったら少しは自重しなさい。机から離れられなくなる呪いとかかけますよ」

「二人の魔女に呪われるのは、さすがに面白すぎる」

　オスカーは諦めて目の前の書類に意識を戻す。

　彼女と話しているのは楽しいが、度が過ぎれば嫌がられてしまう。

　ティナーシャは一般的な魔女の印象と違い、生真面目で愛らしく、情が深い。だからこそ、契約条項にないにもかかわらず彼の解呪に付き合ってくれている。

　しかしそうである反面、永い時を生きる彼女は、孤独を当然のものと受け入れ人に執着しない。優しさと残酷さの両方を併せ持っているのだ。

　そんな彼女の眼差しは、時にひどく寂しげで……オスカーは、ずっと自分の隣にいればいいのにと思ってしまう。もっと曇りなく笑っていて欲しいと願ってしまうのだ。

　彼は、この半年ですっかり惹ひかれてしまった魔女に言う。

「無理して解析を急ぐ必要はないからな。せっかく塔を降りたんだ。今できることを楽しめばいい」

　人と共に生きる平穏を日常と思えるように。普通の人間と変わらぬ穏やかな時を過ごせばいい。

　そう促す契約者に、茶器を片付けたティナーシャは振り返る。

「できるうちにできることをしておきたいんですよ」

　まるでどこかにある終わりを見据えているような言葉。

　そう言って魔女は、遠くを見る眼差しで微笑ほほえんだ。





※






　ファルサス城には約五十名の宮廷魔法士が所属しており、日々自身の研究の傍ら、城に持ちこまれる魔法絡みの依頼をこなしている。

　彼らは他国の魔法士と比べても総じて優秀で、大抵の問題は時間がかかっても無事消化されていく。だがそんな彼らにも時折、手の出しようがない案件というものがあり、その手のものはティナーシャがやって来てから、さりげなく彼女が引き取っていた。

「というわけで、この魔法具の鑑定が持ちこまれたんですが、正体が知れなくて……」

　魔法士の一人、カーヴが差し出してきた短剣をティナーシャは受け取る。

　城の実験室には、今は他に誰もいない。実験用のテーブルの上には、自分の研究に使うのかカーヴがいくつもの試薬を広げていた。彼は困り顔で魔女の鑑定を待つ。

　古びた短剣は銅製の鞘さやに納められている。ティナーシャはその刃を抜いて眉を寄せた。

「魔法具って言われたんですか？」

「はい。城下の古道具屋で骨こっ董とう品ひんとして買ったものなんだそうですが、どうも勝手に動いたり熱を持ったりするようで、魔法具かどうか見て欲しいと……。で、確かに何らかの力は感じるんですが、構成もなければ紋様刻印もないし困ってたんです」

　ティナーシャは抜いた刃を裏返してみるが、確かにそこには何の紋様もない。

　魔法士が魔力を込めて作る魔法具は、物質に魔力を宿らせ特定の効果を持たせるために、魔法構成の刻印が必要なのだ。結果として刻まれた紋様を見れば、ある程度の効果は見当がつく。

　だがこの短剣にはそれがない。だからこそカーヴも困っているのだろう。

　ティナーシャは苦い顔で口を開いた。

「これ、魔法具じゃないですね。禁呪の産物ですよ」

「え？　禁呪？　ど、どの辺りがですか？」

「別に大した効果はないですよ。ただ出自が問題です。人間の魂を封じてあります」

「は!?」

　禁呪には大別して、効果に問題があるものと、構成過程に問題があるものが存在しているが、人間を犠牲にする類のものは典型的な後者だ。ティナーシャは美しい顔を歪ゆがめる。

「魂は、肉体という枠を失えば、自然に溶け入るだけの力の塊ですからね。それが拡散しないように短剣に固着させたんでしょう。けど、そんなに腕のいい魔法士がやったものじゃないですね。魂を封じてるってだけで剣に何かの力が宿ってるわけでもないですし。多分、時間が経たつごとに魂自体も零こぼれていきます」

「時間が経てば零れていくって、でもそれじゃこれは……」

　時代がかって見える短剣を、カーヴは魔女から受け取る。彼の言わんとするところをティナーシャが引き取った。

「作られてから、そう時間は経ってないはずですよ。術者を特定して捕まえた方がいいです。その古道具屋はどこですか？」

　魔女の闇色の目が、力を帯びて煌きらめく。

　強い視線。冷たい怒りを孕はらんだそれに、カーヴは軽く息をのんだ。

　だがすぐにティナーシャは顔を顰しかめると、彼の背後、実験室の入り口に声をかける。

「駄目ですよ。連れてきません」

「──いや、普通行くだろ。そんな話を聞いて放置できるか」

　稚気の欠片かけらもない男の声に、カーヴはあわてて振り返ると頭を下げる。

　ティナーシャは、戸口に立つ契約者の腹立たしげな顔を見て……了承の代わりに両手を上げた。




　カーヴの案内で二人が訪れたのは、城都の裏路地にある古道具屋だ。

　小さな窓から差しこむ光が、薄暗い店内に並べられた品々を照らし出す。錆さびた鐘や古い蹄てい鉄てつ、鍵や錠前、厨ちゅう房ぼう道具や装飾品など、種々雑多な品物は所狭しと木箱に入れて陳列されていた。

　それらを物珍しげに見回すオスカーとは別に、ティナーシャは店に入るなり腕組みをして壁に寄りかかっている。そんな調子の二人を見て、引率のカーヴが仕方なく店主に尋ねた。

「すみません、城から来た者ですが、これを売った人間を探してます」

　店主は壮年の男だ。彼は鞘を一いち瞥べつするとすぐに答える。

「それか。借金の代わりに持ちこまれたものだよ。十年くらい付き合いがあった男なんだが、ここ一年で首が回らなくなったらしくてね。あちこちから金を借りて、それを返す代わりに短剣を持ちこんできた。大した代物じゃないけど、知り合いのよしみでね」

「どんな男だ？」

　青銅の鍵を摘つまみながらオスカーが尋ねる。よく通る彼の声に店主は一瞬視線を転じたが、まさか相手が王太子だとは疑いもしないようだ。

「別に普通の男だよ。嫁さんがいて娘が二人。年に何回かあちこちの町回って商売してる。あ、弟がいるってのは初めて知ったな」

「弟？」

「短剣を売りに来たのは弟だったんだよ。借用書と短剣を預かったって言ってた」

　壁に寄りかかっていたティナーシャが不意に体を起こす。彼女は商品を入れた箱の一つに歩み寄ると、中から別の短剣を二振り取り出した。店主がそれを見て目を丸くする。

「お客さん、よく分かったね。その二つは一緒に持ちこまれた短剣だ。三本一緒に引き取ったんだ。本来は四本一組らしいんだけど……」

「──二十五歳、女性」

「は？」

　突然のティナーシャの声。鞘から抜いた刃を見ての言葉に、店主とカーヴが怪け訝げんな顔をする。その間に魔女は、もう一振りを鞘から抜いた。

「三十一歳、男性」

「ティナーシャ様、何を……」

　理解しきれないカーヴを置いて、店主の方は心当たりに至ったらしい。啞あ然ぜんとしてティナーシャに問うた。

「あんた、なんであいつと嫁さんの歳としを知ってるんだ？　剣を見ただけで元の持ち主が分かるのか？」

「え……？　元の持ち主って……」

　カーヴが一瞬で青ざめる。

　ティナーシャの言葉は何を意味しているのか。問題の短剣には人の魂が封じられていたのだ。ならば、一緒に売られた短剣を見て、魔女が知らないはずの夫婦の年齢を言い当てたのは何故なぜか。

　そして最初の一振りには──

　カーヴは手に持ったままの短剣を見つめる。

　ティナーシャの白い指が彼を指差す。

「七歳──女性」

　それが、二人いる娘の一人なのだと悟った瞬間、カーヴは上げかけた悲鳴を全力でのみこんだ。




「怪しいのは短剣を売りに来た弟だな。その時点で既に三人とも殺されてたんだろう」

　ファルサス城都の外周部、小さな家が密集する路地を、オスカーとティナーシャは歩いていく。城を出た時間が早かったおかげで、日はまだ高い。

　さっきの衝撃が覚めないカーヴを城に返して、二人がこれから訪ねるのは問題の借金をしていた男の家だ。オスカーは店主に書いてもらった地図を見ながら角を曲がる。

「四本で一組か。ということは末娘も被害にあってる可能性が高いだろうな」

　──まだ三歳の子供が禁呪の犠牲になったという話は、二人に忌々しさをもたらすだけだ。

　ティナーシャが長い黒髪を耳にかける。

「暗黒時代には正直、この手の禁呪実験は頻繁に試みられてたんです。あの時代は人の命が今以上に軽いものでしたし、生まれつきで有無が変わる魔力と違って、人の魂はありふれて強力な《力》ですからね。それを使えないかと考える愚か者が出るのは当然の帰結です」

「一点の隙もなく腹立たしい話なんだが……」

「だからそういう話はいっぱいあるんですって。でもやっぱり、色んな試みがなされた後の結論は、『魂はうまく扱えない』ってことでした。禁呪を使った人間は禁呪に滅びる──それが歴史の証明してきたことですし、現にあれらの短剣だって人の命を犠牲にしただけの効果はありません。そんなことは少し調べれば分かることですし……今更やるなんて、正気とは思えません」

「正気の人間は最初から人を犠牲にしないだろ」

　言いながらオスカーは、隣を行く魔女の頭に手を置く。

『禁呪』は魔法士にとって忌むべきものらしいが、それは彼女にとっても変わらないようだ。むしろティナーシャは飛びぬけた魔法士であるせいか、カーヴより余程今回の件に腹を立てている。

　不機嫌な魔女を宥なだめながら、オスカーは見えてきた角を曲がる。そのすぐ先にある小さな家が問題の男の家だ。他の建物に挟まれて建つ白茶けた家を、彼はまじまじと眺めた。

「あの短剣が古物屋に持ちこまれたのが三日前か。ということは家は無人か？」

「魂が物に封じられても遺体は残りますよ」

「お前……俺が考えても言わなかったのに……」

「私に対してなら気遣い無用です。これでも暗黒時代から生きてますし」

　男の家は、外から見る限り人の気配は感じられない。硝子がらすの嵌はまっていない窓からは、簡素な台所が見えた。木のテーブルの上には空っぽの皿が載っている。

「とりあえず中を調べるか」

　オスカーが家に入ろうとした時、二人の様子を窺うかがっていたのか、二軒隣の庭から子供を抱いた男が顔を出した。

「あの、そこの家、三日くらい前に家の人が出てったきりですよ」

「そうなのか。小さな子供が一緒だったか見ていたか？」

　ティナーシャがそこで軽く顔を顰めたのは、オスカーの話し方が身分を隠しきれてなかったからかもしれない。男は頷うなずいて、眠っているらしい子供を肩に揺すり上げた。

「いたよ。上の子も下の子も。下の子はうちの息子と仲いいし、朝早くからどこに出かけるのかって気になったんだけど」

　若い男は子供の背中をぽんぽんと叩たたく。オスカーは魔女と顔を見合わせた。

「ということは、この家を出た後に何かあったってことか」

「だとしたらもっと広く目撃情報を集めなきゃ駄目ですね……」

　ティナーシャは軽く指を弾はじくと、家の中を指した。

「とりあえずオスカー、中調べて来てください」

「お前は？」

「ここで留守番してます。誰かに見み咎とがめられた時、貴方の無謀さを言い訳しなきゃいけませんし」

「確かに。今頃、ラザルが胃痛で死んでるかもしれない」

「それが分かっているのに抜け出すって、貴方どういう神経してるんですか」

　同じ人間に小言を言う同士として、ティナーシャはオスカーの幼おさな馴な染じみであるラザルに深く同情しているらしい。それでも彼女が来る以前は、ラザルが泣きながら城外までオスカーを追いかけてきていたのだ。その点、今では彼女が城外を担当している。胃痛の頻度は変わらないかもしれないが、ラザルの苦労自体は半減しているはずだ。もっとも、そんなことをオスカーが口にしたら、二人からは非難の豪雨が降り注ぐだろう。

　オスカーは美しい守護者に釘くぎを刺す。

「じゃあ見てくる。お前は知らない人間についていくなよ」

「そう思うならさっさと行って戻ってきてくださいよ……」

　疲れたようにティナーシャは手を振った。

　オスカーは無人らしい家に向き直る。他人の家に踏みこもうとする彼に、子供を抱いた男はぎょっとした顔になったが、関わるべきでないと思ったか足早に立ち去ろうとした。

　その時、話し声に引かれてか、向かいの家から小さな女の子が顔を覗のぞかせる。

　少女は男が抱いた子供を見て──無邪気な声をかけた。




「あれ、アイラ？　髪切っちゃったの？　その人誰？」




　一瞬の空白。

　その中でもっとも速く動いたのはオスカーだ。

　彼は反転すると、男が逃げ出すより先に子供を抱き取る。

　そしてそれと入れ違いに、魔女の白い手が男の首を摑つかんだ。

　ぎりぎりと肉にまで食いこんでくる爪。光のない夜色の瞳が男を見上げる。

「──お前か」

「ティナーシャ、殺すなよ」

　子供を抱いたオスカーは、その分動きが制限されている。ティナーシャを止めるには子供を下ろさないといけないが、肝心の子供は深く眠ったままだ。息はしているが、髪が乱雑に切られているのが、近くで見れば分かる。

　首を摑まれもがく男に、魔女は氷片をちりばめた声で言った。

「あの短剣は何のつもりだ？　魂によって構成を変えて、実験でもしていたつもりか？」

「ち、違……」

「なら練習をしていたとでも？　父親よりも母親の方が、母親よりも娘の方が、うまく定着できていた。だから次はもっとうまくやれると思っていたんだろう？」

「……っ、ぁ……」

　息も絶え絶えな男の足は、いつの間にか溺れる人間のように何もない宙を蹴っている。地面から音もなく浮かび上がった魔女は、漆黒の髪を揺らめかせた。

　彼女の纏う殺気に辺りの空気までもが支配される。男は勿もち論ろん、顔を覗かせた少女まで恐怖に凍りついた。そんな中、一人だけ平然としているオスカーが口を開く。

「聞いてるか、ティナーシャ。まだ殺すな。話が聞きたい」

「生かしておく意味がありませんよ。この男、魔力持ちですし」

「それに気づいてたから、中に入らず留守番しようとしたのか」

　普段彼から目を離さないようにしている魔女にしては珍しいと思ったが、彼女は彼女で最初から男に微かすかな疑いをかけていたのだろう。

　ティナーシャは、男が気を失いそうなのを見ると手を離す。地面に転がった男は、ようやく得られた空気に激しく咳せきこむと、掠かすれた声で言った。

「ま、魔剣を作ろうと思ったんだ……これからのために……」

「これからって、意味不明なこと言い出さないでくださいよ。暗黒時代から来たんですか」

　言葉は軽いが、ティナーシャの目は殺意よりも深い闇だ。

　魔女そのものの──それ以上の底のない淵ふち。

　オスカーは潮時と悟ると、守護者に言う。

「ティナーシャ、代わってくれ。子供の持ち方が分からない」

「ちゃんと抱いてるじゃないですか。引き続き保持しなさい」

「代わってくれ。そっちは俺がやる」

　子供を抱いたまま、オスカーは守護者の頭にぽんと手を置く。

　その温度がゆっくりと染み入ると、ティナーシャは渋々ながらも彼の手から眠る子供を引き取った。肩の上に揺すり上げて、その背を支える。

　そうして眠る子を抱く魔女は、ひどく優しい……ただの人に見えた。





※






　謎めいた事件も、終わってみればただ忌々しいだけだ。

　犯人の男から聞き取った内容を報告され、オスカーは顔を顰める。

「魔法士の招しょう聘へい？　クスクルというと、例のティナーシャを誘いに来た新興国か」

「そうです。どうやら表立ってではないのですが、『腕の立つ魔法士を歓迎する』と布告しているようでして、今回の男もそれに応えようとして凶行に及んだようです」

　報告書を読み上げるカーヴはちらりと壁際を見る。そこにある長椅子には、王太子の守護者が足を組んで座っていた。

　犯人を締め上げた時には、そのまま縊くびり殺しそうなほど怒り狂っていたティナーシャだが、今は表面上落ち着いて見える。彼女は腕組みをして続きを引き取った。

「腕の立つ魔法士と言っても色んな方向性があるんですけど、クスクルが集めようとしているのは、どうやら戦闘に長たけた魔法士みたいですね。何をするつもりか分かりませんが、今回みたいな輩やからを蠢しゅん動どうさせられても困ります」

「魔剣か。そんなものを量産されても困るんだが」

「普通の魔法士に魔剣なんて作れませんよ。アカーシアなんかは例外ですが、その手の武器はほとんどが偽物です。第一、魂を固着させるって、かなりの魔力と複雑な構成が必要なんですよ。だから歴史上そういう現象が起きた場合も、大抵が何らかの事故の結果でした」

「意図的に再現するのは難しいってことか。けど、挑戦されること自体が迷惑だからな」

　今回はたまたま発見できたが、同じ誘いに乗った人間全てを捕まえられるとも限らない。

　ティナーシャが冷ややかに吐き捨てる。

「無知だからそんなことをするんです。自分が何に触れようとしているのか知らなければ、そこに期待するものがあると思いこめる……だから人は時を経て同じ絶望を繰り返すんですよ」

　闇色の瞳に昏くらい影が落ちる。永き時を生きる彼女は、言葉の通り無数の絶望を見てきたのだろう。遥はるか遠くの記憶を見据えているような彼女は、けれど二人の視線に気づくと立ち上がった。気分を切り替えるように手を叩く。

「ともかく、しばらくの間は魔法絡みのおかしな話があったら教えてください。できる限り私が対処しますので」

「だそうだから、カーヴ、こいつのところに直接話を持ってくなよ。まず俺に振れ」

「なんでですか！　人を爆発玉みたいに！」

「危ないと思われてる自覚はあるみたいで結構だ」

「人のこと言えないくせに！」

　宙に浮きながら抗議する魔女は、いつも通りの彼女だ。カーヴはそんなティナーシャを見て内心安あん堵どする。

　ここから先、何が起きるのか。何が変わっていってしまうのか。

　それでも彼女がオスカーの傍そばにいる限り、致命的な絶望は訪れない気がした。








２．貴方のことを思う









『魔法士なんて危ないんだから近づいちゃだめよ』

　母親はそう言った。周りの大人たちも皆そう言う。

　ルリが「同じ人間じゃないの？」と聞いても「そう見えても違うのだ、彼らは神に反する穢けがらわしい生き物だ」と返ってくる。

「けがらわしい」とは何か……幼い少女はいつも首を傾かしげる。でも皆が喜ばないと知っていたから彼女は隠れてその小屋に通っていた。

　山の中にある小さな小屋には素敵な魔法使いが住んでいる。花を出してくれたり、傷を治してくれたり──初めて出会った時は、迷子になっていた彼女にお菓子をくれ町の近くまで送ってくれた。

「彼はとっても優しいのよ！」と自慢したい。

　でもルリは口をつぐむ。これは自分と彼だけの秘密なのだ。

　だから少女は、今日も山の中を彼の小屋に向かって走る。手にいっぱいの木の実を抱えて。

　もうすぐ小屋が見えてくるというところで、向こうから彼が走ってくるのが見えた。彼は少女の姿を見るなり、駆け寄って彼女を抱きしめる。

「ああ！　よかった、ルリ。心配したんだよ。間に合わないかと思った！」

「どうしたの？　間に合わないって？」

　少し様子がおかしい気がする。

　彼の顔色は青く、ひどくあわてているのだ。不審に思う少女に、彼は弱々しい笑顔を見せた。

「何でもないよ。さぁ小屋にお入り」

「でも、今日はすぐに戻らないといけないの。お母さんの誕生日だし」

「駄目だ！　町に戻ってはいけない！」

「……どうして？」

　彼は答えない。いつも笑顔の魔法使いは、その時初めて見る泣き出しそうな顔をしていた。

「ここにしばらく隠れて、それから他の国に行くんだ。できるだけ遠くに……ファルサスにでも」

「え……？　そんなの無理だよ。お母さんもお父さんもいるのに」

　どうしてそんなことを言われるのか。

　少女は急に不安になった。彼の手を振ふり解ほどいて、来た道を走り出す。

「駄目だルリ！　行ってはいけない！」

　彼が追いかけてくる。それでもルリは走る。

　走って走って、町が見下ろせる場所まで来た時──

　──彼女が見たものは炎に包まれる自分の町だった。







「昔を思い出すよ」

　緑の丘から遠く森の向こうに立ち昇る白煙を見て、若い男は言う。

　後ろで一つにまとめた髪は、雪のように白い。整った顔立ちはまるで人形のようで、どこかあるべきものの欠落を思わせた。

　彼は空へと溶けていく煙を眺める。

「僕が生まれたのは暗黒時代だったからね。一度だけ父に連れられて国の外に行ったことがある。その時もこんな風に人や街が燃えてたよ。本当にひどい時代だった」

　淡々とした声音は、陰惨な内容を語るにはあまりにも感情がない。「ひどい時代」と言いながら、まるで夕べの食事を語るように平へい坦たんだ。だが、そんな彼に付き従う魔法士たちは、皆そろって心酔の目を主君である彼に向けていた。

　その中から進み出た一人が、彼に向かい頭を下げる。

「ラナク様、そろそろ城にお戻りください」

「ああ、もうそんな時間か。そうだね。まだ色々やることがある」

　ラナクと呼ばれた白い髪の青年は、煙から視線を外すと数人の魔法士たちを振り返った。穏やかに、今日の食事を決めるように続ける。

「せっかく町を焼いたんだし、ちゃんと宣戦布告しないと死んだ人が可か哀わい想そうだからね」

　自らが殺させた人間を憐あわれむ言葉に、皮肉はない。本気で死者を気の毒だと思っているらしい彼は、けれど一転して晴れ晴れとした笑顔を見せた。

「これから大陸は新しい時代へと変わっていくんだ。そのためには今ある全てを作り変えないとね。まずは四大国だったかな？　彼らから変わってもらおう。一から従順になるようにね」

　ラナクは病的に白い手を差し伸べる。そこに詠唱もなく転移門が開かれた。まるで燃える町など最初から存在しなかったかのように、彼は微笑んだまま姿を消す。

　後には生なま温ぬるくそよぐ風と、人の燃える嫌な臭いだけが漂っていた。





※






　城の上空はよく晴れている。

　だが見渡せば遠く北の方向には灰色の厚い雲が垂れこめて見えた。

　城壁の上に立つティナーシャは、北の方角から駆けてきた使い魔に手を差し伸べる。灰色の猫の姿をした使い魔は、彼女の白い肩に飛び乗るとその頰に頭を摺すり寄せた。

　何百年もの間、大陸全土を巡らせていた使い魔。だが少し前から彼女はその行く先を、作られたばかりの小国、クスクルに限定している。

「やはりそうか……四百年も経って今更何を……」

　ティナーシャは一通りの報告を聞くと美しい顔に苦渋を湛たたえる。

　──本当は、今すぐに駆けつけてしまいたい。

　そのために自分は、魔女となってまで生き永らえてきたのだ。ようやく手の届きそうなそれに、すぐにでも手を伸ばして全てを終わらせてしまいたい。そうしたくて気が狂いそうだ。

　だが、自分の感情のままに動くには、調べた限り現状は複雑で危うい。下手をしたら数か国を巻きこんで膨大な犠牲者が出る。それがたとえ長年蓄積されたひずみの避けられない結果でも、まるきり無視することはできなかった。

「どうすれば……」

　ティナーシャは顎に手をかけて考えこむ。その時、肩の上の猫がぴん、と耳を立てた。

「──何だそれ、お前の猫か？」

「オスカー……」

　城壁の回廊を歩いてくるのは彼女の契約者だ。彼はティナーシャの隣まで来ると、無造作に猫を抱き上げた。突然の見知らぬ男に、使い魔の猫は黒い目をまんまるにしている。

　猫の反応に構わず、その喉を搔かいている男をティナーシャは見つめた。

　──たとえば彼ならば、この状況にどんな選択をするだろうか。

　半年もその仕事ぶりを見ていれば、彼が抜きんでた才覚を持つ為政者であると分かる。そして情に篤あつい彼ならきっと、助けを求めれば応えてくれるだろう。

　魔女である自分に、好意を持ってくれている契約者。

　何もかもが変わっていく中で、自分だけは変わらないと言ってくれた男。

　その手を取って、願うことが許されるのなら。

「ティナーシャ？　どうかしたのか？」

　猫を頭の上に載せたオスカーは、無言のままの彼女を覗きこむ。その青い瞳に自分を心配する色を見て取って……ティナーシャは瞬間、息を詰めた。全てを吐き出したい衝動がこみあげて──




　だがそれは、誰と分かち合うこともできない、過去の大罪だ。




　彼女は熱泥のような感情をのみ下すと、年若い契約者に微笑む。

「……何でもないです。あとその猫、本物じゃなくて私の使い魔です」

「そうなのか？　すごいな。本物そっくりの手触りだぞ」

「魔法で作ってあるから、リトラと一緒ですよ。あと猫を頭に載せるの、他の人が見たらびっくりするからやめなさい。王族なんですから」

　ティナーシャが軽く指を弾くと、猫は彼女の肩の上に飛び移る。魔女はその耳に囁ささやいた。

「もうお前もお休み。永い間ご苦労だった」

　数百年にも渡る任を解く言葉。灰猫はじっと魔女を見返すと、ゆっくりと頭を垂れた。

　そして不意に、銀の粉となって散り散りに消え去る。

　オスカーは突然の出来事に目を瞠みはった。

「いいのか？　今の見えなくなったんじゃなくて、いなくなったんじゃないのか？」

「そうですけど、いいんです。もう充分役目を果たしてくれましたから」

　あの猫は、己の妄執を乗せた指先だった。けれどもう必要ない。これ以上、自分以外の誰も関わらなくていいのだ。

　だから彼を巻きこむことも……しない。

　自分たちは魔女と契約者で、それ以外の何ものでもない。守護者である自分こそが彼を守るのであって、決してその逆ではないのだから。

　ティナーシャは翳かげを宿した瞳を閉ざす。己の感情を整えるための数瞬。それを経て、彼女は綺き麗れいに微笑みなおした。

「それに今は私、貴方の呪いを解くのに忙しいですし」

　呪いの解析はもうすぐ終わる。

　後は、解呪の構成を組み立てるだけだ。複雑を極めるそれのために、あらかじめ構成を詰めた魔法具を作っておこうと水晶を取り寄せている。振り返れば長く待たせてしまったが、彼の目的は最初から解呪だった。結果としては上々で、きっと喜んでもらえるだろう。

　ティナーシャが笑顔で彼を見上げると、オスカーは苦笑で返す。

「それなんだが、俺と結婚するっていう選択肢もあるぞ。結構お勧めだ」

「貴方以外、誰一人勧めてませんからね、それ」

「俺が勧めてたら充分じゃないか？　他に誰が必要なんだ」

「私が要るよ！　私の意志を聞こうよ！」

　このまま話していては永遠に脱線していってしまう。

　契約者を置いて歩き出そうとしたティナーシャは、けれど彼に手を摑まれて振り返った。逃げられないようとの意志を感じるその手を、ティナーシャは振り返って見下ろす。

「……何ですか。また前みたいに抜け出そうとか駄目ですよ。貴方に暇なんかないですからね」

「いや？　頼んでいたドレスが仮完成らしいから、試着に行くぞ。それで呼びに来たんだ」

「え……」

　ドレスとは、三ヶ月ほど前に城に布問屋が来た時にオスカーが勝手に頼んでいたものだ。

　彼女自身が注文した方は、あっさりした作りのためか割と早くできあがってきたのだが、彼の方はこれほど時間がかかったとなると、とても嫌な予感がする。

「い、行きたくないとか駄目ですよね」

「当然。自分の足で歩いていくのと引き摺られるのとどっちがいい？」

「歩きます……」

　この城にいる限り、やらなければならないことは何故か自然に増えていくようだ。

　ティナーシャは観念して頭を垂れると、オスカーに手を引かれて歩いていった。




「とっっても素敵です、ティナーシャ様！」

　ドレスを試着して出てきたティナーシャをまず迎えたのは、ちょうど見にきていたシルヴィアの悲鳴に近い歓声だ。オスカーは魔女の全身を見て、率直な感嘆を漏らした。

「似合うじゃないか」

「ありがとうございます……」

　黒を基調にしたドレスは、滑らかな絹地と銀糸をふんだんに使った代物だ。

　肩から下の両腕と背中は肌が出ており、高く取った襟元から腰の下までが体にぴったり沿った曲線を描いている。そこから下は緩やかに広がり、長い裾が美しい円となっていた。それだけでなくドレスのあちこちには銀糸の刺し繍しゅうが施され、花を模して作った布飾りがつけられている。魔女の肌の白さと漆黒の髪色によく合って、見る者を魅了し、溜ため息いきをつかせるできばえだ。

　シルヴィアはうっとりと魔女を眺める。

「ティナーシャ様、当日の髪とお化粧はわたしにやらせてくださいね」

「当日？　なんですか、それ」

「もうすぐ陛下の誕生祝いの式典があるじゃないですか」

「あるのは知ってますが、何故私が。あれは外交用の舞踏会じゃないですか」

　二人が話す間、ティナーシャの周りを回ってドレスの出来を確かめていたオスカーは、それを聞いて人の悪い笑顔を浮かべた。

「お前が出ないで誰が出るんだ。せいぜい狸たぬき共どもに揉もまれてこい」

「何でだよ！」

　いつものように叫ぶティナーシャに、仕立て屋が恐る恐る尋ねる。

「あの……寸法などは、いかがでしょうか」

　それに答えたのは彼女自身ではなく、後ろから楽しげにべたべたと触るオスカーだ。

「腰が少し余ってるな。痩せたのか。ちゃんと寝ろ」

「寝てますよ。気が向いた時には」

「あとこの花飾りと同じもので、もう少し大きいものを髪飾りにして作ってくれ」

「かしこまりました」

　仕立て屋が手早く腰の寸法調整を布につけて離れると、オスカーは愛おしげに魔女の肩口に口付けた。傍で見ていたシルヴィアなどは思わず赤面したが、ティナーシャ本人は精神的疲労が滲にじむ顔で、しかし平然としている。その表情にオスカーはつまらなそうに頭を上げた。

「本当に微み塵じんも動揺しないな」

「これだけ堂々と触られると何とも反応できません」

「そういう問題なのか」

「違うんですか」

　ティナーシャは、分からないことに少しだけ困惑して契約者を見返した。彼は白眼で返す。

「お前、俺を男として見てないだろ」

「当然見てないというか、誰のこともそんな目で見たことないです」

　オスカーは無言で拳を作ると、魔女のこめかみを両側から締め上げた。

「痛い痛い！　何なんですか、もう！」

「すまん、つい腹が立って」

　ティナーシャはこめかみをさすりながら男を睨にらむ。しかし彼は笑みさえ浮かべてその視線を受け流した。改めて、恋愛沙汰に無関心な守護者に尋ねる。

「お前は何でそんななんだ。純潔重視の精霊術士だからか？」

「それもあるとは思うんですが、あまり人間に執着したくないんですよね。ルクレツィアとか今でこそ大分丸くなってますが、昔は振られた腹いせにその村の湖の水を、まるごと別の場所に移動させたりしてましたよ。そういうのを見ちゃうとどうも……。あ、ちなみに水は私が戻しました」

　シルヴィアが硬直し、オスカーもさすがに沈黙する。

　どうにも魔女の手にかかると八つ当たりの規模が違う。それを踏まえると、最強と言われる彼女が今まで恋愛事を避けてきたのは賢明な判断なのかもしれない。

　もっとも、それを差し引いてもティナーシャは人間に対してひどく不器用だ。一定の距離を置いて接する分には超然としているが、一歩内側に入ってしまえば人慣れしてないことがよく分かる。

　だからこそ彼女は、自分のことにさえ一種無関心なのだろう。オスカーは軽く頭を振って気を取り直すと、ティナーシャの頭に手を置いた。彼女は戸惑った瞳でそれを見上げる。

「まぁそういうのは置いておいて。俺は別物だからな。分けて考えろ」

「そうなんですか？」

「そう。あと半年あるから、それまで待つさ」

「待ってどうにかなるものとは思えないんですが……」

　魔女の率直な言葉を、しかし彼は意に介さず笑った。頭に乗せていた手で彼女の頰に触れる。

「結構自信がある。お前は気が変わる。お前に俺は合ってるよ」

「……よく分かりません」

　透き通った貌かおで首を傾げた魔女は、見えないものを探すように、闇色の瞳を宙にさまよわせた。
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「──私は定義する」

　その言葉と共に、爪くらいの大きさの水晶球がふわりと浮かび上がった。十数個の球は糸に引かれるようにゆっくりと宙を滑ると、赤い線で可視化された構成の各所に固定される。

　ティナーシャはそれを確認すると、詠唱を始めた。

「この言葉が毒となることを望む。棘とげが生まれるように種を播まく」

　謳うたうような詠唱。複雑極まる構成を現出させながら、彼女はただ考える。




　たとえば愛情が人を殺すなら、その感情は矛盾だろうか。

　愛して殺しても、憎んで殺しても、死は死だ。

　なのに何故、人はそこに全く異なるものを見み出いだすのか。

　理由など、当人以外には分からない。そしてきっと当人にも、本当のことは分からないのだ。




　白い額に汗が浮かぶ。

　ティナーシャは慎重に、精密に、力と意志を紡いでいく。

「運命は線を円と成し、逃れることはできない」

　詠唱が空気を揺らす度、水晶球は自おのずから回転した。透き通った中身が徐々に白く濁っていく。

「何者も触れることはできない。変えることはできない。この言葉は毒となる」




　人は人を殺す。

　そのための感情。

　そのための強さだ。

　だから、それを為なさせるのなら、愛情も憎悪も触れたくない。思い出したくない。

　ただ、狂いたくないのだ。既に自分は最初から──逃れられない狂気の中にいるのだから。




「祝福を産む憎悪に、呪じゅ詛そを産む鍾しょう愛あいを──」

　長い詠唱の途中、ティナーシャは小さく息をつく。

　彼女は一度顔を上げて暗い天井を見つめ……そして目を閉じた。

　失敗は許されない。もうあまり時間がないのだ。

　過去に生きる自分が、この先に残せるものはきっと他にない。

　せめてこれだけはやっておかなければ。

　彼女は精神を一本の糸のように研ぎ澄ますと、更なる言葉を唱えた。





※






　──夢を見ていたような気がする。

　とても曖昧な夢。嬉うれしかったのか悲しかったのか分からない。ただとても感情を揺り動かされた気がして、オスカーは目を覚ました。部屋の中はまだ暗く、僅かに朝の気配が窓辺に漂っている。

　彼は額を押さえながら上体を起こそうとして違和感を覚えた。いつの間にか上を着ていないのだ。

「着なかったんだったか……？」

　オスカーはうまく動かない頭を動かし記憶を探ろうとして……ふと人の気配に横を見た。

　そこには彼の魔女が床に座り、上半身を寝台に伏せて眠っている。彼女の周囲にはいくつもの水晶球が散らばっていた。

　何があったのか、少なくとも彼にはさっぱり記憶がない。

　オスカーは半身を起こすと魔女に手を伸ばした。その髪をそっと引く。

「ティナーシャ」

　反応がない。もう一度引くと、彼女はようやく身じろぎした。とろんと鈍い目で彼を見る。

「ねむい……」

「説明したら寝ていいぞ」

　彼女はその言葉にいやいやをする子供のように頭を振った。だが、次第に覚醒してきたのか目に光が戻る。ティナーシャは小さく欠伸あくびをすると寝台に腰かけた。闇色の目が彼を見上げる。

「貴方の呪い、解呪しました」

「……は？」

　今、何を言われたのか。

　オスカーは自分の耳を疑って守護者を見返した。ティナーシャは潤んだ目をこする。

「正確には解呪ではないんですが、呪いを同じ箇所にぶつけて相殺してあります。一部、構成に定義名がつけられている部分があって……これって構成の暗号化みたいなものなんですが、その部分は定義名を指定した術者でないとどうしようもできないので残してあります。でもそれだけなら単なる祝福の、守護のうちなので支障はないはずです」

「……解呪って、お前」

　あまりのことにオスカーは絶句する。

　解析がもうすぐ終わるとは聞いていたが、ついに解呪が終わったのだ。十五年間彼を縛り、人生に少なからず影響を与えた呪いが無効化されたことに、オスカーはすぐには何も言えなかった。

　魔女は眠さに重い目をしばたたかせながら、彼の上半身を指差す。

「それ、もう消していいです。風呂にでも入ってください」

　言われて見てみると、彼の体には血で複雑な紋様が書かれていた。魔法のものと思おぼしきその紋様は、乾いているのに艶つややかに赤い。

「お前の血か？」

「そうです。触媒として使いました」

「何で寝てる時にやるんだ」

「意識がない方が楽だからです。前眠るの待ってたら嫌がったじゃないですか」

　魔女はそう言うと宙に浮き上がった。

「じゃ、帰って寝ますね……」

　転移で消えようとするその手をオスカーは摑む。ティナーシャは軽く眉を顰ひそめて彼を見下ろした。

「なんですか」

「いや……ありがとう」

　彼女はそれを聞くと、覚めきらない目で蕩とろける微笑を浮かべた。自分の手を取っている男の手を握り返し、その甲に口付ける。彼女が幻のように姿を消すと床に散らばる水晶球だけが残された。

　オスカーは改めて、自分の体に血で描かれた紋様をじっと見下ろす。

　この朝を、自分は一生忘れないだろうと確信しながら。
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　その日は朝から、城中がざわざわと落ち着かない空気に支配されていた。

　年に一度の国王の誕生祝いの日。だがその内実は、周辺諸国が集まり腹の探り合いをする外交の場だ。まもなく始まる式典を前に、城の一室では数人の女官が支度にかかりきりになっていた。

「出来はどうだ？」

　開いたままの扉を一応叩きながら、正装した男が入ってくる。魔女はその言葉に顔を上げた。

「オスカー……疲れましたよ……」

　もう二時間も髪や化粧のために拘束されているのだ。いい加減解放されたいが、シルヴィアや女官たちは実に楽しそうで離してくれない。救いを求めるような彼女の呟つぶやきを、しかし契約者は耳に入れているのかいないのか、ただ彼女を見て絶句している。

「これはまた……迫力があるな」

「何ですかそれ……」

「渾こん身しんの作ですよ！　元が綺麗だから化粧のし甲が斐いがあります」

　弾む声でシルヴィアが答える。その言葉に終わったと判断してティナーシャは立ち上がった。

　長い髪は一部を垂らして結い上げられ、耳の上にドレスと同じ黒い花飾りがつけられている。花の周りを囲む紗しゃ布ぎぬは、そのまま彼女の白い肩にかかっていた。

　高く通った鼻び梁りょうと大きな闇色の目が際立つように、顔には薄い青を基調にした化粧が施されている。結果として、普段清せい冽れつな印象を受ける美貌は、女王のように誇りと威圧感を伴った美しさへと引き立てられていた。彼女が苦い顔をしているのと相まって、実に近づきがたいものがある。

「いい出来じゃないか。期待以上だ」

　機嫌よく彼女の頰にオスカーは手を伸ばす。だがその時、廊下からラザルの声が聞こえてきた。

「殿下！　どちらにいらっしゃいますか！」

「何だ？　どうした」

　返事に気づいて部屋に入ってきたラザルは、ティナーシャを見るなりやはり絶句する。魔女に気を取られている幼馴染に、オスカーは振り向かぬまま声をかけた。

「用は何だ」

「あ、はい。タァイーリの王子ですが、来られなくなったそうです。何でも一週間ほど前にクスクルとの国境に近い町が襲撃を受けたとかで。代わりに今日は、妹姫がいらっしゃるそうです」

「クスクル？」

「襲撃……？」

　ラザルの報告にオスカーとティナーシャは表情を険しくした。ラザルは深刻な顔で続ける。

「クスクルの魔法士が前触れなく町を焼き払ったらしく、救援が駆けつけた時にはもう生存者がいなかったようです」

「生存者がいないって……住民を殺したのか？」

　さすがにそんな事態はここ百年ほとんど記録されていない。暗黒時代には無む辜この民の虐殺も多かったが、今は魔女の時代だ。彼女たちの気まぐれでもなければ、そんなことは起こりえないと思われている。オスカーは思いきり苦味を嚙かみしめた。

「あの国は何を考えてるんだか分からんな。タァイーリも、そういう情報を公表したってことは、他国に助力を要請するつもりかな」

「かもしれません。タァイーリだけで対処できるなら、そもそも国教に反する魔法士の国を独立させなかったでしょうから。他国に借りを作ってもクスクルを何とかしたいんでしょう」

「確かに、魔法士を排斥してるタァイーリじゃ、魔法国に対抗するのは難しそうだしな」

　戦争において魔法士は大きな力を持つが、実のところその使いどころは難しい。

　強力な魔法を使えば自国の兵士を巻きこむ可能性が上がり、また詠唱も長くなる。

　そもそも大規模魔法は統御が難しく、使いこなせる魔法士は少ないのだ。おまけに距離を取って魔法を打てば、相手の魔法士に防がれる可能性が高い。ある程度近づかなければ、まず出し抜いて魔法を当てることは不可能だろう。

　結果、魔法士たちは兵士の後ろから、小中規模の魔法を放つことになり、相手もそれを防ぎあうことになる。その扱いの難しさから、魔法士は防御と補助に徹させる国も多いくらいだ。

　タァイーリなどは特に、魔法士がいない分、魔法士たちの攻撃を防ぐ術すべもないはずだ。

　この状況でクスクルは何がしたいのか。──タァイーリへの復ふく讐しゅうか、もっと違うことなのか。

　オスカーは眉を顰めかけて、ふと魔女の様子がおかしいことに気づいた。

　顔が青い。目には嘆きと怒りの入り混じった光が揺らいでいる。

「ティナーシャ？　どうかしたのか？」

　男の言葉に、魔女ははっと顔を上げた。揺らぐ視線がオスカーを見上げる。

「……あ、いえ……何でもないです」

　魔女は微笑んで、そして少し躊躇ためらった後、オスカーの袖を引いた。

「あの、ちょっといいですか？　二人で話したいことがあるんですが……」

「何だ珍しい。別に構わないぞ」

　彼女のことだから、どうせ色気のない話なのだろう。オスカーは人払いをする代わりに守護者を露台に誘う。露台の手すりの向こうには城の中庭が広がっていた。夕闇に沈む植えこみをオスカーは何とはなしに一瞥する。その後に続いたティナーシャは、窓を後ろ手に閉めるなり口を開いた。

「オスカー、ナークのこと好きですか？」

「は？　ナークってお前の連れてるあのドラゴンか？　まぁ嫌いじゃないぞ。何でだ」

「じゃあもらってやってくれませんか？　今は私が主人になってますが、それを書き換えたいんです。貴方ならナークもなついてますし……」

「何で書き換えたいんだ？」

　魔女はそれには答えなかった。ただ困ったような顔で彼を見上げる。化粧や服と合わないその表情は彼女の存在を不安定に見せていた。いつになく頼りなげに思える魔女に、オスカーは頭を搔く。

「分かった。それで構わない」

「本当ですか!?　じゃあ書き換えますね」

　ティナーシャはぱっと破顔すると音もなく宙に浮いた。オスカーの額に掌てのひらを当て、口の中で小さく詠唱する。彼がその体をそっと抱き取ると、魔女はオスカーの腕に座った。

「これで貴方が主人です。名前を呼べば来ます。餌は自分で何とかするので特には要りません」

「分かった」

　微笑んだ彼女は美しかった。月の光が白い肌をうっすらと青く染めている。確かに彼を見ているはずの眼差しはどこか遠く、まるで夜そのものと繫つながっているようだ。見つめすぎると魅了される気がして、オスカーは嘆息をのみこんだ。

　彼が空いている右手で頰に触れると、ティナーシャは目を細める。そのまま彼は、小さな頭の後ろに手を差し入れて引き寄せた。

　彼女は逆らわない。オスカーの両肩に手をついて、そうすることが自然であるように口付けを受け入れる。

　柔らかい唇が離れた時、オスカーは苦笑した。

「中々、予想外」

「緩急つけないと駄目ですよ」

　魔女は指を伸ばして彼の唇についた紅をぬぐいながら笑った。




　オスカーが魔女を伴って広間に現れた時、まるで絵画のような美しい一対に場の注目が集まった。

　ざわめきが波のように会場を伝わっていくのを感じ、ティナーシャは心の中で溜息をつく。隣に立つ男の腕に手を回しながら囁いた。

「こういうところに姿を見せるなんて前代未聞ですよ……」

「ちゃんと素性は黙っておくさ」

「婚約者とか言ったらふっ飛ばしますからね」

「覚えておこう」

　二人は父王の前に立つと礼をした。ティナーシャは一歩下がり、オスカーが祝辞を述べる。王は面白そうにそんな二人を見返していたが、祝辞が終わるとティナーシャを手招きで呼び寄せた。彼女はそれに応じて王の隣に歩み出る。父王は彼女だけに聞こえる声で話しかけてきた。

「貴女あなたも付き合いがいい」

「押しが強い契約者がいましてね……血筋なんですか、もう」

「折角だから皆に紹介されてはいかがか」

「それは勘弁してください。それより諸国の姫君がファルサスの次期国王を待ってますよ」

　ティナーシャの言葉に王が広間を見渡すと、あちこちにいる華やかなドレスを着た女性たちが、期待に満ちた目でオスカーを、敵意を滲ませた目で魔女を見つめている。王はくすくすと笑った。

「それは大変ですな。お察ししますよ」

「貴方も結構他人ひと事ごとですよね……もっとあの人を何とかして欲しいんですけど」

「あの歳では親の言うことなんて聞きませんよ。よろしかったら一緒になってやってください」

「貴方までそれを言うんですか!?」

　ティナーシャは思わず叫ぶと、あわてて口を押さえた。彼女が一礼してオスカーの隣に戻ると、彼は怪訝そうに彼の魔女に尋ねる。

「何を話してたんだ？」

「人生の苦労についてです……」

　オスカーは詳しいことを聞きたそうにしていたが、彼女はそれを黙殺した。ティナーシャは一時間ほどオスカーに付き合うと、きりのいいところで広間を離れて庭に出る。

「疲れた……踊れるドレスじゃなくてよかった……」

　華やかな舞踏会を振り返って、ティナーシャは解放感を味わう。もちろん踊ることはできるのだが、そんなことをしたら余計に面倒なことになりそうだ。さっさと逃げ出そうとする彼女に、だが背後から声がかけられる。

「お一人ですか、美しい方」

「う……」

　気持ちの悪い呼びかけに思いきり顔を顰しかめたティナーシャは、何とか笑顔を作ると振り返った。そこにいるのは身なりの良い若い男だ。招待客の一人だろう彼に、魔女は当たり障りなく返す。

「少し夜風に当たりたいと思いまして……」

「それはいい。僕もちょうどそう思ったところです」

　男はティナーシャの隣まで来ると、ごく自然にその手を取った。

「よろしければご一緒させてください」

「はぁ……」

　逃げ出す機会を逸してしまった。後はこの男を証拠の残らない方法で昏こん倒とうさせるしかない。

　握られた手を撫なでられ、いつ庭に埋めようかティナーシャが考え始めた時、庭の小道を通って誰かが現れる。やって来た男は、二人の姿に気づいて小さく苦笑した。彼女に向かって声をかける。

「ティナーシャ嬢。そろそろ時間では？」

「あ、はい。参ります」

　ティナーシャはあわてて男の手から逃れると「では、失礼致します」と足早に逃げ出した。名残惜しそうな男に一瞥もくれず、声をかけてくれたアルスと並んで歩き出す。

「助かりました。もう少しでふっ飛ばすところでしたよ」

「ちょっと面白かった。けどまぁ貴女を悪い虫から守るのも警備のうちかな」

　若き将軍のアルスは喉を鳴らして笑った。ティナーシャは忌々しげに触られていた手を払う。

「本当に気持ち悪いです。当たり前のようにべたべた触らないで欲しい。気安い」

「殿下には触られても平気そうなのに」

「……あれ？」

　ティナーシャは自分でも気づかなかったことを指摘され、首を傾げた。

　当然のように触れてくる契約者の手を、温かいと思ったことや、心地よいと思ったことはあるが不快だと思ったことはない。せいぜい邪魔なことがあるだけだ。

　この違いは何なのか、考えかけて彼女はけれど考えるのをやめた。答えが見つかったとしてもそこにはもう何の意味もないのだ。

　かぶりを振る彼女は、その時ふと、全身に違和感を覚えた。皮膚の表面がざわめく。

「見られてる」

「うん？　ティナーシャ嬢、何か言ったか？」

「……いえ」

　不穏な感覚は一瞬で消え去った。辺りには二人の他に誰もいない。

　魔女は顔を上げ、月を仰ぐ。

　そこに、求める誰かの姿を見出すかのように。







　自室に戻ったオスカーは、内心うんざりしながら椅子に座っていた。さて、どうしようかと思う。

　彼の目の前には、華やかなドレスを着た気位の高そうな姫が座っている。

「殿下、どうかなさいました？」

　そう言って、あからさま過ぎるほどに期待に満ちた眼差しを向けてくるのは、兄の代わりに出席してきたタァイーリの王女、チェチーリアだ。

　オスカーは、クスクルの件について話を聞きたいと思い彼女に話しかけたのだが、チェチーリアは「込み入った話なのでここではできない」と彼の私室にまで押しかけてきたのだ。

　にもかかわらず彼女は、先ほどから全然関係ない話ばかりしている。どうやら様子を見るだに何も政治の話が分からない姫らしい。それとも彼女に課せられた役目は、有力国の実力者を味方につけることなのか、ただオスカーに媚び態たいを示してくる。

「……いい加減追い出すか」

　口の中で呟いてオスカーが腰を上げた時、外から軽く窓が叩かれた。彼は自然にその名を呼ぶ。

「ティナーシャ、どうした？」

　窓を開けて入ってきた彼女は、チェチーリアに気づくと驚きの顔を見せた。これはまたややこしい反応をされるかもしれない、と予想するオスカーに反して、けれど魔女は平然と王女に向き直る。

「申し訳ありませんがこの方に大事な用がございますので、お引取り頂けますか」

　丁寧ではあるが反論を許さぬ物腰。その言葉にチェチーリアは怒りを露あらわにした。

「なにを……そんなところから突然来て無礼な！　殿下、この方はどなたなのです！」

「私の魔……法士です」

　危うく魔女と言うところだったのをオスカーは言い直す。だが、魔法を嫌う国の王女はそれを聞いて眉を跳ね上げた。立ち上がりティナーシャの眼前にまで来ると、深い闇色の目を睨みつける。

「魔法士ですって？　魔法士風情が身の程を知らずに……。穢らわしい。出ておいき！」

　その傲岸さにオスカーが何かを言うより先に、ティナーシャ自身が冷然と口を開いた。

「魔法士風情だと？　口を慎め、痴しれ者ものが」

「なんですって!?」

「去いね。二度言われなければ分からないか？」

　魔女の瞳が、底知れぬ闇そのものの力を帯びる。

　空気までもを支配する静かな威厳。

　チェチーリアはその迫力に押されて後ずさった。オスカーは啞然として魔女を見つめる。

　魔女である彼女が、恐ろしい威圧感を放つのを見たことはある。

　しかしこのように人を芯から縛り、従わす目をしたことは今までない。

　それは彼も持っているもの、すなわち人の上に立つ人間の──王者の目だ。

　チェチーリアはすがるようにオスカーを見たが、助けを得られないと分かると、逃げるように部屋から出て行った。後には魔女と、その契約者が残される。

　オスカーは、正装をした彼女が纏う雰囲気を変えたことで、まるで知らない女のように思えた。

　彼女はゆっくりと振り返ると彼の前に立つ。大きな瞳には消せない自嘲が滲んでいた。

「ティナーシャ？」

　彼女は微笑みながら口に人差し指を当て、黙るように示す。そのままふわりと浮かび上がったティナーシャは右手を軽く振った。細い人差し指から血が零れ始める。

　そうして彼女はオスカーの首に両腕を回すと、左耳の後ろに血のついた指で何かを書き始めた。その作業に集中しながら、男の耳に囁く。

「オスカー……私は本当なら四百年前に死んでいるはずの人間なんです……。今の私は魔女ですらない。死すべき子供の残ざん滓しに過ぎない。貴方は死者に魅入られてはいけないんです」

　彼女は書き終わると両手でオスカーの顔を挟んだ。日の落ちたばかりの、澄んだ空色の瞳を至近から見つめる。

「貴方は貴方の為すべきことをしてください。貴方の肩に、この国の民の未来がかかっていることを、どうか忘れないで」

　真摯な目。

　その闇は深しん淵えんだ。
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　オスカーは理由のない不安に捕らわれた。

「ティナーシャ？　どうかしたのか？」

　彼女は目を閉じるとかぶりを振る。そしてもう一度契約者を見つめると、紅色の唇を開いた。

「ルクレツィアの術を解いた時の……私の言葉を覚えていますか？」

　オスカーは目を瞠る。

　彼女は答えを待たなかった。白い、悲しげな貌を寄せてそっと男の唇に口付ける。

　そして彼女は音もなく床に降り立つと、男に背を向けた。闇色の目が見つめる先の空間が歪む。

　次の瞬間、そこには見知らぬ男が転移してきていた。




　男の長く白い髪は、乳白というより溶け入りそうな雪の白さだった。肌も同じく白い。

　細い体に添う薄青い魔法着は、ティナーシャの普段着ているものによく似ている。中性的な空気を持つ彼は、ティナーシャを見つけると微笑んだ。

「アイティ、迎えに来たよ。随分大きく……綺麗になったね」

　その言葉にオスカーは思わず声を上げそうになった。

　だがそこで、自分の声が封じられていることに気づく。注意してみれば体も動かない。さっきの口付けで魔女に拘束されたのだろう。

　ティナーシャは不意に床を蹴ると、男に向かって駆け出す。その首に腕を回して抱きついた。

「ラナク！　本当に生きていたのね！」

　喜びに溢あふれた声は、オスカーも聞いたことがないものだ。

　ラナクと呼ばれた男は、彼女の髪を愛いとしそうに撫でる。

「君が僕を探していることは知っていたよ。でもずっと動けなくてね……」

「いいの。生きていてくれたらそれで充分だから」

　ティナーシャは男の手を取って顔を寄せる。その横顔を見てオスカーは少なからず衝撃を受けた。涙に滲む眼差しは喜びを隠しきれないものだ。仮面としての笑顔ではないことは彼にはよく分かった。なら、彼女にこんな顔をさせる相手は一体何者なのか。

　ラナクは、オスカーの存在にまったく気づいていないかのように、ティナーシャに微笑む。

「もう淋さみしい思いはさせないよ。君のために国も作った。クスクルというんだ。小さい国だけど、すぐに大きくなる。きっと気に入るよ。君はそこの王妃になるんだ」

　その言葉にオスカーは愕がく然ぜんとする。

　──突如生まれた魔法士の国、クスクル。

　目の前にいるこの危うげな男が、かの国の王だというのか。

　ティナーシャはけれど、何一つ動じることなく陶然と答えた。

「私の国なら、わがままいっぱい言うよ？」

「いいよ。当然の権利だ」

　ラナクは彼女の体を左腕で抱く。そして初めて気づいたかのように、オスカーを見た。

「彼は？」

「契約者だった人よ」

「アカーシアの剣士か。危ないな」

　ラナクはオスカーに向かって右手をかざす。

　それを見てティナーシャの顔が一瞬歪んだ。オスカーの呪縛が解ける。

　彼は素早くアカーシアを抜こうとして──だがラナクの前にティナーシャが飛びこんできた。

　彼女はラナクに向かい微笑む。

「放っておきましょう。剣に力があっても所詮は剣。使い手に力がなければどうにもならないわ」

「ティナーシャ！」

　悪い夢を見ている気がする。

　よく知っているはずの自分の魔女が、今はひどく遠く感じられた。

　彼女の心はどこにあるのか。ティナーシャはゆっくりと振り返る。

　──その闇色の目には違えようもない戦意が湛えられていた。

「貴方との契約は今夜で終わりです。呪いは解いた。もう私に用はないでしょう？」

「まだ時間はあるはずだ」

「もうない」

　酷薄な笑みが魔女の貌に浮かぶ。

　オスカーはついにアカーシアを抜いた。切っ先をティナーシャの向こうへと構える。

「その男とは行かせない」

「……ラナクを傷つけるつもりなら、私がお相手します」

　ティナーシャが両手を広げると、そこに一振りの剣が現れた。彼女は長剣を無造作に取る。

　一瞬で空気が張り詰める。

　オスカーは、ともすれば混乱に乱れそうな精神を制御し、統一した。

　──この距離なら殺せる。

　最強の魔女と言えども、アカーシアを相手にしてはそれが限界だ。

　何より彼女を殺せるように、彼女自身がオスカーを育てたのだ。

　そしてそれが分かるからこそ、彼は踏みこむことができない。

　戦いに集中する意思と、それを拒む意志の二つが彼の精神を二分していく。




　時が固形になり、沈黙が永遠になるかと思われた時、彼女の体を後ろからラナクが抱きしめた。

「もういいよ、行こう」

　魔女は苦笑すると頷く。魔力が二人を包んだ。

「ティナーシャ！」

　オスカーが叫んだ時、彼の魔女の姿は部屋の中から忽こつ然ぜんと消えていた。








３．深淵の生まれる時









「アイティ、君は僕の妃きさきになるんだよ。分かってる？」

「うん……わかってる」

　幼い彼女がもじもじしながらうなだれると、少年は厳しい表情から一転、ふっと微笑んだ。その優しい笑顔にティナーシャはいくらか安心する。

　最初から悪戯いたずらをしようと思ったわけではない。ただ少し癇かん癪しゃくを起こしたら、魔力が洩もれて部屋の花瓶を割ってしまった。そのことに驚いた女官たちが、たまたま来るところだった彼を呼んできたのだ。

　よりによって一番知られたくない相手に失敗を知られてしまい、ティナーシャはがっかりする。

　彼にだけは嫌われたくないのだ。ティナーシャは物心ついた時からここで一人だった。そんな彼女のことを思って、手を差し伸べてくれる「家族」は、彼しかいない。

　ティナーシャは服の裾を両手でぎゅっと摑む。

　彼女の傷心を感じとったのか、少年は苦笑すると両手を広げた。

「おいで」

「ラナク！」

　飛びついてきた彼女の頭を少年は優しく撫でる。

　その温かさに泣きたくなってティナーシャは目を閉じた。

　不安も孤独も、今だけは忘れられる。きっといつかは完全に忘れてしまえるのだろう。彼の妃となったその後には。

「ラナク、ごめんなさい」

「いいよ。次はもうしないって約束して」

「うん。がんばるから……嫌いにならないで」

「大丈夫だよ」

　頭上にその声を聞いて、ティナーシャは抱きつく手に力をこめる。彼に見捨てられないようにと縋すがるように願う。




　彼が大好きだった。

　本当に、信じていたのだ。

　──でも、どうして。





※






　ティナーシャの城の自室は綺麗に引き払われていた。そこにあった塔への転移陣も消されている。

　何の前触れもなく忽然と姿を消した魔女に、城内では密ひそやかに憶測が飛び交った。

　だが、それらに真実味はあっても真実と言いきれるものは一つもない。

　彼女がいなくなった翌日、ラザルは執務室から退出すると大きな溜息をついた。その彼へ、廊下で待ち伏せていた男は手を振る。ラザルは顔を上げると、相手の名を呟いた。

「アルス将軍……皆も」

　そこにはアルスと武官のメレディナ、加えて宮廷魔法士のシルヴィアとカーヴ、ドアンが立っていた。全員で扉の前から少しだけ横に移動すると、アルスはラザルに尋ねる。

「殿下のご様子は？」

「荒れてます。一見いつも通りに見えますが」

「それでも仕事はなさるところはさすがだなー」

「何があったか教えてくださらないんですよね」

「知りたいような知りたくないような……」

　二人の会話を黙って聞いていたシルヴィアが、涙目で零した。

「ティナーシャ様、どこに行かれてしまったんでしょう……。あの式典の後ですよね。何かわたし、気に入らないことでもしてしまったんでしょうか」

「それはないと思う。そういう性格の方じゃないだろ」

　一向に答えの出ない不毛さに、彼らは沈黙する。

　その時、話題の中心人物が部屋から出てきた。オスカーは一同が集まっているのを見て眉を顰めたが、足を止めぬままラザルに近づくと書類を渡す。

「終わった。後は頼む」

「は、早いですね……」

　それを受け取るラザルの横から、アルスが怪訝な声を出した。

「殿下、帯剣してどちらへ」

「ルクレツィアの森に行って来る」

「え！」

　何人かの驚きの声が重なった。前回のことを思い出し、あわてラザルが止めに入る。

「お待ちください。危ないことがあったらどうなさるんですか」

「ないから大丈夫だ。放せ」

「殿下、私も行きますからお待ちください」

「わ、わたしも」

　一同が混乱し、もつれあっていると、頭上からくすくす笑う声が聞こえてきた。オスカーが顔を上げるとそこには明るい茶色の髪の女が浮いている。

「来なくてもいいわよ？　私はここにいるし」

『閉ざされた森の魔女』はそう言って片目を閉じた。




「やっぱりあの子行っちゃったんだ」

　執務室に移動した一同を窓辺に腰掛けて見渡しながら、ルクレツィアは嘆息した。彼女にしては珍しい気鬱顔での述懐を、自分の椅子に戻ったオスカーは聞き咎める。

「やっぱり、ってなんだ」

「だって私にも誘いが来たもん。クスクルから」

　お茶を飲みかけていたカーヴがそれを聞いて咳きこむ。ドアンが恐る恐る尋ねた。

「それ、どうしたんですか？」

「もちろん断った。他の魔女もそうじゃない？　魔女はそういう国とか政治には興味ないのばっかだし。あー、まぁ一人は違うけど、あの女も断るわね。だから今回あの子が行ったことは、諸国でも問題になるんじゃないかな」

　オスカーを除いた全員が重苦しい表情で息を呑む。

　確かに今まで、魔女が一国に肩入れして他国への侵略を手伝ったことはない。ティナーシャが七十年前戦線に立ったのも侵略に対抗してのことで、その力の行使も魔獣相手に限定されていたのだ。

　魔女に対して各国が今まで不可侵だったのも、彼女たちの力の強大さもさることながら、国同士人間同士の争いに彼女たちはあまり介入しないからという理由が大きい。

　そういった前提の上で、最強の魔女が他国に侵攻しようという国に身を寄せた事実は、大陸を揺るがすに十分な問題となるだろう。

　オスカーは苦い顔で足を組むと机に載せた。背後に座る魔女を見上げる。

「あのラナクとかいう男とティナーシャは、どういう関係なのか知ってるか？」

　臣下たち全員は、初めて聞く男の名前に緊張した。その男がティナーシャの失踪に関係があるらしいと悟ると同時に、オスカーの機嫌を慮おもんぱかって声を出さない。一方ルクレツィアは楽しげに笑う。

「知ってるわよ。あの子は魔女になってからずーっとあの男のこと探してたもの。ようやく再会できてよかったんじゃない？」

「あの男、おかしいぞ」

「嫉妬？」

「それもあるが、何かおかしい。まともには見えんな」

　ティナーシャを連れにきた男は、半分夢の中を歩いているようだった。詠唱をなしに転移を使っていたところを見ると、それなりに力のある魔法士なのだろうが、どこかに正気を置いてきてしまったような危うさだったのだ。

　ルクレツィアは浮かび上がると、逆さになってオスカーを覗きこんだ。

「でもあの子がそれでもいい、っていうなら別にいいんじゃない。放ほっといてあげれば？　しつこい男は嫌われるわよ」

「嫌だ」

「頑固だなぁ。あの子はちゃんと自分で選んでるのに、あなたが首を突っこむ権利があるの？　もっと自分のことをしたほうがいいんじゃない？」

　魔女は嘲るような微笑を浮かべてオスカーを見つめる。

　人の心を篭ろう絡らくし、圧し、支配する魔女の目。彼はそれを正面から見返し──断言した。

「何と言われても譲る気はない。あれは、俺にとって唯一無二の女だ。あの男を殺して連れ戻してそれでも他の男がいいというなら、その時は放してやるさ」

　きっと自分は、ティナーシャが思うより彼女のことを知っているだろう。

　何が好きで、何が嫌いか。何を慈しんで、何に怒るのか。

　その孤独を知っている。彼女の、人に頼れない頑かたくなさも。

　だから手を伸ばさなければと思うのだ。元々自分たちの間には果てしない距離があった。それを自分が立ち止まっていては、きっと永遠に彼女には届かない。

　オスカーの挑むような目をルクレツィアは黙って見返す。

　そのまま長いような、短いような時間が流れた。

　誰かの嘆息が聞こえる。ルクレツィアは美しい顔から嘲りを消すと、執務机の上に座った。

「まず約束して。一つは、私が教えたってあの子に言わないでね。殺されたくないから。あと、これから私は、あの子が私に語ったことと私の知っていることをそのまま伝える。あの子は自分の話について、何の感想も加えなかった。ただあったことを淡々と教えてくれただけ。だからその時、あの子がどう思ったかは自分たちで考えて」

　彼女はそこで言葉を切って、一同を見回す。

「最後に……あの子と殺し合いができる覚悟のある人間だけに伝えるわ。それができないなら聞かない方がいい」

　オスカーは目を閉じて動かない。

　アルスは幼馴染のメレディナを見た。彼女はしばらく躊躇っていたが席を立つ。ラザルとカーヴも立ち上がった。彼らは少しだけ逡しゅん巡じゅんしたが、残る人間を見渡すと一礼して部屋を出て行く。

　ドアンはまっすぐ魔女を見返して、シルヴィアはその拳をきつく握り締めて残った。アルスがそんな彼らを見て苦笑する。

　目を閉じたままオスカーは口を開いた。

「いいぞ。始めてくれ」

　魔女は嫣えん然ぜんと微笑むと、長い昔話を始めた。







「まずこの話を始めるにあたって、あの子の本名を教えましょう」

「本名？　そんなものがあるのか」

「ええ。──彼女の名は、ティナーシャ・アス・メイヤー・ウル・アエテルナ・トゥルダール。例のアイティってのは、アエテルナの愛称ね」

「トゥルダール!?」

　魔法士二人が驚きの声を上げる。シルヴィアは恐る恐る確認した。

「トゥルダールって、四百年前に一晩で滅んだ魔法大国ですよね……。その国の名前が末尾に入ってるってことは……」

「王族か」

　オスカーは少しだけ驚いたが、すぐに納得した。時折ティナーシャが見せていた育ちの良さや染みついた威厳は、そこに由来するものだったのだ。

　ルクレツィアは彼らの驚きを聞いて、可笑おかしそうに笑う。

「確かに王族なんだけど、あなたたちの思うのとはちょっと違うかな。正確には次期女王候補。トゥルダールって王制だけど、血脈で受け継いでいくんじゃなくて純粋に力で王を決めるのよね」

「力で決めるって、変なやつが強かったらどうするんだ」

「だから、候補は子供の頃から城で教育するの。あの子は生まれてすぐ両親から引き離されて、城で育てられたらしいわよ。それだけ力が飛び抜けてたってこと」

　アルスが深く息をつくのが聞こえる。ルクレツィアは、まるで母親のように微笑んだ。

「で、次期王候補は男女一人ずつ選んで、それがそのまま許婚いいなずけになるんだけど、男の方は国王の一人息子だったの。それがラナクね。彼は立場的にはあの子と同等だけど、実力は比べ物にならなかったから、みんな、あの子が女王でラナクがその夫になるんだと思っていたらしいわ」

「すごい世界だな」

「王室なんてそんなもんでしょ。あんたのところだってアカーシアがあるわけだし」

　オスカーはルクレツィアの視線に肩を竦すくめる。確かにこの王剣がなかったら、彼は危険を冒してまでティナーシャのもとを訪れなかったかもしれないのだ。

「それでも、ラナクは五歳年下のあの子をずいぶん可か愛わいがってたみたい。赤ん坊の頃から一緒だもんね。実の兄妹きょうだいのように仲がよかったそうよ。でも彼らの外側は雲行きが怪しくなってきていた」

　ルクレツィアは目を細めて、オスカーの顔を指差す。

「当時はファルサスをはじめとして他の国が力をつけてきていてね。他国と国交を断絶しているトゥルダールの中で、そのままでいいのか議論が持ち上がったそうなの。で、他国と交流を持ち、その技術をやりとりすべきだと言い出したのが革新派。トゥルダールは特別な国だから今のまま他国とは馴なれ合あわないと主張したのが旧体制派。で、どちらも譲らないままやがて国王が病気になって、革新派はティナーシャに、旧体制派はラナクに、支持する人間が分かれて争った」

「争ったといっても、ティナーシャ嬢が即位するのは確実なことだったんじゃ？」

「そう。だから旧体制派は一計を案じた。ティナーシャの即位を妨害し、ラナクの力を強める一石二鳥の策をね」

　ルクレツィアは息をついた。赤い唇を舌で湿らす。そうして再び物語を紡ぎだした。

「あの子が十三歳の時だった。ある夜あの子が目覚めると、ラナクが自分を抱き上げてどこかに向かっていた。彼女は不思議に思ったけど、ラナクが『いいことがある』と言ったら疑わなかった。親と引き離され城で育った彼女には、ラナクが唯一自分と同じ立場にいる一番の理解者だったのね。それでラナクは彼女を抱き上げて大聖堂に来ると、彼女を祭壇に横たえた」




「そして──おもむろに短剣でその腹を裂いたの」




『何処どこにでもあるような話ですよ』とティナーシャは言った。

　まるで他人事のように、闇色の目を閉じて微笑みながら。




「……今、何て言った？」

　オスカーは机から足を下ろして体を起こす。

　他の全員も、程度の差こそあれ、愕然とした顔を魔女に向けていた。

　うっすらと笑う魔女。その目にはけれど、怒気が満ちている。

「あれ、聞こえなかった？　強大な魔法士であるあの子の血と腸はらわたを使って、ラナクと旧体制派の魔法士たちは魔力を召喚したのよ。途中で死なれては困るから延命の魔法だけをかけて、苦痛はそのままに。そして現れた魔力をラナクに取りこもうとした」

「妹のように思ってたんだろ!?」

　思わず腰を浮かしたアルスが叫ぶ。ルクレツィアは皮肉げに唇を歪めた。

「思ってたんでしょうね。でも誇りが傷ついていたんじゃない？　自分だけが頼りの幼い少女が、自分を遥かに凌りょう駕がする力を持っていて、王子の自分を差し置いて即位確実だってことに」

「何それ……」

　か細い声と共にシルヴィアの目がみるみるうちに潤む。隣ではドアンが珍しいことに怒りに唇を嚙んでいた。

　オスカーは、前にティナーシャを抱き上げて寝台に降ろした時に、彼女が異常な反応を見せたことを思い出す。遥か遠い四百年前の出来事が、彼女にとっては忘れられない傷になっているのだ。

　魔女の物語はなおも、全員の嫌悪の中を進んでいく。

「けど召喚された魔力は予想以上に巨大なものだった。本来ならね、その魔力は五つの定義名によって分割されて、それぞれラナクの体内に固着させる予定だったの。でも彼らは結局、その制御に失敗した。術に加わった人間は、ある者は逃げ、ある者は魔力にのまれて死んだ。そしてあの子を中心に大きな渦となった魔力は……トゥルダールを滅ぼした。一夜にして滅びた原因はこれね」

　ルクレツィアがそう言うと、魔法士二人は顔色を変える。彼らは古き魔法大国の原因不明の滅亡を学んでいたのだ。魔女は微苦笑すると、話を友人について戻した。

「瀕ひん死しになりながらも意識は保たれていたあの子は、ラナクたちが逃げてしまったのを見て必死になった。……もともとの才能とか力とかそういう問題じゃないと思うな、これについては。死にかけの人間の意地か執念か、あの子は結局その魔力を統御して自分の中に取りこむことに成功したの。ただ取りこみきれなかった魔力は世界中に飛び散って、魔法湖になってしまった」

　ルクレツィアは白い手を宙に差し伸べる。

　みるみる空中に描かれる大陸地図。その中に灯ともる五か所の赤い光は、今なお残る魔法湖だ。

「けれど、魔力の嵐が消え去っても、もう国は滅びて辺りは瓦が礫れきの山になっていたし、あの子は裂かれた腹は治ったものの、その場で三日間激痛に苦しんだそうよ」

　描かれた地図が消える。ルクレツィアは愁いを食はんで微笑む。

「そして、それが過ぎ去った時──あの子は魔女に成った」

　それは、たった十三歳の少女が辿たどった数奇な運命の昔話だ。

　今はもう遠い過去の話。変えようのない悲劇だ。

「あの子は、それからトゥルダール領地の片隅に塔を建てて、そこに住んだ。そしてずっとラナクを探し続けていた。何のためにかは聞いたことがないわ。これでおしまい。どう？」

　ルクレツィアはオスカーを見る。

　魔女は笑っていたが、笑っていなかった。

　オスカーは肺の中の息をゆっくりと吐き出す。




　目を閉じれば、遥か昔の光景が浮かぶ気がする。

　荒涼とした大地に一人立つ少女。何もかもを失い、魔女と成った彼女。

　そこにどれほどの絶望があったのだろうか。皆の前では普通に微笑んでいた彼女は、その微笑を取り戻すために、一体どれだけの月日をかけたのだろう。

　オスカーは、己の魔女のことを思う。

　その折れそうな体。誇り高い魂。気き紛まぐれ、慈愛、孤独、残酷を。

　──叶うなら、始めの時に彼女の手を取りたかった。

　彼女が一番苦しんでいた時そばにいたかった。

　けれどそれは過ぎ去った記憶で、だから自分が届くのは……今の彼女の手だけだ。




　オスカーは、ルクレツィアに問う。

「お前は、あいつが自分の腹を裂いた男をまだ愛していると思うか？」

「さぁ？」

「じゃあ、あいつは俺のことをどう思ってると思う？」

「分かりきってることを聞かないで欲しいな」

　魔女は赤く塗られた爪でオスカーを指差した。

「その結界、そのままにしていったんでしょ？　あとドラゴンも置いていったんだって？　答えなんて、そこにあるじゃない」

　オスカーは自分の左耳の後ろに触れる。

　昨夜、ティナーシャが自分の血で書いた紋様は、彼の守護結界を一時的に封じるものだった。もしこの結界が見えていたなら、ラナクは彼を見逃すことはできなかっただろう。

　何も言わぬままティナーシャが残していったもの。それは今なお彼を守り続けるものだ。

　オスカーは立ち上がると、臣下たちに告げる。

「基本方針に変更はなしだ。あの胸むな糞くそ悪わるい男を殺して、ティナーシャを連れ戻す。それだけだ」

　アルスは目を閉じて頷き、ドアンは一礼する。シルヴィアは泣きながら何度も頷いた。

　閉ざされた森の魔女は彼らを見て、よくできた子供を見る母親のように笑った。
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　──それは、とうに取り返しのつかない過去の記憶だ。

「寝てていいよ」

　ラナクに言われて、少女のティナーシャは目を閉じる。自分を抱き上げて歩く彼の腕は温かい。

　彼はティナーシャにとって唯一の家族で、だから彼女は安心して目を閉じた。

　そうして淡い夢にまどろんでいた彼女は、けれどいつの間にか、周囲の空気が変わったことに気づいてうっすらと目を開けた。

　暗い、広い場所。ひんやりとした中に、ラナクの足音だけが響いている。

　彼が自分を抱いて石段を登っているのだと気づいたティナーシャは、ぼんやりと問うた。

「ここ、大聖堂？」

「ああ、起きた？　君は魔法耐性が強いから、やっぱりすぐ目が覚めちゃうね」

「魔法耐性って……」

　まるで、自分を魔法で眠らせていたような口ぶりだ。

　ラナクは石段を登りきる。そこにあるのは儀礼用の祭壇だ。天窓から差しこむ月光が、冷え冷えと石の祭壇を照らしている。ティナーシャはその時になってようやく周囲の人影に気づいた。顔の見えないローブ姿の魔法士たちが数人、無言のまま祭壇を囲むようにして立っているのだ。

「……ラナク？　この人たち、誰？」

　彼はそれには答えない。

　ラナクは曖昧な笑顔のまま──ティナーシャを冷たい祭壇に降ろした。

　起き上がろうとする彼女の肩を摑んで、石の祭壇に押しつける。

「じっとしててね、アイティ」

　彼はそう言って、祭壇の隅から何かを手に取る。

　月光を反射する、白いもの。

　それを見たティナーシャは、けれどそれが何なのか理解できなかった。ただ凍りついたように仰ぎょう臥がして、ラナクと彼の持つ短剣を見つめる。

「ラナク……？」

　刃が振り下ろされる。

　その切っ先は──違うことなく彼女の腹に突き立てられた。

「っ……ああぁぁぁ！」

　少女の体は弓なりに跳ねる。だがその体をラナクは押さえつけ、無遠慮に腹を裂いていった。

　辺りに鮮血が飛び散り、腸が引きずり出される。

　聞こえ始める何人もの詠唱。泣き叫びもがく彼女の体を、ラナクはなおも切り開いていく。

　高い絶叫が、やがて悲痛な嗚お咽えつになるまで止まることなく。

　それは、どこにでもあるような、醜悪な国の終わりだった。
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「……っ！」

　ティナーシャは跳ね起きる。

　夢と現実、過去と現在が混濁する頭を震える手で押さえた。

　見ると辺りは見慣れぬ部屋だ。彼女は長い寝着を引きずって体を起こす。

　何度か深呼吸をすると、ようやく胸の動どう悸きも落ち着いてきた。彼女は寝台を下りて歩き出しながら、ふと壁にかけられた姿見を見る。

　そこに一瞬、痩せ細った少女を見て、彼女はぎょっとした。

「あ……」

　息をのんで見直した時にはけれど、鏡面には大人の女が映っているだけだ。

　擦りきれて、絶望と憎悪に焼かれていたあの頃の少女とはまるで違う姿。けれどきっと奥底には、あの時と変わらぬ自分がいるのだろう。四百年前から変わらぬままの、狂ってしまった少女が。

　ティナーシャは姿見に歩み寄ると、冷たい鏡面に触れる。

「だから魔女になんて触れちゃいけないんですよ、オスカー……」

　鏡の中で闇色の瞳を伏せる彼女は、微かに自嘲ぎみな笑みを湛えている。

　彼女はそんな自分から視線を外すと簡単に身支度をした。これからやることはいくらでもあるのだ。いつまでも夢の中にいることはできない。

　そうして彼女が城の広間を訪れた時、そこではちょうど三人の魔法士が王に謁見していた。白い玉座に座すラナクが、彼女に気づいて声をかける。

「アイティ、おはよう。よく眠れた？」

「うん。ありがとう。その人たちは？」

「ああ、これからタァイーリの街に行くんだって」

　ラナクは軽く笑う。まるで他人事のような物言いに、ティナーシャはあどけなく首を傾いだ。

「街を焼くの？」

　童女のような問いに、三人のうちの一人が挑戦的な目で頷く。

「はい。それを以もって宣戦の狼煙のろしとします」

「なら、私がやろう」

「は!?　しかし……」

　髪をかき上げながら、さらりと言う魔女に三人は困惑の顔を見合わせた。

　美しい魔女は不敵に笑う。

「私にはわがままが許されている。街には私が行く。お前たちは戦争の準備でもしてなさい」

　力ある闇色の瞳。王族としての威厳。

　そして何よりも反論を許さない力が、そこにはあった。
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　ティナーシャが姿を消してから一週間、オスカーはクスクルから遠いファルサスの城で、外交のための資料に埋もれていた。

　タァイーリの北西部にぽつんと独立したクスクルは、ファルサスと国境を接していない。

　かの国に向かうには北西にある旧ドルーザか、北東のセザルを通過して、まずタァイーリに行かなければならないのだ。

「あるいは一旦西に出てから旧トゥルダール領を北上して、クスクルの西から回りこむか、か」

「と言っても、旧トゥルダール領は魔法力場がおかしいらしいですよ」

「元から呪われた土地だとか言われてたらしいが、どう考えても原因はあの男だろ」

「大規模禁呪は土地に染みついてしまうらしいですからね……。魔法湖も同じ原因だったとは思いませんでしたが」

　オスカーは机に広げた大陸地図を眺める。

　ファルサスの西側国境の先、ティナーシャの塔がある荒野はどこの国でもない不毛の地だ。それは三百年も前から魔女の塔が建っているから、という理由もあるだろうが、それだけではない。

　彼女の塔がある場所から遠くタァイーリ西にわたって、大陸西端には広大な草木の育たぬ土地が存在しているのだ。そこは遥か暗黒時代から「呪われた土地」と呼ばれており、その原因は他でもないトゥルダールの滅亡に端を発するものだ。

「こんな話になるまではあんまり気にしてなかったが、これ全部がトゥルダールの領地だったのか。今のファルサスと同じくらいあるぞ。暗黒時代にこれは異常だろ。どれだけ強国だったんだ」

「魔法大国と言われるくらいですから、相当な力を持っていたんでしょうね。元々トゥルダールは、ルクレツィアさん曰いわく、迫害されていた魔法士の受け皿として建国されたんだそうですよ」

「そこからどんどん力をつけていって、魔法のみで大陸屈指の国家になったわけか。で、ある日突然滅んで、禁呪に汚染された土地だけが残ったと。途方もない話だな」

　以前、「魔女の時代」と呼ばれるようになった経緯について、ティナーシャは「呼ばれぬ魔女を触媒にした魔法は、大陸の形を変え得るほどだった」と言っていたが、それより以前、ティナーシャ自身を触媒にした巨大魔法が実際に行使され、今なお大陸に爪痕を残していたのだ。

　考え出すと腹立たしいことこの上ないが、考えすぎると今すぐクスクルに単身乗りこんであの男を斬り捨てたくなる。が、それは皆が許さないだろうし、あまりにも軽率で問題外だ。

　しかしだからと言って私情で軍を動かすのは、もっと問題外だった。

「タァイーリが泣きついてくるのを待つしかないか……？」

「その間にティナーシャ様がご結婚なさってたらどうするんですか」

「……面白いことを言うじゃないか」

　オスカーは手招きをしてラザルの頭を下げさせる。おもむろにこめかみを拳で締め上げた。

「痛たたた！」

「ルクレツィアの話では、ラナクも精霊術士なんだと。式を挙げるとしたら全て終わってからだな」

「そ、そうなんですか……」

　オスカーは手を放してラザルを解放してやる。彼は素早く主人の手の届く範囲から離れると、涙目でこめかみを押さえた。

「殿下、これをティナーシャ様にもやっていらしたんですか……」

「あれ相手にはちゃんと加減してるに決まってるだろ」

　守護者へのぞんざいな扱いに、ラザルは疑わしげな眼めを向けたが、彼女の小さな頭に本気で力をこめたら骨が砕けてしまう。オスカーは手元の地図を畳むと吐き捨てた。

「どういう神経か知らんが、白々しくティナーシャを迎えにきたあの男は、四十八箇所くらいに斬りわけるしかないな」

「もうちょっと少なくてもいいと思いますよ」

「とりあえずは、いつでも動けるようにしながらタァイーリの出方待ちしかないか」

　オスカーはペンの背でこめかみを搔く。

　だが結果として待つ必要はなかった。その日の夕方、ファルサス宛に二通の書状が届いたのだ。

　城の広間の一つで、王は集まった重臣たちを見回すと手に持った書状を示した。

「これだね。一通はタァイーリからだ。現在クスクルからの攻勢が激しく、諸国の援助を要請したいとのこと。クスクルはタァイーリに留とどまらず、大陸全土の掌握を企たくらんでいるようだと言ってるね」

　王ののんびりした言葉に、将軍のうちの一人、グランフォートが手を上げて進み出る。壮年にさしかかった彼は、堂々たる弁を述べた。

「恐れながら申し上げますが、本当にクスクルにその意思があるのか、タァイーリの言だけでは信用できかねます。遠い地での内紛ではないのですか？　無闇に兵を出すのは如何いかがなものかと」

「まぁ普通はそう思うだろうね。ただもう一通なんだが……。これはそのクスクルからだ。大陸の四大国、タァイーリ、セザル、ガンドナ、ファルサスに対し──従属を要求している」

　その言葉に、驚愕が波紋のように広がる。

　だが、次に漏れたものは失笑交じりのざわめきだ。四大国は大陸に現存する国々の中でも、どれも長い歴史と確かな国力を持つ列強ばかりだ。それらに対し、つい一年ほど前にできたばかりの小国が従属を要求しようというのだから、履き違えているとしか言いようがない。

　しかしその中で、オスカーとアルスだけは笑っていなかった。

　もし四大国に従属を命じてきたのがクスクルではなく、「魔法大国」と呼ばれ、特異な力によって孤高を貫いてきた、かつての王国だったらどうだろう。トゥルダールは戦乱荒れ狂う暗黒時代において、広大な領地を保ちつつ他国からの侵攻を跳ね返し続けた強国なのだ。魔法士たちの権利を守るために存在したその国が、今度は同じ目的のために他へと牙を剝むいたらどうなるのか。

　クスクルには強力な精霊術士をはじめとして、次々と魔法士が集められている。彼らと戦うということは、主に対魔法戦になるということだ。だがここ二百年ほど、大陸では魔法士を主軸に据えた戦争は起きていない。下手をしたら何も分からぬまま蹂じゅう躙りんされる可能性さえあるのだ。

　温和で知られる王は、笑いもせず一同を見渡す。

「冗談で済ませられるかは分からない。大勢を見誤って取り返しがつかないことにしたくないからね。タァイーリでは先日、大きな街五つが同時に壊滅したそうだ。この一件で犠牲になった人間は数千人に及んでいる。どの街もクスクルに近かったわけじゃなくて、単に大きい街を選んで狙ったようだ。中にはセザルにほど近い街もあったそうだよ」

　しん、と静寂が広がる。

　結局ほとんどの国は魔法という分野において、解明され資料化された部分以上のことをよく分かっていないのだ。宮廷魔法士は、多い国でせいぜい五十人ほどである。それを遥かに超えた人数の魔法士を動かしての攻勢は、一体いつどこにその手を伸ばすのか、多くの人間には可能と不可能の判別ができない。あるいは明日にでもファルサスの街にそれが訪れるかもしれないのだ。

　王は場が静まり返るのを確認してから、手元の書状を開き視線を落とした。

「最後に、これはオスカーに対してかな」

「何でしょう」

「被害を受けたタァイーリの街……建物を残して人が皆消失させられたそうだが、それをやったのは青き月の魔女だということだ」

　驚愕が人の間を波のように伝わっていく。

　今まで歴史の裏側に立ちほとんど表に出なかった魔女が、ついに絶大な力を以て戦争に干渉し始めたのだ。その異例さを理解した者は戦慄し、困惑と恐れに唾を飲みこむ。中には最近まで彼女を傍に置いていたオスカーに批難の目を送る者もいた。

　しかし、彼自身の表情は変わらないままだ。王は息子を見て言を続けた。

「そこで、アカーシアの現使い手であるお前に魔女討伐の依頼が来ている。ファルサスへの助力要請とは別に、お前に魔女を殺してもらいたいとのことだ。可能か？」

「可能です」

　即答に、後ろでアルスが顔色を変える。彼は発言しようと手を挙げかけた。

　だがそれより早くオスカーが口を開く。

「ですが、お断りします」

　王は首を傾げると、軽く眉を寄せて息子に言う。

「勝てないのなら、危ないから行かなくていいんだよ」

「あれを殺せるのは俺しかいませんよ。でも、俺は殺さない。タァイーリが助力を欲しいというなら行きましょう。だがそれはクスクルを敵とする場合においてです。あいつは別だ」

「彼女は自ら選んでかの国にいるんじゃないか？」

「目に見えることだけが真実とは思わない」

　眉を顰めた王は、極めて珍しいことにその顔に怒りを漂わせた。普段は収められている威圧感が剝き出しになる。緊張で青ざめる重臣たちをよそに、王は椅子から立ち上がるとオスカーを見下ろした。短く息を吸うと、怒気と共に吐き出す。

「魔女に魅入られたか、この愚か者めが！　お前の肩に民の命がかかっていることを忘れたか！」

　切り裂くような叱責の声に皆が身を竦める。

　しかし当のオスカーはただ苦笑しただけだ。

　──同じことを魔女にも言われた。つい最近のことなのに妙に懐かしく思う。皆が皆、説教くさく彼を試すのだ。

　オスカーは明るい夜空の色の目に力を込めて、父王を見た。

「親父おやじ殿どの、駆け引きは不要だ。俺は既に決めている。負ける気はないし何かを手放すつもりもない」

　それは、とうに決めていたことだ。彼女の過去を知った時から……あるいはもっと以前、塔の最上階に立った時から、この結論に辿りつくことは決まっていたのかもしれない。

　迷いのない答えに、王は無言でオスカーを見据える。

　だが父王はすぐに、先ほどまでの怒気はどこへやら肩を竦めた。

「まったく、血筋かな……」

　その呟きの本当の意味が分かった人間は、この場には誰もいない。王は苦笑して座り直した。

「分かった。お前のしたいようにしなさい。その代わり……」

「その代わり？」

「お前が王になりなさい。私はそろそろ退位しよう」

「へ、陛下！」

　内大臣のネサンがあわてた声を上げたが、当の父王はしれっとした反応だ。

「ちょっと早いが構わないだろう。執務はもうほとんどこいつがやってるんだし。そもそもこの国の王はアカーシアの剣士であることが条件なんだ。ちょうどいい機会だから色々学びなさい」

　オスカーはさすがに啞然として父の決定を聞いていた。

　──ファルサス国王の即位は、確かに他国と比べれば異常なほど早い。

　それはこの国の王が本質的には剣士とされるからだ。だから本来なら、オスカーはアカーシアを継いだ時に王位を継いでもおかしくはなかった。ただ今までそれを父が預かってくれていただけだ。

　オスカーは驚きから覚めると、端整な顔に笑みを浮かべる。

「まったく……皆で俺を鍛えることを楽しんで。分かった。その王位ありがたく頂戴する」

　父王は人の悪い笑みで頷く。それは息子によく似た笑顔だ。ついでのように釘を刺す。

「お前の決定が国を左右することを常に意識しなさい」

「肝に銘じる」

　──ティナーシャがこれを聞いたら何と言うだろう。

　オスカーは彼女の言葉を想像しようとしたが、自分の中の彼女は小さな背を向けたままだ。

『貴方がその剣の持ち主で、私が魔女である限り、いつか貴方は本当に私を殺さなければならないかもしれませんよ』

　彼女の謳うそれは戯ざれ言ごとで、けれど真実だ。

　魔女を唯一殺しうる剣の持ち主と、彼の守護者である魔女。共にいる時間は、泡沫うたかただったからこそ楽しかったのだと、彼女は思っているのだろうか。

　はたしてこの戦争において、彼女は自分にどういう役回りを望んでいるのか。それとも舞台に上がること自体望んでいないのだろうか。




　答えは得られない。

　そして物語は速度をあげて回り始める。








４．感情の形









　瞼まぶたを閉ざせば今でも鮮明に思い出すことができる。

　炎に包まれてもだえ苦しむ母の姿を。




　周囲に茂る森の他に視界を遮るものもないアスドラ平原を、約一万の軍勢が進軍していく。

　タァイーリからクスクルへ繫がる街道の途中、クスクルにほど近いその平原を行くのは、タァイーリの王太子ルストが編成した軍だ。チェチーリアの兄である彼は、父親に比べて苛烈な性格の持ち主で、他国へ救援要請を出すという父王の決定にも難色を示した。

　タァイーリは勇猛で知られる国で、白兵戦でならファルサスにも勝ると自負している。そのためルストをはじめとするタァイーリの武人の目には、「魔法士風情の国で、その魔法士もたかだか五百しかいない」クスクルは、害虫と大差ない存在なのだろう。その五百が、普通の国の擁する魔法士の十倍であることも彼らには関係ないのだ。

　そうしてルストが手配した軍は、城に残る彼に代わって側近の将軍が指揮を執り、何の問題もなく進んでいる。このまま行けばあと二日でクスクル本国の城に到達するだろう。

「──あと二十分で目標が到達する」

　偵察からの報告に、森の中には緊張が走る。

　そこに待機しているのはクスクルの魔法士たちだ。タァイーリの軍を迎え撃つために、彼らは数日前から周到な準備を重ねていたのだ。戦いを前にした軽い高揚に、魔法士の一人が口を開く。

「やつらがどんな顔をするか見ものだな」

「顔を見る前に終わるさ。向こうには魔法士がいない。感知も防御もできない」

　囁きあう言葉は、半ば以上自分たちを安心させるためのものだ。うちの一人が声高に言う。

「魔力も持たない人間のくせに、自分たちが強いと勘違いしてる馬鹿ばかりだ。どっちが支配される側かそろそろ思い知ればいいさ」

　嘲弄を含んだ言葉に、周囲で待機している兵士の数人が居心地悪そうに顔を見合わせる。魔法士ではない彼らに、あからさまな侮蔑の視線がいくつも投げかけられるのを見て、木の幹に寄りかかっているレナートは、まだ若い顔をうんざりと顰めた。

　結局のところ、差別される側が寄り集まった国では、それ以外の人間が軽んじられているというのが現状なのだ。クスクルにいる兵士たちは数こそ少ないが、集まった魔法士の家族であったり、建国の意志に共感した人間であったり、また単純に金のためであったり様々だ。

　にもかかわらず彼らは魔力を持たないというその一点で、魔法士よりも粗雑な扱いを受けている。結局のところ、魔法士の国と言っても一皮むけばそんな状態だ。古いにしえの王国トゥルダールのように、圧倒的な王の力で安定が保たれていた状態からはほど遠い。

　タァイーリで生まれ育った魔法士としてこの戦争に参加しているレナートは、周囲のそんな空気を嫌って目を閉じる。暗いざわめきはなおも続いた。

「これで今まで自分たちが魔法士に何をしてきたか、思い知ればいいのさ」

「どのみち魔女が今、報復に行ってるんだろ？」

　その言葉に、新たな緊張が森の中に走る。

　──王の花嫁として現れた女。

　黒髪黒目のひどく美しい女は、クスクルに現れるなり敵国にある五つの街を滅ぼしてしまった。何の警告もなく、女子供も見境なしにだ。その絶大すぎる力はクスクルの魔法士たちの間に、勝利の喜びよりも……ただ畏怖を生んだ。同じ魔法士であるからこそ分かってしまうのだ。彼女の持つ力が、尋常なる人間を優に越えているのだということに。

「……やっぱりあれは魔女なのか？」

「多分そうだろうな。どの魔女かは分からないが『呼ばれぬ魔女』じゃないことを祈るよ。あれは国を滅ぼす魔女らしいからな」

「触れない方がいい。触らなきゃ一応味方だ」

　少し前にはカガルという名の重臣が彼女を招聘に向かったが、その怒りに触れて無残に殺されたという。だが王は彼女を自由にさせているままだ。次に誰が犠牲になってもおかしくない。

「──面白いじゃないか、魔女」

　突然割りこんできた声は、緊張の欠片もないものだ。

　レナートは目を開ける。いつの間にか皆の真ん中に立っている男は、クスクルの魔法士長バルダロスだ。背は高くなく、顔立ちも特筆すべきところはない。だがその目には嗜し虐ぎゃく的てきな光がちらついており、常に獲物を探してさまよっていた。

「歴史を変え得るなんて言われてる女たちだ。それを目の当たりにできるなんて、実に幸運だと思わないか？　なあ？」

　バルダロスの煽あおるような問いに、けれど皆は沈黙したままだ。それは魔女への恐怖でもあり──バルダロスへの慄おののきでもある。元々東の小国出身である彼は、祖国でいくつもの町や村にわたって大量殺さつ戮りくを行った凶状持ちだ。自身に差し向けられた討伐隊をも返り討ちにした彼は、その後国を追放され行方をくらましていた。そんな男がクスクルの魔法士長として再び姿を現したのだ。

　バルダロスは答えない周囲を鼻で笑うと森の外に広がる平原を指差す。

「さて、そろそろ時間だ。殺されるために喜んでやってくるやつらだ。派手に燃やしてやろう」

　その言葉に皆が平原を見やる。地平の先に現れる軍影を見ながら、レナートは遠い日の炎を思う。

　──レナートは、物心ついた時から母親と二人、森の中の小屋で暮らしていた。

　父は彼が生まれる前に死んだのだという。刺繍職人であった母は週に一度町に行き、頼まれ仕事を売って、代わりに食料などを買いこんでくる。だが彼が町に行くことは決して許さなかった。

　けれど、禁じられれば興味は募る。ある日彼は家を抜け出して町に行き、そこで出会った同じくらいの年の子供たちにいつもやっていることを見せてしまった。帽子を池に落として泣いている少女に魔法でそれを取ってやったのだ。

　きっと喜ぶだろうと思って彼が差し出した帽子は、しかし恐怖の顔で振り払われた。子供たちは散り散りに逃げて行き、代わりに恐ろしい顔をした警備兵たちが彼を追いかけてきた。

　レナートは必死で逃げ、家に辿りついた。

　彼のあわただしい説明を聞いた母の絶望の顔は、今でもよく覚えている。二人で取るものも取らず家を出た時、ちょうど町の方から警備兵がやってきた。警備兵は逃げ出そうとする彼らを見ると、持っていた瓶に火をつけた。そして炎をあげる油瓶を、家に、二人に投げたのだ。

　レナートは母親に突き飛ばされ、森の中に逃げ出した。

　そうして一度だけ振り返った彼が見たものは──炎の中で舞うように苦しむ母の最期だ。

「……母は魔法士じゃなかったんだ」

　レナートは、自分にだけ聞こえる声でぽつりと呟く。

　──母が殺されたのは、自分のせいだ。

　それは事実で、だが全てではない。魔法士を忌む人間が彼女を殺したのだ。

　だからこそレナートは他国に逃げようとは思わなかった。やらなくてはいけないことがあるのだ。

　母を殺した彼らの顔は今でもよく思い出せる。あの時まだ若かった彼らは、数年前に警備兵から軍属になった。どこに配属されたのかもちゃんと調べたのだ。

　復讐を。

　贖あがないを。

　それだけが己の生きる理由だ。

　だから平原にできあがった大規模構成を見た時……レナートは昏い高揚を感じた。この平原が彼らの最期の地になる。あの日の母と同じに、苦しみながら炎にまかれて死ねばいい、と。







「やれやれ。こんな辺へん鄙ぴな場所まで来る羽目になるとは」

　アスドラ平原の只ただ中なか、馬上より全軍を見渡した将軍は、からからと笑った。

「さっさと終わらせて殿下によい報告を持って帰らねばな。汚らわしい魔法士を一掃してやる。ああ、何匹かは御前に連れて帰るか。生きたまま切り刻んでやろう」

　周囲から追従の笑い声が上がる。気分のよさにほくそ笑んでいた男はしかし、先頭から伝令が大あわてでやってくるのに気づいて眉を顰めた。

「しょ、将軍、大変です！」

「どうかしたのか」

「それが、見えない壁があって……これ以上は進めません！」

　そんな馬鹿な、と彼が言いかけた時、足元の地面が光る。馬上からそれを見下ろした将軍は、そこに赤い紋様が浮かび上がっているのを見た。紋様は見渡す限りの地面全てに行き渡っている。

「何だこれは……」

　もっとよく見ようと将軍は身を乗り出す。

　だがその時、紋様から不意に上がった深紅の炎が、彼の体を包みこんだ。







「いい眺めだなぁ」

　バルダロスは宙に浮きながら燃え盛る平原を眺めた。眼下に広がる炎の中で無数の人影がもがき倒れていくのが見える。

　平原にあらかじめ敷かれていたものは広範囲に及ぶ発火構成だ。タァイーリの軍勢がその上を通過する時を狙って、魔法士たちは構成を発動させたのだ。

　全体の指揮をとったバルダロスは楽しそうに炎の海を見物する。苦く悶もんする敵兵を見下ろしていた彼は、だが地上からの呼び声に部下を見下ろした。

「どうした？」

「バルダロス様！　南から突破されます！」

「ほう。それはそれは。じゃあ迎え撃とうか」

　バルダロスは、面白いことになった、と顔に出しながら騎上に戻る。

　その時には既に、クスクルとタァイーリの戦端は開かれていた。

　肉の焼け焦げる嫌な臭い。苦悶と断末魔の叫びが聞こえる炎の中から、タァイーリの騎馬兵たちが飛び出してくる。狂気の形相で突進してくる彼らを、魔法士たちは森の中から迎え撃った。次々と放たれる魔法がタァイーリの兵士たちを弾き飛ばし、更なる炎で包んでいく。

　しかし向かってくる兵の数は尽きることがない。ついにその奔流が、一番前にいた魔法士をのみこんだ。槍やりの一突きで崩れ落ちた魔法士を踏み越えて、騎馬兵が更に剣をふりかざす。

「殺せ！　殺せ！」

　その声がどちらの陣営のものなのか、戦闘の只中にある者たちには分からない。ただ己の剣を、あるいは魔法をひたすらに振り絞るだけだ。レナートは騎兵の入れぬ森に下がりながら、防御結界を展開させた。魔法を使えぬ兵士たちを流れ弾から庇かばいつつ、目的の人物を探す。

　──あの炎の中で焼け死んでいればいい。

　だがそうでないなら自分の手で終わらせなければ。レナートは新たな詠唱を開始した。

　その時、すぐ傍で爆発が起こる。

　魔法防壁の表面を、身を焼くような熱風が通り過ぎていった。レナートは振り返り、愕然とする。

　──森が、すぐ後ろでなくなっていた。

　それを為したのはバルダロスだ。馬上にある彼は、笑い声を上げながら次の魔法を放つ。

「ほら、さっさと殺せ。早くしないと敵がいなくなるぞ」

　ただ楽しんでいるだけの声。彼の放った炎がまた次の爆発を起こす。逃げ惑っていた魔法士たちは、圧倒的なその力に安堵するとタァイーリの兵士を逆に押しこみ始めた。

　そうして前線が移動した後には、まとわりつくような熱と静寂が広がる。

　辺りに残るのは、バルダロスの魔法によって焼け焦げた幾人もの死体だけだ。レナートはその中に、味方であった兵士が倒れ伏しているのを見て……人知れず深い溜息をついた。







　大勢が決着したのは、それから一時間もしない頃だ。

　平原の炎が大方消えた後、あまりにも凄惨な光景に魔法士たちの多くは青ざめた。

　見渡す限り地を埋めている黒焦げの遺体。胸の悪くなる光景と漂う異臭は、一生忘れられないほど強烈な光景だ。明らかな勝利にもかかわらず、魔法士たちの間に漂うものは後味の悪さで、戦争につきものの息苦しさに自然と言葉は少なくなる。

　レナートもまた、そんな息苦しさを抱えて森の中を走っていた。彼は、悲鳴を上げながら無様に逃げ回る三人の兵士に舌打ちする。

　──炎の中で死ねばよいと思っていたのに、何故彼らはこんなにも醜く生きようとするのだろう。

　母の命を奪っておいて自分たちだけは生きたいなどとは虫がいい。人を殺すのならば、殺される覚悟をすべきではないか。

　レナートは、獲物を狩る猟師のように淡々と風の刃を打ち出した。一番後ろを走っていた男が、背中を切り裂かれて崩れ落ちる。その体を跨またいで通り過ぎる時、彼は男の顔を見た。

　少し歳をとっていたが間違いない。十年間忘れることのできなかった顔だ。男は口から血を吐き既に絶命している。両眼は恐怖に歪んで呆あっ気けない最期だ。

　レナートはだが、何の感情も湧かない自分に気づいて少し驚いた。

　あるはずだと思った達成感はどこにもない。ただ冷水に浸されたような、鈍い無感覚だけが満ちている。まるでずっと自分だと思っていた自分が、どこかで抜け落ちてしまったかのようだ。体だけが惰性で動き続けている。

　レナートは、射程範囲内に入った二人目の体を魔法で切り裂いた。相手は紙のように舞いながら倒れ伏す。一瞬で絶命したであろうその顔をレナートは見ない。──ただ見たくなかった。

　三人目が木の根に躓つまずいて地面に倒れる。

　男は這はいずりながら振り返ると、恐怖の顔で哀願した。

「助けてくれ……」

　レナートは口の中で呟く。

「母も助けて欲しかったんだ……」

　しかし彼らは助けなかった。無残に殺した。にもかかわらず何故、彼らは生きたいのか。

　詠唱するレナートの手に、風の刃が現れる。それを見て男は力なくかぶりを振った。

「お願いだ……死にたくない……」

　レナートは男を見下ろし、その手を振りかざす。

　母の最期が、十年間の憎悪が甦よみがえる。それがここでようやく終わるのだ。

　レナートは片目を細めた。男の嗚咽が聞こえる。

　魔法を現出させた右手が熱い。望んで望んで、この時を迎えた。夢にまで見た。焼けつくような妄執の終わりだ。迷う余地もない。躊躇うはずもない。

　だから、

　なのに、彼は──

　その手を振り下ろすことが、どうしてもできなかった。




　レナートは震える男を見つめる。からからに乾いて血の味がする口から、自然に言葉が滑り出た。

「……行け」

　手を下ろす。魔法で生み出された刃が消える。

「行け！　俺の目の届かぬところに！　さっさと消えろ！」

　その言葉に、男はあわてて立ち上がると森の奥に走り去った。レナートはそれを見ぬよう両手で顔を覆う。上がった呼吸を落ち着けるために息を吸った。

　その時、背後から場違いに軽い声がかけられる。

「あれぇ？　何してるんだ？　もしかして敵を見逃した？」

　からかうような声音。そこには魔法士長バルダロスが皮肉な笑みを浮かべて立っていた。男はじろじろとレナートを見やる。

「一人も逃がすなと俺は言ったと思うぞ？　違うか？」

「……違いません」

「まぁいい。俺が追って殺してやる。先に戻ってろ」

「待っ……！」

　言いかけてのみこんだ言葉を、しかしバルダロスはにやにや笑いながら聞き咎めた。

「何だ？　殺すなとでも言いたいのか？　相手は仮にも戦場に出てきた兵士だぞ。死ぬ覚悟くらいできているだろう？」

「あの男にはもう戦意がありませんでした」

「戦意なんか関係ない。戦う気がないのなら、最初からこんなところに来なければよかったんだ。それともなんだ？　代わりにお前が死ぬか？」

「……は？」

　レナートはさすがに絶句して、目前の男を見つめた。

　そこにあるものは人を殺す悦よろこびに溢れた目、狂気の目だ。

　バルダロスにとっては敵兵を殺すのもレナートを殺すのも変わりがない。

　強大な魔法士で、草を刈るように人を殺せる力を持っている。これもまた魔法士の姿なのだ。

　レナートは掠れた息を吐く。言いようのない疲労感がのしかかってくる。

　死んでもいいかもしれない、と思う。殺したいと思った仇かたきを庇って死ぬのだ。滑稽さに笑い出したい。

　だがもういい。もうここで終わりにしよう。

　レナートがそう心を決めた時──けれど唐突に、女の細い声が割りこんできた。




「その男は私の従者だ。苛いじめるのもほどほどにして欲しい」




　聞き覚えのない声に、レナートは背後を見る。

　血の臭いが漂う森の中に、いつの間にか国王の寵ちょう姫きである黒髪の女が立っていた。

　造り物のような美貌の女に、バルダロスが人の悪い笑みを浮かべる。

「これはこれはアエテルナ様、いつお越しで？」

「ついさっき」

「それはお出迎えもせず失礼致しました。ずいぶんお疲れのご様子ですが、他国への宣戦はそんなに大変でしたか？　私がやってもよろしかったのですよ？」

　隠す気もない嘲りにレナートが彼女を見ると、確かに彼女はひどく青白い顔をしていた。魔力を使いすぎたのか、その力にも揺らぎが感じ取れる。

　しかし彼女は、バルダロスの皮肉にも傲然とした目を向けただけだ。

「お前がやるより早い。それより、敗走者はもう放っておけ。怪け我が人にんを救助して国に戻れ」

「……かしこまりました」

　バルダロスは表情を消すと一礼し転移する。

　魔女はレナートを一瞥した。その闇色の目に彼が息をのむうちに、彼女もまたふっと姿を消した。







「──先ほどはありがとうございました」

　クスクルの王宮に戻ったレナートは、女の私室を訪ねて頭を下げた。

　窓辺の長椅子に寝そべる彼女は、気だるく窓の外を見上げており、彼の存在に気づいていないかのようだ。レナートは自分の方を見ない女に尋ねた。

「何故あの時、助けてくださったのです？」

　従者どころか、レナートは彼女と話をしたことさえない。ただ存在を知っていただけだ。

　王が連れてきた恐るべき女。いずれ妃となる彼女は、人を寄せ付けず、笑うことさえしない。ただ人を殺すための氷の人形なのだと言われている。

　レナート自身、彼女にまつわるそんな噂うわさを全て信じているわけではなかったが、自分には関係のない存在だとも思っていた。バルダロスもおそらくあれが噓うそだと見抜いていただろう。

　彼女は無表情のままようやく横目でレナートを見た。抑揚のない声でぽつりと呟く。

「疲れた顔をしてたから」

　単純な答え。それが何故理由になるのか分からない。

　だが、レナートは全て見透かされた気がして立ち尽くした。

　彼女は長い睫まつ毛げを伏せる。その奥の瞳には、もっと深い闇があるように見えた。

　深淵を思わせる不思議な眼差し。見つめるとそこには自分の過去が映る気さえする。

「わ、私は──」

　気がつくとレナートは、堰せきを切ったように自らのことを話し始めていた。子供時代、母親の死、復讐のために明け暮れた日々、そして今日のことを。

　その間、彼女は一言も口を挟まず、聞いているのかいないのか天井を見上げていたが、話が全て終わると、首を傾けて彼を見つめた。

「殺した時、どう思った？」

　彼は一瞬言葉に詰まった。それは見ない振りをしてきた感情だ。レナートは言葉を探す。

「すっとしました。……そしてとても不快でした」

「そう。じゃあ殺さなかった時は？」

　闇色の目が彼を貫つらぬく。その問いにレナートは戦慄して──微かに震える声で答えた。

「安堵しました……でも殺せばよかったとも思いました」

「正直者」

　即座に返って来た声はぞんざいで、呆れたような声音だった。感情がない氷の人形には思えない声に、レナートは呆気に取られる。

　しかし彼女はそれには気づかず、あっさり問うた。

「で、これからどうする？　ここを出たいなら手伝ってもいい」

「……え？」

　レナートは聞き間違いかと思ったが、彼女は猫のようにじっと彼を見てくる。

「目的を果たしたんだ。これ以上ここに付き合う必要もないだろう」

　──寵姫が脱走を持ちかけてくるとは、どういうことなのだろう。

　だが彼女は、からかいや冗談を口にしているようには見えない。レナートは我知らず息を詰める。

　残虐な、人の心を持たない女。魔女とも噂される王の花嫁。

　けれど間近で見るその姿は、噂と違って摑みどころのないものだ。人から遠く見えて、だが人そのものであるようにも思える。

　闇色の目がここではないどこかを見ている気がして、レナートは思わず口を開いた。

「貴女は、何のためにここにいらっしゃるのです？」

　何故彼女はここにいるのか。魔女だという話が本当なら、どうしてこの国に手を貸しているのか。

　彼の問いに、彼女は目を丸くした。僅かに苦笑する。

　それは透き通る貌だ。彼女は孤独な女王のように囁く。

「私は……私自身の妄執のためにここにいる。それだけだ」

　美しい姿に似合わぬ苦い言葉。自らが抱えるものと同じそれにレナートが瞠どう目もくした時、乱暴な音を立てて扉が開かれた。

「アエテルナ様！　そのような者を招きいれて！」

　肩を怒らせながら一人の少女が入ってくる。そのすぐ後ろにはもう一人女が立っていた。

　少女の方は十七歳前後に見える。後ろで纏めた髪には軽い癖があり、瞳には勝気な光が窺える。

　一方彼女について入ってきた女は二十過ぎだろうか。くすんだ金髪に落ち着いた空気を持つ彼女は、一目見てかなりの力を持つ魔法士だと分かった。

　部屋の主である女は、溜息をついて少女を見やる。

「誰と話そうが勝手」

「その娘は女官ですか？」

「誰が女官よ！　わたしだって魔法士だし！　わたしたちを街から追い出したやつらに、絶対復讐してやるんだから！」

　少女は顔を真っ赤にしていきり立つ。本人は真剣なのだろうが、どことなく幼い言動のせいか、復讐という言葉がやたらと軽く感じられて、レナートは困ったような笑顔を浮かべた。少女はそれを見てさらに顔を赤くする。

「何よ！　半人前だって言いたいの!?」

「トリス、煩うるさい」

　主人が注意すると、途端に少女は口をつぐむ。その不満漂う顔に、彼女は続けた。

「前にも言ったと思うが復讐を否定はしない。正当な手段で相手に罰を与えるのも、直接に報復するのも好きにすればいい。ただ後者は過去にしか向かわない行いと意志だ。本当に今の自分をそれに費やすことが割に合うのか、よく考えなさい。過去の自分の残滓になりさがることが、果たして他の何よりも優先するのか……その覚悟がなければ、復讐を為しても迷子になるだけだ」

　その言葉に、レナートは胸を突かれる。

　──きっとそれは自分も同じだ。

　十年前、炎に包まれる母の姿を見た。あの時の焼けつく思いのままに、これまで自分は走ってきた。ただの怒りに狂う子供の残滓だ。そして、子供の激情は過ぎ去れば何も残らない。だからレナートは、どこに行けばいいかも分からないまま、茫ぼう洋ようとした虚脱感を抱えている。

　トリスは真っ赤な顔で口をとがらせたが、何も言わずに部屋を出て行ってしまう。乱暴に閉められたドアを見て、もう一人の女が苦笑した。

「申し訳ありません」

「もう慣れた」

　貴人の女は立ち上がると小さく欠伸をした。彼女はレナートを見て笑う。

「で、さっきの質問の答えは？　どうする？」

　レナートは闇色の目を見返す。

　そこに何があるのか彼には分からない。彼女の瞳には何も映らない。ただ鏡のように在るだけだ。

　ただ……自分が逃れ出た妄執の只中に、彼女は今も立っているのだろう。

　復讐の終わりと共に果てるはずだった己の命は、彼女によって拾われた。ならばここから先、自分の道を探すならば、それは──

　レナートは心を決めると、彼女に向かって膝をついた。

「ここで、貴女にお仕えいたします」

　彼女は目を丸くして驚く。だがすぐに柔らかく微笑んだ。

「物好き」

　その笑顔は、ひどく優しい人間のものだった。





※






「まったく！　アエテルナ様は何であんな説教くさいのかしら」

　トリスは控えの間でお茶を飲みながら憤慨していた。向かいでは金髪の女が苦笑している。

　彼女は名をパミラといい、トリスと二人で魔女の身の回りの世話を命じられていた。もっとも世話が必要なのは、どちらかと言うと目の前の少女の方だ。自らを一人前と信じて疑っていないトリスは、不満げに唇をとがらせる。

「大して歳も変わらないくせに。お節介はやめて欲しいわ」

　少女の見当はずれな発言にパミラはきょとんとした。

「え？　トリス、あなた……アエテルナ様が誰だか知らないの？」

「誰って、陛下の花嫁になる方でしょ。ずいぶん強い精霊術士みたいだけど」

「強い精霊術士というか、あの方が『青き月の魔女』よ」

　それを聞いたトリスの顔はなかなかに見ものだった。目と口を丸く開き、しばらく固まったかと思うと真っ青になり、ついで真っ赤になる。

「それ本当!?　青き月の魔女!?　うそ、わたし……ずっと憧れてたのよ！」

「本当よ。あなたが知らなかったほうが不思議」

　興奮に目を輝かせる少女にパミラはそっけなく言うと、心の中で続ける。

『そして魔法大国トゥルダールの、最後の女王だ』と。




　パミラが生まれ育ったのは、旧トゥルダールの領地内にある精霊術士の隠れ里だ。

　四百年前に滅びたトゥルダールは広い国土を持っていたが、当時、人が住んでいたのは城都だけで、ほぼ都市国家の様相を呈していた。しかしその城都に住まず、森の中などでひっそりと暮らす魔法士たちも僅かながら存在していたのだ。

　パミラはそういった者たちの血を継ぐ一人で、子供の頃からずっとある話を聞いて育っていた。それはトゥルダールの女王になるはずだった少女の話で、彼女が魔女になったという物語の続きだ。

　何百年にもわたり、何人かの語かたり部べたちの話を加えながら紡がれる秘密の昔話。

　その中の魔女は、美しく、恐ろしく、ただ強く……そして孤独だった。

　塔で一人暮らす彼女は寂しくないのかと、幼いパミラは心配で仕方なかったが、長じるにつれ「彼女は自らそれを選んだのだ」と理解するようになった。

　そうして御伽噺の記憶も薄れかけた頃──里にラナクから誘いが来たのだ。

　トゥルダールの王子が国を再興したとの話。不審なそれに他の人間たちが難色を示した中、パミラだけは一人その誘いを受けた。それはひとえに魔法国家トゥルダールへの憧憬ゆえだ。都市機構の多くが魔法で賄われ、高度な技術が研究され、他国とは国交を断絶していたという神秘の強国。

　当代最強の魔法士が統治する国は、大陸史において魔法が持ちうる力の到達点だ。

　トゥルダール王は即位時に「精霊」と呼ばれる上位魔族を複数使役したと伝えられているが、古くは地方で「神」とも呼ばれた上位魔族を人間が従えるなど、今となっては絵空事にすぎない。

　──だがもし、その全てが真実であったのなら。

　パミラは期待に胸を膨らませ、生まれて初めて里を出た。

　だがクスクルに来て素性を話すと、周りの魔法士は皆、彼女を陰で嘲あざ笑わらった。

『あの人、両親共に精霊術士「だった」らしいわよ』

『精霊術士なのに子供を作るなんて……』

『肉の誘惑に勝てないんだな。彼女もそうじゃないのか？』

　それは彼女にとって、耐たえ難がたい屈辱だった。

　四百年の間、他の精霊術士たちが外でどう過ごしてきたのかは知らない。だが少なくとも彼女の里では、好きあった者同士が結婚して子供に恵まれるのは幸いなこととされていたのだ。

　精霊魔法が使えなくなることが、そんなに魔法士として劣る行いなのか、パミラは腹が立ったし、悔しかった。しかしそれを堪こらえて働いた。力を示せば誰も何も言わなくなると思ったのだ。

　だが彼女が努力すればするほど陰口はひどくなる。そのことに疲れ、里に帰ろうかと思い始めた頃……「彼女」が来たのだ。

　ラナクが紹介する「僕の花嫁として育った娘」とはつまり、同じ王候補だった魔女以外いない。

　黒絹の髪に白磁の肌、そして話に聞いた通りの闇色の瞳。どうせ昔話なんて美化されているのだと、そう思いこもうとしていたパミラの心中を打ち砕くように──彼女は美しかった。

　彼女の世話係に志願し、対面した時のことは今でも鮮やかな思い出だ。

　窓辺に立っていた魔女はパミラを振り返ると、少し驚いたように言った。

「貴女、精霊術士か」

「ディレンの里より参りました、姫様」

「姫様はやめてくれ……」

　ばつの悪い顔になった魔女は、だがすぐに懐かしげに呟く。

「そうか。あの里の人間か……皆は息災か？」

「はい、あなた様のおかげです」

　トゥルダールが滅んだ時、城を中心に広い領土の多くが禁呪に汚染された。それでもパミラの里周りが無事だったのは、生き残った彼女が穢れを浄化してくれたからだ。

　彼女もそれを覚えているのか、ふっと微苦笑する。

「昔のことだ。それより、貴女が精霊術士ということは、相変わらず精霊術士に恵まれてるんだな」

「はい。私の両親も精霊術士でした。術は全て両親より継ぎました」

　反射的に答えてから、また嘲笑されてしまうかもしれない、とパミラは身を固くする。

　しかし魔女は、それを聞いて穏やかな笑みを浮かべた。

「愛されているね。素敵だな」

　慈愛と憧憬を溶かした眼差し。昔話のままに美しく、だが御伽噺よりも優しい人。

　パミラはその瞬間心を決めた。生まれたばかりの雛ひなが初めて見たものを母鳥と思うようなものかもしれない。しかしパミラは確かに、私の主君はこの方なのだ……と深く感じたのだ。

　パミラは彼女の前に跪ひざまずくと、深く頭を垂れる。

「私は、あなた様に仕える魔法士です。なんなりとご命令ください」

　塔で一人生きる彼女が、寂しくはないかと心配だった。

　だからこの城で彼女が孤独にならないように。そのために自分はきっとここに来たのだ。








５．貴方の知らない私









　その日、隣の街に使いに出されていた少年は、自分の街に戻ってきて、まずその入り口に立ち尽くした。いつもと変わらぬ街並み。しかし本来なら人で溢れているはずの大通りも店の中も、そして彼の家にも誰の姿も見えないのだ。

　少年は人の姿を探して街をさまよい、そして完全に無人であることを確認すると、あまりのことに途方にくれた。まるで悪い夢のようだ。ひょっとしたらよく似た別の街に迷いこんでしまったのかもしれない。

　だが何年も消えない壁の落書きも、店の窓に飾られた古い人形も、全てが見慣れた光景だ。

　彼はわずかながら希望を持って、もう一度家に戻ってみる。

　台所のテーブルには母親が用意してくれていたのか、昼食の準備がされていた。

　懐かしい香りを嗅いで涙が出てくる。料理はまだ充分温かかった。

　彼は泣きながらそれを食べると、隣の街に事態を知らせるために疲れた足を奮い立たせた。





※






　アスドラ平原での戦いは、大方の予想を覆し、凄惨きわまる結果となった。

　タァイーリは当初一万いた兵を、五百あまりの敗走者を除いて全て失い、一方クスクルは魔法士五十人足らずの犠牲で終わった。この結果に諸国は、魔法士たちの力を再認識すると共に、クスクルへの見方を改めることになる。

　それはしかし、アスドラでの戦いだけが原因ではない。

　この戦いとほぼ同時刻に、タァイーリを除く四大国の街が一つずつ襲撃に遭ったのだ。

　これらの街はタァイーリでやられたのと同様、建物だけを残して住人全員が忽然と姿を消した。被害に遭ったのはそれぞれ大きな街ばかりで、それまで他人事として傍観していた国もクスクルからの書状について真剣に考えざるを得なくなった。




　即位式を四日後に控えたオスカーは、街への襲撃報告を受けて渋面を作る。

　本来なら各国の要人を招いて盛大に行われる即位式は、非常時ということもあり国内だけで簡略に行われる予定だ。そのための準備と並行して、重臣たちは事態の把握にかかりきりになっている。

「で、どんなだった？」

　オスカーの前に立った兵士のスズトは、緊張しながらも住人の消えた街に関して報告した。

「タァイーリの街と同様に建物には損壊が見られませんでした。中もこう……まさに今、人がいなくなった、という感じでして、テーブルに湯気の立つスープが載っていた店もあったほどです」

「怪奇現象だな」

「ただ人の姿はまったく見えないんですが、時々……何かがいるようなそんな感じを受けました」

「どんな感じだ」

「気配というか感触というか、そういうものを頻繁に感じます。でも誰もいないわけです」

「……なるほど？」

　聞けば聞くほど奇怪な話だ。実際に自分で見に行きたいが、さすがに今それをしては皆に怒られてしまう。オスカーはスズトを退出させると、執務室の隅に控えていたドアンに問いかけた。

「どう思う？」

「正直どうやればそんなことができるのか、さっぱり分かりません」

「あいつの仕業だと思うか？」

「おそらくは。違うとしたらそれはそれで大変ですよ。そんなことが可能な魔法士が他にもいるということですから」

「それもそうか。他の魔女は今回無関係だって話だしな」

　この城にいた半年間、ティナーシャの規格外ぶりは散々見て分かっていたつもりだったが、実際に戦場に立たれるとその力は底知れない。彼女の契約者であるオスカーでさえそうなのだから、魔女の力のほどを知らない他国は、今頃恐怖で生きた心地がしないだろう。

「まったく。加減を知らないやつで困るな」

「逆に言えば、それだけの覚悟がおありということでしょう」

　ドアンの冷静な指摘は的を射ている。だからこそ彼女はファルサスから姿を消したのだ。

　深く息をつくオスカーに、やはり部屋にいたアルスが口を開く。

「セザルは出兵を決めたそうです。ガンドナはまだ迷っているようですが」

「そうか」

　オスカーは足を組むと机に載せる。乾いた唇を舌で濡ぬらした。

　──答えは最初から決まっている。

　ただ時期を探っていただけだ。そしてその時は来た。彼は小さく笑うと足を下ろして立ち上がる。

「軍を編成しておけ。即位が終わったら出る」

　アルスとドアンはその言葉に恭しく頭を下げた。





※






　美しい守護者が姿を消してから、何度となく考えることがある。

　それは「ティナーシャはいつから、今の事態を考えていたのだろう」ということだ。

　彼女はきっとファルサスよりずっと早く、誰がクスクルの王であるかを摑んでいたのだろう。

　だから役目を終えた猫の使い魔を消してしまった。オスカーの解呪を急いだのもきっとそうだ。

　ただそんな中で、自分を鍛えたのはきっと違う理由からだと彼は思っている。ティナーシャはおそらく、力足らずで蹂躙された自分と同じ目に遭わないように、選択肢を残して行ったのだ。

　情が深く、自らを省みない、不器用な魔女。永い時の中を留まり続けていた彼女は、けれどようやく動き出すことを選んだ。自らの待っていた運命に飛びこんだ。

　そして彼女が思うその先の未来は……きっと彼女自身の未来を保証するものではないのだろう。

　なら今、自分の取れる選択肢は何か──

　オスカーは、城壁の露台から街を見下ろしつつ、そんなことを考える。

　滞りなく終わった即位式の後、民へのお披露目として現れた若き国王に、民衆は熱狂と歓声で応える。それは幼い頃からいつか来るのだろうと想像していた光景で、だが想像よりも遥かに通過点に過ぎなかった。

　たとえば魔女に呪われたことも、別の魔女を守護者にしたことも、おそらく歴史上特異なことだろう。ただ自分にとってはどちらも、物心ついた時より負ったものと、そこから繫がった結果だ。自分はその時の最善を選び取っただけで、そこに己の欲はない。

　ただ──ティナーシャを選んだことだけが、己の、私人としての欲だ。

　それは子供の自分が想像し得なかった未来で、だからきっと、この先が大事だと思うのだ。

　オスカーは民に手を振って城内へと戻る。すかさず彼の周囲に部下たちが付き従った。新王は廊下を行きながら、魔法士長のクムやアルス、ドアンに翌日からのタァイーリ遠征の指示を下す。

「転移だけはいつでも使えるようにしておけ。相手は魔法士ばかりだからな。最悪でも俺一人だけは動かせるようにしろ。それで何とかなるかもしれん」

「かしこまりました。陛下をお出しするのは本当に最後の手段ではありますが……」

「タァイーリがその最後の手段を使おうとしてるんだから、ファルサスがファルサスのために使うのは当たり前だろ」

　通称「魔法士殺し」と言われるアカーシア。その剣の主であれば、魔法士相手にはいくらでも有利が取れるのだ。もちろんそれには剣士の腕も必要となるが、ティナーシャはそれを可能にするための技術を徹底的に教えこんでいった。だからきっと、その気になれば魔女討伐も可能だろう。

　──だが可能かどうかと、やるかどうかは別の問題だ。

　案を詰めながら一行は廊下を歩いていく。その時、談話室から一人の少年が飛び出してきた。

　少年はオスカーの前に立ちふさがると、両手を広げて叫ぶ。

「魔女を倒しにいくんだろ！　オレも連れてってよ！」

　その言葉に、居合わせた全員が啞然となった。オスカーが軽く顔を顰めた時、廊下の向こうからスズトが走ってくる。

「何やってるんだ！　陛下の御前だぞ！」

　スズトは言いながら少年を羽交い絞めにすると、オスカーに頭を下げる。

「大変申し訳ございません。ご無礼いたしました」

「お前の弟か？」

「いえ、被害にあった街の子供でして……。たまたま外にいて難を逃れたようです。行くあてがないというので引き取ってまいりました」

「ああ、なるほど」

　住人全てが忽然と姿を消してしまったという街の子供を、スズトは調査に赴いた際に連れ戻ってきたのだろう。羽交い絞めにされたまま少年は声を荒げた。

「オレ聞いちゃったんだ。みんなを殺したのは魔女なんだろ？　オレも行く！　仇を取るんだ！」

「断る。子供は大人しく勉強してろ」

　即位したばかりの王はそっけなく返す。しかし少年は引く気はないらしく、スズトの手から逃れると、なおも王に嚙みついた。

「じゃあその剣を貸してくれよ！　オレが魔女を殺しに行く」

「お前なぁ……」

　オスカーは少年の襟首を摑むと、自分の目の高さにまで吊つり上あげた。ばたばたと暴れる少年に、呆れ顔で返す。

「この剣があっても、普通の人間じゃあいつに瞬殺されるぞ。分かったら聞き分けろ」

「あんたは魔女を殺す気がないからそう言うんだ！　オレを連れてけ！」

　弁えのない態度に、周囲の人間はさすがに顔を顰める。クムが少年を睨みつけた。

「陛下に向かってどういう口を……」

「別にいい。それより面白いことを言うじゃないか。俺があいつを殺すつもりがないだと？　その通りだ」

「それでも国王かよ！」

「あのな……魔法士や魔女が街を攻撃しようと思ったら、建物なんかに気を使わずに上から数発大きいのを撃てば済むんだ。わざわざ人間だけ綺麗に消すなんて面倒なことをした意味を考えろ。頭を使わなきゃ会える人間にも会えなくなるぞ」

　王からの指摘に、少年は目を瞠ると黙りこんだ。彼はしばらく考えこむと、おずおずと切り出す。

「母ちゃん、生きてるの？」

「多分な。それを聞きに魔女に会いに行くんだ」

　オスカーは少年を床に下ろした。軽くよろめいた少年は、わずかな希望を与えられて、けれど期待しすぎることも不安なのだろう。なじるようにオスカーに言う。

「でも……本当に死んでたらどうするんだよ」

　恐る恐る尋ねられた言葉に、オスカーは目を細めた。

　端整な顔から表情が消える。

　そこにあるものは玉座に座る王の目だ。長い歴史と重責を負う者。

　消しようもない王の威に押され、少年は息をのんだ。

　オスカーは、夜空色の瞳を沈ませて言う。

「その時は──魔女を殺すさ」

　アルスは主君の声音にぞっとした。

　それは偽りのまったくない本気の言葉だったのだ。





※






　月が皓こう々こうと光る真夜中、パミラは主人の部屋に入ってすぐ、長距離転移の構成を組もうとしている魔女を見咎めた。

「アエテルナ様、どちらに？」

　部屋の中央に立っていた彼女は、パミラの問いにびくっとして振り返る。

「パミラか。驚かさないでくださいよ。あとその呼び方も」

「失礼しました。ティナーシャ様」

　ティナーシャはそう言われて、悪戯が見つかった子供のように舌を出す。

　この魔女が、「王の花嫁」として振舞っている性格とは、全く異なった本質を持っていると知っているのは、今のところパミラだけだ。

　世話係として付けられてから数日、何かを隠していると思しき魔女を、パミラは二人だけの時に問い詰めて問い詰めて忠誠を誓い、それを繰り返してついに信用を勝ち取ったのだ。

『何があっても味方です。信用できないのなら斬り捨ててください』

　そんな風に訴えるパミラに、最初は苦い顔で無言だった魔女もついに根負けしたらしい。

『分かったから……とりあえず二人の時はアエテルナと呼ばないでください』

　困ったように微苦笑するティナーシャは、前よりもずっと穏やかで丁寧な物腰だった。それが本来の彼女の姿なのだろう。パミラはそんな主人を見ると嬉しくなる。

　とは言え、ただ喜んでいられる状況ではない。ティナーシャの力は確かに強大だが、彼女は一人しかおらず、この国においてあまりにも孤独だ。せめてもう少し信用できる者が欲しい。あのレナートという男は、その一人になってくれるだろうか。

　煩はん悶もんするパミラをよそに、だが当のティナーシャは中断していた構成を再び組み始めた。

「ちょっと出かけてきます。誰か来たら誤魔化しといてください」

「え、あの」

　パミラは行き先を聞こうとしたが、一瞬遅く、魔女の姿は綺麗に部屋から消きえ失うせる。

「まったく、あの方は……！」

　その嘆息を聞く者はいない。月が青白く空の彼方かなたで沈黙していた。





※






　露台から見る月は赤かった。

　まるで血で染め上げたようなそれを、タァイーリの王太子ルストは皮肉な思いで見上げる。後ろで一つに束ねた髪が背に長い影を落とした。

　アスドラ平原では一万人近い兵を失ってしまった。彼自身の判断が甘かったせいでだ。腹の底に苦いものを湛えて、ルストは月を仰ぐ。

　──タァイーリにおける魔法士迫害の歴史は長い。

　それは千年以上も続く血塗られた歴史であり、唯一神イリティルディアへの信仰の歴史でもある。

『世界を分かつ刃』『眠る白泥』とも呼ばれるイリティルディアは、魔力を持つ人間を「欲深き穢れ」「狂気の萌ほう芽が」とし、生まれるべき者ではないと判じた。現にイリティルディアの前では、魔力を持つ者は精神も肉体も保つことができず、狂ったように暴走し人々を害したという。

　人々はその様を見て、神を畏れ、魔法士たちを忌んだ。その傾向は今でもタァイーリにおいて健在で、厳しい弾圧に国内の魔法士たちは幾度となく蜂起していたが、それらは全て圧倒的な数を持つ王国軍によって鎮圧されている。

　クスクルが独立した時もだから、皆は長続きするわけがないと思った。単に、王の采配に甘さがあるからこそ、かの国が存続しているのだと。

　しかしそう思ってルストが強引に出させた軍は、壊滅してしまった。

　彼は侮らずにもっと多くの軍を編成すればよかったと後悔し、自身で指揮に立てばよかったとも思った。だがもう遅い。一週間後にはファルサス、セザル、ガンドナの国軍がタァイーリの城都に到着する。援軍を呼んだ父王を批判した以上、ルストはそれまでになんとしても何らかの結果を出したかった。

「やはり明日もう一度軍を編成して、俺自身が指揮を……」

　ルストは苦い決意を胸に空を仰ぐ。──けれど見上げた視線の先、不意に月下の空が歪んだ。

「っ……！」

　彼は反射的に抜剣する。

　あの歪みは魔法士が長距離転移をしてくる際に現れるものだ。彼は今までにそれを何度か見たことがあったが、その時はいずれも魔法士が姿を現した瞬間に斬り捨てることができた。しかし今は手の届かない空中だ。弓を持っていればよかったが間に合わない。

　ルストが歯嚙みするうちに、空間の歪みが広がる。




　次の瞬間そこには──魔女が出現していた。




　その女がタァイーリの街を襲った魔女であることはすぐ分かった。

　件くだんの魔女は目撃者の前に姿を晒さらし、自分は魔女であると名乗ったのだ。その報告通りの髪の色、瞳の色。だが美しさはルストの想像を遥かに越えていた。

　月光を人の形に成したかのような女。神の意に背いて在る者が、どうしてこのような造作を持っているのか彼には分からない。長い睫毛がゆっくりと動く。伏せられていた目が、彼を射抜いた。

「ルスト王子？」

　冷水のように澄んだ声。

　どこまでも落ちていくような闇色の両眼。人をのみこむ深淵がそこにはある。

　ルストは彼女のあまりの鮮烈さに息が止まるかと思った。たった一瞥、それだけで魅入られた。

　声が掠れて咄とっ嗟さに返事ができない。彼は数瞬の間を置いてようやく、乾いた声で返した。

「何の用だ、魔女め」

　彼女は小さく頷くと、宙に浮いたまま簡潔に言う。

「クスクルへのこれ以上の手出しは無用。進軍を控えてもらいたい」

「ほざくな厚かましい。何が狙いだ」

　あからさまな侮蔑と敵意に、魔女は小さく溜息をつく。彼女は白い指をルストに向けて指した。

「あと二週間で全てが終わる。援軍もできればそれまで進軍させないで欲しい」

「……何だと？　どういう意味だ」

　魔女は答えない。彼女の言葉をどう捉えるべきか、ルストは迷った。

　単なる時間稼ぎか、それとも別の意味があるのか。

　宙に浮く魔女は、無表情で彼を見返している。黒い薄絹のドレスが風に揺られ、ふとした瞬間に消えてしまいそうだ。

　──彼女が現実に存在するのか確かめたい。

　ルストは渇いた喉を鳴らすと一歩踏み出した。

「物を頼む気ならここまで下りて来い。魔法士風情が」

「魔法士風情？　貴方たちのその態度が今日を招いたと何故分からない？」

　魔女は唇を片端だけ上げて、酷薄な笑みを浮かべる。

　ルストはその貌に、戦慄するような恐怖と高揚を覚えた。人ならざる女の白い手によって闇の淵に落とされる己を連想する。

　何を言えばいいのか。だが黙すれば敗北を認めたことになりそうで、彼は嘲笑を形作った。

「魔法士は神の世界を私欲で乱す。その力は罪悪だ。下りてこい。そうすれば話を聞いてやる」

　ルストは、彼女がその命令を聞くとは思っていなかった。

　しかし魔女はすっと高度を下げると、彼と同じ目の高さ、しかし手の届かぬ空中に浮く。

　そうして正面から見る彼女は、纏っている威圧感が不思議なほどに小柄な体つきだった。抱き寄せれば簡単に腕の中に収まりそうで、ルストは軽い眩暈めまいを覚える。

　魔女は少しだけ相好を崩して苦笑した。

「貴方は私より大分背が高いな。その分私より融通がきくこともあるだろう。しかしだからと言って私が貴方を羨み、排斥しようとするのは滑稽と思わないか？　──神の名に拠よって異能を狩るのは、人の弱さだ」

　女の貌は、月の作る翳のせいかひどく悲しげなものに見えた。

　闇色の目が夜の海のように波打つ。ルストはそこに自分の姿が映っているか確かめたかった。

「……詭き弁べんだな。お前たちの力は人ならざるものだ」

　人がそれぞれ違うことなど当たり前だ。だが魔法士たちはそれ以上にどうしようもなく「異なる」。その最たるものが魔女だと彼女自身分かっているはずだ。彼女はふっと息を吐くと、問うた。

「貴方は、赤子の頭に剣を振り下ろしたことはあるか？」

「……は？」

「幼い子供が泣き叫んで縋りつく母親を、その子ごと火ひ炙あぶりにしたことはあるか？」

「何を……」

　喉が渇く。何を言われるのか予想がつく。青ざめるルストに、魔女はきっぱりと言った。

「それを許してきたのがこの国だ。時代の生む狂気などではない。この国ではそれが常に当たり前のことだった。私はもっと惨むごい光景を目にしたことがあるぞ。他でもない、貴方の国の現実だ」

　ルストは言葉を失う。だが魔女の口調は決して厳しくはない。ただ淡々と続けるだけだ。

「貴方は王位継承者として、歴史を学び、他国の政をも学んでいるらしいな。ならば、その中において自身の国の在り方がどれほど特殊かは知っているはずだ。暗黒時代から三百年、これほどまでに苛烈な選民思考の国は、タァイーリをおいて他に残っていない。だがそれが自らの腸を食い荒らすと同じ行為だと、貴方なら理解できるはずだ」

　──魔力を持った子供は、魔力のない親からも一定の割合で生まれる。

　だからタァイーリはその子供たちを常に排斥し続けなければならない。彼らは生まれながらにして神に背く子であるからだ。それが正しいか否かは考えるまでもない。言い換えればそれは「考えてはならないこと」で……ただ彼女は「向き合え」と突き付けてくる。

　魔女は長い黒髪を払った。その細い指先に白光が灯る。光は蝶ちょうの形に変じると、美しい羽をはばたかせ夜の庭に消えていった。それをなした女は、諭すように語る。

「どのような魔法士であっても、魔法を使う以上その法則に縛られる。どれほどあがこうとも、失った人や国が取り戻せるわけではない。それは人間として当然のことだ。貴方たちが思うほど、魔法士は人と異なるわけではない」

「……魔女が戯言を」

「私であっても容易く斬り伏せられる男はいる。つまりはその程度だ」

　そう言って微笑む彼女は瞬間、嬉しそうにも見えた。

　だがその微笑はすぐに消え去る。魔女は強こわ張ばった表情のままのルストを正面から見つめた。

「忠告はした。よく考えるがいい」

　魔女は不意に両手を広げる。転移をするつもりなのだと察したルストは、反射的に叫んだ。

「援軍を留めて欲しいと言うなら、明日もう一度頼みに来い！　俺のところにだ！　でなければお前の要求は聞かんぞ！」

　答えは得られなかった。

　魔女は詠唱もなく構成を生むと、その場から搔き消える。まるでそこには初めから何もなかったかのように、風が吹いているだけだ。

　ルストは魂を捕らえる女の影に、しばらく露台から動けなかった。

　そしてようやく部屋に戻った時、彼には少なくとも、明日自軍を集める気はなくなっていたのだ。





※






　初めて彼女と出会った時、彼女は籠の中で眠るほんの赤子だった。

　雪のような白い肌が柔らかくて、「やたらと睫毛が長いな」と思ったことは覚えている。

　王子である自分の花嫁になるために、城に引き取られた赤子。彼女の耳や指につけられていた多くの封ふう飾しょく具ぐの意味に、ラナクが気づいたのは、それから数年経った後のことだ。彼女が恐ろしいほど美しい少女になり──そしてその才能の異様さに誰もが気づき始めた頃。

　そうしてお互いの道が分かれてしまうまで、彼にとって彼女はずっと「守るべき少女」だった。







「──四大国の連合軍か、派手なことだね」

　まるで他人事のような感想は、その連合軍が敵とみなすクスクルの王のものだ。

　ラナクは玉座に深く座り、気だるそうに天井を見上げる。がらんとした広間には何の調度品もない。クスクルの城は造りこそ立派だが、他の国とは違ってあちこちに歴史の欠落を感じさせた。

　それは、肝心の王自身も同様だ。ラナクは恐れも怒りも抜け落ちた表情で零す。

「そんなことをしても意味がないのに。全部あるべきところに収まるだけだよ」

「陛下、ご命令通り、同期の準備は全て完了致しました」

　玉座の前に跪く魔法士がそう報告すると、ラナクはがらんとした広間を指差した。空中にたちまち青い線で大陸図が描かれる。同席する数人の魔法士たちはそれを息をのんで見つめた。

　地図に灯る光は、全部で五つ。

　それらが光の線で結ばれていき、更に大陸全土へと枝分かれした線が広がっていく。

　幻想的な眺めに、ラナクはふっと微笑んだ。

「これが、新しい大陸の姿だ」

　王の言葉に、魔法士たちは憧憬を込めて大陸図を見つめる。

　その上に描かれる複雑な線が、魔法構成だと理解した人間も多いだろう。そして理解すればこそ、その巨大さに慄く。大陸全土を覆いきる構成など前例がない。机上の空論だと一笑に付されるのがオチだ。

　だがそれでも、自分だけはこれを実現できるのだとラナクは知っている。完成すれば、全ての人間の暮らしが一変するだろう。彼は満足そうに、自らが描いた構成図を眺めた。

「これで皆の苦しみも消える。今よりずっと住み良い世界になるね」

　王の言葉に魔法士たちは感極まった表情を見せる。だが、うちの一人がおずおずと切り出した。

「で、ですが本当にそのような構成が実現可能なのでしょうか……」

「大丈夫だよ。アイティがいる」

　ちょうどその時、広間の扉が開いて黒衣の魔女が入ってくる。

　絵画から抜け出したような美貌の女。彼女は自身に集まる注目に気づくと、長い睫毛を上げて軽く首を傾いだ。人形のように表情のないまま、彼女は王に問う。

「どうかしたの、ラナク」

「君の話をしてたんだ。この大陸を変えるのを手伝ってくれるだろう？」

「ラナクのお手伝いでしょう？　もちろん」

　軽く答える彼女は、悠然と部屋を横切ると壁際の長椅子に座る。玉座から十数歩のその場所が、彼女の定位置だ。肘掛けに背を預けて本を読み始める彼女を、ラナクは穏やかな目で見つめる。

「どれほど複雑で巨大な構成でも、基本法則に則のっとっているのは変わりがないんだ。魔力さえ足りれば後は一つ一つ構成していくだけだ。そうだろう、アイティ？　昔、君にもそう教えたね」

「貴方の方が、ずっと先に授業を受けてたから」

　本から顔を上げぬまま、彼女は微笑む。

　同じ城で、同じ王候補として育った同士。四百年前の記憶はけれど、ラナクにとってはつい昨日のことのようだ。魔女として生き続けていた彼女と違って、ラナクはこの四百年の大半を魔法の眠りを使って過ごしていた。永遠にも等しい浅い夢を見ながら、体を眠らせていたのだ。時折彼女の気配を帯びた使い魔が近くを通るのが分かったが、それにも応えられなかった。眠りについた時、ラナクの体は巨大な魔法の反動で壊れかけていたからだ。

　ただそれでも、無事に戻ってくることができた。長い眠りのせいで記憶や思考に靄もやがかかってはいるが、大事なことは忘れていない。

　──彼女を守ること。それが、ほんの子供の時より変わらない彼の役目だ。

「君は素直ないい生徒だったから、先生たちも褒めてたよ。休憩時間は僕の後をついて回ってばかりいたのに、僕が教えたことはすぐに覚えて……」

　五歳年下の彼女は、彼にべったりと甘える子供でありながら、その才能は異質だった。

　もちろん、才能だけでなく必死の努力もあったのだろう。だが努力をしていたのは彼も同じだ。

「君は優秀な子だった。教師たちもほんの数年で教えることがなくなった……」

　彼女が十歳を越える頃には、彼女に魔法を教えられる人間はいなくなった。教師たちは皆進んで身を引いて、彼女は孤独になった。あの城で彼女が手を伸ばせる人間はラナクだけになった。

「けど、君は僕よりずっと……」

　ラナクの目からふっと光が消える。同じ王候補であった魔女を見つめる目は、ただの虚うつろだ。

　そのことに真っ先に気づいたのはティナーシャで、彼女はじっとラナクを注視する。

　いつでも身を起こせるように、何かを見定めるように──そんな魔女の視線に他の魔法士たちが凍りついた。彼女は、声だけは穏やかに問う。

「ラナク？　どうしたの？　何か思い出した？」

　彼女の声に、ラナクはゆっくりまばたきする。いつの間にか額や手に汗が滲んでいる。

　何かよくないものに触れてしまったような悪寒が残る体を、彼は深呼吸して落ち着かせた。

「どうも駄目だな。まだ夢の中にいるみたいだ」

「夢じゃないわ」

「分かってる」

　かつての国が滅びたことも、四百年を経て新たな国を作ったことも、全て現実だ。

　ただ時折、自分が何かを忘れている気がしてならないのだ。それはもしかしたら、自分にとって切り離せない感情だったかもしれない。そんな気がする。

　ラナクはかつての少女に問うた。

「アイティ、怒ってない？」

「何を？」

　ティナーシャはいつの間にかまた本に視線を戻している。長い黒髪が床に垂れて、その姿は何故か大輪の花によく似ていた。見る者を虜とりこにする魔女。ラナクはすっかり大人になった彼女のそんな姿に嬉しさ半分、寂しさもまた覚える。

　ラナクは彼女を見たまま軽く手を振った。人払いを指示する王に、他の魔法士たちはそそくさと退出する。二人きりになると、ラナクは改めて言い直した。

「四百年前のことだ。僕たちが最後に一緒だった夜のこと」

　再会してから今まで触れられなかった話。それを聞いた彼女は少しだけ驚いたようだ。豹ひょうに似た優美さでゆっくりと体を起こすとラナクを見る。

「今更、どうして？　忘れてるかと思った」

「忘れないよ」

　多くの記憶が曖昧になっても、それだけは忘れられない。薄い腹を裂いた時の、彼女の驚愕と恐怖の表情はよく覚えている。その後の悲鳴やすすり泣きや、痛々しい哀願の声も。

　ただその代わり、自分がその時どんな感情で少女を見下ろしていたのか、それはぼんやりと長い眠りの中で磨耗して、取り戻すことができていないままだ。

「怒ってるかと思って。気になったんだ」

「怒ってない」

　彼女は即答した。そしてこの話は終わりと言わんばかりに、再び読書に戻る。

　そこにあるものは明確な拒絶だ。ラナクは仕方なく話題を変えた。

「強大な力で圧すれば争いはなくなると思う？」

「そういうこともあると思う。けど根本的な解決にはなってないよ」

「でも今不幸な人は救えるかもしれない」

「うん」

　思考が上手く纏まらず、ラナクは指で額を押さえる。薄々感じていたことだが、長すぎた眠りのせいか、記憶や人格があちこち断裂しているようだ。彼は散っていきそうな自分に耐えると、自分の花嫁となる女を見つめた。彼女には個人として大陸で最も強大な力が内在しているのだ。

「アイティは魔女になって、そういうことをしようと思わなかった？」

「思わない。それは独善だから」

「誰かが死んでも？」

「いつかは皆死ぬでしょう。それに私が抑止力として世界に介入すれば、人の思考を殺すことになるかもしれないよ」

　完全に限りなく等しい不干渉を示す言葉は、冷酷ともとれる。ただそれは、彼女が選んだ道なのだ。何物にも優しかった少女の姿しか知らないラナクは、また少し寂しくなった。

「僕がやろうとしていることも独善？」

「うん」

「冷たいな」

「聞かなきゃいいのに」

　魔女はそう言って笑った。そしてその笑いを収めると、真面目な顔になる。

「でも、ラナクが私を呼んだから、私はタァイーリと魔法士の争いに少しだけ介入できたよ」

「アイティ」

「だから、ありがとう。これは本当のこと」

　そう言って微笑む彼女は嬉しそうだ。彼女のその笑顔が本当なら、何が本当ではないのか。

　ラナクはつられて微笑む。

「君に喜んでもらえたならよかったよ」

　悲劇の連鎖を断ち切るためには、どこかで何かが起こらなければならない。そしてそれは今だ、と思う。彼は大きく息をつくと、天井を仰いだ。

「何も心配しなくていいよ。君は僕が守るから」

　たとえ世界中が彼女を魔女と忌み恐れても、自分だけは味方になる。そうでなければ彼女は子供の頃と同じ一人きりだ。ラナクは自分に言い聞かせるように繰り返した。

「守ってあげるよ、アイティ」

　それだけが四百年を経ても消えなかったただ一つの感情であるかのように。

　彼女がもはや幼い少女でなくなっても、変わりはない。

　自分のために存在する、か弱き存在──それがアエテルナという女なのだから。





※






　ティナーシャは、ラナクが「少し眠るから」と言って自室に下がると、自分も広間を辞した。

　城の廊下に出てすぐ、護衛であるレナートが付き従う。彼は主人に心配そうな目を向けた。

「王の様子は……」

「平気です。多分、まだあの人は夢から覚めてないんでしょうね」

「夢、ですか？」

　レナートはこの城内において、パミラとただ二人ティナーシャ個人に仕える魔法士だ。そうして魔女の信用を得ている彼は、主人の過去のおおよそについても知っている。だからこそまた王が気まぐれで彼女を害さないかと気を揉んでいるのだが、ティナーシャ本人はあっさりとした反応だ。

「レナート、なんでこの大陸の魔女は、全員女なのか知ってます？」

「え？　それは……『魔女』だから、ではなく、ですか？」

　言葉遊びを仕掛けられているのかと思ったが、ティナーシャは笑ってかぶりを振る。

「貴方もかなり強い魔法士ですけどね、実際のところ男の体って魔力的には不安定で、強い魔力を以て永い時を渡るっていうのが難しいんですよ。普通の寿命を終える分には支障がないんですけど、百年を越える辺りから肉体か精神かに綻びが出てきます。だから魔女に男はいないんですよ。そこまでになるまでに自壊しちゃいますから」

　恐ろしいことをあっさりと言う主人に、レナートは笑いきれない笑顔を作る。

「ということは、王は……」

「精神に影響を受けてますね。魔法の眠りを使ってたとはいえ、負荷が大きかったんでしょう。十五歳くらいの時の精神を中心に行ったり来たりしてますよ。すごく不安定です。だからその分、私に優しいんでしょう。あの人の中で私は、ずっと無力な子供でしたから」

　苦笑するティナーシャの横顔を見て、レナートは眉を寄せる。

　──彼女は、己の過去についてあっさりとしか語らなかった。

　だがそこからでも分かることはある。つまりかつてのティナーシャは、本当に家族としてラナクを慕っていたのだ。そんな彼女が、昔と同じ優しい「兄」を前にして何を思うのか。レナートは不安になったが、表情からは彼女の真意は分からない。だからレナートは別のことを問うた。

「本当に、王の言うようなことが可能なのでしょうか。大陸全土を覆う魔法構成など──」

「できますよ。私の魔力を使えば」

　あっさりと答える主人にレナートは絶句する。ティナーシャは編まれた髪の一ひと房ふさを指で弾いた。

「魔法による大陸の完全支配ですね。過去考えた人間はいても実現に至った例はありません。能力的に言えば、まずトゥルダールの初代国王なら可能だったでしょう。精霊を十二体全て使役していたのは彼だけですし。ただ当時は魔法構成が今よりもずっと粗かったですから、その点で難しいかもしれません。構成研究が進むのは第四代王くらいからです」

「いやあの、ティナーシャ様」

　このまま放っておくと、話がトゥルダール史に脱線していきそうだ。魔女は、彼の言葉で気づいたらしく小さく咳せき払ばらいをする。

「可能ですけど、実現したらこの大陸は一変するでしょうね。小さな国は崩壊するかもしれませんし、四大国とは全面戦争になるでしょう。けど、ラナクは当然それを許さないでしょうから、場合によっては暗黒時代を越える人死が出ますね」

「それは……」

　さすがに未曾有の事態だ。レナートは、自分がまさに歴史の転換点に立っていることに戦慄する。

　だが、当の魔女は平然としているままだ。ティナーシャはふと思い出したように話題を変えた。

「そう言えば、頼んだものはどうなってますか？」

「黒曜石を四十個ですよね。今日明日中にはご用意できます」

　魔女に頼まれたものは、できるだけ歪みの少ない色の濃い石だ。ティナーシャは頷いた。

「貴方も念のため自分の防御陣を用意しておいてくださいね」

　レナートは黙して頭を下げる。自暴自棄であるわけではないが、彼にとって優先すべきは自分よりも主人だ。まるで押しかけたように忠誠を誓ったにもかかわらず、笑ってそれを受け入れてくれた彼女には何としても報いるつもりだ。

　その時、柱の陰から皮肉げな声が投げられる。

「何のご相談ですか？」

　じっとりとまとわりつく声。現れた人物を見て、レナートは思わず顔を顰めた。

　そこにいたのは魔法士長バルダロスだ。この城において、ティナーシャへの無闇な接触は王の名によって禁じられているが、バルダロスだけは事あるごとに彼女に絡んでくる。

　血塗られた経歴を持つ彼は、魔女の華きゃ奢しゃな体と、それにそぐわぬ魔力に嗜虐的な興味を惹かれて仕方ないのだろう。陰惨な欲望を隠しもしない男に、ティナーシャは氷のような目を向けた。

「首飾りを作ろうと思って。石を頼んだだけだ」

　軽く首を傾けて返す魔女に、バルダロスは口の両端を上げて笑う。

「首飾りですか……確かに黒曜石は貴女の髪や瞳によく合うでしょう。ですが花嫁ならばもう少し別の色がよろしいのでは？　例えば真珠の白や……柘榴ざくろ石いしの赤など」

「花嫁に赤もどうかと思うが」

　バルダロスの前を通り過ぎようとする魔女に、なおも男は食い下がって立ちふさがった。彼は元々細い目を更に細める。それは爬は虫ちゅう類るいが獲物を見る目によく似ていた。

「赤も似合うと思いますよ。貴女の血の色に似合う。その美しい肢体の中にどんな艶やかな内ない腑ふが隠されているのか、実に興味があります」

「ラナクに聞け」

　痛烈な皮肉はしかし、レナートでさえも意味が分からなかった。

　彼は主人の様子を窺うが、ティナーシャは平然としたままだ。彼女は男に命じる。

「退け。自らの足で歩けぬ赤子というなら、私がどかしてやろうか？」

　バルダロスは愉悦の笑いを浮かべると、一歩退いて道を空ける。レナートはそれを薄気味悪く思いながら、男の視線から主人を庇って歩き出した。





※






　タァイーリは結局、アスドラ平原での大敗の後、クスクルへの進軍を見合わせていた。王太子ルストの命令で軍だけは編成されていたが、城都に留め置かれたままだ。

　城都にはそれに加えて、要請を受けた大国の軍が集まり始めている。

　タァイーリの城に入城したオスカーは、到着から四日、未いまだ会議を重ねるばかりで進軍を始めない一同に苛いら立だちを溜ためつつある。話が進まない一番の原因はルストで、軍事の主な権限を握っている彼が「とにかく慎重に」と繰り返し主張するから微塵も進展がない。自分たちで呼んだくせにどういうことだ、といい加減文句を言いたくなる。

　それだけならまだしも、毎日のようにルストの妹のチェチーリアに付きまとわれ、オスカーの忍耐力は限界に達しそうだった。彼は、華やかな美貌の王女に呆れた視線を投げる。

「こんなところまでいらして、どういうおつもりです」

「貴方様に会いたかったからでは駄目ですか？」

　嫣然と笑う彼女を見ているだけで頭痛がしてくる。オスカーは皮肉の意をこめて彼女を見返した。

　場所はタァイーリの城内に与えられた彼の客室だ。

　日没から僅かに過ぎた頃、空は彼の目の色と同じ仄ほのかに明るい夜空になっていた。「この女を部屋に通したやつは後で説教だ」と思いながらオスカーは溜息を嚙み殺す。

　あからさまに迷惑に思っている態度が伝わったのか、チェチーリアは眉を軽く上げると、立ち上がり彼の隣に回った。肘掛け越しに体を寄せながら、毒々しくも紅あかい唇で彼の耳に囁く。

「そのような顔をなさらないでください。あまりにつれないと私にも考えというものがございます」

「ほう、どのような？」

「貴方がファルサスでお連れになっていた、あの魔法士の女。あれが『青き月の魔女』だったのでございましょう？　いつかは誰かが気づくかもしれませんが、今、私がそのことを触れ回れば、貴方様の立場に影響があるのではないかしら」

　試すような女の視線に、オスカーは口だけで笑みを形作る。

　──確かに、いずれは気づかれるかもしれないと思っていた。

　しかしチェチーリアが今それに気づいたのは何故か。タァイーリに伝わった魔女の目撃情報は、黒髪黒目の美しい女というものだけだったはずだ。ティナーシャのように両方とも深い黒の人間は珍しいが、まったくいないわけではない。僅かな目撃情報が即、彼女に繫がるはずがない。

「どうです？　少しは効きました？」

　チェチーリアは、自分が上位に立ったと疑わない悦びを湛えて彼を見つめる。そのまま男の首に両腕を回してしなだれかかった。むせ返るような甘い香り。鼻び腔こうをくすぐるそれは、男を誘う香りだ。オスカーは彼女の細い顎を手で捕らえると顔を寄せた。女の唇に自分のそれを重ねる。

　魂を蕩けさすような長い口付けを、チェチーリアは勝利に陶然としながら受け入れた。顔を離した男が耳元で囁く。低い響きに全身が震えた。

「何故そう思われるのです。よく似た女かもしれない」

「そんな言い逃れはできませんわ……。私、あの女を見ましたもの。間違うわけがない」

　オスカーは女の白い首筋に指を滑らせる。柔らかい肌の下に血の脈動を感じる。

「どこで？　とても信じられませんね」

　チェチーリアはその問いに、声を上げて笑った。

「あの妖女のことがそんなに気にかかりますの？　魔女だけあって男を虜にする魔法でも使っているのかしら？　あの女は毎夜、お兄様を訪ねてきているのですよ。私に見られているとも知らずに、とんだ売女ばいただわ」

「……は？」

　その言葉に、オスカーは危うく触れていたチェチーリアの首を捻ひねり潰しそうになった。

　その寸前で自制すると、彼は女を押おし退のけて立ち上がる。呆ぼう然ぜんとする彼女の顎を摑んで上を向かせると、オスカーは甘さの欠片もない目で彼女を見下ろした。

「ルスト王子の部屋を教えて頂こう」

　抵抗を捻じ伏せる声音。有無を言わさぬ力がそこにはあった。







「明日また来い」と言って、本当に魔女が来るとは微塵も思っていなかった。

　しかし彼女は律儀にもやってきた。同じ月の下、決して手の届かぬ距離に浮かんで。

　彼女は来る度に、人を差別することの愚かさをルストに説いた。それはまわりくどい比喩の時もあれば、直接的で実に痛いところをついてくることもあった。見下すわけでもなく、懇願するわけでもなく、ただ淡々と彼女は言を紡ぐ。長居はしない。問答が終わると忽然と姿を消す。

　しかしルストはその時間が終わることが惜しくて、毎夜「明日来なければ軍を出す」と言ってしまうのだ。

「また逢あいたい、話を聞きたい」と言えればどんなにいいだろう。しかし魔女は敵国の人間で、忌むべき魔法士で、その言葉はタァイーリの歴史に反するもので、ルストはどうしても己が築いた一線を踏み越えることができなかった。

　ただそれでも、彼は既に揺らいでしまっている。それが彼女の存在のせいなのか、言葉自体のせいなのかは分からない。だが繰り返しその話を聞いているうちに、何故魔法士を殺さなければならないのか、いつの間にか彼はよく分からなくなってきていた。

　──魔女が期限を切った二週間まで、あと三日。

　それまで軍を引き止めることができれば、何かが変わるのだろうか。

　ルストは露台に出て夜空を見上げる。その時部屋の扉が叩かれた。

「お兄様……私です」

　チェチーリアの声に、ルストは遅い時間の訪問を不審に思いながらも、扉に戻り鍵を開けた。

　そして驚愕に固まる。

　青ざめた妹の後ろには、小さな赤いドラゴンを肩に乗せ、剣を携えた若きファルサス国王が立っていた。ルストはかろうじて声を絞り出す。

「……何の御用でしょうか……」

「魔女討伐を依頼されたのは貴国では？」

　挑発的な目。告げられた意図にルストの全身が凍る。思わず硬直した彼の横をすり抜けて、オスカーは室内に入った。まっすぐ露台に向かう彼を、ルストはあわてて追いかける。自分から注意が離れたのを見て、チェチーリアは素早くその場を逃げ去った。

　露台に踏み出した闖ちん入にゅう者しゃにルストは叫ぶ。

「お待ちください！　何のことでしょう！」

「とぼけると立場が悪くなりますよ」

　オスカーは冷淡に返すとアカーシアを抜いた。その剣身が月の光を反射して白く輝く。魔法士を殺すための剣。タァイーリが喉から手が出るほど欲しかった剣だ。

　しかしルストにとって、今ほどこの剣をこれほど呪わしいと思ったことはない。天敵たるアカーシアの剣士に魔女を会わせてはいけない。だがそれをどうやって彼女に伝えればいいのか。

　混乱するルストをよそに、オスカーは空を見上げた。

　月の下、何もない宙に歪みが生まれる。

「来るな！」

　ルストは空に向かって叫ぶ。

　オスカーは魔女の名を呼ぼうと口を開く。

　だが、次の瞬間そこに転移してきたのは、くすんだ金髪の見知らぬ女だった。







「毎晩どこにいらっしゃってるのかと思ったら、そんなことなさってたんですか!?」

「そうなんですよね……」

　呆れるパミラの前で、魔女はがっくり肩を落とした。ティナーシャは椅子の背もたれに体を預けると、ここしばらく問答を重ねている相手についてぼやく。

「そんなに頭が悪い人には見えないんですけどね。物分かりが悪くて……いつも『分からないからまた明日』って言うし。やっぱり刷りこまれた価値観を変えさせるのは難しいです。参った参った」

　ぼやきながら伸びをする主人に、パミラは多大な疲労感に襲われて溜息をついた。

「そんな男に付き合う必要ありませんわ。押しに弱いのも大概になさってください」

「すみません……」

　ティナーシャは申し訳なさそうに頭を下げると、テーブルに広げた黒曜石を摘み上げた。横ではレナートが苦笑しながらそれを磨いている。

　一方パミラは腰に両手を当て一人憤慨していた。タァイーリの王太子が彼女に惹かれていることなど、聞いてすぐ分かった。気づいてないのは当の魔女くらいだろう。「どの面下げて大事な主を呼びつけているのだ」と言ってやりたい。主人は忙しいのだ。馬鹿に関わっている時間はない。

　しかしその主は、黒曜石を手の中で転がしながら呟く。

「でも、彼の態度が軟化すれば、将来的に絶対、魔法士にとってよい結果を生むと思うんですよね。魔法士は血筋に関係なく生まれますし、タァイーリが性質を変えない限り、悲劇はなくなりません」

　溜息混じりの慨嘆に、パミラとレナートは主人の意図を理解し、その思いに胸が熱くなった。

　──魔法士が血筋でのみ生まれるなら、タァイーリの迫害の歴史はとうに終わっていただろう。差別のない他国に一族ごと移住してしまえばいいのだ。

　しかし魔力の有無は血統だけで決されるわけではない。魔力を持って生まれた子供たちのうち約五割は、力を制御する術を学ばねば自分や周囲を傷つけることになるのだ。悲劇の萌芽は常にどこにでも存在している。

　パミラは微苦笑すると、優しい目で主人を見つめた。

「ともかく、今夜は魔法具作成の方に専念なさってください。もう日もないことですし、タァイーリの王子の方は、私が行ってびしっと断って参ります。転移座標をお教えください」

「断るって何を……？」

「…………」

　パミラは主人の鈍感さに若干呆れながらも、座標を彼女から聞きだすことに成功した。ティナーシャは心配そうに、構成を組むパミラを眺める。

「貴女に何かあったら私も行きますからね」

「心配ご無用。レナート！　ちゃんとティナーシャ様を見てなさいよ！」

「言われなくても」

　そしてパミラは、タァイーリの城に転移した。

　転移先の空中から見下ろせる景色は、城と庭、そして王太子の部屋の露台だ。

　そこには二人の男がいて──そのうち一人の持つ剣は、パミラも本で見たことがあった。

「王剣アカーシア……魔法士殺し……」

　魔女をも殺せるその剣の主が、何故主人が来るはずだった場所に待っているのか。

　──理由など、考えるまでもない。

「おのれ、謀ったな！」

　かっと頭が熱くなる。パミラは両手を前に揃そろえた。

　そこに強い光が生まれ、溢れる。







　転移してきた女はアカーシアを認めると激怒した。その手から白い光が打ち出される。オスカーは舌打ちすると、剣の一いっ閃せんで放たれた構成を砕いた。肩の上のドラゴンに命じる。

「ナーク！　捕らえろ！」

　王命に応じてドラゴンが大きさを変える。飛び立ちながら小屋ほどの大きさに変じたナークは、鋭い爪を女に伸ばした。女は空をよろめきながらも短い詠唱でそれを防ぐ。

　その間にオスカーは、女の足を狙って短剣を投とう擲てきした。

　宙を飛ぶ魔法士に対する常じょう套とう手段の一つ。深手を負わせる必要はない。痛みで集中が乱れれば、大抵の魔法士は飛べなくなるはずだ。

　しかし女はそれも魔法で相殺する。かなり腕の立つ魔法士だ。

　だが、その一瞬の隙を縫ってナークが大きな翼で彼女を打った。

「っ、あ……っ！」

　苦痛の声を漏らしながらも宙で踏み留まる女に、ドラゴンは再び爪を伸ばす。大きな鉤かぎ爪づめが彼女を摑もうとした時、けれど両者の間に歪みが生まれた。

　次の瞬間──空中に新たな女が転移してくる。

　彼女は防御壁を張ってドラゴンの爪を弾くと驚きの声を上げた。

「ナーク!?」

　漆黒の長い髪が宙に揺らぐ。華奢な肢体が月の下に白く浮かび上がった。

　彼女はゆっくりと顔を露台に向ける。その目が一人の男を捉えた。

　魔女は呆然と男の名前を呼ぶ。

「オスカー……」

「来い」

　彼は不機嫌そうに手を差し伸べた。







　伸ばされた手を見て、ティナーシャは宙に浮いたまま凍りつく。

　彼がタァイーリ城に来ていることは知っていた。

　しかしそれでも会うことはないとたかをくくっていたのだ。あるいは、こんな風に出会う偶然をどこかで予期していただろうか。

　魔女は自失してかつての契約者を見つめる。

　男の青い目には彼女を捕らえる力があった。当然のようにその腕の中に収まって笑っていた頃の記憶が脳裏をよぎる。そう遠くないはずの日々が、今はひどく懐かしい。

　ティナーシャは唇をわななかせる。このまま何もなければ、彼女は男の手を取ったかもしれない。

　──だがその時、もう一人の声が場の空白を打ち破った。

「逃げろ！　早く！」

　ルストは自分の剣を抜くとオスカーに斬りかかった。オスカーはそれを難なくアカーシアで受ける。動かないティナーシャの肩をパミラが引いた。

「ティナーシャ様、行きますよ！」

　パミラが空を仰ぐと、空中に転移陣が浮かび上がった。個人が転移するための構成ではない。多人数を運ぶための門が開かれる。そこからレナートが顔を出した。

「長くは持ちません！　お早く！」

　パミラはティナーシャの腕を引いて上昇する。ナークは前の主人の出現に戸惑い、新しい命令を求めるようにオスカーを見た。彼は、ルストの剣を手から弾き飛ばすと、魔女の名を叫ぶ。

「ティナーシャ！」

　魔女はひどく不安げな、困ったような目で彼を見ている。

　そしてそのままレナートとパミラに引っ張られ、門の中に姿を消した。




　オスカーは、魔法士たちが消えた空を見て歯嚙みした。

　──折角の好機を逃がした。

　ティナーシャを取り戻せればと思ったのだ。彼女を確保できれば後はどうにでもなる。彼女と話をして、落としどころを探せるはずだった。

　だが、思わぬ邪魔が入ったせいですべては白紙だ。オスカーは腹の底を焼くような苛立ちを抑えるとアカーシアを鞘に戻した。

　彼は小さくなって戻ってきたドラゴンの頭を撫でてねぎらうと、ルストを睨みつけた。

「さて、どういうことだかご説明頂こうか」

　ルストは乾いた唇を嚙む。

　月が赤い。

　問題の日は無言のまま近づいていた。





※






「ティナーシャ様、お怪我は？」

　クスクルの魔女の部屋に転移したパミラは、主人を覗きこんだ。

　すっかり血の気が引いた顔の魔女は、呆然と二人を見ると、遅れてパミラに返した。

「大丈夫です。それより貴女は……」

「少しぶつけただけです。お気になさらないでください」

　魔女はそれを聞くと、力が抜けたように床に座りこんだ。レナートとパミラはあわてて膝をつく。

「本当に大丈夫ですか？　お加減がよろしくないのでは」

「いえ……ちょっと驚いただけです」

　レナートは眉を顰めて主人に問う。

「アカーシアの剣士と面識が？」

　魔女はその指摘に小さく体を震わせた。闇色の瞳に、名前を持たない感情が溢れる。

「あの人は……私の契約者で、私が鍛えた、私を殺せるただ一人……なんですよ」

　世界に、この先の歴史に、彼女が残したいと願ったもの。

　それを贈ったのが彼だ。新しい時代を築く王。

　魔女は、それ以上は何も言わなかった。目を閉じて、そして感情を閉じる。




　そして翌日、クスクルに向けて──連合国軍の進軍が始まった。








６．夢の終わり









「アイティ、どこにいるんだい？」

　彼女の名を呼ぶ。

　トゥルダールの広い城は、どこもかしこも冷たい石でできている。そこを行く人は、造り物の人形のようだ。誰も彼を振り返らない。彼のことを見ない。

　ただ唯一の例外が──彼女だ。

「アイティ？」

　ラナクは白い広間を覗きこむ。彼の花嫁になる娘は、何もない部屋の中央に立っていた。

　細い両腕が広げられ、そこから花が咲くように緻密な構成が溢れ出す。たちまち空間を埋め尽くして展開するそれに、ラナクは思わず息を止めた。

　複雑で膨大な、技術の極みとも言える構成。

　見ても理解ができない。読み解くこともできない。それは彼を凌駕する力だ。

　呆然と立ち尽くすラナクを、少女はようやく気づいて振り返る。彼女は愛らしい笑顔を見せた。

「ラナク、どうしたの？」

「……アイティ」

　彼女の顔を見たいと思ってやって来た。この城で、彼女だけが唯一自分の味方であるのだから。

　彼の教師たちは皆、しばらく前から熱意を失ってしまったようだ。何が変わったのか、日常に沁しみこんでくる息苦しさに喘あえいでいた時、彼女の元からも教師たちが去ったという話を聞いたのだ。

　だから会って慰めようと思った。どれだけ彼女が孤独であろうとも、自分だけは傍にいるのだと。

　けれど今……分かってしまった。

　彼女が孤独であるのは、その力がゆえだ。彼女には誰も何も教えることができない。教師たちが去っていったのはそのせいで、皆が彼に興味を失ったのも、同じ理由だ。

　──トゥルダールの王位を継ぐのは、彼女だ。

　きっと誰もがそう思っている。この華奢で孤独な少女が、次の女王になるのだと。

　自分の後をついて回っていただけの彼女は、いつの間にかとっくに自分を追い越していた。

　だが、そうなれば自分は──

「ラナク？」

　闇色の目が自分を見つめる。何も知らない、無む垢くな強者の瞳。

　ラナクはこみ上げてくる苦いものをのみこんで……笑った。

「なんでもないよ、アイティ」

　それでも、彼女を守れるのは自分だけだ。そうでなければならない。

　彼女はまだ何も知らず、そしてあまりにもこの城で孤独なのだから。







「──ラナク、起きて」

　女の声が聞こえる。肩をそっと揺さぶられる。

　過去の景色がたちまち遠ざかり、ラナクはうっすら目を開けた。自分を覗きこんでいる女を見る。

「……アイティ？」

　反射的に呟いたその名に、彼女は軽く眉を寄せる。彼の知らない大人の貌。そこにささやかな違和感を覚えるのはいつものことだ。ラナクは深く息を吐くと、転うたた寝ねをしていた玉座に座り直した。

「夢を……見てたみたいだ」

「どんな夢？」

「昔の夢。君がまだ少女だった頃のこと……多分」

　彼女がまだ頼りない子供だった頃の話。今となっては曖昧になってしまった記憶の彼方のことを、ラナクはよく思い出そうと首を捻った。だが魔女はそれを聞いて苦笑しただけだ。

「変なの。それよりもう明日だよ」

　大陸を変革するための一手。その準備は既に終わらせてある。ラナクは感慨のこもった目を女に向けた。

「君のおかげだよ。これで大陸は平和になる。魔法士たちも脅かされず暮らせる」

　失われた国は、もう戻ってこない。トゥルダールはとうに滅んだ国なのだ。その王位を手にすることに意味はない。あれは、彼を選ばなかった国だ。

　だから新しい自分の国を作る。これからの未来、人々が心安らかに暮らせるように。

　かつて少女だった魔女は、目を閉じて微笑む。

「それが貴方の望みなら」

　彼女がいなければ、ラナクの理想は実現しない。全ての夢想を現実に変えるだけの力が、彼女にはあるのだ。それは彼が望んでも望んでもついには手に入らなかったもので──

「……アイティ」

「何？」

　一段低くなった声に、彼女は無邪気に返す。

　その返事にラナクは我に返った。何を思ったのか、何を言おうとしたのか、自分でもよく分からない。ただ苦いものが胸の中に広がっているだけだ。

　だから彼は、自分に言い聞かせる。

「守ってあげるよ、アイティ」

　魔女と成り果てた彼女を、他の人間から守る。そうしなければならない。今の彼女は人々から忌まれ嫌われる憐れな存在なのだから。

　ラナクは自分の答えに満足して頷く。

　──それでものみこんだ苦味は、完全には消えてくれなかった。





※






　タァイーリの西方砦とりでに転移した四大国の軍勢は、およそ五万。

　わずか数百人のクスクルに対し過剰に思える兵数は、しかし相手の未知数の力を考えてのことだ。

　ティナーシャを逃した晩、ルストを締め上げて情報を得たオスカーは、後手に回らされ無駄な時間を過ごしたことに機嫌がすこぶる悪い。魔女の指定した日はもう明日に迫っている。果たしてこれから進軍してその「何か」に間に合うのだろうか。

　苛立ちに苛さいなまれながらオスカーは、夕暮れの砦入り口で、将軍たちと共に明日からの進軍経路を確認していた。そうして顔を上げた彼はふと、駆けてくるシルヴィアに気づく。彼女は王の前に立つと、息を切らせて報告した。

「陛下、偵察が民間人の少女を保護しました。なんでもここからクスクルへ向かう街道で魔法士たちに追われたみたいです。今、会議室に皆様集まっておいでですから、陛下もいらしてください」

　──保護された少女は、ルリと名乗ったらしい。

　彼女は最初にクスクルに焼かれた町の生き残りらしく、隠れて暮らす魔法士に保護されていたのだという。だがクスクルの魔法士に見つかりそうになってそこを離れ、砦に向かう途中でやはり魔法士たちに見つかって追い回された。

　会議室に向かいながらその話を聞いたオスカーは感心する。

「よく追われて無事だったな」

「子供だったからでしょうか。ともかく実際の話は本人からお聞きになってください」

　会議室に到着すると、シルヴィアは主君のために扉を開けた。オスカーが中に入ると、既に室内には他国の王族や指揮官が集まっている。

　その中央に立つ幼い少女は、オスカーをまじまじと見上げると顔を輝かせた。

「王子様だ！　本当にいたんだ！」

「……俺は王子じゃないぞ……」

　オスカーはつい言ってしまってから、少女に合わせたほうがよかったかと思い直す。しかし少女は食い下がった。

「うそ！　わたし見せてもらったもん。とっても強いよって、お姉さんが言ってたし！」

「見せて？」

「悪い魔法使いから助けてくれたお姉さん。すっごく美人だったのよ。わたしが泣なき止やまなかったから、色んなお話してくれたの。色んなものも見せてくれた。おでこに手を当てるとね、頭の中に本当に見てるみたいに景色が浮かぶの」

　少女の言葉は拙くはあるが、オスカーには心当たりがあった。彼は膝を屈かがめると、少女の目の高さに視線を合わせる。

「黒髪だったか？」

「うん。目の色も。明かりのない夜の色」

　予想通りの答えに彼は小さく嘆息する。

「あの神出鬼没女め……」

　オスカーは立ち上がると力が抜けそうな頭を手の平で支えた。




　少女が魔法士に追われ、更に魔女に助けられたのは、砦から馬で一時間ほどの草原らしい。

　夜が明けてから砦を出た軍は、その手前で一旦進軍を止めると、まず魔法士たちを偵察に向かわせた。アスドラ平原のように、迂う闊かつに進んで罠わなにかかるような事態は避けなければならない。

　しかし帰って来た魔法士たちは、指揮官が集まる天幕に戻ると「特に異常は感じられない」と報告してきた。オスカーは、調査に行ったドアンを手招きで天幕の外に呼びよせる。

「何もないって本当か？」

「実のところ、辺りから微弱な魔力は感じられるのですが、何の構成も見つけられません。ただもし、ティナーシャ様が施した術があったとしても、正直私たちが見破るのは不可能です」

「やはりそうか」

　既に他の人間たちの間では、この先を通過する方向で話がまとめられつつある。確かに今から迂回しては、今日中にクスクルに入ることはできない。これは罠と分かっても入るべきだろうか。

　オスカーが悩んでいると、背後から若い女の声がかけられた。

「用事を頼んどいて移動しないで欲しいわ」

「……うってつけの人間が来たか」

　振り返るとそこには、閉ざされた森の魔女が不機嫌そうな顔で立っていた。

　ルクレツィアは腰に手を当てるとオスカーを睨む。

「全部の街を見に行ったわよ！　面倒くさい」

「悪い。で、どうだった？」

　ファルサス国王のすぐ傍に立ち密談する美女に、周囲を通る兵や離れた場所にいる指揮官たちは、ちらちらと興味ありげな視線を送った。しかし当の二人はまったく意に介せず話しこむ。

「どうもこうも。あの子もマメなことするわねって感じ。消えたように見えたのは、単に住民の時間を極端に遅らせて、擬似時間停止状態にしてある。その上でそれらの人間に防護結界をかけて、知覚できないようにさせたわけ。いなくなったわけじゃないわ。今もちゃんと人はみんな街にいる。勘のいい人間なら気配を感じるんじゃない？」

「ああ、なるほど……」

　オスカーは、スズトが「何かがいる気配がする」と報告していたことを思い出した。言ってみればあの街には今、触っても見てもそうと分からない透明人間が多数存在している状態なのだろう。そんな凄すごいことを八つの街にわたって、しかも複数同時刻にやってしまうのだから改めて魔女の恐ろしさを知る思いだ。

　王は感心さえして、もう一人の魔女に問う。

「で、解けるか？」

「いやよ、面倒くさい。それに時間が経てば自動的に解けるようになってたわ。あと一時間もすれば全部の街が解けるわよ」

「本当か!?」

「本当。じゃ、もう私は行くわね」

「ちょっと待て」

　転移しようとするルクレツィアの腕をオスカーは摑んだ。眉を顰めた魔女に頼む。

「悪いが、来たついでだ。この先にティナーシャが何か魔法をかけていかなかったか見て欲しい」

「何で私が」

「他にできる人間がいない」

　魔女のかけた魔法を看破できるとしたら、それは同じ魔女をおいて他にいない。

　だがルクレツィアは冷ややかな反応を返しただけだ。

「何かあったとしても、回り道をしている余裕がないなら同じじゃないの？　人を殺すような術じゃないから安心しなさい」

　魔女はそう言って舌を出す。どうやら離れた場所にいながらにして、彼女にはこの先にどんな魔法が用意されているのか分かるらしい。オスカーは溜息をついた。

「やっぱりあるのか。あいつを敵に回すとろくなことがないな」

「分かってるくせに何言ってんのよ。大体、今回はあの子が中心人物なだけでも問題なのに、私まで関与したって分かったら面倒この上ないわ。自分で自分の首を絞めたいの？」

「その辺の手段を選んでいられる場合じゃないだろう。後のことは何とかする」

　他の国々に関しては、どうとでも黙らせる自信はあるのだ。そう言外に言う王に、ルクレツィアは呆れ顔になった。

「無茶苦茶はやめなさいよ。後に響くでしょ。それにどちらかといったら、私はあなたより、あの子の望みを優先するからね」

「優先すると言っても、あいつは自分を顧みないじゃないか」

「それでもよ。私は助けない。自分で何とかしなさい」

　手厳しい、それでも正論の魔女の言葉にオスカーは顔を顰めた。

　ルクレツィアは情報をくれる。けれど手は出さない。それが魔女として彼女が引いた一線なのだろう。突き放すようにも思える彼女の姿勢は、だが人の自由を重んじてのことだ。

　それが分かるオスカーは、ままならなさをのみこむと頷いた。

「分かった。自分で何とかする」

「いい子ねー」

　からからと笑ったルクレツィアは、しかし次の瞬間、その笑顔を消した。ひどく真面目な、初めて見る真摯な表情で囁く。

「あの子は自分を守らない。あなたが盾になりなさい」

「……ああ」

「この転機に、あの子にあなたがいてよかった」

　魔女は琥こ珀はく色いろの瞳に愛しむような翳を浮かべる。しかしその目をすぐに閉じると、普段と同じくにっこり笑い直した。

「せいぜい頑張りなさいよ」

　軽い言葉を残して彼女の姿は消える。二人の魔女に翻弄されるオスカーは、息を一つついて気分を切り替えると、天幕へと戻っていった。




　会議の結果、五万の軍勢は罠の存在を疑いながらも最初の予定通り進軍を開始した。

　それでも万が一何かあった時のために、王族や指揮官など要人は、陣の中央にまとめて集められている。オスカーもまた行軍を他の将軍に任せて、アルス、メレディナ、クム、ドアン、カーヴ、シルヴィアらを自分の周囲に集めた。魔法の仕掛けがあったとしても、彼らがいれば大抵のことには対応できるはずだ。

　とは言え、用心に身構えながら一時間ほど進んでも別段何が起こるわけでもない。指揮官たちは次第にその変化のなさに気を緩めだした。

　だがそんな時、最前列の部隊から伝令が走りこんでくる。

　曰く──「進んでも進んでも景色が変わらない」と。




「すごいことしますね……。これだけ大きな空間を封鎖してあるとは。知らないうちに堂々巡りさせられるようになっているんでしょう。よく森なんかで妖精が似た魔法を使いますが、ここまで大規模なものは歴史上初めてですよ」

　報告を聞いたカーヴは感嘆の声を漏らした。賛辞ともとれる、実際半分以上はそうなのだろう言葉に、オスカーは頭痛を堪える。ティナーシャの「同じところぐるぐるしてなさい！」という声が聞こえるようだ。

「まったくあいつは存在自体が反則だな。どうすれば解ける？」

「構成の要が見えれば、それを壊すことで封鎖も解けるはずです。規模からいって、ティナーシャ様が現在進行で維持しているのではなく、紋様や核になる何かを配置して維持しているはずです。それを見つけられればあるいは。でも肝心の構成自体が全く見えません」

「俺も見えない」

　完全にお手上げだ。オスカーは少しだけルクレツィアの薄情さを呪った。

　一方歩みを止めた軍は、指令を出すべき中心部からして混乱していた。オスカーが周囲を見回すと、将軍や王族、その側近たちが、情報と打開策を求めてそこかしこで話し合っているのが見える。そんな彼らの中に、ルストの姿を見つけてオスカーは渋面になった。

　そもそもあの男の時間稼ぎのせいで事態が悪化したのだ。八つ当たり気味な苛立ちが湧き起こる。

　だがオスカーがそれをのみこんだ時──「その男」は突如現れた。

　黒い魔法士のローブを纏った男。人々の中心に何の前触れもなく出現した彼は、自分に注目が集まり始めると優雅に膝を折って一礼した。よく通る声で朗々と挨拶する。

「お初にお目にかかります。私はクスクルの魔法士長バルダロスと申します」

「な……！」

　数人が素早く剣を抜く。途端殺気立つ周囲に、バルダロスはわざとらしく肩を竦めた。

「まあお待ちください。私を殺してはここから出ることは叶いませんよ。我らが王の花嫁が作られた、芸術品といっていい代物です。中から出ることはまずできますまい」

「道化め……何の用だ」

　セザルの将軍が吐き捨てる。バルダロスはけれどその恫どう喝かつに笑っただけだ。彼は自身に与えられた役回りを楽しんでいるように、芝居がかった台詞せりふで答える。

「この度は皆様、クスクルへの従属を申し出るために、健けな気げにもお集まりになったとのこと。恐悦至極にございます。ならば是非、我らが王がこの大陸を支配するところをお目にかけたいと思いまして……僭せん越えつながら私がご案内に参った次第です」

　バルダロスはぐるりと周囲の面々を見回す。

「ですがさすがに全ての方をご招待することはできません。席にも限りはございますから。でもそうですね……ここにいらっしゃる方々くらいなら、充分お招きできますよ」

「そんな話に誰が乗るか！」

「思い上がりも大概にしろ！」

　不遜な要請にたちまち怒号が飛び交う。しかしバルダロスはそれを全く意に介せず、仮面のような笑顔を顔に張りつかせていた。オスカーはアカーシアに手をかけたまま一歩進み出る。

「分かった。連れて行け」

「陛下!?」

　クムが悲鳴に似た声を上げる。一方、バルダロスは満足そうにオスカーを一瞥した。

　黒衣の魔法士は両手を大きく広げる。その腕の中に複雑な構成が現れた。

「もちろんお連れしますとも。……しかし他の方々も皆ご一緒です。拒否権はございませんよ。あなたたち観客がいませんと私どもが困るのです。何故ならあなたたちは──」

　転移構成が発動する。バルダロスを中心に、五十人前後の人間を範囲に入れて転移門が開いた。悲鳴や驚愕の声が上がる中、バルダロスの声は搔き消されて聞こえない。

　だがオスカーは確かに続きを聞いた気がしたのだ。

『あなたたちは、我らが花嫁への人質となってもらうのですから』

　そう、男が忌まわしくも笑ったのを。







　転移門によって飛ばされた先は、どこまでも続く広い荒野の只中だった。

　砂混じりの風が吹きつける場所。

　彼らが立っているのは、乾いた荒野にある朽ちた遺跡の中だ。

　砂さ塵じんが降り積もる円形の広場は半ば崩れかけており、そこには同様に壊れかけの白い石柱がいくつも立ち並んでいる。足下の石畳は割れて剝がれたものも多く、そんな広場の中央には十数段の石段を経て、一際高くなっている一画があった。そしてそこには古い石の祭壇と新しい無人の玉座が置かれている。

　広場の真ん中に立つオスカーは、ぐるりと周囲を見回した。

「絵に描いたような待ち伏せだな」

　遠い昔を思わせる静せい謐ひつの景色。広場の外周には、すり鉢状の石段が彼らを見下ろすように聳そびえている。時の風化を感じさせるそれらは、まるで石化した花弁のようだ。

　そしてその石段には今、三百人余りのクスクルの魔法士たちが並び、転移してきた「来客」を冷ややかに見据えていた。彼らの中には有翼の中級魔族を始め、使役されていると思しき異形の生き物もかなりの数混じっている。

　平然とそれらを眺めるオスカーに対し、他の人間たちはある者は啞然と、ある者は恐怖に駆られ立ち尽くしていた。オスカーは前を見たまま臣下の名を呼ぶ。

「アルス、どうだ？」

「不味まずいですね。さすがに人数差がありすぎです」

　連れてこられた人間はおおよそ五十人、いくらなんでも正面から戦うのは難しい。オスカーは他の臣下たちをも見回すと、アカーシアを抜剣した。彼らに聞こえるように命じる。

「俺は守護結界があるから放っておいていい。自分を守れ」

　おそらく何があってもティナーシャが生きている限り、契約者である彼が死ぬことはない。

　しかしオスカーは部下を死なせるつもりもなかった。彼はアカーシアの柄つかを握り直す。

　その時、彼らの視線の先、中央の石段の上に、他の魔法士を伴って一人の男が現れた。

　白い髪が目を引く豪ごう奢しゃな衣装の男は、周囲の人間に傅かしずかれて進み出る。祭壇傍にいたバルダロスもまた頭を下げて道を譲った。オスカーは現れた男を見据える。

「ラナク……」

　それを聞いて周囲の人間はぎょっと表情を変える。四百年前の人間であるという彼は、どう見ても二十歳前後にしか見えない。病的なほど白い髪と肌はまるで夢の中の存在のようだ。

　ラナクは「観客」を見下ろすと微笑む。

「ようこそ、滅びしトゥルダールの大聖堂に」

　その言葉に観客たちは周囲を見回す。四百年前に魔法大国と謳われ、異質な力を誇った国の残骸がそこには沈黙していた。無残に失われた国の廃はい墟きょで、ラナクは新しい石の玉座に座る。

「今日君たちに来てもらったのは、一つの提案があってのことだ。今現在、大陸では我が国を憎むタァイーリの例に洩れず、ひどい差別や争いが絶えない。神は不公平で気紛れだ。その力は届かない。だから、人は人を殺す。憎んでは殺し、愛しながら殺す」

　淡々とした声は、優しくもなく厳しくもなかった。まるで感情のない人形のようだ。

　ラナクは硝子球に似た目を伏せる。

「けど、それはもうやめにしよう。争いはしない。これを決まりにするんだ。守れないのなら、この大陸のどこにいても誰であっても即座に罰が下る。──そのための力を、僕は得る」

「は？」

　オスカーは思わず声を上げる。他の全員も最後の一言に絶句した。

　中にはラナクの正気を疑った者もいただろう。つまりそれは、神になるという宣言に等しい。

　ただの妄言か、と猜さい疑ぎの目を向ける観客たちに、ラナクはうっすらと笑った。

「この大陸に『魔法湖』と呼ばれる巨大な力溜まりが五つあることは、君たちもご存じだね。あれは自然の精気と、魔力と、無数の人間の魂でできている。今、魔法湖の術式はあそこに糊こ着ちゃくし周囲の生命力を溜め続けているだけだけど、あれらを構成で繫ぎなおせば大陸を覆う巨大な網になる。そうすれば僕はここにいながら大陸全土を監視することが可能になるし、天候もそれによって操れる。中々悪くないだろう？」

　──大陸の完全監視・天候統制。

　それはまるで悪夢のような未来だ。いつものティナーシャが彼の隣にいたなら「悪いよ！」とでも言うに違いない。オスカーはいきり立つ魔女を想像して、ぷっと噴き出す。後ろからアルスの苦い声が聞こえた。

「陛下……」

「いや、悪い。大丈夫だ。真面目にやるから」

　トゥルダールが滅びた際に発生してしまったという魔法湖。元をただせばそれは、四百年前にラナクに取りこまれるはずだった力だ。当時は巨大すぎて制御できなかったそれを、ラナクは再び自分のものにしようというのだろう。

　肝心の魔法湖の力については、魔獣の一件で思い知っている。狙って作られた兵器ではない、偶発的に発生した魔獣であの威力だ。全ての魔法湖を意図的に制御下におけるなら、確かにその力は神にも等しいものとなるかもしれない。

「そんな発想が出てくるってこと自体、相当やばいけどな」

　いかに理想が崇高であろうと、大陸の完全監視など阻止せねばならない。支配者の独善など、いつ狂い出すか分からないのだ。

　ラナクは玉座から立ち上がると微笑む。

「構成には一時間ほどかかる。退屈かもしれないが是非立ち会って欲しい。ここから新しい時代が始まるのだから」

　彼は、観客たちが息をのんだのを確認すると相好を崩した。

「じゃあ、僕の花嫁を紹介しよう。彼女がいなければこんな大がかりな術は組めないからね。その力を触媒として借りるよ。アイティ、おいで」

　ラナクは右手を軽く振ると、自分の隣に転移門を開いた。そこから一人の女と、彼女に付き従う三人の魔法士が出てくる。

　誰の目から見ても「花嫁」と分かる白一色の女は、異様な状況を忘れさせるほどに美しい。

　何重にもレースが重なる裾の長いドレス。長い黒髪には同色の花が編みこまれている。その造作は彫刻家が一生をかけて作り上げたと言ってもいいもので、闇色の両眼は憂いを帯びて伏せていた。

　彼女はゆるりと双眸を上げてラナクを見る。ついで石段下の観客たちの存在に気づいて──一瞬愕然とした表情になった。彼女に付き従っていた三人の魔法士の内、ほんの少女である一人を除いて、他の二人の男女も同様に顔色を変える。

　バルダロスが花嫁の表情を見てにやにやと笑う。ラナクは微笑んだまま首を傾げた。

「どうかした？　アイティ」

「私の術を突破されたの？」

「違うよ。僕が手伝って、バルダロスに連れてこさせたんだ。みんなに見てもらいたいと思って」

「……そう」

　ティナーシャは踵きびすを返かえした。彼女は左右の従者を安心させるように笑ってみせると、ラナクより一歩下がった位置に腰を下ろす。同時にそこに白い石でできた無骨な椅子が出現した。

　ラナクは彼女の肩に手を置く。そしておもむろに詠唱を開始した。





※






　詠唱だけが響く遺跡の中、オスカーはどう出るべきか思案していた。

　構成完成まで一時間。その間にどうにかして止めなければならない。

　だがもし彼がラナクを殺しに向かえば、外周に控える魔法士たちは、彼だけでなく他の観客を殺すために動くだろう。そうなればこの人数差だ。ただではすまない。

「隙が欲しいな……」

　オスカーが肩の上を見ると、ナークは小さく欠伸をしている。彼はそのドラゴンを授けた女に視線を戻した。彼女は闇色の目をすぐ自分の足元に落としており、誰も視界に入れていない。魔女の狙いがどこにあるのか、オスカーはただその姿を見つめた。





※






　パミラは動揺を押し隠して、彼女の主人を見守る。

　まさか観客が連れて来られているとは思ってもみなかった。

　ラナクの案なのかバルダロスの案なのかは分からない。そのことによって事態がどう転ぶのか、想像もしたくなかった。

「どうか力を……お守りください……」

　パミラは口の中で誰にともなく祈る。

　王の詠唱だけが、朽ちた聖堂に響いている。





※






　──四百年は長かった。

　精神を倦うませるに充分な時間だ。しかしティナーシャはそれを乗り越えてきた。

　最初の百年は、ルクレツィア以外とは口をきくことさえ満足にできなかった。

　国を失ったことも、大事な人に裏切られたことも、そうして身寄りのなくなった彼女を食い潰そうと次々現れる人間たちも、何もかもが彼女を繰り返し痛めつけた。それを可能にする人間の全てが憎くて仕方なかった。

　しかしその憎しみを何とか封じこめることに成功した頃、彼女は人に期待し、愛することもやめた。それをすれば、再び思い出してしまうような気がしたのだ。世界を焼くほどの強い憎悪を。




　塔を建てて、達成者と会うようになってからは、少し人が好きになった。

　彼らは面白かった。

　一生懸命だった。

　その美しく跳ぶ生が羨ましかった。

　人とはかくあるものかと、思った。そして自分はどうして違うのかと。




　このままあとどれだけの月日を重ねれば、死ぬことができるのだろう。

　魂をすり減らして望むものへと手が届くのだろう。

　塔での毎日は、平穏で変わり映えがしない。自由で、孤独だ。

　探しているものはいつまで経っても見つからない。自分が何故それをしているのか分からない。

　妄執を抱きながら、ただ時を渡り続ける日々。

　だがようやく彼女は──ずっと探していた一人を見つけたのだ。




　男の詠唱が心地よく耳に響く。

　彼女はこの声を子守唄として育った。城の離宮で一人きり学ぶことに追われ、空虚だった子供時代も、彼がいてくれたから耐えられた。

　優しい声。彼女を守る声だ。

　ティナーシャは目を閉じ、自らから汲くみ出だされる魔力を辿る。紡がれる膨大な構成を感じ取る。

　これは全てを変えていく魔法だ。終わりを始めるための詠唱。

　求めたものはこの先にある。





※






　かつて滅びし国の景色は、ラナクに郷愁を呼び起こさなかった。

　暗黒時代において広大な領地を持ちながら、他国からの不可侵を可能にしていた魔法大国。その頂点に立つ王は、複数の上位魔族を使役し、単身で一軍を圧倒できたという。だからラナクは、将来自分もそうなってトゥルダールを守るのだと思っていた。

　だが、そんな祖国への感情はいつの間にか消えてしまった。自分が選ばれないと分かった時に消えたのか、それとも国が滅びた時になくなったのかは思い出せない。

　長い眠りのせいで、記憶や感情が断裂しているのだろう。目の前に見える過去の風景も、一枚薄布を隔てたように、彼に実感を呼び起こさなかった。ただ今触れている魔女の温かさだけが、ラナクにとって現実だ。彼は息を整えると慎重に詠唱を紡いでいく。

「嘆きの海にたゆたいし沈黙。伸ばされる無数の手を我は選択す。朝でもなく夜でもなく。その目はどこにでもある」

　ラナクはティナーシャから無尽蔵な魔力を借りて構成を生み、それらを糸のように縒より合あわせていった。次々できあがる小構成を更に他の構成に繫げ、巨大なものとしていく。

　同時に彼は、既に座標を把握している五つの魔法湖を、法則を以て干渉し繫いでいった。広がる構成は魔法湖から更に魔力を吸い上げ、湖同士の同期を促す。未曾有の大魔法が、大陸全土を範囲として展開し始めた。巨大な魔力の動きに伴って、廃墟にゆっくりと風が渦巻き始める。

　その中を、ラナクの詠唱が響き渡った。

「我、初めに生まれし湖に命ず。我は定義者なり。汝なんじの現出をなさせた名『憐れん憫びん』を以て命ず。夜明けに位置せよ」

　──これが終わったら何をしようか。

　ふとそんな考えがラナクの頭をかすめた。

　今まで「魔法によって大陸を平定する」ということばかり考えて、その後のことまではあまり考えていなかったのだ。彼は、隣に座るティナーシャを見る。

　この土地に、彼女のために館を建ててもいいかもしれない。彼女が心安らかに暮らせるための場所を。彼女は自分の生まれた祖国を愛していた。今もそれは変わらないだろう。だからこれからはここで平穏な暮らしをさせてやりたい。義務からも孤独からも彼女を自由にさせてやりたいのだ。

「我、第二に生まれし湖に命ず。我は定義者なり。汝の現出をなさせた名『嫉妬』を以て命ず。朝に位置せよ」

　巨大な構成は、大陸史上類を見ないものだ。術式にも細心の注意を要する。だが苦労をするだけの意味はあるだろう。これが完成すれば大陸からは争いがなくなる。人は誰でも生きる権利をまっとうできるのだ。そう思えば長い眠りの日々も、少しは意味があるような気がした。

「我、第三に生まれし湖に命ず。我は定義者なり。汝の現出をなさせた名『否定』を以て命ず。昼に位置せよ」

　今こうして玉座に座していることに不満はない。

　ただ少し悲しいことがあるとしたら、それはかつて自分がどういう人間だったのか、よく思い出せないということだ。何を愛し、何を憎み、何故彼女に対しあのような行為に至ったのか分からない。同じ人間でありながら、夢の中で見たかのように自分のことが定かでなかった。

「我、第四に生まれし湖に命ず。我は定義者なり。汝の現出をなさせた名『憧憬』を以て命ず。黄昏たそがれに位置せよ」

　過去を思う時浮かび上がるのは、いつも美しい少女の姿だ。彼女は記憶の中で少し恥ずかしそうにはにかむ。彼女を守らなければと思う。そのためだけに、きっと彼女は存在するのだ。

「我、最後に生まれし湖に命ず。我は定義者なり。汝の現出をなさせた名『憎悪』を以て命ず。真夜中に位置せよ」

　──何故四百年も生き続けたのだろう。どうして死んでしまわなかったのだろう。

　四百年前の自分が、何を思って魔法の眠りについたのかは分からない。ただ今の彼はそれを、彼女にもう一度会うためではなかったかと思うのだ。

　ラナクは穏やかな感慨を持って、自分の花嫁を見下ろした。

　彼女は、いつの間にかラナクをじっと見上げている。

　闇色の瞳に、挑むような光が浮かんだ。

　ラナクはその目に思わず怯ひるむ。

　何かの予感がした。

　詠唱が途切れる。

　ティナーシャは笑みを浮かべた。

　その顔は、まるで知らない女のようだった。







　花嫁が不意に立ち上がったのを見て、クスクルの魔法士たちはざわめいた。

　彼女は肩に乗っているラナクの手を払う。彼は数歩後ろによろめいた。

「アイティ、何を……」

　ティナーシャは答えない。美しく微笑んだままラナクに向かって──正確には彼の組んでいる構成に向かって、優美に手を差し伸べる。

「来い」

　その言葉に応じて、巨大な構成がティナーシャに引き寄せられた。

　新たな干渉に、廃墟を渦巻いていた風がやむ。

　ラナクはぎょっとして構成を留めようとした。魔女に驚愕の目を向ける。

「何するんだ！　こんな──」

　彼女はふっと息を吐くと辺りを見回した。

　大きすぎる郷愁を含んで、滅びた国の残骸を眺める。

「長かった……」

　遠く、美しく響く声。

　ティナーシャは誰しもを魅了する微笑をラナクに向ける。

「ずっと貴方を探していた……本当に会いたかった。会えた時には、嬉しくて泣きそうだった」

　男を愛おしむ目。その眼差しは心からの恋情に似て、だが違うものだ。

　彼女の細い指は、なおも男の支配する構成を揺らし、引き寄せようとしている。花弁のような唇から震える熱情の声が囁いた。

「本当に貴方が必要だった……。私が本当に欲しいもの……魔法湖の定義名を知るのは、召喚者である貴方しかいなかったのだから」

　微笑が、その性格を変える。

　愛らしい少女から、どこまでも艶やかで残酷な強者の微笑みに。

　彼女は深淵の瞳でラナクを捕らえる。




「四百年前に貴方が殺した民の、魔法湖に溶け合って縛られた彼らの魂を、ようやく解放できる」




　遠い昔からの宣告。悠久を経ても消えなかった思い。

　ラナクの顔に理解の色が浮かんだ。

　魔女は白い両手を広げる。

「おいで」

　女の腕の中に構成が吸い寄せられていく。ラナクが必死で留めようとする、その手から零れ落ちるように──構成はついに魔女の支配下に置かれた。

　彼女は嫣然と微笑むと、それを組み替えるため魔力を注ぐ。

　魔法湖を支配するのではなく……解体し、昇華するための構成に。

「アイティ、君は……」

　何も考えられない。自分に残る僅かな記憶さえ分からなくなる。

　彼女は、自分が守らなければならない人間だったはずだ。

　弱く孤独だった少女。そして今は、誰しもに忌まれる魔女。自分が守ってやらなければ生きられない人間。そうでなければいけなかった。

　だから、彼女が自分を圧倒することなど──あってはならないのだ。

　長い眠りが覚めていく。怒りと憎悪が、夢の中の彼を塗り潰していく。

　代わりに湧き上がってくるものは、四百年前の、かつての己の感情だ。

　何故あの時、彼女の腹を裂いたのか、消しがたい激情が甦る。

「アイティ……また僕を裏切るのか？」

「裏切るだなんて。私は今日この日のために死なないでいたんですよ」

　魔女はそして、高らかに謳う。




「さぁ、贖しょく罪ざいを始めましょう」




　過去と現在を繫ぐ宣言。

　四百年を経てもなお自分を阻む女に、ラナクは激げき昂こうした。

「この……させるか！」

　彼は攻撃のための魔法を組み上げる。しかしティナーシャは片手を前に上げ、放たれたそれを防いだ。構成を失った王は声を荒げる。

「この女を殺せ！　……いや、無力化しろ！　腕や足などなくなっても構わない！」

　形相を変えたラナクから、ティナーシャは一歩後ろに跳んで距離を取る。魔女は不敵に笑った。

「久しぶりに見ましたよ、その表情。あの時と同じ顔ですね。ようやく目が覚めました？」

「ほざけ、小娘が！」

　レナートとパミラが素早くティナーシャの両側につく。ティナーシャは彼らを一瞥すると、右手の指を鳴らした。彼女を取り囲むように、空中に黒曜石が現れる。魔女が右手ですっと階段下の観客を指差すと、四十個の黒曜石は観客全体を取り囲むように転移し、そこに結界を張った。
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「ああ……やっぱり！」

　パミラは頭を抱え、レナートは溜息をつく。本来その魔法具は、ティナーシャが自分を守る結界として構成を詰めたものだ。五つの魔法湖を昇華するためには、彼女であっても長い詠唱と集中を必要とする。だからその間、降り注ぐ無数の妨害を防ぎきるだけの結界が必要だったのだ。

　しかし観客がいる以上、ティナーシャがそれを見捨てはしないということも、二人にはよく分かっていた。魔女は小声で両隣に囁く。

「パミラ、レナート、いいからお逃げ」

　しかし二人は、外周から打ちこまれる魔法を弾きながら即答した。

「嫌です」

「お断りします」

　魔法湖を同期させた大魔法は、既に動き出している。ここで構成を手放せば、トゥルダールが滅亡した時以上の魔力嵐が大陸中を荒れ狂うだろう。だから今ここで、ラナクの構成を組み替えて魔法湖を昇華せねばならない。それができるのは、ティナーシャだけだ。

　パミラとレナートは主君を守って王の側近たちを迎え撃つ。ラナク自身は魔力を消費したくないのか、怒りの形相のまま彼らの後ろに下がった。

　レナートは無詠唱で空気の刃を生むと、まだ詠唱の終わらぬ魔法士二人を薙なぐ。追撃をかけようとしていたパミラが、何かに気づいて彼の側面に防御壁を張った。そこに黒い火炎が打ちこまれる。

「……っ！　この……！」

　予想以上の圧力に、パミラは全力で防御を強化する。だがそれでも防ぎきれない熱が彼女を襲った。押されて数歩よろめいたパミラは、それを放った相手を見返す。

　そこには狂魔法士バルダロスが、喜色を湛えて立っていた。

「やはり裏切ったな！　面白い！」

　バルダロスは再び黒い火炎をその手に灯すと、昇華構成に入った魔女に向けて打ち出す。レナートが咄嗟にそれを防ごうとするが、彼自身への攻撃魔法が降り注ぎ、その場を動けない。

「ティナーシャ様っ！」

　間に合わない予感に、パミラは悲鳴を上げる。

　しかし──膨れ上がった黒炎は魔女には達しなかった。

　ティナーシャは少し困ったような目で、眼前にいる男を見上げている。

「いい加減俺を頼れ」

　そこには唯一彼女を殺せる男が立っていた。







　石段下をオスカーが確認すると、ちょうどアルスがクスクルの兵士を斬り伏せながら、駆け上ってくるところだった。ドアンら他の魔法士たちは、結界の外に出て敵の魔法士たちに応戦している。ナークは大きさを変え、空中で五体の魔族と戦い始めていた。

　他国の人間の中には、結界内で硬直している者も少なくない。だが事態を把握した半数ほどは皆素早く動き出していた。彼らの中には攻防の鍵となる魔女を守るために結界の外で戦い始める者や、石段を登って玉座前に来ようとしている者もいる。

　始まりつつある混戦の中、バルダロスは魔女の前に立つ男を狙って光の槍を放った。しかしそれはオスカーの結界に当たって四散する。

「なんだ!?」

　驚愕するバルダロスをよそに、彼はティナーシャを見た。花嫁姿の魔女は構成を昇華用に組み替えながら男を見返す。

　──彼が隣に来ている。

　それだけで不思議な安堵が彼女を満たした。喉の奥に熱がこみ上げる。

「どうして欲しい？」

　男の問いに、ティナーシャは目を伏せると計算を巡らす。

　詠唱にかかる時間はおよそ三十分。この状態ではそこまで持つかどうか分からない。持っても被害は大きいだろう。

　だがこの場所は、紛れもなく彼女の国だった。

　魔女は再びオスカーを見上げる。その闇色の瞳には、彼がよく知る光が浮かんでいた。

「十分だけ、時間をください」

「分かった。お前の望むようにしてやる」

　迷いのない即答に、ティナーシャは頷く。

　そして、彼女は全てを覆すために新たな詠唱を開始した。







　オスカーは守るべき魔女を背にバルダロスへと向き直る。狂魔法士は楽しそうに笑った。

「アカーシアの剣士か。色々な伝説は聞くが、どこまでが事実かな」

「さあ？　興味がない」

　オスカーは、言うなりバルダロスへと踏みこんだ。

　だが男はそれを予想して、彼の足元を狙う。炎の鎌が地面を滑るように打ち出された。

　オスカーが避ければ後ろの魔女をのみこむだろう炎。だが彼はそれを、構成の要ごと打ち砕く。

　アカーシアの刃によって四散する炎が、ちりちりと石畳を焦がした。バルダロスは唇を舐なめる。

「中々器用だな。結界任せの猪ちょ突とつ剣士かと思ったが」

「こいつを煩わせたくないからな」

　守護結界はティナーシャと連動している。これから何かをしようとしているのなら、余計な力を使わせたくない。

　アカーシアを一閃して流れてきた魔法を払う王に、バルダロスは嘲笑を見せる。

「それでどこまで凌しのげるか見ものだな。そこから一歩も動けぬまま死んでしまうかもしれないぞ？　せっかく初めて『魔法士殺し』にまみえたのに残念だ」

「あいにくと容赦のないやつに鍛えられてる。初めてを最後にしてやるから安心しろ」

「最後というなら来ればいいさ」

　バルダロスは言いながら、二十を越える火球を空中に生み出す。

　──剣士など、距離を取って間断ない攻撃を浴びせればそれで終わりだ。

　いくら王剣アカーシアでも、届かなければ怖くない。ましてや相手は動けない魔女を守りながら戦うのだ。バルダロスは自分が敗北するとは微塵も思わなかった。

「ほら、焼け焦げてしまえ」

　オスカーに向かって、雨のように火球が降り注ぐ。

　バルダロスはそれを見ながら次の構成を組もうと右手を上げた。己の優位を信じて疑わない彼は、だが次の瞬間目を見開く。

「来たぞ」

　ありえない速度、ありえない距離。目前に鏡の如ごとき白刃が煌めく。

　そうしてバルダロスは何を考える間もなく、防御結界ごとオスカーに首を斬り裂かれた。







　派手に血ち飛沫しぶきを上げながら絶命した魔法士長に、クスクルの魔法士たちの間には驚愕が走った。

　ラナクは彼らの後ろで忌々しげに叫ぶ。

「魔族を召喚しろ！　こいつらを殺せ！」

　王命を受けて、外周の石段にいる魔法士たちが次々詠唱を始める。玉座の前でも一人が詠唱を開始した。しかしその体を、駆け上がってきたアルスが斬り捨てる。パミラとレナートが応戦していることもあり、元々玉座周りにいた側近たちは、既に半数以上が無力化されていた。

　だがその代わり、外周にいた魔法士たちが、どんどん中央へ転移してくる。その中にはまばらではあるが魔族も混じり始めていた。

「噓よ！　アエテルナ様が裏切るなんて！」

　混戦の只中にあって、トリスは叫んだ。

　彼女はティナーシャを攻撃することもできなければ、パミラたちのように守ることもできず、ただ愕然と立ち尽くしていた。少女は転移してくる魔法士たちに押しのけられ、後ろに下がる。

　幼い夢が踏ふみ躙にじられる光景。だがそこに手を差し伸べる者はいない。戦場で意味があるのは、力と血と意志だけだ。

　やがてトリスは目に涙を滲ませながら、その場に背を向けると走り去った。泣きながら荒野に消える少女に、クスクルの魔法士の一人が火矢をかけようと手を挙げる。

　けれどその体を、横からメレディナの剣が斬り伏せた。彼女はドアンとカーヴの結界を受けながら外周の石段に斬りこんでいく。更に踏みこんだ時、彼女の眼前に魔法の光球が振りかかった。

「この……っ！」

　反射的に片目を閉じながら、メレディナは剣で光球を斬り落とそうとする。

　しかしそれは、刃が触れる前に結界に弾かれた。ドアンの呆れ声が聞こえる。

「陛下みたいな真ま似ねやめてくれ。普通の剣で斬れるわけないだろ」

　言いながらドアンは、小さな雷でクスクルの魔法士たちを撃った。

「そんなの、何もしないよりマシじゃない？」

　メレディナは左に踏みこむと、雷を防御した一人の腕を斬り落とす。絶叫を上げて倒れる男を避けて、彼女は更に剣を振るった。後ろからドアンが冷静な声をかける。

「進むの少し早いぞ。速度落とせ」

　メレディナは肩を竦めると、二歩下がって蜥蜴とかげ人びとが振り下ろす鋭い爪を受けた。金属音が混戦の中、高く響く。彼女はそのまま三合を打ち合うと、鱗うろこに覆われた胸に剣を突き立てた。

　その剣を摑もうとする別の蜥蜴を、後ろからセザルの将軍が斬り捨てる。メレディナは剣を引くと会釈をした。それに返して将軍は軽く手を振る。







　剣を手に戦場に立つルストは、迷いのないファルサス陣を見て嘆息をのみこんだ。

　戦いに集中している時は、時間の感覚がない。やけに早く過ぎ去ることもあれば、ちっとも進まないこともある。まるで出口の見えない霧の中を延々と歩いているようだ。

　押し寄せる魔族と斬り結びながら、彼は石段上にいる魔女を見上げた。白いドレスが遠目にもはっきりと分かる。

　目を閉じて詠唱を続ける美しい魔女。その横顔に思わず気を取られた時、小さな魔法の槍が彼の肩を掠った。飛んで来た方向を見ると、まだ少年と言っていい魔法士が、恐怖と憎悪を浮かべた表情で彼を睨んでいる。

「死ね！　死んでしまえ！　この人でなしが！」

　悲痛な絶叫は、他の誰でもないルストに向けられたものだ。

　今まで何百年もの間、タァイーリが積み重ねてきた憎悪。それを目の当たりにした彼は息をのむ。

　少年は乱暴に構成を組むと、ルストに向けて放った。炎の飛沫を上げながら彼に迫る火球。憎悪そのものの火の渦を前に、ルストは掠れた声を零す。

「これがタァイーリの罪か……」

　人を人と認めず全てを奪い続けてきた業。

　捻ねじれきってしまった憎しみを、自分たちは生まれながらにしてお互いに向けている。

　それが終わる日は来るのか。終わらせることはできるのか。

　ルストは炎を前に目を閉じる。彼をのみこもうとする炎が、けれど不意に搔き消えた。振り返ると、ファルサスの魔法士の男が片手間のように手を払う。

「考え事をなさりたいなら後でどうぞ。今はこの場を凌ぐことが先決なので」

「……分かった」

　失礼な物言いだが、それはただの事実だ。ルストは胸を占める苦味をのみこむと、少年へ間合いを詰めた。あわてて魔法を放とうとする少年の腹に肘を打ちこむ。ルストは、倒れる相手を支えてそっと地面に横たえた。考えこみたくなる意識を抑えて、今は顔を上げる。

　そして彼は、新たな敵兵と戦うために、右手に握った剣を上げた。







　空を舞う有翼の魔族が、急降下しながら魔女に爪を突きたてようとする。

　だがその体は、不意に魔法の炎に包まれた。それをしながら石段を登りきったシルヴィアとクムは、長い詠唱を続ける魔女の傍に駆け寄る。

　ティナーシャは二人の顔を認めると微笑んだ。シルヴィアは変わらぬ姿に喉を詰まらせる。

「絶対お守りしますからね！」

　身一つでそれができるのが魔法士という人種だ。シルヴィアは詠唱を始める。

「昼の星よ、夜の花よ。目に見えぬものよ息づけ。螺ら旋せんを描け」

　生み出される構成は、人の眠気を呼び起こすだけの、魔法としては初歩的なものだ。

　だが宮廷魔法士のシルヴィアは、それだけの効果を異様と言える領域まで強化していた。たちまち周囲に広がる魔法は、本来ならば同じ魔法士には大した効果を持たない。だがそうと軽んじたクスクルの魔法士たちは次々よろめき倒れていく。シルヴィアは更に構成を組んだ。

　その隣では、応戦で前へ出るオスカーの代わりに、クムが魔女の前に立つ。防御結界を張る彼の耳に、魔女の詠唱が聞こえた。

「……二重詠唱!?」

　思わずクムが上げた驚きの声に、周囲で戦っていた魔法士たちも振り返る。その驚愕の表情を見るだに彼らも知っているのだろう。

　──二重詠唱は、トゥルダールと共に絶えて久しい魔法高等技術だ。

　記録ではそれは、一つの詠唱に二つの構成を持たせることで、同時に二つの魔法を行使する。だがその代わり、別々に二つの魔法を唱える場合の数倍の構成力を必要とする、まさに魔法技術の極みの一つだ。ティナーシャはこの二重詠唱を使うことで、魔法湖の昇華に加えて、もう一つの魔法を行使しようとしているのだろう。

「しかもこれは……」

　もう一つの魔法が何か、理解したクムは絶句する。傍に来ていたパミラが、彼の言葉に続けた。

「トゥルダールの……王位継承……」

　魔女はそれに応えるように、掌を下にし、右手を前に差し伸べる。

　次の瞬間彼女を中心に、白く光る円環が現れた。円環はたちまちその大きさを増すと、石段の際で止まる。戦火を逃れて宙に浮いていたラナクが、それを見て激昂した。

「アイティ……！　どこまで僕を愚弄すれば気が済む!?」

　ティナーシャはしかし、それには答えない。

　現れた大きな円環の中を、いくつもの白い光が複雑な紋様を描いていく。ますます光を強める円環の、一時に位置する場所に大きな光が灯った。次いで二時に、三時に、次々と光が現れる。

　光の現出は円環を一周して、最後に十二時の場所に灯った。

　外周部のすり鉢を登っていたドアンが、それを見て呟く。

「あれまさか、トゥルダールの……って、十二体全部かよ。噓だろ」

　アカーシアを振るい、複数の魔族を相手取っていたオスカーは、飛びかかってくる蜥蜴人の胴を両断した。刃を払い、血を落としながら振り返る。彼は魔女を見て笑った。

「もう十分経ったか？　何を見せてくれるんだ？」

　他の者たちは皆、両陣共戦いながらも魔女の方を窺った。

　恐ろしいほどの魔力がそこに渦巻いている。

　魔女の魔女たる真髄を示す場。ここが歴史の転換点になると、誰もが本能から予感した。

　ティナーシャは詠唱を中断すると声を上げる。それは混戦の中を美しく響いた。




「現出せよ！　古き契約によりトゥルダールに繫がれし精霊たちよ！　我が名は、ティナーシャ・アス・メイヤー・ウル・アエテルナ・トゥルダール！　汝らの王として定義を宣言す……此処ここに成れ！」




　白い光が空間に満ちる。

　あまりの眩まぶしさに全員が視界を失う。

　打ち寄せる力の奔流。砂混じりの風が渦巻き、彼らの顔を叩く。

　空気が変わる。熱と冷気が交互に押し寄せる濁流。

　そしてそれが過ぎ去った時──そこには、トゥルダールに伝わる十二の精霊が出現していた。




『トゥルダールの精霊』と呼ばれる存在。

　それは魔法史における伝説だ。トゥルダールの初代国王が召喚し、国に封じた上位魔族たち。彼らは新王即位時に王の魔力に応じて、一体から三体が選ばれ使役される。

　だが現代の魔法史研究においては「上位魔族の複数使役など不可能だ」とされているのだ。

　だから、十二体全てを使役するなど、可能なはずがない。そう誰しもが思っていた。

　ありえない現実を、己の目で見るまでは。




　円環の上に立つ上位魔族たち。そのうちの一人、朱色の髪をした男が、おもむろに口を開く。

「ひっさしぶりの現出だなあ」

「そう？　まだ眠り足りないけど……」

「というか国が滅びてるぞ、おい」

「人間の作るものなんて脆もろいからね」

　口々に勝手な雑談を始める精霊たちに、周囲の人間たちは絶句する。老人の姿をとった者、若い男女に見える者、子供の姿をとった者などその外見は雑多だ。ただ人に似た姿の彼らは決して人ではない。真紅の髪や超然とした威圧感が、彼らの真の姿を示している。

　放っておけばいつまでも続きそうな彼らの話を遮ったのは、魔女の一言だ。

「命ず……」

　その声に全ての精霊が膝を折った。十二時の位置にいた白髪の老人が、厳かに口を開く。

「我らが主人よ。なんなりとご命令を」

「敵を殲せん滅めつせよ。戦意のない者は放置して構わん。可能なら殺すな」

「承りました」

　十二体の精霊は立ち上がる。その中には目を閉じたままの者や、あからさまににやにやと笑っている者もいた。朱色の髪の精霊が、旧知なのかティナーシャに向かって揶や揄ゆの声をかける。

「お嬢ちゃんは大人になっても甘いなぁ」

「さっさと行け」

　追い払うように手を振る魔女の、その声をきっかけに全員が散る。

　次の瞬間、召喚されていた百近い魔族のほとんどが消し飛んだ。





※






　精霊の出現は、クスクルの魔法士たちの戦意を失わせるに充分なものだった。

　彼らは混戦の中、人ならざる者の力に慄き、次々と投降、或いは逃走していく。

　魔女の詠唱だけが続く中、もはや誰もそれを脅かすことはできない。ただ緻密に、膨大に、人の限界を越えて編まれていく構成を見守るだけだ。

　みるみるうちに縮小していく戦闘。ラナクはそれを背にしながら、かつて自分が滅ぼした国の遺跡の間を、息を切らして逃げていた。

　喧けん騒そうが少しずつ遠ざかっていく。転移をしようにも、今の彼は魔力を集中することがほとんどできない。ティナーシャを触媒として組んでいた構成が奪い去られたせいか、それとも長すぎる魔法の眠りの反動か、彼の体は魔法的にぼろぼろになっていた。

　ラナクは、血の味がする喉を鳴らす。

「……アイティ……アエテルナ……」

　ただ少女の名を彼は呼ぶ。そこに憎しみがあるのか、それとも違うのか今は分からない。

　彼女の名を呼ぶことだけが、自分をこの世に繫ぎとめる楔くさびであるかのように、ラナクは呟き続ける。額を落ちる汗が乾いた砂の中へ消えていった。

　その時、果てなき荒野を行く彼の周囲が、不意に翳った。

　空を仰ぐと、頭上に赤いドラゴンが飛んでいる。ドラゴンはラナクを確認すると高度を下げた。その背から一人の男が飛び降りる。

　鏡のように磨かれた両刃の剣。ラナクもよく知るそれは、この大陸で一振りしかないものだ。

　ラナクは自分の行く手を遮るその男に、緊張を隠して笑った。

「やあ、また会ったね。もう決着はついただろうに、何の用だい？」

「別に。一つ聞きたかっただけだ」

　オスカーはアカーシアの柄を手の中で握り直す。その端整な顔に感情は見えない。ただ日が沈んだばかりの夜色の瞳には、消しがたい怒りが炎のように揺らいでいた。

「何を聞きたいって？　何かを知りたいなら、僕じゃなくアエテルナに聞けばいい」

　今回の戦争のこともそうだ。きっと彼女の方がずっと多くを把握して、陰で動いていたのだろう。何も知らなかったのは、彼自身だけだ。

「アイティは全部を知ってる。だから僕を憐れむんだ。同じ王候補のくせに力が足らないって」

　守られるだけの少女であればよかったのだ。それが花嫁となる彼女の役目で、だけど彼女の才能が、努力が、全てを裏切っていった。彼女が弱い人間であれば、あんなことにはならなかったのだ。

「トゥルダールが滅んだのもあいつのせいだ。あいつがいるから僕は……」

「──あれは、最後までお前を信じていたはずだ」

　冷ややかな男の声。そこに込められた威に押されて、ラナクは言葉に詰まる。

　何が分かったわけではない。ただラナクは「自分はここで死ぬのだ」と直感した。

　長く捻じれた旅路の終わり。ラナクはいいことなど何一つなかった自分の生を振り返る。

　オスカーは、淡々と問うた。

「あれの腹を裂いた時、何を思った？」

「……は」

　ラナクは笑おうとして、顔を歪めた。

　甦ってくるのは、ひたすらに鮮烈で醜悪な光景だ。

　泣き叫び、彼に救いを求める少女の声。小さな体から溢れ出す血と臓ぞう腑ふ。胸の悪くなる臭い。

　今も手の中に、彼女の腸の感触が残っているようだ。ラナクはじっと自分の両手を見つめる。

　憐憫と、嫉妬と、否定と、憧憬と、憎悪と。

　湖につけた定義名は全て、彼の少女へ捧ささげた感情だ。

　彼の一生を支配し、彼が一生を支配するはずだった女。ひたむきで純真な、その存在を慈しんでいた。無邪気に伸ばされる手を、大事にしたいと思っていた。

　けれどそれをするには自分はあまりにも力が足らなかった。

　だから……彼女を超える力が欲しかった。




『ラナク、そばにいて。一人にしないで』

『大丈夫だよ、アイティ。僕が守ってあげるから』




　淡い夢は、いつか覚める。四百年もの間見続けた過去の夢も、現実の前に消えていく。

　──きっと彼女はもう、自分を振り返らないだろう。

　あの夜、力に餓うえて大事なものを踏みにじった時、純真だった彼女と共に彼自身も死んだのだ。

　ラナクは顔を上げると、歪いびつに笑った。

「何も思わなかったよ。あいつは、ただの道具だ」

　だからこれ以上、彼女の名を呼ぶ必要もない。

　ラナクは目を閉じ、感情を閉じる。

　そしてアカーシアが振り降ろされる最後の一瞬、彼は口の中で……少女の名を呼んだ。





※






　大陸中央部に位置する国、セザルに住む薪売りの少年は、ふと不思議な感覚に東の空を見上げた。

　東国境沿いにある森には、かつて邪神とその崇拝者が村を作っていたという伝説が残っている。けれど四百年前、空から落ちてきた魔法がその村を跡形もなく消し去った。

　──その後、村の跡地は「魔法湖」とやらになった。

　何となくそちらの方角を眺めた少年は、不意に空が明るく光ったのを見て目を瞠る。

　気のせいかと思ったのは一瞬、たちまち森の向こうから白い光が広がると、ゆらりと空へ向かい、立ち昇り始めた。

「……何だ、あれ」

　不可思議な、けれど美しい光景。

　まるで神の存在を信じさせるようなその現象に、少年は息をのんだ。

　柔らかく暖かい空気が、風もないのに一帯に満ちていく。次々立ち昇り空に溶けていく光は、少しずつ数を減らし薄らいでいくようだ。少年は神秘的なその光に魅入られて立ち尽くす。

　やがて、ゆっくりと舞い上がる光は、その全てが宙に染みこんで消えた。

　残るものは何もない。

　ただいつも通りの空が広がるそこを、少年はいつまでも呆然と見つめていた。





※






　魔女の白い手を離れた巨大な構成が、魔法湖の昇華を果たして宙に消え入る。

　長い詠唱を終えたティナーシャは、過ぎ去った戦闘の後を、感情を消した目で眺めた。

　血と肉の焼ける臭いが漂っている。黒焦げになった死体や、伏して動かない背中。戦闘の無残な爪痕を彼女はじっと見つめた。耳にこびりつく誰かの断末魔が、まだ脳裏で反響している。

　──泣くことはたやすい。

　だがそれはしたくなかった。そうやって表に出せば、自分から感情が離れて外に流れ出てしまう気がする。けれど、今ここにたちこめる死の全ては、はなから彼女が負うべきものなのだ。

　戦いに生き残った者たちは、魔女を不思議な高揚を伴った目で見つめる。それは目的を同じくし、共に戦った者に共通する感慨だ。

　けれど彼らと違い、結界内で怯おびえていた人間たちは、ほとんどが恐怖に満ちた目で魔女を睨んだ。その敵意から主人を庇うように、パミラとレナートが前に立ちふさがる。

　満まん身しん創そう痍いの彼らに「もういいのだ」と言おうとして、ティナーシャは顔を上げた。

　その闇色の目が、戻ってきたナークを捉える。赤いドラゴンから降りた男は、彼女を見つけると真まっ直すぐに歩いてきた。ティナーシャは彼を無言で待つ。

　途中でガンドナの将軍が、オスカーを引き止めた。

「アカーシアの剣士として、何をすべきかお分かりですね」

　それを聞いた周囲に緊張が走る。オスカーに魔女討伐の依頼が出されていたのは、ここにいる人間たちには周知のことだ。

　オスカーは軽く頷くと、魔女に向かって歩を進めた。敵意をむき出しにするパミラとレナートの前に立つ。主人を守って構成を組もうとする二人を、しかし後ろから魔女の声が留めた。

「二人ともありがとう。彼を通してください」

　主人の命に、二人は躊躇いながらも道を空ける。

　その間を通ってオスカーはティナーシャの眼前に立った。







　ティナーシャは、彼の名を呼ぼうとしてその言葉をのみこんだ。

　彼がファルサスの王として即位したことは知っている。ならば尚なお更さら、魔女との繫がりなど知られてはならない。彼は正道を歩める人間だ。きっと歴史に残る名君になれる。

　だから自分はただ、彼の礎となって消えて行けばいい。そうして生まれる未来で、彼が幸福であればいいと願うのだ。

「だからどうか……」

　無意識に零れかけた呟き。ティナーシャは自分の声に気づいて口をつぐむ。

　何を言うつもりだったのか分からない。ただずっとのみこみ続けてきたものが、ほんの少し顔を出しかけた。喉に残る熱をティナーシャは心地よく思う。それと共に死ねることは、きっと自分には過ぎた幸福だ。

　ティナーシャは深く息をつくと、目を閉じて微笑む。

　魔法湖の昇華で魔力を使い果たし、立っているのもやっとなのだ。

　でも最後まで立っていたかった。そして泣かないでいるつもりだった。

　魔法湖が消え、ラナクが死に、そして自分が死ぬ。

　トゥルダールの亡霊はこれで消える。違えられた運命は、四百年の時を経て元に戻るのだ。

　ティナーシャは、口付けを待つように僅かに顔を上げた。

　アカーシアが自分を貫くのを待つ。







　目を閉じた彼女の顔に、オスカーは手を伸ばした。彼は滑らかな頰に触れる。

「ルクレツィアの術を解いた時、俺が言ったことを覚えているか？」

　返事はない。

　アカーシアの刃を、彼は折れそうな白い首にそっと当てる。

　次の瞬間、魔女の体はオスカーの腕の中に崩れ落ちた。





※






「アイティ、おいで」

　遥か遠くから聞こえる声。彼女はその声に呼ばれて目を開けた。

　長い石廊下の途中に立つ彼女は、無限に続くように思えるその先を見つめる。

「おいで、淋しかっただろう」

　声は背後から響いてくるようだ。懐かしい少年の声に彼女は微笑む。孤独に慣れて、それでも人の手の温かさに縋りたかった、かつての記憶を思い出した。自嘲とも寂せき寥りょうともつかないものが、胸に満ちていく。

「アイティ」

　──名は人を定義する。

　呼ばれる名が自身になるのだ。

　だから、どんなに思い出の中で優しくその名を呼ばれようとも、彼女はもう振り返らない。それはとうの昔に死んだ子供の名前なのだから。

「さようなら、ラナク」

　彼女はただ前を見て歩き出す。

　その果てに何があるのか。終わりの先に何が続くのか。

　白い素足に伝わるひんやりとした石の感触は、待ち受ける未来について彼女に何も語らなかった。





※






　目が覚めた時、ティナーシャは自分がどこにいるのか分からなかった。

　正確には分かったのだが理解できなかった。彼女は鈍りすぎて重い頭を振る。寝台の上で上半身を起こし、ぼんやり窓の外の青空を眺めた。

　そうしていると、音もなく部屋の扉が開く。ティナーシャは視線を動かし、そこに立つ女を見た。

「パミラ……？」

「ティナーシャ様、お目覚めになられたんですか！」

　パミラは駆け寄ると、寝台の前に跪きティナーシャの手をとった。その手の温かさを確かめるように自分の額をつける。

「一週間もお眠りになっていて……心配致しました」

「私、生きてるんですね」

「当たり前です！」

　叱られてもいまいち現実味が湧かない。寝着姿のティナーシャは足を床に下ろした。そっと立ち上がってみたが、体が弱っているのか上手く姿勢を保てない。よろめきかけた体をパミラが支えた。

「ありがとうございます。……で、私は何でファルサスに？」

「色々大変だったんです。ともかくそんな調子ではいけません。まだお休みになられてください」

　二人がいるのは、ファルサス城にあるティナーシャの部屋だ。引き払ったはずの部屋は、出て行った時と何も変わっていない。自分を押し戻すパミラに従って、ティナーシャは寝台の縁に腰かけた。もう一人の魔法士の名を口にする。

「レナートは？」

「研究室です。呼びましょうか？」

「いえ、無事ならいいです」

　パミラが無事なら大丈夫だろうと思ったが、改めてティナーシャは安堵する。魔女は一息つくと自分の脈拍を取る女を見上げた。

「で、パミラ、お願いがあるんですが……」

「何でしょう」

「部屋の外に出たいので……入浴と着替えを手伝ってください」

　回復しきっていない主人のその要求に、パミラは苦い顔をしながらも渋々頷いた。




　入浴はわずかな体力を奪っていったが、同時に溜めこんでいたものを押し流していく心地よさもあった。いくらか意識が覚醒し、思考もはっきりしてくる。ティナーシャは部屋に戻って魔法で髪を乾かすと、パミラが持って来た裾の長いドレスを着た。

「足が弱っちゃったみたいで……どうも上手く歩けないですね……飛ぶか転移した方が動けるかも」

「ちゃんと休まれていてください！」

　パミラが悲鳴じみた声を上げた時、まるでそれが聞こえていたように部屋の扉が開かれた。この城の主である男が渋面で入ってくる。

「お前、そんな体で出歩くな」

「オスカー……」

　似た注意をする彼と入れ違いに、パミラは一礼をして部屋を出ていった。

　ティナーシャは魔法で宙を浮きながらオスカーの前に降りる。少し痩せてしまった彼女の体を、男は子供にするように抱き上げた。ティナーシャは彼の頰に触れて問う。

「私、何で生きてるんですか」

「いきなりそれか。元気だったらこめかみ締めてるぞ」

「あれ本当に痛いんでやめてください」

　オスカーは彼女を寝台に運ぶと、その端に座らせた。自分は近くにあった椅子を引いて座る。

「俺はお前を殺す気はさらさらない。というか殺させるな、後味悪い」

「すみません」

「とりあえず他にも説教したいことは山ほどある。半日くらいかかるから覚悟しとけ」

「……すみません」

　叱られる子供の顔でうなだれてしまったティナーシャに、オスカーは手を伸ばす。彼は黒絹の髪をそっと指で梳すいた。乾かしたばかりの髪はまだほんのり温かい。

　魔女は彼の顔を見つめる。深い青色の両眼は、以前と同じく真っ直ぐ彼女を見ていた。厳しい言葉とは裏腹に、愛しむような視線が彼女に注がれる。

　それを見るティナーシャの胸に、言い様のない懐かしさがこみあげた。

「触れてもいいですか？」

「好きにしろ」

　ティナーシャはふわりと浮かび上がると、彼の足の間に両膝をついた。男の首に両腕を回して寄りかかる。

　──孤独など、魔女である自分には当然のものだと思っていた。

　だからようやく見つけた好機に飛びこんで……だがこの城を出てからの一ヶ月半は、とてもとても長かったように思う。

　周囲から畏怖の目を向けられながら、ただひたすらに時を待っていた毎日。これでようやく、守れなかった民に報いられると思った。そのためなら自分をすり潰しても構わないと思っていた。

　だから叫び出したいことも、吐き出したい苛立ちも自嘲も、全てのみこんだのだ。その泥が臓腑を焼いて狂いそうになった時も、己にそんな資格はないのだと言い聞かせた。

　まるで一人きり、城の離宮で子供時代を過ごしていた時と同じように。

　誰も隣にはいない。全ての責は自分が負い続ける。それは既に慣れきった現実だ。

　けれどそんな日々は、何故か不思議なほど……淋しかったのだ。

「私、戻ってこられたんですね」

「当たり前だ」

　ティナーシャは彼の肩に額を預ける。確かな温ぬくもりは、出て行った時と変わらない。

　何かを吐露したい思いがこみあげて、けれど何を伝えればいいのか分からない。ただ心地よい熱だけが胸の中にある。このまま彼の腕の中で眠ってしまいたいほど安らかだ。

　濡れた睫毛を揺らして、ティナーシャは微笑む。

「色々……あったんです。昔のことも、今のことも」

「そうか」

「それでも私は……」

　ティナーシャはけれどそこから先をのみこむ。彼はきっと知っているのだろう。そんな気がした。

　熱い息をつく彼女の頭を撫でながら、オスカーは「そういえば」と呟く。

「お前は俺の婚約者ということになってるからな」

「何でだよ！」

「そうでも言わないと、あの状況じゃ連れて帰って来れなかったぞ。お前を殺せと言うやつもいたが、それ以上にあれだけの力を見せられて、お前を欲しがるやつも多かったんだ」

「私の意見を尊重しようよ！」

「まぁせっかくだから、残り半年、しっかり務めろ」

　相変わらずの強引な物言いに、ティナーシャは体を離すと大げさに溜息をついてみせた。

　しかし顔が笑ってしまうのはどうにもできない。彼女は長い睫毛を揺らして男を見つめる。

「お望みのままに。私の契約者殿」

　もっともらしく頷く契約者に、魔女はあどけなく微笑む。

　そしてティナーシャはもう一度彼を抱きしめると、その耳に「ありがとう」と囁いた。





※






　廃墟での戦闘後、間を置かず諸国要人をテーブルにつかせたのはオスカーだ。

「──では、さっそくだが戦後処理の協議を始めようか。あれをどうするかも含めて全て」

　そう言ったファルサス国王は、穏やかな物腰の中に消えない威を宿している。ルストを始めとした各国代表は、その言葉の意味を悟って息をのんだ。

　タァイーリの城に戻ってすぐの協議は、いわば時間制限つきのものだ。魔力を使い果たした魔女は、ファルサスの封飾具を嵌はめられ別室に寝かされている。彼女が目覚める前にその処遇を決めなければ、次はどんなことになるか分からない。

　そのことを全員が理解しての協議は、けれど表面上は落ち着いたものとして始まった。ルストを中心に、今回の出兵への補償や捕虜としたクスクルの魔法士たちについての取り決めがなされていく。そうしてようやく魔女に関する議題が取り上げられた時、口火を切ったのは、四大国の一つ、セザルの将軍だ。

「魔女のことだが……理由はどうあれ、やはりクスクルに与くみした大罪人だ。それを差し引いたとしても、彼女を殺せる機会はきっと今をおいて他にない。……大陸の脅威が一つ減る」

　魔女の時代を象徴する五人の魔女。そのうち最強であるのが、他でもないティナーシャだ。

　彼女の力のほどは、先の戦闘で皆が思い知った。その上今の彼女は、十二の上位魔族を使役している。到底無視できる存在ではない。

　その意見に、同じ大国のガンドナ代表も同意なのだろう。場に肯定の沈黙が流れる。

　彼らを見回すオスカーは、組んだ指をテーブルの上に置いた。

「あれが大罪人かどうかはまだ議論の余地があるだろう。ファルサスの住民が消えた街だが、先の戦闘前に全員が怪我なく戻ったことが確認できている」

「……は？」

「おそらく宣戦の標的となった際に、不可視の魔法をかけて街ごと庇ったんだろう。他の街はどうだったか、速やかに確認をお願いしたい」

　結果を知りながらのオスカーの問いかけに、テーブルには困惑が走る。

　その中で唯一驚いていなかったのがルストだ。彼は力なく手を挙げて答えた。

「国内の街についてはタァイーリでも確認した。確かに彼女が関わった宣戦において犠牲者は出ていない。最初に焼かれた町は別だが……おそらく彼女はあの一件を知って、被害を減らすために自らクスクル側に介入したのだろう」

　彼女は、平然と汚れ仕事を請け負って、その力を以て人々を隠した。

　そうしてラナクの傍に立った魔女が何を望んでいたか、目の当たりにしたのは他でもない彼らだ。

　滅びし国の女王。失われた民のために生きた魔女。

　ひどく不器用で真摯な美しさに、それぞれの自国を背負う者たちは複雑な感慨を覚える。

　隣国ガンドナの第三王子がおずおずと切り出した。

「彼女は、あのトゥルダールの継承者なのでしょう？　なら今は途絶えた魔法知識も持ち得ているはずです。意識がないうちに処分してしまうのは早計かと……」

「だが、目覚めたら止められない。それが魔女だ」

　苦い顔で釘を刺そうとするセザルの将軍に、オスカーはあっさりと言い放つ。

「俺の手元にいるなら止められる。あれは魔女の中でも話の通じる相手だ。それに、ファルサスが一番適任である理由は、説明しなくてもお分かりだとは思うが」

「……アカーシア」

　──ファルサスに伝わる王剣。魔女を殺しうる唯一の武器。

　今、彼女を捕らえているのも王剣と材質を同じくする封飾だ。魔女を御すための可能性。大陸でただ一人それを持っているファルサス国王に、ガンドナの将軍が躊躇いがちに問う。

「ですがそれでは、ファルサスが魔女の力を私有化するということになるのではないのですか。彼女が話の通じる相手だというなら、その力を借りたい国はいくらでもいるでしょう」

「そう頼んで力を貸してくれる相手なら、あれは塔に棲すんでいないはずだ。こちらが何もしなければ毎日浮かんで本を読んでいるだけの無害な存在だが、分を見誤れば拒絶してくる。クスクルの使者も一度そうしてあれを招こうとして断られた」

「クスクルの使者も？　何故あなたがそれをご存じなのです」

「あれを塔から下ろしたのが、元々俺だからだ」

　オスカーの言葉に、ルストが大きく目を見開く。

　他の人間の反応も似たり寄ったりだ。何かを言おうとしてすぐには言葉が出てこないらしい彼らを、オスカーはゆっくり見回した。改めて居住まいを正すと、彼は口を開く。

「今回のこと、あれにはあれの考えがあったとは言え、俺の監督不行き届きだ。その件に関して詫わびると共に、今後はこのようなことがないと約束する」

　低く重い声がテーブルに波紋を生む。ファルサス国王の言葉に、他の大国の代表者たちはどう出るべきか視線を交わした。己の立場を危うくもさせる状況に、だがオスカーは淡々と続ける。

「そのことを踏まえて、貴君らが納得できるまで話し合いに応じるつもりだ。よろしく頼む」

　一歩引いての彼の姿勢は、だが譲らぬ意志をも感じさせる。セザルの将軍が訝いぶかしげに問うた。

「失礼ですが、何故あなたが彼女のためにそこまでなさるのです？」

　魔女とは、生きた災厄だ。忌むべき異質。そんな存在を守るために、どうして王たる彼が動くのか。当然とも言える疑問に、オスカーはふっと微苦笑した。

「単純なことだ。あれは、俺の妻になることが決まっている」

「え……？」

　何度目かも分からぬ驚愕の空気と共に、全員の視線がオスカーに集中する。

　若きファルサス国王は、けれど無理解を多分に含んだそれらに軽く微笑して見せただけだ。彼はようやく目の前のお茶を手に取ると口をつける。

　そしてその日の夕方には、魔女の身柄はオスカーの手に委ねられた。





※






「私を引き取るって、絶対無茶を通しましたよね、あの人……。え、大丈夫かな……」

「その辺りはご心配ないかと。わたくしどもも引き取ってくださったくらいですし」

　寝台の上でスープを飲みながら話を聞くティナーシャに、パミラは苦笑する。

　無理と言えば無理を押し通してきたのだが、最終的にはどの国も納得して引き下がったらしい。ティナーシャはそれを聞いて、今後国外では大人しくしていようと決める。

　パミラはもう一つ、主人が気になっているだろうことを続けた。

「投降したクスクルの魔法士たちは、結局タァイーリが引き取ったんですが、その後クスクルに戻されました。ルスト王子が、かの国を魔法士のための自治領とし不可侵を決めたらしいですよ」

「……え、意外」

「ティナーシャ様の説教が身に沁みたんじゃないですか。国民の中でも今回のことをきっかけに、魔法士迫害を問題とする声がいくつかあがったらしいんですよ。有力者の中にも、魔力を持って生まれた子供を国に殺された人とかいたそうですから」

「ああ……それは確かに。そうなるでしょうね」

　タァイーリでは結局、最初に焼かれた町の住人とアスドラ平原での死者が、今回の戦争の主な犠牲者となった。しかし同時にもっと大きなものが、かの国では終わりを告げたのかもしれない。それを正確に把握するにはまだまだこれからの年月が必要だろう。

　ティナーシャは自らが関わった歴史の変革にぼんやりとした感慨を抱く。魔女は空になった皿をパミラに返すと、気にかかっていた最後の一人の名を挙げた。

「それで、トリスはどうしたか知ってます？」

「行方は摑めてませんが……どこかでちゃんとやってますよ。きっと」

「そう……」

　──全てを助けることはできない。

　それは魔女の力を以てしても不可能なことだ。時が巻き戻らないように。そして喪うしなわれた人を呼び戻せないように、叶えられない領域は確かに存在する。

　そして、たとえ叶えることができたとしても、やはり全てに手を差し伸べることはできないのだ。だから、自分はそれをすべきではないと遥か昔に決めた。魔女として生きることを選んだ時、今、生きる人よりも、死した者たちのために生きようと思った時にだ。

　ただそれでも、悲しむことは自由だと彼女は思っている。それがたとえ偽善でも、自己満足であっても、自由は自由なのだ。

　ティナーシャは天蓋を見つめて嘆息する。

　贖罪は終わり、叶えたかった全ては叶えた。だから明日死んでも構わなくて……けれど彼との契約が残っている。

　自分を殺さなかった男。彼が持つ力の一つとして、自分はこれからしばらく生きていくのだろう。

　それを考えると……「生きていてよかった」と少しだけ思うのだ。








７．お茶の時間









「本当に全部の魔法湖が綺麗さっぱりなくなっちゃったわね。凄いことするなぁ」

「元々それが目的だったんで」

　ティナーシャが目覚めてから一週間後、残る戦後処理のほとんどは王の手に委ねられ、ファルサス城はすっかり日常に戻っている。そんなある日、談話室では二人の魔女がお茶を飲んでいた。

　麗うららかな午後、隣のテーブルについているシルヴィアがカーヴに囁く。

「私、最近ティナーシャ様とかルクレツィア様とかが城にいらっしゃるのが普通に思えて……。感覚が麻ま痺ひしてきちゃった……」

「俺も」

　大陸で五人しかいない魔女のうちの二人が、特定の国の城内に出入りしているという事態は、おそらく「魔女の時代」始まって以来のことだろう。本来ならば魔女は力と畏怖の象徴であり、その力のほどは先日思い知ったばかりだ。しかしそれでものんきにお茶を飲んでいる二人を見ると、つい彼女たちの特異さを忘れて和んでしまう。

　ルクレツィアが、カップを持った手でティナーシャを指さす。

「精霊も継承したんだって？　ついに観念したか」

「言わないでくださいよ」

　煩わしげに顔を顰める主人に、後ろに控えていたパミラが不思議そうに尋ねた。

「どうして今まで継承なさらなかったんですか？」

　当然とも言える問いに、トゥルダールの女王になるはずだった魔女は苦笑した。

「力が足りないと思ったことはありませんし、精霊はトゥルダール王位の象徴ですからね。国が滅びているのに王だけいても滑稽でしょう？　国とか王は、民の生活を守るための概念ですから」

　だから本当は今でも不要なのだと、ティナーシャは微笑む。

　透徹した言葉にパミラはただ頷いた。シルヴィアやドアン、カーヴ、レナートら他の魔法士たちも真面目な顔になる。

　──だが、それでもこの方は玉座に無き女王である、とパミラは思う。

　自己満足だ、と魔女は言うが、四百年間トゥルダールの死した魂たちのために生き続けた彼女は、紛れもなく民に尽くす王の、一つの姿だったろう。

　ルクレツィアは頰ほお杖づえをついて対面の魔女を見つめていたが、ふっと目を細めた。それにティナーシャが気づく前に、彼女はにっこりと隙のない笑顔を作る。

「ところで、新しい焼き菓子の試作品を持ってきたんだけど」

「え！　どんなのですか」

　目を輝かせるティナーシャの前に、ルクレツィアは焼き菓子が山盛り盛られた皿を転移させた。

「はい、全員試食してね」

　花の形にくりぬかれた焼き菓子は、表面に砂糖が塗まぶしてあり、断面を見ると色の違う生地が三層になっている。まずティナーシャがそれを一個摘み、それに続いて女二人が、最後に男たちが手に取った。レナートなどは、甘いものが苦手らしく躊ちゅう躇ちょの色を見せていたが、一つ食べると目を瞠る。

「美味うまい」

　その間にシルヴィアはほくほくと二個目を手に取った。

「すごく美味おいしいですっ！　幸せー！」

「んーありがと。どんどん食べてね」

　焼き菓子に夢中になる一同の中で、ティナーシャだけは一つ食べて不思議そうな顔をした。怪訝な顔の友人をルクレツィアは斜めに見やる。

「どうしたの？　美味しくない？」

「いえ、美味しいんですけどこれ、中に魔法使ってます？」

「うん、生地が三種類あるから、焼き時間を変えるのに使ってるわ」

「なるほど」

　疑問が氷解したティナーシャは二個目を口に運んだ。自分で淹れたお茶を飲みながらゆっくり味わう。ルクレツィアの作る菓子は昔から格別なのだ。魔女になったばかりの頃からティナーシャはその味に惹かれて仕方なかった。嬉しそうな笑顔の彼女を、ルクレツィアは微笑ましく見守る。

　ティナーシャが三個目を手に取る頃には、他の魔法士たちはもう大分食べ進んでいた。彼女は四個目を手にとってくるくる回しながら、何の気なしに問う。

「魔法を使ってるのが新しいんですか？　試作品って言ってましたけど」

「ううん、媚び薬やくが入ってるの」

　楽しそうに笑うルクレツィアに、全員が固まった。

　ドアンが食べかけの焼き菓子を取り落とす。カーヴは口をつけていたお茶にむせて咳きこんだ。

　ティナーシャはあまりのことに顔を引きつらせる。

「どういうつもりですか……」

「構成に気づかれないように何重にも隠してあったのに、魔法の存在に気づくなんてね。まぁでも素直に信じるところは甘いわね」

「どういうつもりかと聞いてるんですよ!?」

　テーブルの上に魔力が爆はぜて火花が散る。それを見た魔法士たちは揃って青ざめた。カーヴが魔女たちに聞こえないように呟く。

「陛下呼んできた方がいいかな……」

「かも」

　お茶の時間で城が壊れたらどう申し開きをしていいのか。カーヴがこっそりとその場を離れようとした時、けれど彼の行く手をルクレツィアの結界が遮った。混乱の主犯は堂々と全員を見回す。

「まず私の話を聞いて？　約二時間で効果が出始めるわ。かなり効果は強いからそれについては伏せるわね。あと、三日くらい効果は持続するから、部屋に引きこもっても無駄よ？」

　予想以上の酷ひどい説明を聞いて、ティナーシャは頭を抱えた。横からシルヴィアが泣きつく。

「ティナーシャ様、解呪できますか？」

「ルクレツィアの作ったものなんて、二時間じゃ絶対無理です……」

「ど、どうしよう……」

　悩んでいても仕方ない。ティナーシャは頭を抱えていた手を放すと、腕組みをして椅子の背もたれに寄りかかった。溜息混じりに友人を見る。

「で、何して欲しいんですか？」

「察しがいいわね」

「何百年貴女と付き合ってると思ってるんですか」

　遥か昔から二人は似たやりとりを繰り返してきたのだ。ルクレツィアは艶やかに笑うとテーブルの上に右手を差し出す。掌の上に指輪の映像が浮かび上がった。

　それは魔法の紋様が全面に彫られた銀色の指輪で、小さな柘榴石が一つはめこまれている。

「これね、昔失なくしちゃったんだけど、探して欲しいんだな」

「いつどこで失くしたんですか」

「五百年前に、自宅で」

「私、生まれてないよ！　しかも自宅掃除しろ！」

「私の家にはもうない。これは確か」

　ティナーシャは小さく唸うなった。ルクレツィアはこういう謎かけが好きなのだ。そしてこういう物の頼み方も。だが、それにしても手がかりが足りない。不親切にもほどがある。

「もうちょっと情報ください。さすがに手のつけようがないです」

「私が作ったものだから、私の魔力を帯びてるわ」

「追跡できないんですか？」

「追えない。見えないわ」

　魔女が自分の魔力を追えないということはかなり限定された状況だ。考えられるのは強固な結界がほどこされている場所か、強力な術者が持ち歩いているかだろう。この城でそこまでの結界がある場所は宝ほう物もつ庫こくらいしかない。他ならないティナーシャが、ミラリスの一件以来強化したのだ。

　しばらく考えこんで、ティナーシャは友人を見返した。

「二時間？」

「二時間。間に合ったら解呪してあげるわ」

「間に合わなかったら？」

「それはそれで面白いから」

「その時は貴女をふっ飛ばしますよ」

　ティナーシャは立ち上がって、周囲の魔法士たちを見回す。

「じゃ、頑張りますか……」

　その声は、最初から疲労感に満ちていた。




「と、いうわけで宝物庫に入る許可をください」

「何が、というわけなのか、まず話せ」

　突然執務室内に転移してきた魔女に、オスカーは書類に視線を落としたまま返した。

　今は王である彼は、即位後も移動が面倒だからという理由で同じ部屋を使っている。

　ティナーシャは予想通りの反応に、両手を顔の前で合わせると懇願した。

「それはあんまり言いたくないんですが、時間がないんです。お願いします」

「駄目、話せ。お前の秘密主義は説教対象だぞ」

「ううう」

　クスクルの件で全く信用がなくなってしまった魔女は、悶絶しながらも事情をかいつまんで説明した。話し終わると、オスカーが腹を抱えて笑っているのに気づく。

「見事な他人事ですね……」

「笑うなという方が無理だ。それだけ魔法士がいて何やってるんだ」

　その最たる人間のティナーシャは、何も言えずにがっくりうなだれた。萎しおれたその頭を、席を立ってきたオスカーがぽんぽんと叩く。

「まぁ俺は面白いから、見つからなくても構わないぞ」

「全く面白くない！　もっと臣下を大切にしてください」

「自業自得だ。怪しい物を食うな」

　冷たく言いながらも扉に向かったオスカーは、それを開けたところで魔女を振り返って手招く。

「ほら来い。時間がないんだろ」

　ティナーシャは顔を上げると、あわてて彼の元に駆け寄った。




　魔女を伴って宝物庫への廊下を歩きながら、オスカーはしみじみと述懐した。

「それにしても、本当にお前にも効くんだな。普通の魔法薬はお前、無効化するだろ」

「ルクレツィアが作るものは特別なんですよ……。昔もよく変なもの飲まされました」

「なのに何故まだ口に入れるのか、俺には分からん」

「美味しいからです」

　見張りの兵士たちを通り過ぎてしばらく、宝物庫の扉が見えてくる。オスカーはその前に立つと、巨大な扉を押し開けた。中に入ると、ティナーシャは自身の魔力を広げて室内を探る。

　さすがにファルサスの宝物庫だけあって、ティナーシャにも正体が分からない不思議な力を帯びたものが沢山探知にかかる。しかしその中にルクレツィアの魔力を帯びたものはなかった。

「ない……あれ、外した……？」

「残念だな」

　まったく残念と思っていない適当な声音で相あい槌づちが打たれる。ティナーシャは傍観する気満々の契約者を恨みがましい目で睨んだ。

「他に候補はあるのか？」

「本命があります。トゥルダールの宝物庫です」

「そんなものがあるのか！」

「今まで封印されてたんですけど、私が王位を継承したんで入れるはずです。ちょっと見てきます」

　そう言って転移の構成を組みかける魔女を、オスカーは留める。

「興味ある。俺も連れてけ」

　魔女は驚いて、しかしすぐに笑って男の手を取ると、門を開くため構成を組み替えた。




　転移したのは何もない荒野だ。辺りを見回すと、少し離れた場所に先日の戦場となった大聖堂跡が見える。ティナーシャはしばらくあちこちをうろうろとしていたが、ある一点を見て足を止めると、おもむろに両手を地面にかざした。

「我は王なり。道を開けよ」

　王命に応えて、地面に白い魔法紋様が浮かび上がる。

　数秒の後、紋様が搔き消えると、代わりに地中に下りる石の階段が現れた。

「なんだこれは。凄いな」

「魔法仕掛けですからね。おそらく滅亡した時から誰も立ち入ってないはずです」

　ティナーシャは右手に光を灯すと、無造作に暗い階段を下りていく。オスカーはその後に続いた。

　空気の淀よどみを感じる中、真っ直ぐに二階分ほどを下りると、その先は広い石室になっていた。

　二人が踏みこむと壁にかけられた燭しょく台だいに明かりが灯る。浮かび上がった石室の中は、棚や石テーブルの上に魔法の品が雑然と詰まれており、どことなく塔の魔女の部屋に似通っていた。

「今度ちゃんと整理にこないと駄目ですね」

「凄いな……これ全部魔法具か」

　オスカーが近くにあった水晶球を手に取ると、中には見知らぬ海辺の風景が浮かんでいる。ティナーシャが前を見たまま注意した。

「危ないからあんまり触らないでください。中には触っただけで発動するものもありますから」

「分かった。気をつける」

　水晶球を戻すオスカーを背に、ティナーシャは先程と同じように魔力を周囲に張り巡らせる。室内にあるものがほぼ全て魔法の品であるため、判別にはより時間がかかりそうだ。小さい物を見落とさないよう、慎重に隅々まで探していく。

　宝物庫のあちこちを回っていたオスカーが、隣に戻ってきた。

「あったか？」

「う、……ない……!?」

　ティナーシャは愕然となった。ルクレツィアが頼んできた話の流れからして、てっきりここにあるかと思っていたのだ。時間を確認すると、残された猶予はあと一時間ほどになってきている。これはすぐに城に戻ってルクレツィアを締め上げた方がいいかもしれない。

　だが焦る彼女の頭に、オスカーの手が乗せられた。

「もう一度よく考えてみろ。問題に手がかりがあるはずだ。前にルクレツィアに会った時と今日を比べて何が違ってる？」

「うーん……まず私がトゥルダールの王位を継いでます。あとは、パミラとレナートがいます、けどルクレツィアは来るまで彼らのことを知らなかったので多分違う。あとは貴方が即位してますね」

「俺は即位後に一回会ってる」

「そうなんですか？」

　どういう状況で会ったのかちょっと気になるが、今はそれを聞いてる場合ではない。

「やっぱりトゥルダールが怪しいですよね。五百年前だし。五百年前にあったものって、あんまりないですよ。暗黒時代ですし」

「他に残ってる施設はないのか？」

「地中に作られてるのはここと、精霊の間だけですね」

　そこまで言って、二人は顔を見合わせた。オスカーがぐりぐりと魔女の頭を撫でる。

「決まりだな。ここから行けるか？」

「いえ、繫がってないんで。地上から座標を取り直しましょう、大聖堂の真下ですから」

　二人は歩いて大聖堂跡まで戻ると、そこから地中に転移した。

　そうして訪れた精霊の間は、見回す限り石畳が広がっているだけのがらんとした円形の広間だ。

　本来ならば継承されていない精霊は、この広間に彫像となって出現するのだが、全てがティナーシャに継承されている今は、石の一つも落ちていない。

　二人は魔法の明かりを手に、広い空間を手分けして確かめ始める。途中、外周の壁の只中にぽつんと扉があった。

「これはどこに繫がってるんだ？」

「本当は城に繫がってたんですが、多分今はもう埋まってます」

　そしてその扉以外他に何も見つからない。部屋を一周してしまうと、二人は再び中央に戻った。

「ないみたいだぞ」

「ですね。何も感じられません。やはり召喚して聞いてみますか……。五百年前だとザユルク王の治世ですから、使役されていた精霊は一体のはずです」

　ティナーシャは肩を竦めると、無造作にその名を呼ぶ。

「セン、おいで」

　それに応えて一人の精霊が二人の前に現れた。

「女王よ。何か用か？」

　現れた精霊は二十五、六歳の男の姿を取っていた。

　人間にはいない青みがかった白い短髪に、鮮やかな赤い目。端整な顔には人の悪いにやにや笑いが浮かんでいた。己に仕える精霊を前に、ティナーシャは腕組みするとぞんざいに尋ねる。

「閉ざされた森の魔女を知っているか？」

「知っているぞ」

「彼女の作った指輪を探している。柘榴石がはめられた銀の指輪だ」

　指輪が失くなった時代に現出していた精霊なら、何か心当たりがあるかもしれない。ティナーシャはそう思って彼を呼び出したのだが、反応は予想外のものだった。

　センは軽く目を瞠ったが、すぐに元の表情に戻る。

「俺が持ってる」

「はぁ!?　なんで!?」

　思わずティナーシャは素っ頓狂な声をあげる。まさか彼がそのまま所持しているとは思わなかったのだ。一体どういうことなのか悩みかけた彼女はけれど、オスカーに「時間見ろ」と背中をつつかれ現状を思い出した。精霊に向き直る。

「それをくれないか？　彼女が欲しがってる」

「俺のものだぞ。でも女王が欲しいというなら、命に従うが」

　笑ったまま首を傾げる精霊に、ティナーシャは少しだけ逡巡した。

　主従関係を盾に人のものを取り上げるのは抵抗がある。が、この場合は仕方ないと割り切るしかない。ティナーシャは苦い顔で頷いた。

「じゃあ命ずる。渡してくれ。彼女に渡すから、取り戻したかったら改めて交渉しよう」

「その必要はない。彼女が欲しがったのなら、それが答えだ」

　センは手を差し伸べる。ティナーシャが自分の手を出すと、虚空から指輪が出現し、白い手の中に落ちた。受け取ったそれを確かめると、紋様も石も確かにルクレツィアが指定したものだ。

　ティナーシャは失くさないようにとりあえずそれを自分の指に嵌めたが、男物らしくぶかぶかだ。魔女は指輪ごと手を握りこむ。

「ありがとう。手間をかけさせたな」

「お安い御用だ。では失礼するぞ」

　センは現れた時と同じくあっという間に姿を消した。

　魔女は振り返ると、指輪の嵌まった指をオスカーに示す。男は細い指には大きすぎるその指輪をまじまじと見つめた。

「間に合ったな」

「おかげさまで……」

　安堵の息をつくと、魔女は改めて契約者の腕を取り、城への転移構成を組んだ。







「面白かった」と仕事に戻るオスカーと別れ、ティナーシャが談話室に戻ると、そこにはルクレツィアだけではなく媚薬を盛られた他の魔法士たちも残っていた。

　出て行った時と同じくお茶を飲んでいる皆に、ティナーシャは呆れた顔になる。

「なかなか動じない神経ですね」

　その言葉に、魔法書を広げていたドアンが疲労の窺える顔で言った。

「最近、色んなことに耐性がついてきた気がします。なのでこれくらいは、まあ……」

　他の人間も同意見なのか、似たり寄ったりの表情だ。一方その原因である女は、楽しげに笑った。

「見つかった？」

「ありましたよ」

　ティナーシャは指輪を外すと、嫣然と微笑む友人に投げる。ルクレツィアはそれを空中で受け止めた。他の魔法士たちの緊張に満ちた視線が集中する。

　閉ざされた森の魔女は、手の中の指輪を転がしながら検分すると、にっこり笑った。

「うん、ありがとう」

　その言葉に全員がほっと胸を撫でおろす。振り回されたティナーシャはこめかみを押さえた。

「次からは普通に頼んでください」

「あら、それだとつまらなくない？」

「無難が一番です。さっさと術を解いてくださいよ」

　促されてルクレツィアは、左手を前に差し伸べる。そこに一瞬で構成が現れ、弾けるように消え去った。同時に全員の体内から魔力と構成が消える。これほど簡単に解けるのは、彼女が構成した本人だからだろう。他の人間であれば長い詠唱を加えても解けるかどうか怪しい。

「まったく……いつも貴女は力の無駄遣いをするんですから」

「できることをして何が悪いっての。私はあなたとは違うし」

「だから魔女の時代なんて言われちゃうんですよ……」

　ティナーシャはぼやきながら友人の隣に行く。ここまで苦労したのだから、相応の説明はしてもらいたい。椅子にかけたティナーシャは渋面で頰杖をついた。

「で、それは何なんですか？」

　大きすぎる指輪を自分の指に嵌めたルクレツィアは片眉を上げる。

　途端、美しい顔から笑顔が消え、子供のようにむすっとした表情になった。

　彼女はティナーシャを横目で見ると、面白くもなさそうに呟く。

「……昔の男に贈ったのよ」

「え？」

　言われた意味がのみこめない。目を丸くしたティナーシャを放置して、ルクレツィアは手を振る。

「じゃ、またね」

　それだけの挨拶を残して、彼女は唐突に姿を消した。

　取り残された魔女は一瞬前まで友人がいた席を見つめる。

「な、なんだったんだ……」

　自分の知らない時代で、自分の知己同士に何があったのか。

　何百年生きてきても、まだまだ分からないことはあるようだ。

　ティナーシャは何も嵌まっていない自分の手をじっと見る。

　そこにもうない銀の指輪には、誰かの想おもいが詰まっている気がした。








８．海の青









　蒸し暑さが室内にも押し寄せてくる晴天の日、執務室でお茶を淹れていた魔女は、驚いてラザルに聞き返した。

「え、誕生日？」

「そうなんです。もう二週間後ですね」

「誰の？」

「だから俺の」

　今まで黙って聞いていたオスカーは、書類に署名しながら口を挟んだ。ティナーシャは驚きを引きずったまま、彼の手元にお茶のカップを置く。

「貴方に誕生日なんかあったんですね……」

「どういう目で俺を見てるんだ」

　盆を抱えた魔女は、まじまじと仕事中の契約者を見下ろした。高貴さの染みついた端整な顔立ちは、けれど彼女にとっては既に見慣れたものだ。ティナーシャは素直な感想を洩らす。

「二十一になるんでしたっけ。……若い」

「お前から見たらほとんどの人間が若いだろ」

「貴方は精神的に老けてるんで、非常に意外です」

「こめかみ締めてやるから頭出せ」

　手を伸ばすオスカーを避けて、ティナーシャは後ろに飛び下がった。彼女はテーブル脇の椅子に座ると、自分のお茶に口をつける。一方のんびりとくつろぐ守護者とは対照的に、書類を右から左に手際よく処理しながら、オスカーは聞き返した。

「意外って言ったって、お前にも誕生日があるんだろ？」

「ありますよ。一応人腹生まれですから。二ヶ月前くらいかな」

「何歳なんだ？」

「もう数えてないので……四百と二、三十じゃないですかね」

「途方もないな」

　ラザルが処理済の書類をまとめて手に取る。忠実な従者である彼は、改めて王に伺いを立てた。

「それで陛下の誕生日式典はいかがいたしましょう」

「親父がやったばかりだから今年はいいだろ……面倒だし」

「でも即位式も簡略化なさったじゃないですか」

「その後タァイーリで散々顔を合わせたから問題ない」

　オスカーは、仕事はきっちりやってくれるのだが、あまり華やかな場に出たがらない。そんな主君にラザルは小さく唸ったが、タァイーリでチェチーリアに絡まれていたことを考えると、オスカーの気持ちも分からなくもない。ラザルは諦めて頷いた。

「じゃあ既に問い合わせが来ているところには、そのようにお返事いたしますね」

「ああ、頼む」

　ラザルが溜息をつきながら出て行くと、お茶のカップを置いた魔女がふわりと浮き上がった。

　泳ぐように宙を舞う彼女は、机のすぐ上まで来るとオスカーを見下ろす。甘い花の香りが微かに降ってきてオスカーは表情を緩めた。鈴を振るに似た声が問う。

「何か欲しいものあります？」

「何だ急に」

「誕生日なんでしょう？　せっかくだから」

　顔を上げて魔女を見ると、彼女は楽しそうに笑っている。そういう顔はあどけなく見えて、とても四百歳過ぎとは思えない。オスカーは手を止めて少しだけ思案した。

「と、言われても。特にないな」

「欲がないですね」

「恵まれてる自覚はあるさ」

　オスカーは、小首を傾げている魔女を手招きで呼び寄せる。彼女は音もなく降りてきて、彼の膝の上に横座りになった。その髪を手で梳いてやると白い耳じ朶だが見える。オスカーは魔女の美しい横顔と細い首筋に軽く目を細めた。

「ちなみに結婚は」

「しないよ！」

　いつも通りの答えに彼は苦笑すると、ぽんと守護者の頭に手を乗せた。

「なら、特にはない。お前がいるならそれでいいさ」

「それだけですか？」

「そう。だからちょろちょろいなくなるな。子供じゃないんだから」

　魔女は反論できないのか小さく唸る。そして結局無言のまま、残念そうに彼の顔を見上げた。







　深い森の中には日もあまり差さない。

　薄暗い木々の下では鬱うっ蒼そうとした茂みがあちこちで息を潜め、来訪者の様子を窺っている。影の中で沈黙するそれらは、迷いこんだ人間にとっては意思があるかのように不気味に見えるだろう。

　それでもこじんまりとした木の家の周囲には、わずかな木漏れ日がところどころ零れ落ち、そのうちの一つは家の前に置かれた花の鉢にぴったりと注いでいた。この鉢は計算して日の当たる場所に置いてあるのだろうか。不思議に思いながらティナーシャは家の戸を叩く。

「あんたか。いらっしゃい」

　現れたルクレツィアは、実験中だったらしく手に小瓶をいくつも持っていた。招き入れられたティナーシャは、勝手知ったる家なので自分でお茶を淹れ始める。

　まもなく二人がお茶の席につくと、ティナーシャはカップを持った指で天井を指し示した。

「この前のお菓子の作り方教えてください。媚薬抜きで」

「抜くと味が変わるわよ」

「何だそれ！」

　ルクレツィアが無断で魔法薬の人体実験をしてくることはままあるが、せいぜい五十年に一回なので、いつも忘れて口にしてしまう。他のことに関しては用心深いのだが、ティナーシャはこれに関しては、自分が喉もと過ぎると熱さを忘れる傾向にあると自覚していた。

「で、今日は何の用で来たの？」

「ああ、相談です。男の人って普通何をあげるものなんですか？」

「……何それ」

　脈絡のない質問に、閉ざされた森の魔女は呆れ顔で友人を見返した。ティナーシャは執務室でのやり取りを簡略化して説明する。他愛もない事情に、ルクレツィアはあっさりと返した。

「要らないっていうなら別にいいじゃない」

「ちょっと最近借りが多いですからね。機会があったら返済していきたいんです」

「借りねぇ」

　ルクレツィアは頰杖をついて、焼き菓子を用心深く選んでいる友人を見つめた。

　──誕生日に物を贈りたいなどとは、普通の思考過ぎて普通ではない。そのことに本人は気づいているのだろうか。

「それで何で私に聞きにくるの」

「だってこないだの指輪ルクレツィアが……」

「何!?」

「何でもないです」

　据わった目を向けられ、ティナーシャはそれ以上触れるのをやめた。ルクレツィアはそっけなく結論づける。

「何でも適当にあげればいいじゃない」

「そうですよね……。トゥルダールの宝物庫でも整理がてら見に行ってこようかな。何か面白い装備があるかもしれませんし」

「頼むから！　これ以上あの男を強化しないで！」

　平然とした顔を装ってティナーシャはお茶を飲む。

　そう言われても実用品がいいと思うのだが、何がいいのだろう。後に残らない食べ物がいいだろうか。ティナーシャは焼き菓子をつつきながら考える。思えば誰かの誕生日に物を贈るなど、ほとんど経験がない。下手をしたら魔女に成る前まで遡らないといけないかもしれない。欲しいものが特にない人間に物を贈ることが、こんなに茫洋としたものだとは思ってもみなかった。

「全然思いつかない……」

「自分をあげなさい。喜ばれるわよ」

「変態ですよそれ」

　ティナーシャは焼き菓子を半分に折ると嘆息した。





※






　ファルサスの南端は海に接している。

　大陸の南部海岸であるその一帯にはいくつかの港町があり、古くから漁業や交易で賑にぎわっていた。交易は遠く離れた東の大陸と行うものもあれば、大陸東部の国が相手のこともある。

　ある日、港街ニスレを出港した貴族の商船も、その例にもれず東部の国メンサンに向かって航路をとっていた。真珠や絹きぬ織おり物ものを積んだ船はメンサンでそれらを売り、代わりに穀類や香辛料を買って帰ってくる、はずだった。

　──しかし船はニスレを出てまもなく、忽然とその姿を消してしまったのだ。

　消息不明になった船に、人々は海賊に襲われたか、何かの事故にでもあったのかと疑った。だがそれを補強する情報は入ってこず──代わりに、同様の被害の知らせがいくつも入ってきた。

　次々ともたらされる消息不明の報告が十隻を越えた時、人々はようやく思い知る。

　いつの間にかニスレ東は、船の通れぬ魔の海域となってしまったのだと。







「先日、諸国に返答した誕生祝いの件ですが、タァイーリのルスト王子が、戦時の礼を兼ねてご訪問くださるそうです」

「断れ」

　主君に即答されたラザルは嫌な顔になった。諫かん言げんが溜息と共に零される。

「無茶を仰おっしゃらないでください。ファルサスは決してタァイーリに強く出られる立場じゃないんです」

　それはオスカーもよくわかっていることだ。

　前回の戦争ではタァイーリの要請で軍を出し、結果としてはいい方向に片付いたが、その終結時にティナーシャを元々擁していたのがファルサスだったということが諸国に知れたのだ。幸いそれについて表立って批難する国はなかったが、当分大人しくしているのが無難だろう。

　それだけでなくオスカーは、ティナーシャの来訪を隠匿していたルストに剣を突きつけたという一件もあり、正直言ってあまり会いたい相手ではない。

　ラザルが手元の書類をぱらぱらと捲めくる。

「大体今からお断りしても入れ違いになりますよ。あと三日ですから」

「言ってみただけだ。ルストが何で来たいのか想像はつく」

「何でですか」

「あれに会いたいんだろ」

　オスカーが顎で扉を示すと同時に、本を抱えたティナーシャが入ってきた。二人の注目を浴びて魔女は怪訝そうに首を捻る。

「何の話ですか？」

「この節操なし」

　部屋に来た途端、覚えのない批難をされて、魔女は顔を顰めた。

　しかしオスカーはそれを無視してラザルに書類を渡す。

「じゃあ、準備はよろしく頼む」

「ちょっとオスカー……なんなんですか、今の」

「お前に覚えがないならいいんじゃないか？」

　白々と契約者に返され、魔女は納得できないまま椅子に座った。彼女は分厚い魔法書をぱらぱらと開き始める。その耳にオスカーの驚いたような声が届いた。

「何だこれは」

　魔女が顔を上げて見ると、彼は次の書類を見て眉を寄せている。不思議そうに契約者を見やるティナーシャにラザルが説明してやった。

「南部の海で船が何隻も行方不明になってるらしいんですよ。原因が摑めないんですが、被害総額がすごいことになってるらしくて、貴族や商人が連名で解決を依頼してきたんです」

「船が行方不明って、海賊の仕業じゃないんですか？」

「少し前まではいたんですけど、やっぱり解決を依頼されて、アルス将軍が討伐なさったんですよ」

「へー。じゃあ海魔かな」

「そんなものがいるのか？」

　オスカーは書類を置いて腕組みした。魔物の類を相手にするのは厄介だ。それが遠い港の海上だとしたらなおさらだろう。真剣に編成を考え出す彼をよそに、ティナーシャは軽く説明する。

「海魔は色々いますよ。でっかい魚とか、よく分からない形の生き物とか。海の生物は大きくなりやすいですからね。もちろん、普通の魔族が犯人の可能性もありますが」

「よく分からない形の生き物ってなんだ」

「イソギンチャクのでっかいのとか……見たことありません？」

「俺はそもそも海を見たことないからな」

　横でラザルが「私も見たことないです」と手を挙げる。ファルサスは国土が広いため、城都に生まれた人間は一生海を見ないことも多い。そのことを知らなかった魔女は驚きの声を上げた。

「海を見たことないって、ひょっとして泳げなかったりします？」

「泳げる」

「つまらない……」

　ともすれば脱線していきそうな話を、オスカーは引き戻した。

「どういう面子めんつで行けば対応できると思う？」

「腕にもよりますけど、アルスとか混ぜれば魔法士こみで十人ちょっとで何とかなるんじゃないでしょうか。あまり大きい生物だったらさすがに見当がつきませんが」

「アルスか。土地勘もあるし、あいつに編成させるか……」

　決定をしかけたオスカーの真上で、宙に浮かんだ魔女は書類を覗きこんだ。

「ニスレですか、懐かしい。ニスレって言えば……」

　そこまで言って魔女は、ぽんと手を打った。小気味の良い音にオスカーは顔を上げる。

「どうした？」

「それ、私が行きますよ」

「何だいきなり……」

「いいからいいから。きっちり解決してきます！」

　急に機嫌がよくなった魔女に、オスカーは不審げな視線を送った。何を思いついたのか吐かせてやろうかとも思ったが、彼女が行けば一番被害が少なく確実に解決するだろうことも確かだ。

　どこで妥協すべきか顎に指をかけて考えたオスカーは、ふともう一つのことを思い出した。

「いいだろう。行ってこい。同行者は好きなやつを選んでいけ」

「ありがとうございます」

「一週間くらい行ってくるといいぞ。ついでにゆっくり休んでこい」

「陛下……」

　オスカーが何を考えているのか分かったラザルは呆れた声を出した。ルストに会わせたくないのだ。変なところで大人気ない。

　しかしそれを知らない魔女は花のように笑う。

「誕生日までには帰ってきますよ」

　そうして彼女は契約者の髪を撫でると、ふっと執務室から転移して消えた。





※






　魔女に同行する人員はアルス、スズト、パミラ、レナートに決定した。

　土地勘があるアルスは、まず共に行く人間としてスズトを選んだ。城内においてティナーシャに怯む人間もまだ少なくない中、スズトは彼女と親しいからだ。またパミラ、レナートは、所属はファルサスだが、内実はティナーシャ個人に仕える魔法士だ。他の魔法士たちが海を知らず怖おじ気けづいたのに対し、彼らは躊躇なく同行を申し出た。

　五人は城の転移陣で南部の砦に移動し、そこから馬で南下してニスレに到着する。

　アルスが三ヶ月前に海賊討伐をしたばかりとあって、街の者たちは一行を歓声で迎えた。街一番の有力者であるブロギア侯の邸宅で歓待されることになった彼らは、客用の広間に通される。

　現れたブロギア侯は、恐縮してアルスに頭を下げた。

「次から次にお手を煩わせて申し訳ない」

「いえ、船が行方不明になるとは由々しきことですので、きちんと調査解決させて頂きます」

　アルスは真面目くさって挨拶をした。今回の指揮を取るのはティナーシャだが、そのことは彼女が魔女であるということと共に伏せられている。ブロギア侯は、アルスの後ろにいる美しい女に目を瞠ったが、次にその人数の少なさに不安になったらしい。自分の私兵をつけると言い出したが、アルスはそれを断った。

「船と、それを動かせる人間だけお貸しください」

「それくらいは当然のことだが……平気なのですか？」

「平気な人間たちで来ておりますから」

　アルスが視線をやると、窓の外を見ていた魔女がにっこり笑って手を振った。




　翌日、港に案内された五人は、二十人は乗りこめる中型船を借りることになった。ブロギア侯はもっとも大きな武装船を貸し出そうとしたのだが、ティナーシャが「沈んだらもったいない」と言ったのだ。

「それって沈む可能性があるってことですか」

　五人の船員に操船され問題の海域に向かう途中、スズトは青い顔で呟く。

「ないとは言えないです。沈ませないようには努力しますけど」

　当然のように言うティナーシャに、アルスは首を捻った。

「そもそも何が相手になるんだろう」

「話を聞いた感じ、魔族か海魔でしょうね。私は魔族の方が楽でいいですけど。海魔は見かけが嫌なんですよ。大きいし、ぬるぬるしてるし」

「そういう問題なのか……？　大きさとぬるぬる以外にも色々あるんじゃ……」

　そこでパミラが手を上げて質問した。

「クラーケンの可能性ってありますか？」

　魔女はその問いに眉を寄せた。クラーケンは海に棲む巨大な海魔として有名で、イカか蛸たこに似た姿をとっていることが多い。これが相手となればかなりの強敵になるはずだ。

　しかしティナーシャは考えた末、軽くかぶりを振る。

「クラーケンってもっと北の沖にいるんですよね。召喚されたんでなきゃ、この辺にはいません」

　そこでスズトが遠慮がちに尋ねる。

「あの、基本的なことですみません。海の中にいるものって魔法が効くんですか？」

　魔法士の三人は顔を見合わせる。口を開いたのはレナートだ。

「やはり水中にいる場合は効きづらいと思う。完全に潜っていたらほとんど効かないだろうな。自分が海中に入ると詠唱もできないし、海上で戦うに越したことはない」

　魔女もパミラも同意見らしく頷く。アルスは深く息をついた。

「釣り上げるしかないか。船が沈む前に」

「別に沈んでも飛んで帰ればいいんですよ」

　軽く言う魔女に、パミラとレナートが苦笑する。ティナーシャは、執務室や自室などでは宙に浮いていることが多いが、実際には魔法で飛ぶのにはそれなりの構成や集中がいる。普通の魔法士ならば飛んでいると他の詠唱ができない者の方が多い。

　幸いパミラとレナートは共に腕の立つ魔法士で、飛びながら戦うこともできるし、戦わなくていいのなら他の人間を伴って飛ぶこともできる。この面子ならば船を失っても対応できるはずだ。

　魔女は暑いせいか、少年のような軽装で髪を結っている。腰には一振りの細身の剣を佩はいており、すらっとした立ち姿は意外にも船の上によく似合った。

　広がる海原を眺める彼女を、アルスは振り返って見やる。

　他の臣下たちがどう思っているか知らないが、アルスは時折、彼女がファルサスにいることが当たり前に感じすぎて、魔女であることを忘れそうになる。正確には魔女である彼女が、いつか城からいなくなることが信じられない。

　だから彼女がクスクルに去った時にはかなり驚愕したし、戻ってきたことに安堵した。実際アルスは、オスカーが彼女以外を娶めとるところを想像できないのだ。

　だが未来のことは分からない。

　結果を受け入れるしかないし、いずれはそれに慣れるのだ。







　問題の海域へは、港を出てから一時間ほどで到着した。遥か遠くに見える陸地はちょうど絶壁部分で切り立った灰色い岸壁には威圧感がある。アルスは何の異常も窺えない海面を見回した。

「さて、ティナーシャ嬢、どうしようか」

「襲われるのを待つのも暇ですし、偵察出しますよ」

　ティナーシャは小さく詠唱すると、手の中に魚に似た生き物を生む。よく見るとそれは生き物ではなく、ぼんやりと光る粘土をこねてつくったような物体だ。彼女はそれを、船の縁から海に投じる。水の中に入るとそれは、まるで生きた魚のように水中を滑り出した。

「魔力を探しながら一周してきます。何かあったら私に伝わるはずです」

「それは便利。酒でも飲んで待ってるか」

「海に落ちた時に死にますよ」

　緊張感のない二人をよそに、船員たちは青い顔をしている。ブロギア侯の命令とはいえ、今まで消えた船は十隻を越え、例外はない。今すぐ旋回させて逃げ帰りたいくらいだ。

　天気はよく、青い海原は水平線まで見渡せる。強くは無いが追い風に恵まれて、船は海域の中ほどにまで達していた。アルスは遠くの陸地を確認する。

「この辺前にも来たな。海賊討伐で、この辺りで相手の船を沈めたんだ」

「へー。あ、じゃあ、それが幽霊船になってたりして」

「そんな馬鹿な。第一幽霊はいないって、ティナーシャ嬢自身が言ってたんじゃ──」

　そこでアルスは、いつの間にか風がやんでいるのに気づいた。

　海が凪ないでいる。帆を操作していた船員が、おどおどと辺りを見回しているのが見えた。船べりから海を覗きこむと、少し前方で水中から泡が湧いてくるのに気づく。

　ティナーシャはそれを見て鮮やかに笑った。

「あ、ごめん。やっぱりクラーケンでした」

　言葉にならない悲鳴が上がる。

　次の瞬間海中から、太い柱ほどの触手が十本出現した。
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　船を全方向から襲おうとした半透明の触手はしかし、見えない壁に遮られそこに張りついた。

　今の一瞬で、ティナーシャが船を覆うように結界を張ったのだ。だがほっと安堵したのも束つかの間ま、触手は結界ごと船を引きずりこもうとする。魔女は眉を跳ね上げた。

「これはまずい。あと十秒で一旦結界を解くので、追い払ってください」

　アルスとスズトが剣を抜く。魔法士の二人も詠唱を開始した。魔女の声が響く。

「……八！　九！　十！」

　最後の宣言と同時に、結界が消える。

　クラーケンの足が、留めるものを失って甲板に押し寄せた。それをパミラとレナートがそれぞれ魔法で焼く。船員を摑み取ろうとする足をスズトが剣で受け、アルスが斬り落とす。甲板に落ちた足は激しくその場でのたくった。それをレナートが魔法で海に弾き出す。

　残る足を焼きながら、ティナーシャは再度結界を張りなおした。クラーケンは思わぬ反撃を受けたせいか、海中に足を引き揚げていく。パミラがぬるぬるしてしまった甲板を見下ろした。

「生理的に嫌ですね……」

「クラーケンの粘液って、一部には高く売れるらしいですよ」

「ティナーシャ様……」

　ほんの数十秒の邂かい逅こうは、非現実的過ぎて恐怖も湧かない。ただ異様な高揚だけが甲板に立ちこめている。アルスは自分の動悸が激しくなっていることに気づくと深呼吸した。

「クラーケンがいるってことは召喚主がいるのかな」

「おそらく。でも目的がさっぱり分かりませんよ。完全に無作為攻撃ぽいですし」

「ティナーシャ嬢殺せるか？」

「もうちょっと海上に出てくれないと難しいですね。あとどこを潰せば死ぬのやら……」

　その時、船体が大きく揺れた。皆が体勢を崩して転びそうになる。滑りそうな魔女の腕を摑んでアルスが船首を見ると、そこには三本の太い足が絡みつき、結界ごと船を斜めに持ち上げていた。

「噓だろ」

　どんどん船首が持ち上げられ、皆が船尾に転がりそうになる。アルスに摑まった魔女が叫んだ。

「パミラ！　レナート！　空に！　船捨てますよ」

　二人の魔法士の詠唱がそれに応える。魔女の手がアルスを逆に摑んだ。

　足場がなくなる。間一髪で空に逃れた一同は、クラーケンの足が船体を傾け、結界ごと海にのみこんでいくさまを、上空から見届ける羽目になった。

　ティナーシャは激しく波打つ海面を見下ろすと、こめかみを搔く。

「やっぱり大きい船じゃなくてよかった。オスカーはあれ、補ほ塡てんしてくれますかね」

「その辺りはブロキア侯との相談じゃないかな……」

　むしろクラーケン退治のためなら、船の一隻くらい構わないと言われそうな気もする。

　海上を見下ろすと、クラーケンは沈めた船に獲物がいないことに気づいてか、あちこち探すように足を蠢うごめかせていたが、やがてその足は再び水中に消えた。上から見ていると規格外な大きさがよくわかる。足であれなら全体は小さな村を覆うほどあるかもしれない。

「一応追跡はしてるんで何とかしましょう。とりあえず船員さんたちは港に返しますか」

　パミラは主人の命を受けて、空中に転移門を開くと船員たちをそこに押しこんだ。その間ティナーシャは腕組みをして考え事をしていたが、船員たちがいなくなると口を開く。

「どうもここ周辺の海域に固定されてるみたいですね。で、何も命令を受けていないようです」

「召喚されたまま放置されてるってことか？」

「いや、召喚主がここにいるんじゃないですかね」

「へ、ここって。俺たちの中に？」

　アルスは自分の顔を指差す。けれど魔女は苦笑してかぶりを振ると、眼下を指差した。

「多分死んでます。アルスが沈めた海賊船の一員じゃないですか？」

「え？」

　彼女の美しい顔を見返し、アルスは呆然と凍りついた。主人の言葉をレナートが補足する。

「召喚した後、命令を出す前に主人が死んだから、この海域に囚とらわれてしまったということですか」

「おそらく。召喚の完成に時間がかかったせいでこうなったんでしょうが、アルスが討伐してる時じゃなくてよかったですね」

「げ……まじですか」

　事実をようやく把握したアルスは、自分がすんでのところでクラーケンの手を逃れていたと知ってぞっとした。蛸だかイカだか分からないが、あんなものと戦って死ぬのは御免だ。

　パミラが主人に伺いを立てる。

「どうなさいますか？　本体を叩くか、召喚主が残しているはずの構成紋を破壊するか」

「どっちも海中ですね。どうしようかな」

　魔女の視線が宙を撫でる。アルスを見てティナーシャは少し悩んだが、結局は両手を合わせて彼に頼んだ。

「餌になってください」

「……まじですか」

　さっきと同じ言葉を繰り返して、アルスは天を仰いだ。




　空中に立つ一行は、眼下に青海を見下ろしながら、それぞれの準備を始めた。

　アルスが剣の状態を確認する間、パミラとレナートが攻撃のための構成を組み立てる。スズトは今回餌を免れたので、空中に残っているのは彼ら三人と魔女だけだ。

　パミラとレナートはそれぞれ構成を組むと、それを一つに縒り合わせた。一方ティナーシャはアルスに防壁を張る。

「水面に下ろすんで、いい感じで引き寄せてください。かかったら釣り上げます」

「できれば死にたくないんですが……」

「善処しますよ」

　魔女は二人の構成ができあがったのを確認すると、白い手を振りながら徐々にアルスを降下させた。水面に彼の足が少し浸つかるくらいのところまで下ろすと止める。だが結界が海水を弾いているので、足は濡れていないままだ。アルスはこんなに心細い思いをしたのはいつ以来だろうと、上空にいる仲間を見上げた。魔女がまだ手を振っているのが遠目に見える。

「本当、あの方は陛下の奥方向きの性格だよな……」

　無茶苦茶な性格がお似合いだと思うのだが、何よりも重要なのは彼女の確かな実力だ。

　アルスはただ待っているのも不安なので、試しに剣を振ってみた。海水を押しのけている形から察するに結界はどうやら球体のようだ。けれど不思議なことに、剣で結界を突き抜いても水漏れすることはない。アルスはそのまま海中を剣でかき回してみる。

　しばらくすると、先ほどと同じく辺りに泡が浮いてきた。

「……来たか」

　嫌な汗が背中に流れる。アルスが剣を手元に引き、呼吸を整えた次の瞬間、周囲に高い水みず飛沫しぶきが上がった。海面に現れた巨大な足が彼を取り囲む。

　足はアルスを絡めとろうと迫るが、その先端が触れるか触れないかのところで結界が上昇し始めた。追いすがろうとする足をアルスは剣で斬りつける。嫌な弾力で刃が跳ね返り、足は若干退いた。

「剣が駄目になりそうだな……」

　その間も結界はゆっくり上昇していく。十本の巨大な足がアルスを求めて上空に長く伸びた。

　塔よりも高い足が天に向かって蠢く光景は悪夢そのものだ。その様子を上空からじっと見ていたティナーシャは、隣の二人に頷いた。

「いいですよ。やってください」

　パミラとレナートは主人の命に従って、同時に魔法を撃ち下ろす。

　凄すさまじい電撃が、槍となって十本の足に直撃した。そのまま全ての足を伝って電流が走る。

　空を裂く悲鳴が辺りに響き渡った。思わぬ攻撃を受けた海魔は、足を海中に戻そうとしたがそれは叶わない。魔女が不敵な笑みを浮かべる。

「逃がしませんよ。誰を相手にしてると思ってるんです」

　ティナーシャの組んだ無詠唱の構成が、十の足を縛り空中に固定している。一方、電撃は足を焦がし香ばしい匂いを漂わせたが、水面に達すると水に拡散して本体までは届かなかったようだ。

「ん……やっぱり足りませんか」

　魔女は腰に下げていた筒を手に取る。彼女はそこから五つの水晶球を取り出すと、無造作に海へと放った。球はクラーケンを中心に綺麗に円形に広がって海に没する。

「レナート、ちょっとアルスを頼みます」

「分かりました」

　支えていたアルスをレナートに渡してしまうと、ティナーシャは詠唱を開始した。

「我が言葉を受け入れよ。形が変わるは変質にあらず。定義は揺るがず、流れ漂うのみ。──退け」

　その詠唱を受けて、水中から五つの白光が溢れ出す。たちまちそれらを結んで白い魔法円が描かれた。光る円環がクラーケンを囲むと、円の中にある海水が徐々に外側へ吸い出されていく。

「……噓だろ」

　想像を絶する魔法にアルスが驚きの声をあげる。隣でパミラが息をのんだ。

　そうして三分も経つ頃には、海は綺麗に円筒状に裂けていた。クラーケンの巨大な体が海中という鎧よろいを剝ぎ取られ、醜悪な姿を外気に晒している。大人の身の丈の三倍もありそうな黒い目が、空中にいる一行をぎょろりと睨んだ。

　ティナーシャは、自身が捕らえた海魔をまじまじと眺める。

「イカですか。食べごたえがありそうですね」

「ティナーシャ嬢、どうしてあれを見てそういう感想を持てるんだ……」

　げっそりした顔になるアルスをよそに、魔女は高度を少し下げると別の詠唱を開始する。

「我が意志を命と認識せよ。地に眠り空を翔かける転換者よ。我は汝の雷を支配し召喚す。我が命が現出の概念の全てと理解せよ」

　詠唱の終わりと共に、彼女の腕の中に雷を帯びた十個の球体が現れた。それらは空気が爆ぜる音を伴って、一瞬ごとに光る枝葉を辺りに広げている。

「行け」

　ティナーシャは球体群を一瞥すると、それらをクラーケンに打ち出した。球はたちまち大きさを増しながら、固定された足のそれぞれに達する。──そして恐ろしい速度で本体まで走り抜けた。

　空気が裂かれるような衝撃音。

　香ばしい匂いを漂わせていた足が、黒い消し炭となって崩れ落ちた。

　雷撃はクラーケンの頭部にまで達し、硝子を引っかくような長い悲鳴が周囲の海を震わせる。

　その声が次第に小さくなって消えた頃には、固定されたクラーケンは、力なく垂れているように見えた。黒く丸かった目がいつの間にか白濁している。

「死んだか？」

「どうでしょうね」

　ティナーシャは高度を更に下げた。頭部がよく見える辺りまで来るとクラーケンの目を観察する。

　──その時、ぎょろりと巨大な目が黒く戻った。

　崩れた足が一瞬で再生する。細くなった足の一本がティナーシャの右肢を捕らえた。

「ティナーシャ様！」

　パミラが急降下しようとするが、クラーケンの足はそれより早く魔女の体を絡めとる。そのまま牙の並んだ口に向かって、彼女を引きずりこもうとした。

　魔女は苦痛を堪えながら、絡みついた海魔の足に手を当てる。

「散れ！」

　クラーケンの足が爆発する。ティナーシャは空を蹴ると、下りてきたパミラの隣に転移した。更に彼女を伴ってアルスの傍まで上昇する。

「ティナーシャ嬢、大丈夫か？」

「骨を砕かれました」

　見るとティナーシャの右足は、螺旋状に巻きつかれた痕が赤い痣あざになってしまっている。とりあえず彼女は痛みだけを消した。骨が砕けている以上、ちゃんとした治療には時間がかかるのだ。

　一息ついて魔女が海を見下ろすと、集中が乱れたせいで裂いていた海が渦を作って戻りつつある。その中に再生した十本の巨大な足が蠢いていた。

「あのイカめ……どうしてくれよう……」

　ティナーシャが忌々しげに罵った時、しかしクラーケンはぴたりと動きを止めた。

　その周囲に巨大な歪みが生まれる。それは動物の低い唸り声に似た音を立てながらしばらく軋きしんでいたが、不意に中心に向かって収束した。

　そしてそれと同時に──クラーケンの姿は忽然と消え去る。

　レナートはようやくほっと息をついた。

「上手くいったみたいですね」

「の、ようです」

　魔女が肩を竦めた時、空中にスズトと年若い少年が転移してきた。平坦な表情の少年は、ティナーシャに向かって頷く。

「女王様、ご命令は完了したよ」

「ご苦労、ニル。あと女王様ってのはやめろ」

「だって女王様じゃん」

　膨れ顔をする精霊の隣で、スズトは安堵の顔を見せた。

「召喚の魔法紋様は破壊してきました。見つけるのに時間がかかって申し訳ありません」

　部下の報告を聞いて、アルスは剣を鞘に戻すと笑う。

「いや助かった。お疲れ様」

　魔法士三人とアルスが海上から正攻法で攻めている間、スズトは魔女の精霊に結界を張ってもらいながら海底をさまよっていたのだ。そしてクラーケンが沈めたと思しき十数隻の中から、目的の海賊船を探し出し、更に精霊の指摘のもと、召喚主が甲板に焼きつけていた紋を剣で砕いた。

　召喚紋がなくなったことでクラーケンは束縛を逃れ、元いた北の海深くに戻っただろう。

　──こうしてニスレは魔の海域から解放されたのだ。

　無事任務を終えたアルスは、隣に浮いている魔女を見やる。

「ティナーシャ嬢が来てくれてなかったら、どうなってたことやら」

「さぁ。オスカーが来ちゃったかもしれませんね」

　しなやかな躰からだに恐ろしい力を秘めた女は、冗談にもならない可能性を口にすると、相好を崩して笑い出した。





※






　タァイーリのルスト王子は、オスカーの誕生日の前日、はるばる馬でファルサスの城都までやってきた。彼の国は、魔法士に対して暗黙にその存在を認めるようになってきたとはいえ、城自体は魔法を一切使っていない。そのため他の大国にはある転移陣も配備されていないのだ。

　ルストを迎えたオスカーは、儀礼的に謝辞を返し彼を歓待した。

　アルスたちの帰還連絡が入ってきたのは、来訪者のための祝宴が始まってまもなくのことだ。広間にいたオスカーは文官からの報告を聞いて、内心「もうちょっと遅く帰ってこい」と舌打ちした。

　ルストは文官が退出すると、軽く尋ねてくる。

「どうかなさったのですか」

「海魔の討伐に向かわせていたアルスたちが戻ったようです。後で詳しいことを聞きますので」

「アルス将軍ですか。彼にも世話になった。よければ今ここに呼んでくださいませんか」

　オスカーは顔を顰めたくなったが、断るのも不自然だ。帰って来た者たちを呼ぶよう命じる。

　十分後、一同が頭を下げて広間に入ってきた。顔を上げたレナートとパミラは、ルストの姿を見て凍りつく。オスカーはそれを気の毒に思ったが、二人の主人はそこにはいなかった。彼は怪訝に思いつつアルスへ声をかける。

「どうだった？　すごいのがいたって話は聞いたが」

「当分イカは食べたくありません」

「ちょっと見てみたかったな。食べ応えがありそうだ」

「本当、お似合いでいらっしゃいますね……」

「何がだ。で、ティナーシャは？」

　パミラが王に答える。

「御用事がおありとのことで、後でお戻りになるそうです」

「そうか。ご苦労だった」

　王が頷くと、パミラとレナート、スズトは一礼してそそくさと退出する。将軍位を持つアルスは残って酒しゅ盃はいを受け取ると、改めてルストに挨拶をした。異国の王子は不思議そうに彼を見る。

「魔女殿はいつも討伐などにご一緒なさるのですか」

「私どもの手に負えないものの時や、気が向いた時はいらっしゃいますね」

「気分屋なんですよ」

　オスカーはそう付け足すと、苦笑して杯に口をつけた。

　本来であれば諸国から人を招いて盛大に行われる祝宴も、今年は二度目とあってルストの他に客はいない。その分、準備は楽だが相手が相手なので気を遣う。結果としてオスカーは、祝宴が始まってから二時間後、一人露台に出て酔いを飛ばしていた。酒に弱いわけではないのだが、外交の場である以上できれば素面しらふでいたい。彼は息抜きも兼ねて、外の景色を眺めていた。

　外は日が落ちかけており、薄い橙だいだいと夜の青が交じり合っている。たなびく雲が黄金に染まっているさまは、ティナーシャに見せてやりたいくらい美しかった。

　そのままぼんやりと空を見上げていたオスカーは、背後に人の気配を感じて振り返る。そこにはルストが神妙な顔で立っており、目が合うなり頭を下げてきた。

「あの時は大変申し訳ありませんでした」

　それがいつを指すのかはよく分かっている。ルストの私室で斬り結ぶ羽目になった時のことだ。

「こちらこそ申し訳ない。できれば忘れて頂きたいくらいだ」

「それを許してくださいますなら。……彼女は元気になさっていますか？」

　おそらくはそれがもっとも聞きたかったことなのだろう。オスカーは微笑して答えようとする。

　──その時、彼のすぐ背後に、話題の魔女が転移してきた。

「オスカー、戻りましたよ」

　ティナーシャは浮かび上がると、無邪気な笑顔で契約者の首に両腕を回した。だがすぐに、眼前にいる異国の王子に気づいて青ざめる。

「ル、ルスト王子……」

「お久しぶりです」

　戻ってくるにしてもまったく間が悪い。オスカーは溜息を嚙み殺しながら、魔女の腕をほどくと横にどいた。気まずい顔で下りた彼女を振り返ると、少年が着るような軽装姿のままだ。

「何だお前、ちゃんと着替えてから来い」

「すみません」

　契約者だけが相手ならともかく、賓ひん客きゃくもいるのだ。魔女はあわててルストに頭を下げた。

「御見苦しいところをお見せして申し訳ありません。また後で参りますので」

　そのまま彼女は転移しようとする。だがオスカーは軽い違和感を覚えると白い腕を摑んだ。

「な、なんですか？」

「お前、足に魔法をかけてないか？　どうしたんだ」

　魔女はぎょっとした顔になったが、すぐ首を横に振った。

「気のせいです」

「そんなわけあるか、見せてみろ」

　オスカーは、膝から下がむき出しになっている右足に手を伸ばす。片足を持ち上げられ体勢を崩しかけたティナーシャは、宙に浮いて体勢を保った。

「何でもないですって！」

　細い足には傷一つない。滑らかな肌をオスカーは眉を顰めて見ていたが、空いてる手でアカーシアを抜いた。意図に気づいた魔女がばたばたと暴れるが、彼はその足をしっかりと摑んで離さない。

　何が起きているのか分からないルストが止めようかどうか迷っているうちに、オスカーはアカーシアの平を魔女の足に当てた。そこにかけられていた魔法が拡散する。

「お前……」

　目くらましの魔法が解かれた彼女の足には、螺旋状に赤い痣が浮かび上がっていた。魔女はしまった、という顔で横を向く。骨と筋肉、神経は治せたのだが、肌に染みた痣は消せなかったのだ。

　白く細い足を絡めとるようにくっきりと浮かび上がった赤痣は、痛々しいというよりも妙な艶なまめかしさがあった。見てはならぬものを見てしまったような気がして、思わずルストは顔を背ける。

　一方オスカーは苦い顔でそれを見つめた。

「油断したな、馬鹿が。こういう怪我をしてくるなら次は出さんぞ。もっと余裕で勝ってこい」

「はい……」

　オスカーが足を離すと、魔女は負け惜しみか小さく舌を出して転移する。彼はそんな守護者を見送って溜息をつくと、困っているルストに苦笑してみせた。

「あれは大体あんな感じです」

　そう言う声音は、呆れ以上に愛情を含んだものだった。




　三十分後、魔法士の正装を着たティナーシャは酒宴の場に戻ってきた。

　白い魔法着姿の彼女は、シルヴィアにでも捕まったのか薄い化粧をしている。そこにいるだけで場の空気を変えるほどの美しい魔女は、改めてルストに挨拶をした。

「先ほどはあのような格好で失礼しました」

「いえ、討伐大変でしたでしょう」

　恐縮して微笑わらう魔女は、タァイーリの城で会った時とはまったく違う雰囲気を纏っていた。

　人を寄せつけない神秘的な威圧感が消え、木漏れ日のような穏やかさがそこにはある。そんな彼女の変化がルストには嬉しくもあり、寂しくもあった。

　人であり、魔女であり、玉座に無き女王でもあるティナーシャは、その側面を月の満ち欠けのようにくるくると変える。人は誰しもそういった多面性を持つものだが、彼女は魔女として長い年月を生き抜いてきたがために、それぞれの側面が如実に分化しているのだ。

　隣に座った魔女の繊細な横顔を見ながら、ルストはずっと言おうと思っていたことを切り出す。

「あの時はお世話になりました。貴女に言われたことをずっと考えて……結局私は、今まで何も自分で考えてこようとしなかったのだと思い当たりました。神は確かに絶対ですが、その御名に隠れて力を揮ふるうことで、あるいは自分が神にでもなったつもりだったのかもしれません」

　ぽつぽつと語られる自戒は、不器用ではあるが彼の誠実さだろう。ティナーシャは穏やかに返す。

「ご無理をなさらないでください。千年も続いた歴史です。貴方一人それに反抗することは難しかったでしょう。でも、貴方のなされたことはとても意味のあることだと私は思います。そう……とても人間的です」

「人間的、ですか？」

「人を殺すのも救うのも人間の業ですよ」

　そう言って微笑むティナーシャは、明るい月のように美しかった。

　ルストは胸に鈍痛を覚える。しかし彼は、表面的には笑顔で尋ねた。

「ところでご結婚はいつ頃なさるご予定ですか？」

「へ？」

　ティナーシャは間抜けな声で聞き返す。ルストの反対側に座っていたオスカーが、喉を鳴らして笑い始めた。魔女はそれでようやく、自分がファルサスに引き取られた理由を思い出す。

「あ、えーと、それはその」

「噓ですよ」

　返事に困る魔女に代わって、オスカーがあっさりと答える。今度はルストが目を丸くした。

「あの話は、これを引き取ってくるための方便です。実際は、これは私の守護者なんですよ」

　これ、と言われたティナーシャはばつの悪い顔になった。一方その後ろでは、控えていたラザルが凍りついている。まさか主君がルストに本当のことを言うとは思わなかったのだ。あれだけ魔女を会わせるのも嫌がっていたのに、どういう風の吹き回しか、割と後が恐こわい。

　ルストはよく意味がのみこめないのか左右の男女を見回すと、今度はオスカーに問いかけた。

「ではご結婚のご予定は」

「特にありませんね」

「守護者というのは……」

　その疑問に答えたのは塔の魔女だ。

「契約関係にあります。私が普段は塔に住んでいるのはご存じですか？　この人はそこを登ってきた達成者として、私と契約を結んだわけです」

　魔女は柔らかく微笑む。その笑顔に引きこまれそうになって、ルストはつい口を開いた。

「では仮に私が塔を登れたとしたら、貴女は私の望みを聞いてくださいますか？」

　王と魔女を除いた周囲全員が、それを聞いて、うっ、と固まる。

　ルストが魔女に惹かれていることはどう見ても明らかだ。が、そんなことを口にしてはファルサス国王の機嫌が悪くなるのも確実だ。下手をしたらまた騒動の種になるかもしれない。

　しかし側近たちの心配をよそに、オスカーは平然と酒を飲んでいる。魔女はルストの言葉に少し驚いた顔になったが、困ったように苦笑し直した。

「構いませんが、お勧めしませんよ。あの塔は、この人などは軽々登ってきてしまいますが、本来十人がかりで百年に一度、達成者が出るか出ないかという難度にしてあります。失敗した者は記憶を弄いじって大陸中に飛ばしてしまいますし、王族のような責任ある方は挑戦なさらない方がいいかと」

　魔女の忠告は紛れも無い事実だ。試練の塔の話は、遠くタァイーリにも聞こえてきている。数多あまたの猛者たちがそこに挑んで帰らなかったということも。

　ルストはあまりの壁の高さに項垂うなだれそうになる。だが、それでも諦められないのもまた事実だ。

　──こんな存在は二人といない。今はその彼女が手の届くところにいるのだ。

　自分が魔法士に厳しいタァイーリの王位継承者であることも、彼女が魔女であることも、この瞬間には関係なかった。ルストは彼女の手を取る。目を瞠る魔女に向き直った。

「あの……」

「ティナーシャ」

　ルストの言葉を遮った契約者に、ティナーシャは首を傾げる。オスカーは酒盃を持った手で露台を指差した。興味がなさそうに自分の魔女に言う。

「込み入った話なら外で拝聴しろ」

「かしこまりました」

　彼女は怪訝な顔ながらも立ち上がる。恐縮するルストが彼女の手を取り直した。

「お借りします。申し訳ありません」

　彼が魔女を伴って露台に出て行くと、近くで聞いていたアルスが主君に耳打ちした。

「よろしいんですか」

「何で俺が、自分の二十倍も生きてる女の面倒をそこまで見なきゃならないんだ」

　もっともだが意外な返事に、側近たちは顔を見合わせる。

　当のオスカーはしかし、平静を保ったまま酒盃に口をつけた。




　ルストと魔女はすぐに戻ってきた。どちらも表面上はさっきと変わりなく見える。

　ティナーシャはオスカーの隣に座ると、酒盃を見て美しい眉を寄せた。

「あまり飲まないでください。死にますよ」

「何なんだ急に……意味が分からんぞ」

　魔女は理由を答えない。オスカーは不審に思ったが、酒盃を置くと代わりに水を手に取った。

　その後もしばらく一同は歓談していたが、ティナーシャが「お先に失礼します」と部屋に戻ると、それを皮切りに自然と酒宴は終わりになっていった。





※






　自室に戻ったオスカーは着替えながら、わずかに残る酔いに、風呂で酒気を抜くか迷った。

　時計を確認するとまもなく日付が変わろうとする真夜中だ。彼が上着を脱いだ時、窓が外から叩かれる。返事をすると魔女が硝子窓を開けて入ってきた。オスカーはその姿を見て啞然とする。

「何だその格好は……」

「動きやすさ重視」

　ティナーシャが着ているのは、袖のない黒いドレスだ。上半身の曲線にぴったりと添うその服は、腰から下が若干膨らんでいるが、その代わり丈が異様に短い。白い滑らかな足がほぼ全部見えている。さすがに下に何か履いているようだが、それでもぎょっとしてしまう姿だ。足の痣は魔法で消し直したのか綺麗になくなっていた。

　オスカーは彼女の白く細い脚をまじまじと見つめる。

「目の毒というか保養というか……」

「よく分からないこと言ってないで、貴方も動きやすい格好してください」

　見ると彼女は厚手の綿めん織おり物ものを数枚抱えている。何のつもりか不思議に思いながらも、オスカーは言われるまま薄い上着を着た。そこに魔女の声が飛ぶ。

「あ、ナークも連れてってくださいね」

「何なんだ……アカーシアは要るのか？」

「別にどっちでもいいです」

　とりあえず物騒な用事ではないらしい。オスカーは部屋の隅で既に寝ていたナークを起こすと肩に乗せた。迷ったが結局アカーシアも帯剣する。

　魔女は彼の手を取ると、転移門をその場に開いた。門から出た先は広い草原だ。月が皓々と明るい夜、魔女はナークを抱き上げると、大きくなるよう頼んだ。その背に乗って彼らは更に移動する。

　遥か遠くに街の光が見え出すと、オスカーは隣の魔女に尋ねた。

「どこの街に向かってるんだ？」

「ニスレです」

　海魔退治が終わったばかりの街の名に、オスカーは驚く。

　見れば点在する明かりの向こうに夜の海が広がっている。月光がさざめく海面に青白い光を注ぎ、揺れる波頭が白く光った。水面に映る月は微かに揺らぎながら煌こう々こうと輝いている。

　初めて見る自然の圧倒的な姿に、オスカーはただ見入った。どこまでも続く夜の海は、静寂と神秘に満ちている。ティナーシャは黒髪をかき上げて微笑んだ。

「本当は昼に来られればよかったんでしょうけど、お忙しいですからね」

「……いや、充分だ」

　感嘆混じりの返事に、魔女は満足そうに微笑んだ。彼女はナークの頭近くに移動すると何かを指示する。ドラゴンはそれを受けて海の上をゆっくり旋回した。オスカーは眼下を覗きこむ。

「クラーケンでも見せてくれるのか？」

「そうだと言ったらどうしますか」

「アルスに言ったことを撤回する」

　魔女は大体想像がついたのか笑い出した。ドラゴンは向きを変えると、陸沿いに飛び始める。

　やがて街から少し離れた岩ばかりの絶壁の上に来ると、ナークは二人を下ろした。ドラゴンは元の大きさに戻るとオスカーの肩に乗る。

　南の街とあって、辺りは夜であっても気だるい暑さが満ちていた。ティナーシャが少年のような軽装姿だったのもこの気温のせいだろう。魔女は潮風に揺れる髪をかき上げる。

「じゃあ、行きましょうか」

　ティナーシャはそう言うと彼の手を取った。二人は音もなく浮かび上がると、断崖を海に向かってゆっくり降下していく。何もかもが新鮮で海面を見下ろしていたオスカーは、崖の途中に洞穴が開いているのに気づいた。魔女は彼の手を取ったままそこに入っていく。

　小さな洞穴は斜めに降りる空洞になっており、二人はやがて海水が湛えられた広い空間に出た。天井には小さな岩の裂け目があるらしく、わずかに入りこむ月光が、水面を青く照らしている。

　海水が、長い年月をかけて岸壁の内部をうろのような空間に穿うがったのだろうか。卵の殻の中のようなそこは、周囲を岩壁に囲まれているせいで波はない。

　魔女は岩壁の一画、小部屋ほどの足場に彼を下ろした。

「光よ──」

　彼女は白い両手を広げ、その中にいくつもの光球を生む。それらは魔女の手を離れると、あるものは岩の天井に、あるものは海中に沈み辺りを照らした。

　空間が青い輝きに染まる。

「これは……」

　オスカーは一変した空間に息をのむ。

　水面は光を受けて鮮やかな明るい青に輝き、深くなるに従って色を濃くしている。だが海中に沈められた光球がそのところどころを目の覚めるような美しい青色に照らしていた。

　宝石のような輝き。溜息を禁じえない神秘にオスカーは見み惚とれた。魔女は会心の笑みを浮かべる。

「どうですか？」

「絶景」

「下は砂なんで、安心して泳いでください。魚もいませんよ」

「泳ぐのか！」

「泳げるんでしょう？」

　城から抱えてきた綿織物は体を拭くためのものだったらしい。ティナーシャはそれを濡れない場所に置くと、おもむろに海中に飛びこんだ。水飛沫が宙に輝く。

「それであの格好なのか……」

　オスカーは納得しながら上着と靴を脱いだ。アカーシアを外すと、眠そうなナークと共に置く。

　水に入ると心地よい冷たさが体に伝わる。周囲の気温が高いせいか寒さは感じない。底まで潜ってみると、そこには白い砂が敷き詰められている。外海に通じているのであろう水中の洞窟も岩壁の奥に見えたが、曲がりくねったその先がどうなっているかは分からない。

　体が軽くなる感覚。泳ぐのは子供の時以来だが、体が覚えていた。

　息を継ぐために海面に顔を出すと、真上に浮いたティナーシャが彼を覗きこんでくる。

　長い黒髪から滴る水が、水面に落ちて小さな飛沫を上げた。滑らかな肌と深淵の瞳は青い光に照らされて、蠱こ惑わく的てきな魅力を放っている。オスカーは濡れた前髪をかき上げながら尋ねた。

「ここ、お前が作ったのか？」

「完全に自然の産物です。昔はよく息抜きに来てたんですけどね。人を連れてきたのは初めてです。あ、足場がないと不便なので昼間ちょっと壁を削りました」

　彼女は物が置いてある足場を指差す。そこでは彼の上着の上で、ナークが丸くなって眠っていた。

「で、誕生日おめでとうございます」

　ティナーシャは両手を合わせて楽しそうに微笑む。

　ようやくオスカーはここに連れてこられた理由を理解した。手を伸ばして彼女の髪を引くと、魔女はゆっくりと下りてくる。その頰に触れると不思議と熱い。

「ありがとう」

　男の礼に、ティナーシャは子供のように声を上げて笑った。




　一通り泳ぎを堪たん能のうしてから足場に戻ると、体の重さが身に沁みた。

　オスカーが振り返ると魔女はまだ海面で遊んでいる。その姿は本当に子供のようだ。

　彼は苦笑すると布をとって髪を拭いた。上半身を拭いてから、着替えについて聞こうと振り返ると、水面に座った魔女がじっと彼を見つめている。

「何だ」

「いえ、綺麗だなーと思って」

「何が」

「貴方が」

「何だそれは……」

　綺麗とは一般的に男に使う誉ほめ言葉ではないと思う。しかし魔女はそんなことは気にしていないらしく、男の秀麗な顔立ちと均整のとれた体を、首を傾けて眺めていた。遠慮のない視線を受け止めながら、オスカーは魔女を手招きで呼び寄せる。

「服はどうするんだ。持ってきてないぞ」

「乾かしますよ」

　水面を無造作に歩いてきた魔女は、白い手を彼の服に触れさせた。熱が布に伝わり、みるみるうちに乾いていくが、それで肌まで熱いということはない。

　感心しながらそれを見ていたオスカーは、ふと今まで忘れていたことを思い出した。

「そう言えばルストは何だって？」

「ああ、結婚を申しこまれました」

「またか」

「断りました」

「瞬殺だな」

「別に好きでも何でもないので……」

「そう言って断ったのか。なかなか痛烈だ」

　オスカーはルストが少し気の毒になった。しかしずぶ濡れの魔女は嫌な顔をする。

「そんなこと言って国交が悪化したらどうするんですか。当たり障りなく断りましたよ」

「なるほど」

　同じ魔女でもルクレツィアなら喜んで引っかき回したに違いない。相手がティナーシャだったのは、ルストにとってだけでなく周囲にも幸運だっただろう。

　しかしオスカーは、彼女の言葉に少しの違和感を覚える。

　今までティナーシャは人との交わりを断る理由として「魔女だから」と再三言っていたのだ。

　それを「好きではない」という理由で断るとは、どういう心情の変化なのだろう。オスカーは不思議に思ったが、突き詰めてもルストが気の毒なだけな気がしたので無言を保った。

　黙りこんだ男を魔女が覗きこむ。

「お疲れですか？　そろそろ帰りましょうか」

「いや、もうちょっと見ていく。せっかく連れてきてもらったしな」

　そんな彼の返事に、ティナーシャは嬉しそうに笑った。

　見惚れるほどの美しい微笑。喜びで蕩けそうな眼差しには憂いも淋しさもない。

　至近でそれを見たオスカーは忘我してしまった。

　彼は小さな顎を指で捕らえると、ごく自然に顔を寄せる。

「え、ちょっと」

　ティナーシャが顔色を変え男の体を押しのけようとする。だがその手も逆の手で捕らえた。

　そのままあわてる魔女の唇を奪う。

　青く染まる非現実的な空間の中、彼女の存在を確かめる。女の長い睫毛が彼の顔をくすぐる。

　軽く触れるだけの、しかし長い口付けの後、オスカーは角度を変えて再び魔女に口付けた。そのまま彼女の熱を、息を、自分のものとするように、焦がれるような口付けを繰り返す。精神が溶け合う気だるい熱情が彼を満たした。
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　ティナーシャは突然のことに逃れようと抗あらがったが、彼はそれを許さない。

　息ができないほどの口付けの雨に立っているのもやっとだ。水に濡れたままの体の奥から不思議な熱が湧き上がり、彼女の思考を絡めとった。

　気が遠くなる。

　魔法を使うことさえ忘れた。

　熱が、痺しびれを伴って全身を支配する。

　──その時、周囲の明かりが大きく揺らいだ。

　オスカーは光のまたたきを感じ取って顔を離す。魔女の意識が乱れて光球が点滅したのだ。そのことに気づいた彼女は、空いている手で赤くなる顔を覆った。今までどんな苦痛の中にあっても、このように簡単な術の維持が揺らいだことなどなかったのだ。

「何するんですか……」

　オスカーは摑んでいた彼女の手を離した。かなり強く握っていたが幸い痣にはなっていない。彼は耳まで真っ赤になっている魔女の頭をぽんと叩く。

「すまん、つい」

　表面上は平静にそう言う契約者を、ティナーシャは潤んだ目でねめつける。

　オスカーは、無防備にしか見えない華奢な体を一瞥した。深い溜息をついてかぶりを振る。

「もうちょっと泳いでいく」

「……え？」

　そっけなく言い残して、彼はさっさと海中に入ってしまう。取り残された魔女は、動悸がやまない胸を押さえた。

「なんで……服、乾かしたのに……」





※






　翌日、ルストはファルサスを出た。魔女は転移を申し出たが、彼はそれを固辞したのだ。従者や護衛の兵と馬を並べての帰り道、昔からルストを知っている護衛隊長が彼に話しかけてきた。

「よろしかったのですか、引き下がって」

　それが何のことを指すのか分かったルストは軽く笑う。

「綺麗に振られたからな。仕方ない」

「ですが、ファルサスには契約で縛られているのでしょう？」

「いや……」

　ルストは苦笑した。昨晩の記憶が蘇よみがえる。同じことを聞いた彼に、あの美しい魔女は言ったのだ。

『あの人は特別なんです。あんな契約者が他にいたら困りますよ』

　彼女自身、自覚がないのかもしれない。

　けれど少し困ったように微笑む彼女に、ルストは完璧な敗北を悟ったのだ。








９．小夜曲









「こういう話ってどこまで実話なんだろうな」

　執務机に向かっていた王がそんな呟きを洩らした時、ティナーシャは部屋の天井で分厚い魔法書を開いていた。「こういう話」が何だか分からなかった魔女は、さかさまになったまま宙を移動し、オスカーの手元を見上げる。

「何ですかそれ、御伽噺ですか」

　精巧な挿絵が左頁を占める本は、子供向けの童話に見えた。姫君が楕だ円えん形けいの鏡を覗きこんでいる絵は、古い時代のものなのかおどろおどろしさを感じさせる。オスカーは本を閉じて表紙を示した。

「城の資料として買い上げた本にざっと目を通してるんだがな。奇妙な話が多くて中々面白い」

「ああ、暗黒時代の話ですか」

　おそらく歴史か文学を研究している学者が、希望して買い上げた資料なのだろう。昔の逸話を当時の人々が御伽噺として語り継ぎ、更にそれらを一冊の本にまとめたものだ。降りてきたティナーシャは執務机の隅に座ると、横から手を伸ばして男の広げている本をぱらぱらと捲った。

「忘却の鏡の話ですか。これは私の生まれる前の話ですからね。さすがに真偽は分かりません」

　姫が鏡を覗いている挿絵は、暗黒時代初期の逸話を表したものだ。両親を喪って泣き暮らしていた姫が、その鏡を覗いたことで悲しみを忘れ去ったという話。何ということのない昔話だが、実話だとしたら鏡は魔法具だったのだろう。

　ティナーシャはどういう構成ならそれが可能か考えながら、更に頁を捲った。

「あ、これは実話ですよ。突然城が蔦つたに覆われちゃった話」

「比較的新しいな。魔女の時代になったばかりの頃か」

「ですです。それやったの私ですから」

「…………」

　何か言いたげな視線を向けてくる契約者を無視して、ティナーシャはふわりと天井に戻った。下から男の深い溜息が聞こえてくる。

「俺もそういう変わった話に出くわしたいものだな……」

「何言っちゃってるんですか、自重なさい」

　退屈をこじらせているらしいオスカーに釘を刺して、魔女は読書を再開する。そうして頁を捲りながら彼女はふと「彼はどのように語られる王になるのか」と考えて……我知らず微笑んだ。







　ファルサス城に魔法士の講義室は全部で七つある。それらはいずれも日中は講義に使われるが、空いた時間には希望者にも使用許可が下りる。そうして講義室に集まった六人の魔法士は、部屋の真ん中で円状になって、中央にいる二人の女を見守っていた。

「パミラ、第七系列への移行が遅い」

　魔女の声が飛ぶと、パミラはあわてて構成を消し、一から再度組みなおした。複雑に編み上げられた精霊魔法の構成を、ティナーシャは無言で検分する。

　精霊術士であるパミラに魔法を教えられる者は、城にはこの魔女をおいて他にいない。ティナーシャは自分に仕える魔法士に請われて、しばしばその訓練を手伝っていた。

　ドアン、シルヴィア、レナート、クムもそれを興味深げに見守っている。精霊魔法は、実行よりも構成に大半の魔力を使う特殊な形式だが、構成手順などは普通の魔法に通ずるものがあるのだ。

「今組んでる系列だけ見てちゃ駄目ですよ。常に全体を意識して、先を見てないと」

　ティナーシャはそう言うと右掌を差し伸べた。一瞬でそこに緻密な構成が組まれる。

「どのような構成を発想し実現するかが魔法士の実力指標でもありますが、実戦においてはそれだけではありません。構成を組む速度とその安定具合が強さに直結していると言っていいわけです。どんなに魔力があっても構成がおざなりじゃ意味がありません」

　魔女は素直に頷くパミラに微笑む。けれどすぐに真面目な顔に戻ると、自分の肩を叩いた。

「本当は直接戦うような場面に出くわさないのが一番です。前もって構成を組んでおく、紋様や陣を用意しておいてそこに引っかける。こういう勝ち方が魔法士としては一番ですね。対面での戦闘はどうしても、不確定要素が多いですから」

「勉強になります」

　魔法士長であるクムが頷く。魔女はその反応に懐かしさを覚えた。七十年前もこうしてファルサスの魔法士たちに戦い方を説いたことがあったのだ。当時は戦時であったため、殺すことより生き残るための術を重点的に教えていた。

「じゃ、最後に全員でちょっと競争をしてみましょうか」

　魔女は軽く手を振る。すると彼女の眼前に、人の頭くらいある硝子球が現れた。

　中は空洞になっており、小さな指輪が入っている。硝子球自体に継ぎ目はないが、一番上には指輪と同じくらいの大きさの穴があいていた。しかし、その穴を補強するように外周に銀の輪が嵌めこまれており、その分、穴が狭まって指輪が通りそうにない。

　ティナーシャは白い指で硝子球を指さす。

「中の指輪を、硝子球を損なわずに取り出すための構成を組んでください。転移魔法は効かないようにしてあります。構成を組む速度と方法を見させてもらいますね。三分間、作戦のための時間をあげますので、好きに触って確かめてください」

　ティナーシャはそう言うと机の上に硝子球を置いた。ドアンがそれを持ち上げて回してみる。中の指輪が軽い音を立てて転がったが、穴を真下にしてもやはり銀の輪が邪魔になって落ちてこない。銀の輪は硝子がまだ溶けている時につけられたらしく、端が硝子の中にめりこんでいた。

　課題を与えられた魔法士たちは次々それを手にとって思案する。

「はい、三分経ちました。いいですか？」

　魔女の問いに全員が頷いた。ティナーシャは、緊張の面持ちの彼らを見回す。

「ではいきますよ、五、四、三、二、一、〇！」

　開始の合図と共に全員が構成を組んだ。クムとパミラ、ドアンは無詠唱で、シルヴィアとレナートは短く詠唱する。

　もっとも早く構成を作ったのはクムだ。それにパミラが続き、あとの三人はほぼ同時にできあがる。ティナーシャは各人の構成を、目を細めて眺めた。

「クムとパミラとドアンは銀の輪をはずす方法ですね。クムは速度も安定も申し分ないです。さすがですね。……パミラは若干慎重すぎかな。でもかなりいい出来です。ドアンは思い切りがいいですね。あともうちょっと第三系列の無駄な部分を削るといいですよ」

　講評を賜った三人はほっと胸を撫で下ろした。魔法士には普段試験がないのでかなり緊張する。

「レナートは穴じゃないところに穴を開けて、出してから塞いでますね。銀の輪をはずすより硝子操作の方が得意ですか？」

「と、判断しました」

「うん。こういう発想の転換は好きですよ。構成の出来もいいです。この調子で頑張ってください」

「ありがとうございます」

　魔女は最後にシルヴィアの構成をじっくり見る。けれどすぐに彼女は声を上げて笑い出した。

　シルヴィアは驚いて左右を見回す。隣にいたドアンが呆れ声で言った。

「シルヴィア、それ指輪潰れてるだろ」

「え、でも……」

「いいですよ。確かに硝子球は壊すなと言いましたが、指輪を傷つけるなとは言いませんでした。悪くない。一番面白いです」

　ティナーシャは楽しそうに笑うと、自分の右手に一瞬で構成を組み立てる。それを硝子球に注ぐと、間を置かず手の中に指輪が吸いこまれた。

　まるで転移したかのような早業だったが、実際は指輪を縮めて出してから元の大きさに戻したのだと分かり、五人の魔法士たちは感嘆の声を上げる。物の大きさを縮める魔法は構成が難しい割に、生きているものや掌より大きな物には使えない。使い勝手の悪さで忘れられがちな魔法なのだ。

「構成については発想と技術の鍛錬ですから絶えず訓練してください。はい、これはシルヴィアにあげますよ。発想を評価です」

　無造作に投げられた指輪をシルヴィアは両手で受け止めた。

「あ、ありがとうございます！」

「構成を吸収して好きな時に放出できます。簡易魔法具みたいなものですが、何度でも使えるので、好きに使ってください」

　シルヴィアは感激の顔で何度も頷いた。そしてこれを皮切りに、特別講義は解散となったのだ。







「聴いただけで死ぬ歌が流行はやってるらしいですよ」

「すごく下手とかですか」

　研究に戻ったクムとレナートを除き、他の四人は談話室に移動した。お茶を飲んでいたティナーシャは、突拍子もない話題にそっけなく返す。しかしドアンは顔の前で立てた指を振った。

「それがですね、歌はかなり上手いらしいんですよ。女性の歌い手なんですが、もともと上手さで有名だったとか。でもそれを聞いた人間はまもなく自殺してしまうんですね」

「いやぁぁ」

　シルヴィアが耳を押さえて震える。その反応にティナーシャは眉を顰めた。

「そんなに怖い話ですか？　というか実話なのか疑わしいですよ」

「それが事実なんですよ。今城都で自殺者がかなり増加してるんです。もう何十人も死んでるとか」

「へ!?　この城都の話なんですか!?」

「はい。街は今その話で持ちきりですよ。わざわざ聴きに行く物好きもいて、被害者数増大中です」

「……何だそれは」

　恐ろしきは人の好奇心というべきだろうか。本当に事実だとしたら由々しき問題である。

　黙って聞いていたパミラが、主人に向かって質問した。

「魔法でそういうことは可能なんですか？」

「不可能ではないと思いますが、どちらかというと呪いの範はん疇ちゅうですね。でも呪いには人を自殺させるほどの力はありませんから……。やっぱり魔法かなぁ。ただ不特定多数にかけるものですからね。暗示をかけて操るのも大変でしょうし。うーん、考えづらいです。普通の魔法士には難しいですよ」

「じゃあもし、ティナーシャ様なら可能ですか？」

「できますよ。適当に聴衆から選んで自殺に見せかけて殺します」

「…………」

　現実的な意見に場が沈黙した。魔女はしれっとした顔でお茶を飲んでいる。

　時計を見るとまもなく午後三時にさしかかる時間だ。ティナーシャはカップを置いて立ち上がる。

「ともかく、できればその話、オスカーの耳に入れないでください」

「なぜですか？」

「あの人最近退屈退屈言ってますからね。自分で聴きに行くとか言い出しかねないです」

「……なるほど」

　即位してから大分落ち着いてはいるが、元々好奇心が強くどこにでも行ってしまう王だ。ましてや城都が現場ではすぐに行けてしまうため、本当に危ない。

　その話が問題なら自分が秘密裏に何とかしよう、と魔女は心の中の決定事項に加えた。







「聴いただけで死ぬ歌が流行ってるらしいぞ」

　執務室に入ってすぐ、契約者が興味深げに言った言葉を聞いて、ティナーシャはがっくりと両膝をついた。その様子にオスカーが驚いて腰を浮かす。

「どうしたんだ。貧血か？」

「……何でもありません」

　気を取り直して立ち上がると、彼女はお茶を淹れ始める。

「どこからそんな話を聞いたんです？」

「ラザルから」

「余計なことを……」

　魔女はこの場にいないオスカーの従者を呪った。ラザルは主君が無謀なことをするのを心配する一方で、どうもわざとそれを煽っているのではないかと疑うくらい怪しい話を持ちこんでくるのだ。

　そんなティナーシャの胸の内を知らないオスカーは、先ほどのパミラと同じく「魔法で可能か」と聞いてくる。魔女は無表情で同じ答えを返した。

「ともかく実際聞いてみないと詳細は分かりませんよ」

「ふーん？　じゃあ行ってみるか」

「私がね！」

　お茶のカップを差し出しながら、ティナーシャはにっこりと笑った。その目が笑っていないことに気づいたらしく、オスカーは頰杖をついたまま苦笑する。

「お前は行けないぞ」

「何で！」

「問題の歌い手はどうやら二人いるらしいんだ。酒場の歌手と、もう一人は……娼しょう館かんだ」

　その答えに魔女は啞然となった。確かにそれでは女である彼女は入れてもらえないだろう。しかしオスカーはもっとまずい気がする。

「王が娼館なんかに行かないでくださいよ……」

「素性を伏せて出入りしてるやつはいっぱいいるさ」

「というか、だったら私が娼婦として入ればいいじゃないですか」

「それは却下。絶対に駄目」

「譲れよ！」

　魔女は契約者の肩を摑んで揺さぶり始めた。彼が持つカップも揺れて、お茶の表面が波立つ。

「精神系の術は守護結界で防げないって言ったじゃないですか！　ルクレツィアに痛い目にあわされたのをもう忘れたんですか！」

「あまり痛くはなかった気がする」

「文字通りの意味ではない！」

　ティナーシャは手を離すと、見る者を震え上がらせる氷の目で微笑んだ。普段は表に出ない、魔女の威を思わせるそれを、オスカーは平然と見返す。

「ともかく、行っては駄目ですよ？　とりあえず私がその酒場の方から何とかするんで、貴方は大人しく仕事しててください」

「分かった分かった」

　軽く手を振って答える契約者に、本当に分かったのだろうかと魔女は不安になる。

　ともかく一番確実なのは自分が解決してしまうことだ。ティナーシャは契約者に動く隙を与えぬように、早々に調査を始めることにした。執務室を出た足で談話室に戻るとドアンを捕まえる。

　彼を調査に同行させることにしたティナーシャは、酒場に向かいながら詳しい話を整理した。

　──酒場の歌手の名前はデリアといい、中々の美人で歌も上手く、前から人気があったらしい。

　それが一ヶ月ほど前から、ある歌を歌うようになった。

　どこか物悲しく郷愁を誘うその歌は、聴いた客たちに絶賛されたが、しばらくすると彼らの中から自殺者が出始めた。聴いた者全員が死ぬわけではないが、それでも既に三十人ほど犠牲者が出ており、酒場の主人は演奏をやめることも考えたらしい。

　しかしその噂が街に伝わると、かえって「聴くと死ぬ歌」目当ての客が増え、やめるにやめられず今も演奏しているのだという。

　一通りを聞いた魔女は呆れて眉を寄せた。

「何だかなあ。好奇心で死んでちゃ世話がないですよ。娼館の方も似た感じですか？」

「娼館？　何ですかそれは」

「問題の歌い手は二人いるって聞きましたけど」

「そんなの初耳です。俺が知ってるのはデリアだけですよ」

「あれ」

　オスカーに騙だまされたのだろうか。娼館と言えばティナーシャが諦めると思ったのかもしれない。

「私相手に小細工なんて、いい度胸ですね……」

「何だか分かりませんが、うちの国王なんで穏便にお願いします」

　ドアンは地図を見ながら道を選んでいる。面倒を避けてか人通りのない裏道を行くのが彼らしい。ティナーシャは小さく指を弾いた。

「なんだったら私一人で行くんで、先帰っててもいいですよ」

「馬鹿仰らないでください。俺も行きますよ。大体魔法士ですし、迷信の類は信じてないんで」

「じゃあお願いします」

　ドアンのこういう割り切った性格はありがたい。まもなく二人は問題の酒場に到着する。薄暗い店内は、ティナーシャの美貌を隠すのに都合がよかった。二人は夕飯も兼ねて軽食を注文する。

　酒盃のぶつかりあう音と、低いざわめきが満ちる空間。その中からは件の歌についての噂もいくつか聞こえてきた。──「死を呼ぶ歌」とは一体どんなものなのかと。

　呆れ顔で魔女が頰杖をついていると、店の奥にある小さな舞台に明かりが灯った。客が一斉にそちらを向く。塩魚を摘んでいたドアンが顔を上げた。

「いよいよですね」

「一応対魔法防御の構成は準備しておいてください。魔法以外だったら私が対処します」

「分かりました」

　舞台に現れた女は、二十代後半の艶のある女だ。造作が際立って美しいというわけではないが、翳のある色気が人目を引く。彼女は店内を見回し、笑顔で礼をすると右足を少し後ろに引いた。

　息を深く吸う。姿勢がすっと伸びた。弦だけを伴奏に、女は歌い始める。




　ここは閉ざされた場所　空の無い部屋

　私は歌を歌う　誰も聞かない歌を

　遠い故郷の空は落ち　あなたはここにいない　どこにもいない　望んでも望んでも還かえらない

　明日まだ夜が来るなら死んでしまおう

　ここは閉ざされた場所　空の無い夢




　物憂げな旋律を奏でる女の声は、胸に染み入るほど美しかった。

　ただ、それを聞くにつけ妙な不安が胸の中に生まれてくる。ドアンは真剣に聞き入っている魔女の横顔を見た。その視線に気づいたのかティナーシャが彼を振り返る。

　彼女は少し考えるように首を傾げたが、不意に軽く手を振った。途端に歌が聞こえなくなる。

　ドアンはあわてて周りを見回したが、客は皆歌に聞き入っているようだ。不安を覚えて立ち上がろうとした時、魔女が彼の袖を引いた。彼女は椅子を寄せて耳打ちする。

「貴方にだけ歌を聞こえなくしました。ちょっとこれは聴かない方がいいです」

「呪歌ですか？　でも魔力が感じられないんですが」

「大丈夫。外で説明しますよ。もう出ましょう」

　魔女は苦笑すると、音をさせぬように立ち上がった。歌に夢中な他の人間たちは、彼らに見向きもしない。

　二人が店を出ると外はすっかり日が落ちていた。ティナーシャは酒場から離れると、口を開く。

「あれはですね、正真正銘ただの歌です」

「ただの歌!?」

「ええ。魔力も呪いもない普通の歌です。でも旋律と歌詞と声があいまって、人を妙に不安にさせてしまうんでしょうね。私も長く生きてきて数えるほどしか遭遇してませんけど、歌だったり絵だったり詩だったり、極ごく稀まれにそういうものがあるんです。疲れてる人や弱っている人にはかなり効くでしょうね。──正式な手続きを取ってあの曲の演奏をやめさせた方がいいです」

「そうなんですか……」

　ドアンは拍子抜けして肩を落とす。話を聞くまで何か凄い真相を期待していたのだ。ただの歌と聞いて、ほっとしたような残念なような気持ちだ。その表情を見て魔女は苦笑した。

「本当に怖いのはこういう魔法の裏が何もないものですよ。魔法なら法則がありますし、何とでもしようがありますからね。でもこれは多分、曲を作った人間と、歌手の女性の能力がすごいんです。こういう事件に遭うと、人間の力って不思議だなって思います」

　ティナーシャは目を伏せて微笑むと、ドアンに演奏を差し止めさせるための事務手続きを頼んで城に戻った。そして彼女はこれで全てが終わったと安心しきっていたのだ。
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　魔女が酒場で食事をしていた頃、城都の西側にある裏町で、一軒の店に明かりが灯った。

　同じ裏町でも東とは違い、西は比較的治安がよく客にも富裕層が多い。この娼館もその例に洩れず、貴族などがお忍びでやってくることも珍しくなかった。

　店主のガスクは最近の儲もうけにすっかり機嫌がいい。

　これもひとえにクラーラのおかげだ。彼女を求めて来る客は後を絶たない。たとえそれらの客のほとんどが二度と来なくても、まったく困らないくらい新しい客が来るのだ。皆、好奇心と、自分だけは大丈夫、という根拠のない自信に囚われている。そしてその間違いを正すこともできない。

　ガスクはほくそ笑みながら店を開けると受付に戻った。そこに最初の客がやってくる。

　顔を隠すように目深にフードをかぶった長身の男は、身なりがよかった。貴族の人間だろうと見積もったガスクは、上客を丁重に迎える。男は主人に会うなり率直な確認をぶつけてきた。

「ここに、聴くと死ぬ歌を歌う女がいるだろう？」

　その声は若かったので、ガスクは意外に思った。ファルサスは十五年ほど前に子供の行方不明が流行り、現在貴族筋で若い人間は多くないのだ。

　しかし客を詮索するのは主義に反する。ガスクは笑顔で答えた。

「クラーラですね。確かにおります。ただ今からですと予約が入っておりまして……」

「そうか。だが、ちょっと今の時間を逃すと煩いやつに見つかるからな。何とか融通できないか？」

「申し訳ありませんが……」

　ガスクの返事に男は苦笑した。フードを取って顔を見せる。

「俺が誰だか分かるか？」

　分からないはずがなかった。ガスクは思わず絶句し、手に持っていた書類を取り落とした。







　思うだけで人を操れるなら、どんなにいいだろう。

　そんな妄想をしたことがある人間はきっと少なくない。

　──そして自分にはその力がある。クラーラはそう確信していた。

　誰でも望めば自分の思うようになるのだ。死を望めばその通りになる。だが、それを知ってもやって来る客たちはきっと、己の運命に鈍感なのだろう。だから死んでも仕方ないと彼女は思う。

「クラーラ、客だ」

「シモン」

　琴を携えた男が、部屋の扉を叩いて入ってくる。

　シモンとはもう三年の付き合いになる。ある日何も持たず、娼館の前に行き倒れていた彼をクラーラが拾ったのだ。その後、音楽の才があることが分かって彼女専属の伴奏者となったのだが、恩人である彼女の言うことは何でも聞いてくれる。恋人にしたいとは思わないが、これほど彼女のことを理解してくれる人間もいない。

　鏡台の前に座っていたクラーラは、髪留めを押さえながら立ち上がる。

「予約でしょう。今行くわ」

「いや、飛び入りだ」

「飛び入り？」

　この娼館は身分ある客が多いせいで、かえって金や身分でのごり押しは効かないのだ。それを押して飛び入りをしてくるとはどんな客だろう。──素直に興味が湧いた。

「分かった。行くわ」

　彼女は急いで支度をすると、シモンを残し指定された部屋に向かった。

　大きな寝台が置かれたその部屋の窓は、非常に小さく、高いところにある。こういった作りは外から覗かれることを防ぐためのものだが、それによって閉塞感を感じないくらいに室内は広かった。

　男は入り口に背を向けて酒盃を傾けていたが、クラーラの気配に気づくと振り返る。

　よく整った顔立ち、日が沈んだばかりの空の色の瞳。

　会ったことはない。けれどその姿を遠くから見たことはあった。

　クラーラは啞然として固まる。それ以上部屋に入ることができない。

「どうした？　入って来い」

　硬直している女を見て、ファルサス国王は軽く言った。




　クラーラはようやく驚愕の檻おりから抜け出すと、恐る恐る男の隣に座り酒を注いだ。

「国王陛下がこんなところにいらっしゃってもよろしいので？」

「よくないからこっそり来てる」

「どんな美姫でもご自由にできるでしょうに」

「惚ほれた女が手強いからな」

　オスカーは酒盃を空けると脇に置いた。綺麗ではあるのだが、どこか不安定な顔立ちの女を見返すと、手を伸ばしてその髪の一房を取る。艶のある滑らかな黒髪は、近くで確かめると魔女のそれより幾分色が明るかった。

「……あれは本当に夜の色だな」

「陛下？　何か仰いました？」

「いや何も。それより面白い歌を歌うそうじゃないか。それを聴きに来たんだ」

「本気で仰っているのですか？」

「本気でなきゃ来ないな。ばれたら命が危ない」

　クラーラは再度驚愕して二の句が継げなくなった。噂になった酒場の女とは違う。自分が死ねと思って歌えば本当に死ぬのだ。この若き王はそれを分かっていないのだろう。

「お世継ぎもいらっしゃらないのに、ご冗談を」

「とりあえずまだ死ぬつもりはない」

「ならば歌のことは諦めてくださいませ」

　クラーラは男の頰に象牙色の手を触れさせた。人を従わせる力のある目が、彼女を射抜く。

　その青い瞳に吸いこまれそうになって、クラーラは息をのんだ。

　──これは無理だ。

　歌えない。歌っても殺せない。この男の死を望むことはできない。

　彼を死なせることは、できなかった。

「俺の頼みだ。歌えないか？」

「……できかねます。その代わり別のものなら差し上げられますわ。ここはそういう場所ですもの」

「女は要らない。間にあってる」

「だとしたらお帰り頂くしかありませんわ。歌もお話も、何一つ差し上げられるものはありません」

　王はそれを聞いて思いきり苦い顔になる。今まで自分が思うことの大抵は叶えてきた人間なのだろう。それが可能なだけの力があって、自覚もある。

　だが娼婦の武器は駆け引きだ。この場において、たとえ王であっても譲る気はない。

　クラーラは言葉の代わりに男の首に両手を回した。体重をゆっくりと預ける。男の唇に熱情を込めて自分のそれを重ねた。

　まるで非現実な時間。この一瞬が、永遠であればいいと思いながら。
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　酒場から帰って来た翌日、ティナーシャは執務室に出向いて昨晩の報告をしていた。

　他の書類を処理しながらそれを聞くオスカーに、彼女は一通りを説明すると話を結む。

「そんな感じでドアンに処理をお願いしといたんで、申請がきたら承認をお願いします」

「分かった。手間をかけさせたな」

「何てことないです。それよりお願いがあるんですが。今日から一週間くらい、魔法士を数人借りたいんです。もちろん講義の終わる夕方過ぎからにしますし、謝礼は私から払いますので」

「構わんが、何をするんだ？」

「トゥルダールの宝物庫を整理します。封印が解けたんで盗掘にあっても困りますし、分類して塔と……できればファルサスに移動させたいんです」

　魔女の意外な申し出にオスカーは顔を上げた。

「宝物庫って。それをファルサスに持ってきていいのか？」

「塔に置いても私は使いませんし、危険なものだけあっちに引き取ります。こちらに持ってきてもどうせ死蔵されるでしょうが、よろしければお願いします」

「そうか……。分かった。頼む」

　オスカーは小さく嘆息する。

　宝物庫が空になり、精霊が魔女の下に去り、魔法大国トゥルダールは滅亡から四百年を経て、ついに完全にその遺産を失う。これでいいのだろうか、という思いが胸を掠めたが、最後の女王である彼女の決断ならば、それでいいのだろう。

　玉座に無き女王である魔女は、いつものように宙に浮かぶと、逆さに契約者の顔を覗きこんだ。闇色の瞳と夜空の色の瞳のそれぞれにお互いの顔が映りこむ。

　彼女は愛しむような穏やかな目で彼を見つめていた。過去の妄執から解放されたその姿は、安らいで、そして少し頼りなげだ。オスカーは手を伸ばして、彼女の小さな頭を引き寄せた。魔女の紅い唇に口付けようとする──寸前で、彼女は何かに気づいて声を上げる。

「あ」

「何だ……」

　肩透かしを食らったオスカーは眉を顰めた。そんなことに気づいていないティナーシャは、男の胸元を指差すと無造作に指摘する。

「痣ができてますよ。ぶつけたんですか？」

　オスカーは「あの女め」と舌打しそうになったが、何とかそれを堪えて表情を消した。こんなことで揉め事に自ら首を突っこんだとばれたなら、どういう目に遭うか分からない。あれだけ「関わるな」と釘を刺されたのだ。自分の忠告を無視したと彼女が知ったなら、まず間違いなく説教の嵐だろう。けれど、今のところ彼女は勘付いてないらしく。顎に指をかけて首を傾げる。

「痣って消せないんですよね。目くらましかけましょうか？」

「ああ、頼む。お前の足の痣は消えたのか？」

「そういうことは消えてから思い出してください」

　彼女は嫌そうな顔をしながら契約者の痣を消すと、ついでのようにその額に口付けた。







　その日の夕方、トゥルダールの宝物庫に連れてこられたカーヴ、ドアン、シルヴィア、レナート、パミラの五人は壮観な眺めに歓声を上げた。

「お宝の山ですね……！」

「そりゃ宝物庫ですから。魔力の弱いものから選別してください。ファルサスに持ちこみます。怪しいものは塔に持っていくのでそれも分けてくださいね。触るのがまずそうなものがあったら私に声をかけてください。全部終わったら中から何か差し上げますよ」

「頑張ります！」

　六人は動きやすい服装で、引越し作業のように次々と魔法の品々を分類し始めた。そこかしこで驚嘆の声が上がる。

　その声を微笑ましく思う魔女に、ドアンが軽く手を挙げながらやってきた。

「ティナーシャ様、昨日の歌の件ですが演奏中止の手続きをしておきました」

「ありがとうございます。手間をかけさせましたね」

「当然のことです。あとは再発防止のためにもう少し調査をしておきますので」

「了解です。何かあったら教えてください」

　とりあえずは契約者の無謀を封じられたのだから充分だ。ティナーシャは機嫌よく鼻歌混じりで整理を始めて、その日は平穏のうちに終わった。
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　──もう二度と来てくれないかと思っていた。

　クラーラは予想外の来訪に心を震わす。やって来た男は彼女の顔を見るなり吐き捨てた。

「痕をつけるな。命に関わると言ったろう」

　不機嫌そうな文句も嬉しくて、彼女は鈴の鳴るような笑い声を上げた。

「嫉妬深い方がいらっしゃるので？」

「嫉妬深くはないんだが……あれは俺に全然執着してないからな」

　苦笑する彼は、その時だけ年相応の青年に見えた。青い瞳に相手を愛しむ光が見えて、クラーラの内心は冷える。けれどそれは、娼婦が面に出してはいけない感情だ。彼女はぎこちなく笑った。

「なら、義理立てなさる必要もありませんでしょう」

「執着してないのと面倒見が悪いのは別だからな。独断専行がばれたら俺ごと国が滅びそうだ」

　クラーラはもちろんそれを冗談と受け取った。男が椅子に座ると、肩にしなだれかかって甘える。

「陛下にそれほど気にかけて頂けるなんて、その方が羨ましいですわ。どんな方ですの？」

　オスカーは女の問いに少しだけ考えた。彼の魔女は実に捉えどころがないのだ。彼女を知らぬ人間に言葉で説明するのは難しい。

「そうだな……例えて言うなら純白と漆黒だな。人懐こい豹みたいな女だ」

「あら。きっと育ちがよくて、苦労もなさったことのない姫君なのでしょうね」

「ところどころ合ってるが、全く違うな……」

　育ちがいいのは事実だが、魔女がしてきた苦労は余人には想像できぬものだろう。

　それにティナーシャは、やはり「姫」というより「女王」なのだ。クスクルの一件で、オスカーもそう実感した。だからこそ彼女は、王族が負う重みを誰よりも理解している。

「っと、それより歌だ。俺はお前と駆け引きをしに来てるわけじゃない」

「お断りいたします」

「即答するな。俺は大抵のことじゃ死なないぞ」

「私の歌を聞いて死ななかった男性はいらっしゃいませんわ」

「じゃあ、俺が初めての生還者になるな」

　譲らない男にクラーラは戸惑った。

　歌うことはできない。殺したくないのだ。でも頑なに断れば、男はもう来なくなってしまうだろうだろう。それも彼女は厭いやだった。できるだけ引き止めたい。触れていたい。この体の奥に燃える熱を、男の肌に沁みこませたい。だから彼女は駆け引きをするのだ。

　クラーラは立ち上がり背後から男の顎を捕らえると、その頰に口付けた。

「そうですわね……常連になってくださるならば考えますわ。せめて五回は通ってくだされば」

　オスカーはその条件に、あからさまに嫌そうな顔をする。

「そんなに暇じゃない。今日歌え」

「お断りします。ここは女の体を売る場所であって、歌を売る場所ではございませんわ。歌をお聴きになりたいのなら貴方様も相応の代償をお支払いください」

　オスカーは女の要求に顔を顰めた。ここで諦めて手を引くべきだろうか、と迷う。

　しかしそれでは死人が出続けるだけだ。おまけに二日も城を抜け出したのにもったいないという気持ちもある。代わりに部下を来させることも考えたが、その人物が死んでしまったら目も当てられない。魔女は「精神に作用する術は防げない」としつこく念を押すが、それでも魔力が介在するようなら尻尾は摑めるだろう。少なくとも彼には、他の人間より上手くやる自信があった。

「五回か。必ずだろうな？」

「お約束いたします」

　クラーラは男の返事に、舞い上がるような思いでその体を抱きしめた。




　一時間後、娼館を出たオスカーは少し移動してからおもむろに振り返った。路地裏に声をかける。

「アルス、見えてるぞ」

「え」

　物陰から動転した声が聞こえ、オスカーは思わず笑ってしまった。

「噓だ。見えてない」

「……陛下」

　現れたアルスは気まずそうに一礼した。上着を脱いでいるのは裏町で目立たぬようにだろう。将軍位を持つ男は、不可解そうに主君に問う。

「いつお気づきになったんですか」

「外に出てすぐだな。馴染みの気配だからすぐ分かった」

「城を抜け出されるのが見えたので、つい」

「構わんさ。ちょうどいい」

　オスカーは臣下と歩きながら、死を呼ぶ歌について説明してやった。アルスは驚いて目を瞠る。

「ティナーシャ嬢が見に行かれたものとは別にあったんですか？」

「ああ。こっちは貴族や商人から秘ひ密みつ裡りに話が来てな。場所が場所だし表沙汰にしたくないらしい。威力も酒場の方とは違って、ほぼ全員だそうだ」

「ぞっとしませんね。同時に二人の歌い手が現れるとは奇妙なものです」

「そうだな……確かにそこは引っかかる」

　ティナーシャの報告によると、向こうはただの歌手だったそうだが、何か関係があるのだろうか。一度もう一つの方も聞いてみればよかったのかもしれない。

「アルス、悪いがここに関わって死んだやつらの、詳しい死因や状況などを調べてもらいたい」

「かしこまりました。ですが、ラザルでなくてよろしいのですか？」

「あいつはティナーシャに噓がつけないからな。前科がある」

　魔女の名前を聞いて、アルスは若干青ざめた。

「ひょっとしてティナーシャ嬢に仰ってないのですか」

「言っていたらどう考えても俺はここにいないぞ」

　──嫌な秘密に関わってしまった。

　アルスは激しく後悔する。あの魔女は、自分のことは棚に上げて、契約者が自分で動くことを非常に嫌がるのだ。ましてや「死を呼ぶ歌」だ。命がかかっているとなれば、自分も命をかけて怒ってくるだろう。そこまで考えて、アルスはふと首を傾げた。

「ティナーシャ嬢は、これを知ったら嫉妬とかなさるんでしょうか」

「多分しない。こないだ言われたぞ。『せっかく呪いを解いたんだから妃候補を選べ』って」

「ですよね」

「あっさり同意するな、落ちこむから。だから多分、抜け出しと無謀さを怒られるだけだな」

「だけ、って……それが一番恐いじゃないですか……城が消失しますよ」

　戦々恐々としているアルスをよそに、オスカーは軽く言う。

「まぁばれたらお前と連帯責任ということで行こう」

「勘弁してください……」

「あいつは知ってて黙ってる者も許さないぞ。前にラザルが締め上げられてた」

　裏切って喋しゃべってしまおうかと、臣下としてあるまじき誘惑がアルスを掠める。しかしそれを見透かしたように、オスカーが肩を叩いた。

「進んでばらしたら俺が許さん。調査を頼むぞ」

「……かしこまりました」

　がっくりと肩を落として、アルスは命令を受諾した。







　クラーラは自室に戻ると、次回のための服を選び始めた。

　これほど心が浮き立つのはいつ以来だろう。自分にまだこんな感情が残っていることが驚きだ。機嫌よく歌を歌いながら、彼女は手持ちの服を全て寝台の上に出してしまう。

「クラーラ、何してるんだ」

　不意に声をかけられて、クラーラは飛び上がった。

「ああ、シモン。服を選んでるのよ」

　弾むように答える彼女を、シモンは斜めに見やる。

「そんなにあの男が気に入ったのか？」

「国王陛下よ!?　……いえ、そうじゃないわ。彼が気に入ったの。あんな人他にいないわ」

「身分が違う」

「分かってる！　妻になりたいわけじゃないわ。身の程は弁えてる」

「ならいいけど」

　シモンはつまらなそうに返事をすると、籐とうの椅子に腰掛けた。少女のようにはしゃいで服を選ぶクラーラに溜息をつく。それに気づいて彼女は振り返った。

「何よ。何か言いたいことでもあるの？」

「歌をお望みなんだろう？　歌ってやればいいじゃないか」

「無理よ。殺したくないもの……」

「好きになってくれるように望んで歌えばいい」

　クラーラは目を丸くした。そんな発想はなかった。自分の力が及ぶのは死だけだと思っていた。

「そんなことできるのかしら」

「できるさ。クラーラには力がある」

「本当に？」

　不安げな女の問いに、シモンは笑った。力強く断言する。

「できる」

　それはいつものように、芯から彼女を安心させる力があった。







　王は次の日は来なかった。その代わり翌日現れた時は小さな赤いドラゴンを連れていた。初めて見るドラゴンに、クラーラは子供のように目を輝かせる。男は先に釘を刺してきた。

「触るなよ。人に慣れてないからな」

「素敵ですわ」

　男は苦笑すると、テーブルの皿に盛られていた果物をドラゴンに向かって放ってやる。ドラゴンはそれを器用に口で受け止めるとのみこんだ。

「昨日もそうだが、明日も忙しい」

「構いません。お仕事が第一ですものね」

「そう思うなら今日歌ってくれ」

「嫌です」

　ふいと横を向いたクラーラはしかし、新たな歌を歌う日のことを思って胸を弾ませた。自然と顔が綻んでしまう。男はしかしそんな彼女には興味がないようにドラゴンに果物を放り続けた。小さな体のどこに吸いこまれていくのか、あっという間に皿は空っぽになる。

「新しい皿を持ってこさせましょうか？」

「構わん。本当は餌も要らないんだ」

　彼は「早く帰りたい」という思いを隠そうともしない。そんなところが憎たらしくて、しかし不満を上回る想いが彼女を焼く。

　──今だけは、この男は自分のものなのだ。

　その考えはこの上もなく甘美で、心を焼きつかせる力を持っていた。だから彼女は象牙色の腕で男を絡めとる。テーブルの上ではドラゴンが丸くなって眠り始めていた。





※






　宝物庫の整理を始めてから四日目。魔法具を運び出し終わった空間は、全体の七割ほどに広がっていた。小さなものが多いとは言え、その数は膨大だ。本来ならば六人でやるような仕事ではない。

　しかし魔法具を扱うとあって、魔法士以外の手を借りることはできないし、場所がトゥルダールの宝物庫では、信頼できる人間しか入れられない。魔女に指名された彼らは、残る品を手際よく寄り分けていった。

　その中で奥の棚を整理していたティナーシャは、ふと棚の奥に隠すようにして、小さな白い石箱が置かれているのに気づく。彼女は前にあるものを押しのけてそれを取り出した。

　蓋を開けてみると、中には青い鉱石で作られた球が入っている。大きさは掌より少し大きく、表面には見たこともない魔法紋様が彫られていた。

「あれ、これどこかで見た気が……」

　だが首を何度か捻っても、どうしてもそれをどこで見たのか思い出せない。紋様も彼女の知らないもので、どんな効果を持っているのか見当もつかなかった。

　ティナーシャはしばらく悩んだが、それを「塔行き」の品の中に分類する。積み上げられた魔法具の山に箱を置いて戻ってきた時、シルヴィアが駆け寄ってきた。

「ティナーシャ様！　こんなのありましたよ！」

「何ですかこれ」

　受け取ったそれは、何重にも折りたたまれた純白のレース布だ。わずかに魔力を感じるが、それは劣化しないようにかけられた魔法のものらしい。汚さないように気をつけながら広げてみると、レースは結婚式に使うような長いヴェールになった。

「何だろう……」

「ティナーシャ様、ここ！　ほら、見てください！」

　シルヴィアがヴェールの裏にあたる縁を指差した。見るとそこには小さく銀糸で刺繍されている。

　ティナーシャが怪訝に思って顔を近づけて見ると、トゥルダールの文字で『愛する娘、ティナーシャに。その健やかな成長を祈って』と書かれていた。

「これ……」

　ティナーシャは呆然と己の名を見つめる。

　顔も名前も知らない両親。これは、彼らが赤子だった娘のために城に贈ったヴェールなのだ。

　何といえばいいか分からない。

　精神を熱く焼く、この感情を何というのかも。

　ティナーシャはただ、銀糸の刺繍を見つめていつまでも立ち尽くしていた。





※






　次が約束の五回目だという日、ドラゴンを連れてやってきた男は、いつになく機嫌がよさそうだった。クラーラは寝台の上に寝そべったまま、服を着る男の背中を見つめる。

「今日はどうしてそんなにご機嫌がよろしいので？」

「機嫌がいい？」

「そう見えます」

　男は小さく笑った。剣を腰につける。

「俺の女がいいものを見つけてな。喜んでいるのが実に可愛らしい。見つけたものもさぞかし花嫁姿に似合うだろう」

「……花嫁姿に？」

　クラーラは腸が煮えたぎるような怒りを覚えた。娼館とは言え、閨けい房ぼうで他の女の話とは無神経にもほどがある。いやおそらくわざとなのだろう。彼女など眼中にないと言っているのだ。

　分かっていたことだ。承知していたつもりだった。それでも実際に聞くと許せないものがある。クラーラは枕に爪を立てた。強すぎる執着が憎悪に傾く。

「殺してやりたい……」

　思わず漏れた言葉に、クラーラは自分でぎょっとする。男は軽く問うた。

「約束は明日だな？」

「……ええ」

「違えたらただではすまさんぞ」

「分かっております」

　男は一度も振り返らぬまま部屋を出て行く。

　クラーラは閉ざされた扉を見ながら、愛するべきか殺すべきか、虚ろな目で己の心情を計った。







　一晩はあっという間だった。

　その間ずっと悩んでいた。一睡もできなかった。あるいは断続的に夢を見ていたのかもしれない。

　殺したい、と願う。それは愛情の裏返しなのだろうか。自分がどうしたいのか分からない。これほど迷ったことは、きっと生まれて初めてだ。

　──しかし、約束の時はあっさりとやってきた。

　目の下の隈くまを化粧で消したクラーラは、シモンを伴って男を迎える。いつもの部屋とは違う、宴席のための広間でクラーラは男に向き直った。

　床に直接座り、胡坐あぐらをかいた男は、その足の間に小さなドラゴンを乗せていた。死を目前にしても平然としている王の姿に、クラーラは無性に口惜くやしくなる。

「さて、聴かせてもらおうか」

「お覚悟はよろしいので？」

「死ぬ気はない」

　──その一言に、心が決まる。

　男の強さは、いわば傲慢さだ。どうして自分を見てくれないのか。切り捨てようとするのか。彼に焦がれれば焦がれるほど、その揺るぎない精神が疎ましい。

　クラーラは辛辣な笑みを浮かべた。シモンを振り返り合図をする。

　彼の持つ琴から空気を震わせる音が零れ、憂いを以て部屋を染め上げた。

　クラーラは小さく息を吸う。そして抑えきれない激情を、すすり泣くような歌にした。




　ここは閉ざされた場所　空の無い部屋　私は歌を歌う　誰も聞かない歌を

　花はこの手の中で散り　花弁さえも残らない

　あなたはここにいない　どこにもいない　私の手は何も摑めない

　明日まだ夜が来るなら死んでしまおう　ここは閉ざされた場所　空の無い夢




　手が震える。

　自分がちゃんと立てているのか分からない。男を見ると彼は表情を変えぬまま聞き入っている。

　その存在を手に入れたくて手に入れたくて狂いそうだ。

　歌の終わりが来るのが恐い。どうなってしまうのかが分からない。シモンの伴奏にすがるようにして歌っていた彼女は、けれど不意に伴奏が途切れたことに気づいて、彼を振り返った。

　シモンは驚愕に目を瞠っている。その時初めて、クラーラは自分の歌が二重に聞こえていることに気づいた。同じ言葉、同じ音にぴったり重なるそれは──しかしよく聞くと自分の声ではない。

　歌を止める。

　少し遅れてもう一つの声もやんだ。

　客である男を見ると、彼は面白がるような笑いを浮かべている。クラーラはかっとなって叫んだ。

「何!?　何をなさったのです！」

「何と言われてもな……。そういえばお前、俺の女について知りたがっていたな。紹介してやろう、ティナーシャ」

　最後の名前は足の上のドラゴンに呼びかけたものだった。

　その姿がみるみるうちに、美しい女の姿に変じる。

　白磁の肌に漆黒の髪を持つ女。彼女は息をのむほどに鮮烈で、ただひたすらに美しかった。

　闇色の目には不機嫌そうな光が湛えられている。女は男の足の上に座ったまま、クラーラとシモンを冷ややかに一瞥した。オスカーは魔女の頰に口付けると、その耳に尋ねる。

「どっちが主体だ？」

「男の方です」

「やはりか。まったく無駄な時間を過ごした」

「無駄ですって!?」

　クラーラは激昂した。押しのけきれないほどの敗北感が湧いてくる。

　──まさかあんな女だとは思わなかった。

　怒りに思考もままならない。自分の手で二人とも引き裂いてやりたかった。

　激情に立ち尽くすクラーラの後ろで、シモンは立ち上がる。男はその手を客の二人に向けて差し伸べた。しかし魔女がそれを制する。

「動くな。動けば叛はん意いありとみなして殺す」

　シモンは口の端を裂くようにして笑った。差し伸べた手に構成が生まれる。

　次の瞬間、男はその場から弾き飛ばされた。

　後ろの壁に叩きつけられ、力なく落ちる。クラーラはその光景を信じられない思いで見つめた。

　彼女はよろめくようにして動かないシモンに駆け寄る。男は手足がおかしな方向に捻じ曲がっていた。壊れた人形のような姿に、クラーラの視界は真っ赤に染まる。

「シモンに何をするの！」

「忠告はしたぞ」

　魔女はすっと立ち上がった。彼女の放つ威圧感に空間が支配される。

　数万の軍勢にも匹敵し得る魔女の圧力。だがクラーラはそれに抗った。

「よくも！　私にはシモンしかいなかったのよ！　あなたに何が分かるの！」

「言わなければ何も分からない。それとも、そんなに大事ならその男の後を追うか？」

「死ね！　二人とも死になさいよ！」

　何もかもがどうでもいい。

　そして何もかもが憎かった。




　女の狂乱を目の当たりにして魔女は軽く逡巡していたが、無形の力を放とうと構成を組んだ。

　しかし後ろからオスカーがその手を引く。

「待て、殺すな」

　ティナーシャは、立ち上がった契約者を嫌そうな顔で見上げる。

「彼女に実行力はなかったとは言え、十人以上死んでるんですよ」

「誰かを殺したいと思うことくらい誰にだってある」

「あの女は貴方を殺したいと思ってますよ。今は小さな棘でも、将来剣になるかもしれない。だったら今摘み取ります」

「構うな。やめろ」

　再三の制止にティナーシャは大きく溜息をついた。構成を崩すと男に向き直る。

「……情でもうつりましたか？」

「ちゃんと調書を取る。貴族たちにもいい薬になるだろう」

「私は貴方につける薬が欲しいですよ」

　ティナーシャが軽く手を振ると、クラーラはその場に崩れ落ちた。





※






　主犯のシモンは死亡し、それを手伝う形になっていたクラーラは国外追放になった。彼女から取った調書と、調査書を見比べながらアルスは感心の声を上げる。

「自殺に見せかけて殺していただけとは。拍子抜けですね」

「それが一番簡単なんですって」

　全てが終わった後のひととき、王の執務室でお茶を飲みながら魔女が答える。

「女の方にも僅かな魔力がありましてね。訓練は受けていなかったようですが、それを歌詞に乗せることで、聴いた者の気分を多少操ることができたようです。で、鬱にさせて、自殺しそうだなと周りに思わせたところで男が殺しに行く」

　あっさりとした解説に、オスカーが疑問を挟んだ。

「女は自分に力があると思ってたそうだが」

「死ねと思った人が立て続けに死んだらそうでしょうね。男も繰り返し暗示をかけていたようです」

「すごい話ですね……」

　アルスは天井を仰いだ。種明かしをされてもにわかには信じられない奇妙な事件だ。

「でも、男はそもそも何がしたかったんでしょう」

　魔女は頰杖をついたまま、苦い顔で答えた。

「女の望むようにしてやりたかったんじゃないですかね。そもそも発端は顧客の一人が彼女をひどく侮辱したことらしいんですよ。で、その彼女のために男が曲を作ってやった。彼女が死ねと思う人間にはその歌を歌うのが合図になってたんです。だから被害者を選んでいたのは女の方ですね」

「その歌をたまたま聴いた酒場の歌手が、自分でも歌って評判になったと」

「歌自体は酒場の方の方が上手かったですよ。感情を操るように作曲された曲ですから、歌い手が上手ければ魔力はいりません。つまるところ今回の件は、作曲者の男が全ての原因ですからね。あれほどの才能は私も初めて見ました。どこかの宮廷に身を寄せていたら、歴史を変え得る才能になったかもしれません」

　魔女はそう締めくくると、空になったカップを盆に戻した。冷ややかな目で背後を振り返る。

「で、貴方はどれくらい説教を聞きたいですか？」

　その言葉を受けて魔女の契約者は苦笑した。

「執務室を壊してまだ足りないのか」

「足りるわけがない」

　アルスは部屋を見回す。彼らがいるのはいつもの執務室ではない。そこは魔女によって完膚なきまでに破壊されてしまったのだ。ちょうどいい機会だから王のための部屋に移ることになって、今三人は新しい執務室に来ている。オスカーは書類を処理しながらぼやいた。

「アルスには口止めしてたんだがな……ドアンが作曲者を突き止めてくるとは思わなかった」

「優秀な臣下がいて幸せですね。懲りてないなら塔から吊るしますよ」

　酒場の処理をしていたドアンが、再発防止の調査をしていて曲の出どころがとある娼館であることを突き止めた。それを聞いたティナーシャはまずラザルを締め上げ、貴族たちから要請が来ていたことを確認したのだ。

　そして彼女は実際にその娼館に行った。







　前日の夜、娼館から帰ってきて執務室で仕事をしていたオスカーは、突然、扉が裂けるのを見て啞然となった。たまたま部屋に居合わせたアルスも呆然とする。

　裂いた扉から悠然と入ってきた魔女は、契約者を見てにっこりと笑った。あどけなさの微塵もない、王者の笑顔だ。

　彼女は白い両腕を開き、そこに膨大な構成を組みながら一見可愛らしく小首を傾げた。

「歌を聴いて死ぬか、今ここで私に殺されるか選んでください？」

「…………」

　男二人は、秘密がもはや秘密でなくなったことを悟った。アルスは死を覚悟して目を閉じる。

　抑えきれない、あるいは抑えようとしていないのか、魔女から溢れ出す魔力が、飾られていた陶器を次々割った。オスカーはどう出るべきか考えながら、とりあえず尋ねる。

「どこで聞いたんだ？」

「娼館の主を締め上げました」

「まだ生きてるか？」

「怪我はさせてませんよ。当分安らかには眠れないでしょうけど」

　彼の背後の窓硝子が派手な音を立てて割れる。外からは穏やかな夜風が吹きこんできた。

　ティナーシャはその風を受けて嫣然と笑う。

　見る者を魅了し、死へと追いやる魔女の微笑だ。透明な氷を砕くに似た声が響く。

「何度言っても分からないようなので、困っているのですよ？　好奇心に負けて自分の力を過信して……。つまらない死に方をさせるくらいなら、今私が殺してあげます。さぁ、その首を出してください」

　──本気にしか聞こえない。

　テーブルと壁際の棚がひしゃげた。アルスは想像を上回る惨事に息をのむ。二人の間に割って入るべきか分からなかったし、何より自分が状況を変えられるとは思えなかった。

　オスカーは立ち上がると魔女を真っ直ぐ見返す。

「まぁ待てティナーシャ」

「煩い」

　重厚な作りの執務机が、はりぼてのように二つに割られた。四方の壁が外側にたわむ。嫌な音を立てて部屋が歪み始めた。その中を強風が吹き荒れ、書類が渦に乗って舞う。

　オスカーは壊れた机をまたいで魔女の前に立つと、宙に浮く体に手を伸ばした。

「触らないでください」

　魔女は男の体を魔法で弾こうとしたが、自身の結界に相殺され叶わなかった。

　オスカーは、嵐そのものとなっている魔女の体を抱き取る。

「悪かった」

「謝って済む問題ですか？」

「済むとは思わないが、謝る」

　ティナーシャは唇を嚙んだ。憎々しげに男を見下ろす。

　彼は平然として、しかし少しだけ困ったような目をしていた。その瞳を彼女は見つめる。

　いつだって彼は、魔女相手に怯んだところを見せないのだ。そのことが嬉しくもあったし、憎たらしくもあった。

「嚙みつきたいです」

「それでお前の気が済むなら」

「済まないです」

「嚙まれ損か……」

　ティナーシャは男の髪を乱雑にかきあげた。その頭を抱えこんで至近から見つめる。

「借りが多いですから、今回は退きます。でも次やったら即、塔に帰りますからね」

「分かった。肝に銘じる」

　魔女は激情を注ぎこむようにしばらく男の頭をきつく抱きしめていたが、やがて深く息を吐いてその体を解放した。男の手から逃れて宙に浮く。

　そうして命を拾ったオスカーは部屋を見回すと、事もなげに言った。

「全壊だな」

　その言葉に、魔女は小さく舌を出した。







　部屋の壊滅から一日、新しい執務室でお茶を飲みながらアルスはしみじみと呟く。

「本当に死ぬかと思いました。もう私を巻きこむのはおやめください」

「前にラザルにもそう言われた」

「自業自得ですよ」

　魔女は冷ややかに言うと、オスカーのカップにお茶を継ぎ足した。そのまま爪先立ちをすると、彼の椅子の肘掛に腰掛ける。

「大体、女遊びがしたいならちゃんと側室なり愛あい妾しょうなり迎えてください。ふらふら出歩くとか馬鹿ですか。貴方も馬鹿王ですか」

「女遊びがしたかったわけじゃないんだが……」

「煩い」

「…………」

　彼女はまだまだ怒っているらしい。子供のように足を振ると、オスカーの脛すねを踵かかとで蹴った。

「敵でもないのに私をこんなに怒らせるなんて、四百年間で貴方だけです」

「それはよかった」

「どこが！」

　ティナーシャは反動をつけて肘掛から下りるとオスカーに向き直った。腰に両手をあてて契約者をまじまじと見つめる。

「……まぁ……貴方は怒っても効かないので……もういいです。何か怒ってるだけ力を無駄遣いしてる気がします」

　小さく肩を竦める彼女は、いつもの愛らしい微笑だ。魔女は伸ばした手でオスカーの頭を撫でる。

　その手の優しさに彼は目を細めた。自分の頭から白い手を取り、滑らかな甲に口付ける。

「俺はお前が手に入れば他はいらないんだが」

「それは無理なんで、ちゃんとどなたか迎えてください」

　ばっさりと切り捨てると、彼女は声を上げて花のように笑った。








10．月のかけら









　茫洋と薄青が広がる上空はよく晴れている。

　熱気を放つ太陽にはちょうどその時流れる雲がかかり、強過ぎる日の光を遮っていた。

　柔らかな午後の陽気の下、城の中庭からは金属を打ち鳴らす高い音が聞こえてくる。澄んだその音は、時に速くなり、時に遅くなりながら軽快に鳴り響いていた。

「ティナーシャ、すぐ下がるな」

「うう」

　男の持つ練習用の剣を、自身も同じもので受けながら、魔女は男の左側面に踏みこんだ。軽く屈みながら男の体を薙ごうとする。

　しかしその剣は、次の瞬間軽い音を立てて弾かれた。そのまま彼女の手の中からも弾き飛ばされ、宙を回転しながら離れた場所に落ちる。

「あ、危ない」

　痺れる手首を押さえながら、魔女は飛んで行った剣を見やった。

　オスカーは剣の平で肩を叩きながら軽く言う。

「人が来ないように結界張っとけ。危ない」

「分かりました」

　ティナーシャは小走りで落ちた剣を拾ってくる。彼女は手首を確認して剣を持つと、再び構えた。







「陛下はいらっしゃるか？」

　主君をあちこち探して最後に談話室を覗きこんだアルスは、部屋の中にも目的の人物がいないことに首を傾げた。代わりに論文を書いていたカーヴが顔を上げる。

「外にいらっしゃいますよ」

「外？」

　彼が部屋の奥の窓辺に視線をやると、談話室常連の魔法士たちが窓から中庭を見下ろしている。

　アルスは彼らと並んで外を覗きこんだ。見ると中庭で、主君とその守護者が剣を打ち合っている。

「何なさってるんだ、あれは」

　パミラがそれに苦笑して答えた。

「陛下が『体がなまるから』と仰って、ティナーシャ様を引っ張っていかれましたよ」

「なるほど」

　剣の腕については魔女もかなりのものなのだが、いかんせんオスカーを相手にしているとその実力差は歴然だ。ちょうど二人の中間に位置する腕前のアルスは、彼らの稽古を興味深く見下ろした。

　シルヴィアがしみじみと洩らす。

「あのお二人って、やっぱり仲よろしいですよね」

「多分」

　シルヴィアの隣に立っていたドアンが、ふと何か思いついたらしく、人の悪い笑みを浮かべた。

「契約期間終了まであと四ヶ月ほどらしいが、ご結婚に至るかどうか賭けようか」

「えぇぇ」

　シルヴィアは眉を顰めたが、後ろから論文に向かったままのカーヴがまず「じゃあ、無理に賭ける」と声を上げた。さっそくの参戦にドアンは喉を鳴らして笑う。

「わたしはご結婚なさる方に賭けますよ！」

　頰を膨らませたシルヴィアが賭けに加わると、発案者のドアンがそれに続いた。

「俺は無理で」

　三人の魔法士の賭けをアルスは呆れて聞いていたが、視線で意見を求められると「結婚なさる方で。これは希望」と答える。半々の状態になり一同は思案顔になった。まだ賭けに参加していないパミラは、素朴な疑問を口にする。

「そもそもお二人のお気持ちというより、政治的な問題の方が大きいんじゃないでしょうか」

「ま、そうだよな」

　ドアンが頷くと、アルスが口を挟む。

「でも即戦力になるという意味では、ティナーシャ嬢を超える王妃はいないな。力もそうだが、トゥルダールの継承者だしな。知識と技術もあるし、他の国でも欲しがるだろう」

「この間トゥルダールの宝物庫から中身をほとんどファルサスに運びましたよ」

「まじか」

　アルスは驚きを以て庭の魔女を見下ろした。彼女は華奢な肢体をしならせて、黙々と剣を振るっている。パミラは主君を穏やかな目で眺めた。

「私はご結婚なさる方で。そろそろ幸せになって頂きたいです」

　そんな彼らの話を知らない魔女は、またしても飛んでいく剣を走って追いかけていった。




　一通り体をほぐして満足したオスカーは執務室に帰ってきたが、ティナーシャは戻るなり壁際に置かれた長椅子でぐったりしてしまった。潰れた猫のような有あり様さまに、契約者の男は眉を寄せる。

「大丈夫か？」

「一時間くらい休めば平気です。体力あんまりないんで……」

「もうちょっと体重増やせ」

「筋肉がこれ以上つかないみたいなんですよね」

　魔女は自分の細い手足を眺めた。脂肪も筋肉もあまりないそれはどう見ても魔法士のものである。

　この体で剣を振るえている方が不自然に思えるが、経験と反射神経の問題だろう。事実、何の身体強化もなしに少し重い剣を持つと、あっという間に持たなくなってしまう。

「貴方は平気なんですか？」

「準備運動くらいだな。最近机の前ばかりで腐りそうだ」

　言われてみればここ三週間ほど、彼が机仕事以外をしているところを見ていない。最後に動いていたのは、先日の死を呼ぶ歌の事件の時だ。

　ティナーシャにとって彼は、戦いの中にある人間の印象が強いが、実際は休日もなく執務をしている時間がほとんどなのだ。彼女は若い契約者のことが少し気の毒になった。

「娼館にでも行きますか？」

「それは嫌味か」

「そういうつもりはないんですが……」

　ティナーシャは宙に浮かび上がると、男のすぐ横まで移動した。体が疲れているので歩くより魔法を使った方が楽なのだ。オスカーは空いてる手で彼女の髪を引く。

「それよりまた海に連れてってくれ」

「お安い御用です」

　机の縁に座ると、彼女は残りの書類を取り上げた。いつもよりは量が少ない気がする。時計を見るとまだ昼を過ぎたばかりだ。

「じゃあ、これお手伝いするんで、夕方からどこかに行きましょうか。海でも他のところでもどこでもいいですよ」

　魔女の提案にオスカーは軽く目を瞠る。

「どこなら行ける？」

「大陸内なら街でも山でも湖でも」

「じゃあ湖」

「了解いたしました」

　柔らかく微笑む魔女に、オスカーは子供の頃のように気分が浮き立つのを感じた。

　少しだけ羽を伸ばしてこられる。それが彼の魔女と一緒ならば、言うことなかった。




　ティナーシャが手を出すと、全ての執務は三十分ほどで処理することができた。魔女は支度のために一旦自室に戻り、あっさりとしたドレスに着替える。控えていたパミラが、ティナーシャの着替えを手伝いながら嬉しそうな声を上げた。

「お二人でお出かけになるには普段お忙しいですから、ゆっくりなさってください」

　ティナーシャはその言葉に頷きかけ、けれど看過できない不自然さを感じて聞き返した。

「何か恋人同士みたいに聞こえるんですが……」

「恋人同士に見えますわ」

「あれ……」

　何かが間違っている気がする。しかしパミラは主人に反して余裕の笑みを浮かべた。

「仲なか睦むつまじいようにお見受けします」

　きっぱりと念押しされてしまった。だが普段の行動を振り返ってみると、確かに外からはそう見えるのかもしれない。ティナーシャは現実を認識すると溜息をついた。

「べたべた触られるのに慣れちゃったからですかね……私もつい触っちゃうし。百年くらいしたら間違って結婚してそうです。恐い恐い」

「百年もかかるんですか……しかも間違ってって……」

　主人の婚礼を期待していたパミラは、内心がっくり肩を落とした。




　日が沈む前に二人は城を出た。まずティナーシャの転移門で塔に跳び、そこからナークで更に西に飛ぶ。休みだという意識の現れか、オスカーはアカーシアではなく普通の長剣を佩いていた。

「どこの湖に向かうんだ？」

「旧トゥルダールの南部にあるソクナス湖です。今はマグダルシアの領地になってたと思います。すぐ着きますよ」

　マグダルシアは大陸南西部にある小国だ。牧畜が盛んで、領地のほとんどは山林が占めている。

　ナークが飛ぶ夕方の空は、徐々に赤みを帯びてきていた。落ちかけた太陽が山の頂にさしかかろうとしている。重なり合う山間をティナーシャは指差した。

「あそこですよ、ほら」

　見ると山の隙間に少し平坦になっている場所がある。周りは森の木々で囲まれ、その中心にある湖が、鏡のように赤い夕ゆう陽ひを受けて輝いていた。ナークがゆっくり高度を落としていく。

「子供の頃何度か来たことがあります。昔は月げっ晶しょう石せきと言われる青みがかった水晶が水辺で採れたんですが、最近はほとんど見ないらしいですね。懐かしいです」

「……そうか」

　魔女が昔の話をするのは珍しかったので、オスカーはその顔をじっと見つめた。翳りのない、懐かしさだけが浮かぶ表情に、彼は安心する。

　その間もナークは高度を下げていき、湖上に差しかかる頃には建物の三階ほどの高さを飛んでいた。魔女はドラゴンから身を乗り出して下を眺める。水は澄んでいたが深さはそれなりにあり、中心部は底が見えない。

「どの辺に下りましょうか」

「よし、じゃあ行くか」

「え」

　オスカーはそう言うと、おもむろに魔女を腕の中に抱きとり、そのまま飛び降りた。

　女の長い悲鳴が湖の上に響く。大きな水音がそれに続いた。

　数秒後、ティナーシャを抱えたまま水面に浮かび上がったオスカーは、腕の中で彼女が啞然としているのを見て笑い出した。

「び、びっくりした……何するんですか」

「爽快感を求めてみた」

「恐怖を感じたよ！」

　ティナーシャは契約者の体に触れて、どこも怪我していないことを確かめた。彼女自身は庇われていたので平気だ。結界のせいか男の剣も外れていない。大丈夫だ。

　空を見上げると、主人がいなくなったことに気づいたナークが大きさを変えながら旋回してきた。オスカーはまだ笑いながらティナーシャを抱き直す。

「お前の悲鳴は初めて聞いたな」

「私も久しぶりに聞きました……」

　魔女は男の肩に手をついて宙に浮かび上がった。ドレスの裾を絞って水を切る。今日は泳がないつもりだったので服が水を吸って重かった。彼女が宙から見下ろすと、オスカーは辺りを泳ぎ始めている。幸い水温はちょうどいいくらいだ。楽しそうな彼は珍しく年相応に見えて、ティナーシャは微笑んだ。

「息抜きになりそうでよかったです」

「お前のおかげだな。ここは何か棲んでるのか？」

「昔は普通の生き物だけでしたが、今は不明です。一応気をつけてくださいね」

「分かった」

　彼女は辺りを飛び回るナークを肩に乗せると、自分は足を下ろして水面に座る。

　東の水面が赤く染まっていき、代わりに西側は森の暗い影が落ちている。空には白い月が昇り、まだ夜空とは言えない天の青さも、まもなくオスカーの瞳と同じ色になるだろう。

　ティナーシャは濡れた髪を手で梳く。魔法で乾かしてもいいのだが、また濡れるかもしれないと思うとどうでもよくなった。すぐ隣に泳いできたオスカーがティナーシャの膝の上に頰杖をつく。

「お前、そうしてると水妖みたいだな」

「そうですか？　水面に座るのはまずいですかね」

「まぁいいんじゃないか」

　オスカーはティナーシャの髪を引いて顔を寄せさせると、彼女の頰に口付けた。魔女は猫のように目を細めたが、微妙な表情になると彼を見返す。

「そう言えば、パミラに恋人に見えるとか言われましたよ」

「問題あるのか？」

　あっさりした返応に彼女は真剣に考えた。見えると言われても、何かが変わるわけではない。

「……特には」

「まぁそうだな」

　オスカーはティナーシャの髪を梳きながら微笑した。普段彼が笑う時は、苦笑か、可笑しくて笑っているか、人を威圧するための笑いがほとんどなので、たまにこういう表情をされると、つい見入ってしまう。

　ティナーシャは白い指を伸ばして彼の顔に触れた。青い瞳に映る空は夜になりかけている。見つめればそこに月が見える気がして、もっとよく見ようと顔を寄せた。

　その時、オスカーが魔女の体を強く引いた。彼は水中に落ちる女を庇うように抱き寄せる。

　遅れて空気が弾ける音が二人の耳を打った。岸から何かが飛来して、結界にぶつかったのだ。

「何!?」

「矢だな……」

　ティナーシャは水面に落ちてしまったナークを急いで抱き取った。危うく沈みかけたドラゴンは彼女の胸の中でばたばたと暴れる。それを庇いながらオスカーは、眉を顰めて岸の方を睨んだ。




「当たったか？」

「分からない。水中に入ってしまったようだ」

　五人の男たちは水際の森の中からじっと湖面を見つめた。だが広がる景色に怪しいところはない。

　先ほど人が水面に座っているように見えたのは目の錯覚だったのだろうか。諦めて弓を下ろした男が肩をすくめる。

「水妖のお宝が手に入れば最高なんだけどな」

「本当に水妖で、怒らせたらどうするんだ。それに殺せてもあんな湖の真ん中まで取りにいけない」

「人型に見えたけど、多分、魚かなんかだったんだろう」

　落胆と安堵が入り混じる会話を交わしながら、彼らは踵を返してその場を立ち去ろうとする。

　──しかしその時、背後でぱしゃん、と水音がした。

　森の木々の間から見える水辺に、いつの間にか一人の女が立っている。足は水に浸かったままで黒いドレスの裾が水面に広がっていた。長い漆黒の髪に輝くような白い肌の女は、人間とは思えないほど美しい。

　男たちは思わず硬直しかけたが、若い男が矢を取り出すのを皮切りに思い思いに武器を取った。

　だが、そこで女は小さく両手を上げる。

「待って。人間です」

　女の言葉に、男たちは訝しげな顔になった。

「人間？　本当か？」

「本当です。ファルサスから遊びに来てます」

「やっぱり水妖に見えたのか」

　新たな男の声に、彼らは驚いて木の陰を覗きこんだ。そこには剣を帯びた若い男が木に寄りかかっている。彼は泳いでいたのか、頭から足先まで濡れていた。

「あれは俺の連れで、本当に人間の魔法士だ」

「ああ……」

　その説明に男たちはようやく納得した。この辺りは田舎のため魔法士など滅多に見ないが、ファルサスくらいの大きい国にはそういった人間たちが多数いるという。

　男たちの中から、年長らしい一人が歩み出る。

「申し訳ない。てっきり水妖だと思って大変失礼をしました。お怪我はないでしょうか」

「平気です」

　女はにっこり微笑むと、湖を出て連れの傍に立った。男たちは恐縮して頭を下げる。

「普段は水妖なんて恐くて手も出さないんですが、つい気が急せいていて……」

「何か問題でもあったんですか？」

「いえ、今日は村のお祭りなんですよ」

「お祭り？　水妖退治がですか？」

　不思議に思いながらもティナーシャは手早くオスカーと自分の服を乾かした。魔法士など初めて見たという男たちは、その技にすっかり感動する。中の一人が笑って説明してくれた。

「結婚相手を決めるお祭りなんですよ。今はもう実際に結婚する人間はほとんどいないんですが、それでも中々盛り上がりましてね。近隣の町からも参加者が多いんです。よろしかったらお二人もどうですか？」

「参加ってどうやるんですか？」

「女性の方は村で待つだけです。男は湖を回って贈り物を調達してくるんですよ。自然のものをね。それを持って目当ての女性に求婚するわけです」

「なるほど」

　地方には面白い祭りもあるものだ。娯楽も少ない山の中ではこういった祭りが一年間にわたる労働の励みになっていたのかもしれない。感心しながらも、参加は遠慮しようとティナーシャが口を開きかけた時、彼女の契約者はその頭を軽く叩いた。

「面白い。やろう」

「へ!?　ど、どうしたんですか」

「せっかくだし構わんだろう。お前は村にお邪魔してろ」

「ええ……だってアカーシアも」

　持っていないのにと言いかけて、彼女はこめかみを締め上げられた。

「平気だから行ってろ」

「久しぶりに食らうと痛い！」

　オスカーは心配性な守護者の頭を撫でた。その耳に囁く。

「こんなところだ。危ないことはないから安心して待ってろ。たまにはこういうのも面白いからな」

「……分かりました。そもそも貴方のために来たんですしね……」

　守護結界はあるし、何よりも彼は強いのだ。話がまとまったと見た村の男は、ティナーシャに村への道を教えてくれた。今は五人だけだが、まもなくもっと多くの男が森に出てくるのだという。

　オスカーは魔女に向かって軽く手を振った。

「知らない男について行くなよ」

「どこの迷子だ！」

　ティナーシャは拭いきれない心配を残しながらも、仕方なくその場を離れ村に向かう。

　数分歩いて辿りついた村は、すっかりお祭り一色だ。狭い道には人が溢れかえり、酒や食べ物があちこちで振舞われている。空は完全に夜のものとなっていたが、柔らかい光が各所に灯され、村全体が明るく彩られていた。子供の歌声が遠くから聞こえてくる。

　ティナーシャは入り口に立ってそれを見ていたが、すぐに見知らぬ中年の女に肩を叩かれた。

「あんたよその子だね！　どこから来たの？」

「ファルサスです」

「また遠いところから……歓迎するよ。一人？」

「連れが居たんですが、森に物を取りに行ってます」

「ああ、恋人がいるのね。じゃああんたは着替えだ」

「へ？」

　何故着替え、と聞く間もなく、魔女は半ば強引に腕を引かれる。

　そうして訪れた先は、村の寄り合い所だ。着替えをする女性でごった返す中、ティナーシャが連れてこられると、入り口近くにいた女たちはわっと歓声を上げた。

「美人だねぇ」

「ファルサスから来たらしいよ。垢あか抜ぬけてる」

　彼女たちの勢いに押されたティナーシャは、口を挟む間もなく座らされ、化粧をほどこされる。

「あの……」

「しゃべらないで！　今、紅塗るから」

　既婚者と思しき女たちは、彼女を取り囲み楽しそうに化粧をしていく。一方若い女は自分たちの支度に夢中だ。何故遠い土地に来て、城にいるのと似たような目にあっているのか。ティナーシャは逃げ出したくなったが、そんなことをすれば化粧をしてくれる女たちに怒られてしまう。

　そっと溜息をつきかけて──彼女はしかし目を瞠った。

　契約者の守護結界に何かが抵触したのだ。わずかな魔力の振動が彼女の中に響く。

「どうかしたの？」

　顔を曇らせた彼女を、白粉おしろいを持った女が覗きこんだ。

「いえ……連れが心配になって」

「大丈夫だよ。もっと恋人を信頼しな！」

　明るく背中を叩かれて、魔女は笑顔を作る。それでも不安の沁みを拭うことはできない。

　やがて支度を終えた女たちは村の広場へ出て行き、渡された衣装に着替えたティナーシャもそれにならった。

　華やかな出いで立たちの女たちで溢れる広場は、若く明るいさざめきに満ちている。求婚者を待つ彼女たちのもとには、次々と男たちが戻ってきて目当ての相手に贈り物をしていた。その度にわっと喚声があがり、祭りの盛り上がりに花が添えられる。

　そんな光景を見ながらティナーシャは一人、広場の隅に立ってヴェールで顔を隠していた。

　自分の容姿が目立つものであるという自覚は一応ある。後は彼と合流して帰るだけだが、オスカーはいつまで経っても現れないままだ。あの後結界に変化はないが、それでもやはり心配だった。

　ティナーシャはヴェールの隙間から空を見上げる。天には月が白く輝いていた。

　──迎えに行こうか、と迷う。

　彼を信用していないわけではない。一人でいるのが落ち着かないだけだ。逡巡を繰り返しながら下を向いていた彼女は、けれど不意にヴェールを外され顔を上げた。

「待ったか？」

　ティナーシャはそこに契約者を認めると、心から安堵の息をつく。服は乾かしたはずなのに、何故かまたずぶ濡れになっていた。手を伸ばしてそれを乾かしながら彼女は微笑む。

「心配しました」

「信用ないな。手、出せ」

　魔女は首を傾げながらも両手を揃えて前に出す。オスカーはその手の中に握っていたものを落とした。五つの丸みを帯びた水晶は、うっすらと青みがかっている。

「これ……」

「懐かしいんだろ」

　周りでそれを見ていた村人たちが、今はほとんど採れないはずの月水晶に息をのんだ。

　彼女は手の中の水晶をじっと見つめる。大事にしていた、今はもうない石を思い出した。

　胸が熱くなる。まばたきをしたら泣いてしまいそうだ。

　男を見上げると、彼は苦笑している。

「ありがとうございます。とても……嬉しいです」

　ティナーシャは子供のように、そしてもう子供には戻れない女の顔で微笑んだ。上手く笑えている自信はなかったが、本当に嬉しかったのだ。

　オスカーが顔を寄せる。彼女は目を閉じて、その口付けを受ける。

　恋人に見えるとか、そうではないとかは関係ない。言葉にできるかといったら分からない。

　ただ、彼が隣にいて、自分に触れる。

　おそらくそれはとても自然で、そう在ることこそが本当なのだ。




　服を着替え、村を後にした二人は、ナークの背から小さくなる湖を見送った。

　ティナーシャはもらった月水晶を大事に握りしめる。

「これ、どこにあったんですか？」

「湖底。水妖を捕まえて案内させた」

　魔女は啞然として口を開けた。まったくこの男はどこに行っても危ないことをするのだ。

　でも今は、説教する気は起きなかった。手の中の水晶が体温を帯びて温かい。

「城に帰ったら形を整えて首飾りにでもするか？」

「いえ……このままがいいです」

「そうか」

　オスカーは隣にいる魔女の頭を撫でた。彼女は心地よく目を閉じる。

　愛しむように触れられる温かさに、続いていく記憶を委ねて。








11．緑の蔓









　地下の広い空洞には、湿った空気が流れていた。

　古くから「聖地」として伝えられる秘された場所。今までの歴史が彫りこまれた壁画を、青い服を着た青年は眺める。彼の持つ剣は既に血に濡れ、切先からは赤い雫しずくがぽたぽたと落ちていた。

　静かな、誰の言葉もない時間。

　青年の前に倒れている男には、まだかすかに息があるようだ。その傍らで膝をついているもう一人が、青年を見上げて言った。

「お前は何者なんだ？　なぜその剣を持っている。それは首長にのみ受け継がれるはずで──」

　言いながら男は、倒れ伏している兄を見た。部族の現首長である彼の手には、やはり同じ剣が握られたままだ。存在するはずもない、二振りめの剣──それが何を意味するのか。何故それを持った青年が自分たちの聖地を知っていて、兄を殺そうとするのか。

　疑問ばかりを抱える男を、青年は見下ろした。

「あなたは公平な人だった。気まぐれが過ぎる父よりもずっと、僕に誠実に接してくれた。僕に戦い方を教えてくれたのもあなただ。そのことはずっと感謝している」

「……何のことだ？」

　この青年に剣を教えたことなどない。初対面のはずだ。彼らの部族は定住地を持たず、国境を越えての略奪を生業なりわいとしている。だが幾つか秘密の拠点があって、そこに青年は現れたのだ。

　首長である兄は、青年を見て激昂した。何でも、ある村を略奪途中にこの青年が現れ、兄を打ち負かして追い払ったらしい。兄は、逃げる青年を追ってこの聖地に踏みこんだ。それが人気のない場所に誘いこまれていたと分かったのは、兄があっさりと斬り伏せられた時のことだ。

　青年は、彼の疑問に構わず淡々と続ける。

「本当は、母だけ助けられればよかった。けどあの略奪を防いでも、僕は消えてしまわなかった。だからきっと、こいつを生かしておけば、いつかまた必ず母を不幸にするんだろう。母の故郷を焼いて連れ去って、玩具のように扱う。満足な食事も与えずに藁わらの中で寝かせ、病に衰弱した母をなおも鞭むち打うつ。こいつは、僕にとってよい父であろうとしたが……母をぼろ布のように扱ったという一点で、少しも僕の父ではなかった」

　倒れた兄を見ながら語られる言葉は、意味があるようで理解できない。男は呆然と青年を見る。

「何を言ってるんだ……兄とお前はほとんど年が変わらない。父だなんて──」

「そう。あなたにとっては先の時間の話だ。ただもうすぐ存在しない未来になる。僕が、母のためにそう改竄した」

　青年は痛みを堪えるように顔を顰める。

「母は美しくて優しい人だった。決してあんな一生を送るはずの人ではなかった……」

　深い溜息の音。静かな言がその場に落ちる。




「だから僕は母の亡き後……過去を変えられるという話に乗って、ここに来た」




　声は岩壁に響いて消える。男はその言葉を何度も反芻して──ようやく口を開いた。

「……それじゃお前は、まるで」

　青年が語る意味は一つだ。

　彼は先の時間から、過去を変えるために来た。今倒れている兄が、略奪した女に産ませるはずだった子が彼なのだ。だからこそ遡って母親の運命を変えにきた。

　まるで妄言だ。信じられるはずがない。だが、この青年が首長の剣をもう一振り持っているのは事実だ……それがもし、いつかの未来、兄が己の子に与えたものなのだとしたら。




「君の名を教えて欲しい」

　何故そんなことを口にしたのか、自分でも分からない。ただ今聞かなければ、きっと永遠に分からなくなるような気がした。名も、存在も、どこにも残らない。元からいなかった人間になる。

　そんな確信に駆られての問いに、青年は初めてふっと表情を緩めた。

「あなただけは、母に同情的だった。幼い僕を手伝って、母を故郷に埋葬してくれた。だから僕は、あなたに全てを伝えて行こうと思う。僕の名も、僕がどうやってここに来たのかも全部」

　青年はちらりと倒れたままの男を見る。ひたひたと溢れる血の量からして、もうきっと長くはない。残された時間は僅かだ。今向かい合う二人ともが、それを分かっている。

　青年は、己の剣を鞘に戻すと、それを鞘ごと若き叔父に差し出した。

「そしてできれば、いつかこの剣を母に渡してくれ。あなたの幸福を願う人間が確かにいたと」

　まもなく尽きるであろう命と、共に消えるだろう存在。

　それを目前にして、男は剣を受け取ると……頷いた。





※






　大陸東部には大国ガンドナの他にメンサンという大きな国が存在しているが、それ以外の場所には多くの小国がひしめいている。結果として、東部は西側より遥かに国境線が入り組んでいるのだが、それ由来の火種が多いせいか、多くの小国たちはしばしば他国へと侵略の手を伸ばしていた。

　十年前に起きたヤルダによるファルサス侵攻もその一つで、突如攻め入ってきたヤルダを、ファルサスは難なく撃退した。この敗北で当時大国に迫るほど勢いがあったヤルダは、領土の半分を失ってしまっている。

　一方ファルサスは、とかく争いが絶えない東部国境のため、百年前から東部にミネダート砦という国内最大規模の砦を築いている。そこには常に三万の軍が駐留し、国境の警備にあたっていた。

「砦の視察？　私も行きますよ。貴方は目を離すとろくなことしないですからね」

「そんなことを言うのはお前くらいだ」

「みんな思ってても言えないだけです」

　オスカーは執務机越しに魔女を見やる。彼女はさっきから彼の前に立って、書類の束に目を通していた。三日後から彼はミネダート砦への定期的な視察のため、数人の武官を伴って現地に出向くことになっているのだ。魔女は東部国境についての詳細を読むと、感心の声を上げる。

「十年前に戦争なんてあったんですね」

「小規模だがな。お前は結構そういうことに疎いな」

「普段は引きこもってるんで……。十年前って貴方も生きてるじゃないですか」

　四百年以上生きている魔女のせいか、変な言い回しをするなと思ったがオスカーは口には出さない。代わりに当時の記憶を思い出す。

「そうだな。終戦交渉時にヤルダが、王女を俺の妻にとか言い出したから覚えてる」

「それ、どうしたんですか」

「受けられるわけないだろう。悪化するぞ」

「あーそっか」

　当時はまだオスカーには魔女の呪いがかかっていたのだ。和平のために差し出した王女が子を孕んで死ねば、修復したばかりの国交に影が差しただろう。解呪した本人は、呪いの存在をすっかり忘却していたらしく、なるほどなるほど、と呟いている。

　だがヤルダの方は「王女を妃に」と申し出たにもかかわらず、理由を言わず拒絶したファルサスに見下されたと臍ほぞを嚙んだらしい。もっとも、だからといって和平交渉自体をふいにしてしまうには、あまりにも当時のファルサスとの実力差は大きく、十年後の今は更に差が開いてしまっている。

　オスカーは別の案件を処理しながら、守護者へと付け足した。

「三日くらいかかるから支度しとけ」

「了解しました」

　魔女は書類を机に戻すと部屋から消える。その唐突さに苦笑しながら、彼は書類を手に取った。







　視察当日、ミネダート砦に転移陣を使って跳んだのは、オスカーとその魔女、そしてグランフォート将軍と三人の武官たちである。

　四十過ぎで将軍たちの中では年長にあたるグランフォートは、最初こそ魔女の存在を忌まわしく思っていたようだが、今ではかなり態度を軟化させている。それはおそらくオスカーの父である前王が、重臣たちに七十年前の真実を話したことと無関係ではないだろう。

　ティナーシャはこれにより「国を欲しがった魔女」という誤解も解け、またトゥルダールの継承者であることも明らかになり、改めて存在価値の高さが認識されることとなった。グランフォートなどは、むしろ彼女がオスカーに小言を言って重石おもしになっているのを歓迎しているくらいだ。

　一方、彼らを迎えたミネダートの将軍は二人だ。

　砦の全権を任されている将軍エドガルドはグランフォートの同輩であり、もう一人のガジェンは二十七歳の若き将軍だ。二人は魔女の姿を見て驚いたようだったが、一瞬でそれを押し隠すと主君に膝を折って礼をした。儀礼的な挨拶が終わると、ティナーシャはオスカーの袖を引く。

「やっぱり私、姿を変えてきた方がよかったと思いますが……」

「俺がつまらんからいい」

　あっさりとした返事に魔女は顔を顰めた。契約者の後について砦の廊下を歩いていた彼女は、ふと窓の外を見下ろし、中庭で遊んでいる子供たちを見つける。

「砦内に子供なんているんですね」

「近くの村の住人が昨年から住んでるんだ。争いで男手がなくなって、老人と女子供を引き取った」

「争いですか……」

　ティナーシャは嘆息した。子供たちのはしゃぐ声が、庭に響いている。




　ミネダート砦に所属する兵士の一人、カレルは休憩時間になったことを確認すると、子供たちの遊ぶ中庭へ向かった。彼の姿を見つけた子供たちは遊んでいた石を置き、喜んで駆け寄ってくる。

「カレル！　お話して！　お話！」

「お話かぁ。何がいい？」

「青い剣士の話がいい！」

「またそれか」

　カレルは剣をはずして地面に置くと胡坐をかいて座った。まだ十八の彼は二年前に軍属になったばかりで、一兵士として訓練を積んでいる段階だ。子供たちは期待に満ちた目で彼を取り囲む。

「むかしむかし、俺たちの村が草原にあった頃、村にはとっても美しい娘が居ました。娘と結婚したいという若者は後を絶ちません。けれど娘は誰も選ばないままでした」

「いいおとこがいなかったんだよ」

「黙って聞け。──でもある日、馬に乗った悪いやつらが村を襲いました。悪いやつらは家に火を放ち、村を焼き、人を殺そうとしました。しかしそこに、青い服を着た剣士が現れたのです。彼は悪いやつらを追い払うと、さらわれそうになっていた娘を助けました。娘は感激して、青い剣士をぜひ婿にといいましたが、彼はそれを断って、どこへともなく消えてしまいました。おしまい」

「カレル、あっさりしすぎ！」

「もっとちゃんとお話してよ！」

　子供たちから次々不満の声が飛ぶ。けれどカレルはもっともらしく返した。

「あってるからいいじゃないか。贅ぜい沢たく言うな」

　なおも口をとがらせる子供の頭を小突こうとしたカレルは、背後で若い女がくすくす笑う声に気づいた。振り返ると見知らぬ美しい女が立っている。女はカレルと目が合うと頭を下げた。

「ごめんなさい。どんなお話をしているのか気になって」

　そう言うと、王の魔女はにっこり笑った。




「あっさりしてるって本当はもっと長い話なんですか？」

　彼女の素性を聞いたカレルは恐縮したようだが、ティナーシャが詳しい話を請うと、再び地面に腰を下ろした。話に飽きてしまったらしい子供たちは、離れたところで地面に絵を描き始めている。

「本当はこの話、二百年前に実際俺たちの村で起きた出来事なんです。で、青い剣士曰く、彼は助けた娘の息子なんだそうですよ」

「ええと……つまり先の時代から来たということですか？」

「そうなりますね。青い剣士は、娘がその時騎馬民族の一人に攫さらわれて、生まれた子らしいんです。で、母の不遇を変えるべく過去に来たと語ったとか。ただ彼にとっての過去を変えれば、彼自身が生まれなくなってしまう。でも彼はそれを承知で母親を助けた、という話なんです。──この剣なんかは、その青い剣士が残したものと伝えられてます」

　カレルは自分の横に置いた剣を持ち上げて見せた。柄に馬の彫刻がほどこされたそれは、確かに年季の入った剣で丁寧に手入れがされている。二百年前から伝わっているというと、何らかの魔法の力を帯びた剣なのかもしれない。それを見やった魔女は慨嘆の声を上げた。

「なるほど……大分子供向けの話とは感じが違いますね」

　昔話にしてはよくできた話だが、実際には魔法にも過去へ戻る法則が存在しないことは明らかになっている。先の時代から来たというくだりは真実ではないのだろうが、それでも中々手が込んだ話だ。ティナーシャは遊んでいる子供たちを振り返った。

「あの子たちは、貴方と同じ村の出身なんですか？」

「ええ……。実は一年前に騎馬民族たちに襲われましてね……。急いで兵が駆けつけたんですが、男たちはほとんど殺されていて、生き残った者たちをここに連れてきたんです。俺が村にいれば、もっと何とかできたんじゃないかって思うんですけど……」

　唇を嚙み締める若いカレルに、ティナーシャは顔を曇らせた。

　オスカー曰く、この辺りには昔から、国を持たない「イト」と呼ばれる騎馬民族たちが現れるのだという。定住地のない彼らはいくつかの国にまたがって、突然現れては村を略奪し、去っていく。その討伐を試みたことは何度もあったが、国境を越えてすぐに行方をくらます彼らに、いずれも撲滅までは至ることがなかったらしい。

「村長の奥方などは、村長が彼女を庇って亡くなられたせいで、一年間ずっと笑顔を見せてません。徒いたずらに人の生活を踏みにじって……俺はやつらを許せませんよ」

　カレルは両手を握り締める。まるでそこに憎むべき仇がいるように視線に怒りが宿った。

　──報復が報復を生む。ティナーシャはそのことをよく知っている。

　だからこそ彼女は、契約者を脅かすどのような芽も見逃す気はない。報復が形になる前に全て摘み取る。そこに自分を介在させる。滑稽な欺ぎ瞞まんだということは分かっていた。その結果自身がいつか報復で殺されるなら、それは仕方がないことだとも。

　けれどやはり理想を語るには彼女は長く生き過ぎており……その手は、確かに血で汚れている。







　一日目の視察が終わり夕食を取り終わったオスカーは、ガジェンから夜寝る部屋のことを聞いて大笑した。突然笑い出した王に臣下の男は目を丸くする。

「あ、あのまずかったでしょうか」

「何だそれは。誰かの差し金か？」

　ガジェンは「魔女様は同室でよろしいでしょうか」と聞いてきたのだ。唐突なことだが、最近、結婚だの世継ぎだのうるさい重臣陣の手回しかもしれない。以前ティナーシャ以外を選ぶ気はないと宣言したせいか、その方向で後押ししようとする者も今は少なくないのだ。

　変更させようと口を開きかけたオスカーに、けれど隣から魔女の呆れた声が割りこんできた。

「オスカーが構わないなら別にいいですよ」

「……熱でもあるのか？」

　オスカーは本当に疑いながら魔女の額に手を当ててみた。が、平熱である。彼女は眉根を寄せた。

「勝手についてきてるの私ですし。姿変えちゃうからいいですよ」

「ああ、なるほど」

　彼は、先日使い魔の姿をとっていた魔女のことを思い出す。そもそも彼女は外見年齢を操ることも自由なのだ。確かにそれならば不都合ないだろう。

「じゃあ、それで構わん」

　ガジェンはほっと胸を撫で下ろして退出した。二人きりになると、魔女はしみじみ述懐する。

「夜抜け出したら分かるからちょうどいいです」

「本当に信用ないな……」

「あると思ってる方が不思議ですよ」

　魔女は冷ややかに言うと、小さな欠伸をした。




　夕食後の会議は夜遅くまでかかった。その主な理由は隣国ヤルダで、十年間大人しくしていたかの国が、最近どうも怪しい動きをしているらしい。オスカーは、ヤルダについての検討と今後の警戒を指示し終わると寝室に戻った。

　部屋では長椅子で魔女が転寝をしている。彼女は風呂に入ったのか部屋着に着替えていた。

「ティナーシャ、こんなところで寝るな」

　頰を軽く叩くが反応はない。抜け出してもばれないんじゃないだろうか……とオスカーは思ったが、あいにく抜け出してもすることがない。

　せめてちゃんと寝かしてやろうと、軽い体を抱き上げ寝台の前まで来たところで、彼はふと足を止めた。前に同様に寝台に下ろした時、彼女が跳ね起きたことを思い出す。

　それは四百年前の一件に起因したものだが、その問題が一段落した今も、彼女がまだ同じ悪夢に囚われているのか、オスカーには分からなかった。彼は数秒考えた結果、ティナーシャを抱き上げたまま自分が寝台に座る。眠っている彼女を膝の上に下ろすと、頰を続けて叩いた。

「起きろ起きろ」

　小さな呻うめき声ごえと共に、ティナーシャはうっすら目を開いた。闇色の目は眠気に蕩けている。

「寝るなら自分でちゃんと寝ろ」

「はい……」

　何とか返事をすると、ティナーシャはオスカーの手を借りながらも自分で広い寝台の隅に移動した。そのまま猫のように丸くなると眠りの中に落ちていく。

　彼女が悪夢を見ていなかったことに安堵したオスカーはしかし、別のことに気づいて呆れた。

「お前、姿変えてないじゃないか……」

　髪を引いてみたが今度こそ起きる気配はない。

　彼は溜息をついて魔女に掛布をかけてやると、自分も風呂に入るために寝台を離れた。





※






　忘れることのできない映像がある。

　血と、倒れる夫の体。その体越しに見える若い男。地面に落ちたその男の腕。

　凄惨な過去の記憶には、けれど何故か色がない。

　ただ、恐ろしい目で自分を睨む男の瞳だけに色があった。

　その瞳は、日の差さない森のような深い緑だ。

　二度と会いたくない。見たくない。

　なのにその緑だけが、いつまでも彼女を苛み続ける。





※






　深く眠ってしまった魔女を放置して隣で寝ていたオスカーは、真夜中、不思議な息苦しさに目が覚めた。瞼をうっすらと開けたがよく見えない。体が重い。温かい何かが触れている。

　そうしているうちに、唇を割って入った何かに口内を撫でられ、彼は瞬間で覚醒した。

　全身に眩暈を伴った震えが走る。女の舌が、彼の舌を絡めとるように蠢いた。彼は組み敷かれた手を動かして、女の頰に触れる。

　彼女はそれに気づいてゆっくりと顔を離した。体を起こし、自分を凝視する男の顔に手を添える。夢の中にいるような空虚な表情で彼の青い瞳を見つめ……口を開いた。

「違………………わないよ！」

　囁くような呟きから、急に叫んで彼女は跳ね起きる。その顔にオスカーは呆れた視線を送った。

「お前、何やってるんだ……」

「同調させられた……」

　魔女は頭を抱えて寝台の上に屈みこみながら、口惜しそうに洩らした。じだじだと子供のように暴れる魔女の頭を、オスカーは我に返るとぽんと叩く。

「いいから説明しろ。まったく意味が分からない。唐突に俺と結婚する気になったのか？」

「全然なってないです……」

「あっさり言うな」

「深く寝入っていたので、周波が合った夢を引き受けてしまったんですよ……」

「何だそれは」

　オスカーはこめかみを押さえる。何とも言えない起こされ方をして眩暈がしそうだ。時計を見るとまだ朝までは時間がある。魔女はいくらか落ち着いたのか、寝台に正座した。

「多分、この砦の中に、強い情念を持った夢を外に流しながら眠っている人がいるんです。おそらく魔力がある人で、制御訓練の経験がないと思います。普通の人間には影響ないんですが、私ですし疲れてたので……それを拾ってしまったみたいです。すみません！」

「心臓に悪い」

「忘れてください……」

　魔女は這いつくばって頼みこんだ。それを見ているだけで、オスカーにはやり場のない疲労がこみ上げてくる。得をしたと思うより、ただただ疲れた。ほんの一分程度のことなのに神経に重石がのしかかった気がする。

「違うって言ってたが、何が違ったんだ」

「瞳の色だと思います。緑……だと思ってたのかな？」

「目が覚めてよかったな」

　契約者の冷ややかな声に魔女は顔を上げられない。冷ややかでなかったとしても、自分の行いに顔を上げられなかった。

「ともかく俺はもうちょっと寝る。お前はちゃんと姿を変えとけ」

「はい……」

　背を向けて横になったオスカーに、ティナーシャはようやく顔を上げると黒い子猫に姿を変える。力なく尻尾を折り畳み……とは言え、自分のありえない失態に当分寝付けそうになかった。




　翌朝起きると、オスカーは枕元で丸くなっている猫を抱き上げた。猫は大きく欠伸をすると彼の肩に飛び乗って伸びをする。オスカーはその喉を撫でながら低い声で言った。

「お前、精霊術士でいたかったら今日一日その姿でいろよ」

　釘を刺された猫はびくっと震えると、黒い耳をしょんぼりと垂れて小さくなった。





※






　視察二日目の午前中、オスカーは砦内の設備を見て回った。古くなっている防壁の修繕について話を聞く。その後、砦内の執務室に戻って他の報告に目を通していると、保護された村の代表者が挨拶をしたいと申し出てきた。

　許可を得て入ってきた代表者は、先代村長だったという老人と二十代後半の美しい女である。女は淡い金色の髪を結い上げて、整った顔の線を出していた。本来は華やかな美貌のようだが、今は翳が色濃くその顔を染め上げている。

　人の気配に気付いたのか、それまで机の隅で丸くなっていた猫が首をもたげた。黒い背を起こしゆっくり顔を上げると、まじまじと女の方を見つめる。オスカーはそれに気づいて女を見た。

「そうか、お前か」

「はい？」

「いや、なんでもない」

　女はエルゼと名乗り、殺された村長の未亡人だと挨拶した。礼のために微笑む時も、その表情にはどこか愁いが感じられる。挨拶が終わり、退出しようとする彼女をオスカーは呼び止めた。

「亡くなった夫は緑の目だったのか？」

　何気ない王の言葉に、しかし彼女は硬直してしまった。翳のある表情が驚愕に凍るのを、オスカーは怪訝に思う。質問には隣の老人が代わりに答えた。

「いえ、茶色の目でして」

「そうか。いや、つまらんことを聞いた。下がっていい」

　二人が部屋を出ていくと、オスカーは頰杖をつく。彼は手持無沙汰に、机の上にあった置物の水晶球を猫の前に転がした。黒猫はぴんと耳を立ててそれに飛びつく。水晶球にじゃれつく猫を撫でながら、彼は黒い耳に問いかけた。

「さて、あの女は誰の夢を見てたんだと思う？」

　猫は肩をすくめるように首を折ると、再び黒い足で水晶球を転がした。







　騎乗したオスカーが、グランフォートらや部下たちと共に砦を出たのは、昼を回った頃のことだ。

　国境近くまでを見回る視察は、隣国ヤルダの様子を確認する意味もある。肩に黒猫を乗せた王は、険しい岩の高台から、赤茶けた岩ばかりの土地を不思議そうに見下ろした。

「まるで境界線でもあるように景色が変わるな。砦の周りとは大違いだ」

「この辺りは暗黒時代以前に、地下の岩盤が隆起してできたとも言われております。国境近くにはもっと険しい峡谷もありますし、細い亀裂も隠れておりますから、お気をつけください」

「分かった」

　大小多くの岩山や崖が集まるそこは自然の防壁だ。ミネダート砦ができるまでは、これらが東からの侵攻を防いでいた。ファルサスに侵攻するには、もう少し南下してガンドナとの国境線付近を回らなければ行軍も難しい。

　だがヤルダは十年前、険しい峡谷を越えて侵攻してきた。当時はこの峡谷地帯の東半分がヤルダの領土であったため、ファルサスに悟られず準備ができたからだ。オスカーは肩の上の猫を撫でる。

「そろそろ戻るか。まだ村を回らないといけないからな」

　今日は、避難民たちの村が襲われてから一年だ。保護した人間たちについては新たな土地への入植計画も進んでいる。だがその前に、元の村の跡地を見ておきたいと何人かが希望してきたのだ。一緒に砦を出立した彼らは、護衛と共に峡谷地帯の下で待っている。

　オスカーは手綱を取ると馬首を返した。あちこちに隆起している岩の柱を避けて、蛇行する斜面を下りていく。彼は馬に揺られながら岩ばかりの景色を見回した。

「ティナーシャと一緒にいると転移が多いから、たまに普通に動くと新鮮だな」

　それを聞いた猫が、黒い前足で彼の頭をぺしりと叩く。だが王は猫にはたかれながら一向に気にする気配がない。後に続く臣下たちが反応に困って沈黙を保った。

　しかし半分ほどを降りたところでオスカーは突然馬を止める。彼の肩で黒い猫が頭を上げた。

「陛下？　いかがなさいました？」

　グランフォートの声にオスカーが返すより先に、彼らの上に影が差した。

　見上げると、左右に聳える岩山の上に、いつの間にか矢を番つがえた男たちが並んでいる。

　五十近い矢に狙いを定められた王は、彼らを見て平然と言った。

「イトか。騎馬民族なのに馬に乗ってないぞ」

「へ、陛下……そんなことを仰ってる場合では……」

「ティナーシャ、動くな。大人しくしてろ」

　短い命令は、己の守護者へのものだ。その名に臣下たちの緊張がわずかに緩む。一方立ち上がりかけていた猫は不服そうに彼を見ると、渋々肩の上に座り直した。

　矢を番えたイトたちの中から、一人の男が歩み出る。三十歳前後の背の高い男。日の差さぬ森のような深い緑の瞳が、ファルサスの一行を見下ろした。

「おれはイトの首長だ。お前たちの中で、一番偉い人間と話がしたい」

「一番偉いと言ったら、まあ俺だな。──名乗れ」

　軽い返答に続くその言葉には、王としての威厳が込められていた。ファルサスの人間たちがびくりと身を固くし、矢を番える男たちもたじろぐ。だが首長だという男だけは、驚きつつもオスカーから視線を外さぬままだ。男は胸を反らし、傲岸に言う。

「おれの名はハヴィ。欲しいものがあって交渉に来た」

「賊ごときが厚かましいな。今ここで全員斬り捨ててやっても構わないぞ？」

「この状況で大言を吐くな、目が見えないのか」

　崖の上で番えられている矢が全て放たれれば、ファルサスの十数騎など一瞬で殺せる、そうハヴィは思っているのだろう。だが矢が放たれた瞬間、消し炭になるのはイトたちの方だ。それだけのことが可能だからこそ、オスカーも少ない人員で外に出てきている。

　肩を竦めるだけで答えないファルサス国王に、ハヴィは言い放った。

「お前たちが何と思おうとも、略奪は昔からの一族の生き方だ。おれたちはこの生き方に誇りを持っている。軍を以て他国を攻めるのと何が違う。自分は戦わず命令だけする男より、おれはずっと正しい生き方をしている」

　皮肉げな笑いを見せるオスカーの肩の上で、ついに黒猫が毛を逆立てた。威嚇に口を開く猫を、だがオスカーは首の後ろを摑んでつりあげる。猫はじたばたともがいたが、彼はそれを無視した。

「よく回る舌だな。何が欲しいんだ」

「女だ」

　その答えに、オスカーは手に持った猫と顔を見合わせた。





※






　乾いた風は、今はもうない村の方から吹いてくる。エルゼは馬上から遠い景色を眺めた。

　平和で、何もなかったあの頃。彼女は自分の一生が同じまま続くと思っていた。

　夫や、村での暮らしに何か不満があったわけではない。決められた相手と結婚し、家庭を築いた。大事にされる暮らしは穏やかで、とても幸福だった。あの日、村が襲われるまでは。

　夫を殺した男。彼女を射抜くあの目。

　二度と会いたくなかった。けれどその瞳が、その色が、魂に刻みこまれてしまった。

　忘れたいとどれほど願っただろう。その瞳を見る前に戻りたいと。

　だが思えば思うほど、その瞳は彼女を毎夜、夢の中で責め立てる。あとどれだけ月日が経てば逃れられるのか、見当もつかないままだ。

「どうしましたか、奥方様」

　かけられた声に、エルゼは我に返る。彼女を気遣う声の主は、同じ村出身のカレルだ。護衛としてついてきてくれた青年に、エルゼは弱々しく頷いた。

「何でもありません。ごめんなさい」

　奥方様、と呼ばれる度に現実を思い出す。自分がどこにも行けないような息苦しさを覚える。

　だがそんな空虚さはきっと夫を失ったからだ。寄るべきところも、進むべき道も見えなくなった。

　だからあの日から自分は、動けないままで──

「エルゼ」

　共に来た前村長に名を呼ばれて、彼女は振り返った。そして愕然と凍りつく。

「どうして……」

　岩山から降りてくるはずの王の一行。だがその顔触れは、登って行った時と全く違う。王の姿はなく、一行を率いているのはグランフォート将軍だ。そして何故かイトと思しき男たちが共にいる。

　何があったのか、エルゼの周囲で護衛たちもざわめく。憎き仇の存在にカレルが顔色を変えた。だがそんな中で、グランフォートはエルゼの前で馬を止めると、言った。

「申し訳ないが、事情が変わった。村へ行く前に共に来て欲しい」

「共にって……ど、どこに……どうしてその人たちと……」

「陛下がお呼びだ。貴女だけでも連れてこいと」

　グランフォートは沈痛な面持ちで馬首を返す。何も分からぬまま、呆然とその後についていったエルゼはそして──二度と見たくないと願っていた、あの緑の瞳に再会した。







　入り組んだ岩山の先にある赤茶けた石の高台は、いわば天然の広場だ。

　円形に広がるそこは巨大な円柱の頂上のようで、落ちれば命がない高さだ。その代わり広場を囲むように外周にはいくつもの巨大な岩爪が隆起している。

　馬を降り、猫だけを連れて赤石の広場に立ったオスカーは、感心して周囲を見回した。

「まるで巨人の檻だな。面白い。こんな場所があるんだな」

「ここはイトの聖地だ。遠い昔に、客人たる神が訪れたという」

「神？　アイテアか？　アイテアの子神か？」

「どれでもない。その名は失われてしまった。よその神だ」

　不思議な物言いに、オスカーは猫をしている魔女を見たが、彼女は興味なさげに尻尾を振っただけだ。何でもトゥルダールは無神教の魔法国家だったというのだから、その影響だろう。

　三十人あまりのイトたちは、聖地だという広場を囲むように、隠しもしない戦意を漂わせている。それをまったく意に介していないオスカーは、足元の細い地割れから顔を上げると、男に尋ねた。

「それで、決闘が希望だったか？」

「そうだ。砦から戦う人間を呼びたいというなら使いを遣やる」

「別にいい。この場にいる者たちで適当にやるさ」

　王に付き従って来た護衛たちは、五倍近い人数差にも怯む様子はない。冷ややかな敵意を滲ませて外周を囲むイトを睨み返している。

　ちょうどその時、広場へと至る細い坂道を通ってグランフォートが現れた。彼が連れてきたエルゼは、ハヴィの姿を認めて蒼そう白はくの顔色になる。ハヴィはじっと彼女を見つめた。

「久しぶりだな」

「あ……」

　それきり彼女は凍りつく。オスカーはそんな彼女を、顔を斜めにして見た。

「事情はグランフォートに聞いたか？」

「あ、はい……」

　──ハヴィが求めているのは、エルゼだ。

　一年前、彼が略奪しそこなった女。ハヴィは、その彼女を今度こそ力で奪い取ると主張した。

　ただしエルゼには今、彼女を守るはずの人間がいない。彼女の夫を始め、村の男が皆死んでしまったからだ。ならば身を寄せている砦の人間がその代わりになれと、彼は主張した。ただし、砦の国軍と戦闘をして一族を無駄に死なせたくないから、決闘で勝負をつけようと。

　それを聞いたファルサスの人間たちは、盗人ぬすっと猛たけ々だけしいといきり立った。ファルサスからすれば彼らは罪人で、対等の勝負を申しこめる立場ではない。それこそ正面から軍を以て討伐すべき存在だ。

　一方、イトはイトで言い分がある。

　彼らは略奪において女子供は殺さないし、彼らにも養わなければいけない家族たちがいる。略奪は彼らにとって、一族の生活のための責務であるのだ。

　しかし、どのような事情があろうと、ファルサスにおいて略奪は許される行為ではない。イトの主張を、はいそうですかと受け入れるわけにはいかなかった。

　そんな風に決裂しかけた交渉を、あっさり終わらせたのはオスカーだ。

「今まで殺しきれなかった相手だ。決闘で言うことを聞かせられるなら話が早い。というわけで、お前も立ち会え」

「わ、わたしは……」

　呆然と、空っぽの人形のようにエルゼは硬直する。それでも御しきれぬ感情を抱えた女は、言葉を失い立ち尽くした。彼女の後ろでは、カレルが憎悪に燃える目でハヴィを睨んでいる。

　ハヴィは二人から視線を外すと、オスカーに指示した。

「強いやつから三人選べ。こちらも三人選ぶ。それでいいな？」

「構わない。少ない人数の方が早く終わるしな。何なら俺とお前だけでもいいぞ」

「ずいぶん物知らずなガキだ。妄言を吐くばかりで、他の人間たちはさぞ苦労してるだろうな」

　鼻で笑うハヴィに、王の肩から黒猫が飛びかかろうとする。だがオスカーはその胴を空中でわしっと摑んだ。猫は必死の抵抗を試みるが、彼はその手を離さない。

「ただし、こちらが勝った場合、以後ファルサスでの略奪は禁じる。──違えた場合、どうなるか分かっているだろうな」

　急に威圧感を露にするオスカーに、ハヴィは若干怯む。だが一族の首領である手前、彼はそれを押し隠して頷いた。

　ハヴィが振り返って合図をすると、外周にいたイトたちの中から、決闘に参加する二人が進み出る。彼は二人を確認すると、グランフォートの隣で震えているエルゼを見つめた。

　彼女は一年前と同じ、怯えた美しい顔で彼を見返している。風が吹いたら消えてしまいそうな頼りない存在だ。──けれどそれが彼を惹きつけてやまない。

　血の匂いが立ちこめる略奪の場で、彼は彼女に出会った。夫の背に庇われ、必死にそれを留めていた彼女。その容貌の美しさ。夫を見る強い目の光に一目で虜になった。彼女の光を自分に向けさせたいと思ったのだ。

　色あせていく記憶の中で、彼女の姿だけはいつまでも鮮やかだ。

　崩れ落ちる彼女の夫越しに、呆然と自分を見つめる女の目は忘れることができない。

　他人にこれほど執着したことなどなかった。だが、どうしても欲しかったのだ。諦めきれない。

　だから今彼は、こうしてここにいる。

「お前の夫に斬られた腕が戻るのに一年かかった。遅くなったが迎えに来たぞ」

　ハヴィはエルゼから目を逸そらさないまま、自身の左腕をさすった。魔法で繫いだその腕を、元のように動かせるようになるまではかなりの苦痛と努力を要したのだ。

　エルゼは軽く目を瞠る。小さな唇がわななく。




　オスカーは面倒くさそうに頭をかきながら、一旦臣下たちのところに戻った。

「さて、とりあえず俺が出るとして他の二人はどうするか……」

　彼は首の後ろを摑んだ猫を、目の高さにつりあげる。

「強い順といったらこいつなんだが、猫だしな」

　その時、不意に猫がその輪郭を歪めた。小さな黒い子猫は一瞬で元の女の姿に戻る。オスカーは顔を顰めて女を叱りつけた。

「戻るなと言ったろう。仕置きをされたいのか」

「いくら猫でも、あんまり首の後ろを持ってると窒息しちゃうんですよ！」

　突然現れた魔女に、他の者たちは驚きで何も言えない。まさかやたらと短気な猫が王の守護者本人だとは思ってもみなかったのだ。魔女は首の後ろをさすりながら、こともなげに言う。

「私が出ますよ」

「却下」

「最後まで聞いてくださいよ……。あの二人のうち、背の低い方の男は多分魔法士です」

　オスカーは広場に立っている二人の男を眺めた。筋肉質の巨漢と小柄な男はそれぞれ剣を佩いていて魔法士には見えない。だが魔女がそう言うのなら間違いないだろう。

「分かった。あいつはお前に任せる」

「承りました」

　魔女は長い髪をまとめ始める。それをしながら彼女は、契約者にだけ聞こえるように囁いた。

「あとですね……この場所、なんかおかしくないですか？　変な気配がします」

「変な気配と言われてもな。聖地とかなんとか言ってたぞ。そのせいじゃないか？」

「んー……そもそも『よその神が訪れた』って話、なんか引っかかるんですよ。アイテア系統じゃないなら彼らは何を神と思ったんでしょう」

「上位魔族じゃないか？　よくあるんだろ、そういう話」

「ありますけど、そうじゃなくてもっとなんか……」

　引っかかりの正体を探ろうとティナーシャは首を捻る。彼女は闇色の目でオスカーを窺った。

「やっぱり私が全員を転移させるんで別の場所でやりませんか？　城の訓練場とかどうでしょう」

「それはちょっと面白いけど、向こうが納得しないだろ。さっさと勝てばいいだけだ」

　オスカーはぽんぽんと魔女の頭を叩く。その時、彼の前に一人の青年が走りこんできた。

「陛下！　俺を出してください！」

　必死な形相でそう訴えるのはカレルだ。オスカーは憎しみが漂う両眼を見返す。

「何故だ」

「やつらに襲われた村の者です。父を殺されました」

　ティナーシャが隣で眉を寄せる。オスカーはそれを見て、もう一度青年へ視線を戻した。

「名は？」

「カレルと申します」

「分かった。お前も出そう」

　王の決定にカレルは喜色を浮かべる。

　──これで仇が討てる。そう思ってカレルがエルゼを見ると、けれど彼女は蒼白な顔をしたまま、じっとハヴィを見つめていた。







　最初の決闘はカレルと、ホアキンと名乗る巨漢との戦いになった。大勢が息をのんで見つめる中、二人は剣を抜いて向かい合う。カレルはどちらかというと細い体型をしており、ホアキンと向かい合うとまさに大人と子供のようだ。

　ホアキンは対戦者を見下ろし嘲笑する。

「村の生き残りだって？　大人しく隠れていればよかったのにな」

「黙れ！　この蛮族が！」

　カレルは剣を構える。しかしそこに未熟さが漂うのは誰の目にも明らかだ。始まる前から勝敗が分かる空気の中、だがハヴィだけは一人眉を顰めた。

「あの剣……なんであれがあるんだ？」

　カレルの持つ剣は、イトの首領に古くから伝わる、一振りしかない無銘の剣によく似ている。だがその剣は確か前の首領の時に、戦闘の最中折れてしまったはずなのだ。

　不審に思ったハヴィは、けれどふと子供の頃の記憶を思い出す。

　聖地の奥、壁画の隣に刻まれていた、その話は確か──

「では、はじめ！」

　合図の声が響き渡る。

　カレルは大きく剣を振りかぶると、ホアキンに向かって走り出した。そのまま打ち下ろされる渾身の一撃を、ホアキンは笑いながら受け止める。一合、二合と繰り出される斬撃は、一つも巨漢の男を傷つけることができない。カレルはそれでも正面から剣を打ちこみ続けた。

　ホアキンはしばらく楽しそうにそれを受けていたが、唇を上げて笑うと、上段から強烈な一撃を打ち下ろした。

　カレルはそれを受けきれず尻餅をつく。見物していたイトたちがどっと笑い声を上げた。

「くそ……っ」

　羞恥にかっと血が上る。だが立ち上がる間も与えられない。ホアキンの剣が、カレルに向かって打ち下ろされた。彼はそれを座ったまま後ずさってかわす。

　──けれど続けての第三撃は、とても避けられそうにない。

　カレルは死を悟って目を閉じる。だが衝撃はいつまで経っても訪れない。彼は薄く目を開いた。

「え……」

　いつの間にか、細身の剣が眼前に突き立てられている。その剣に方向をそらされ、ホアキンの剣は横の地面に埋まっていた。呆然となったカレルの隣で、小さな足が砂を踏む。

「勝負はついている。次は私だ」

　長い黒髪を結い上げた魔女は、氷のような声でそう言った。




「女を出すのか？　ファルサスも人がいないらしい」

「世話焼きなやつで困っている」

　ハヴィの揶揄にオスカーは軽口で返す。

　観衆の視線が集まる中、ティナーシャは無造作に剣を構えた。体に沿う黒い魔法着は、彼女の華奢な肢体をくっきりと目立たさせている。イニゴと名乗った二番目の男は、好色な笑いを浮かべて彼女の体を舐め回すように見つめた。湾曲した刃を抜いて魔女に向ける。

「少し細すぎるがいい女だな。剝いてやろうか」

「できるなら好きにすればいい」

　酷薄な笑みを見せた彼女は、開始の合図と共に地を蹴る。

　力は強くないが、恐ろしい速度で斬りかかってきた女を、イニゴは反射的に剣をかざして受けた。油断すれば即首が飛ばされそうな剣の動きに、しょせん女と侮っていた態度を改める。

　彼は冷や汗を浮かべながら何とか三合を受けきると、力を込めて大きく剣を横に薙いだ。魔女はそれを避けて後ろへ跳ぶ。充分な間合いが保たれたことを確認したイニゴは、切っ先を女へと向けた。構成を組み、魔力を注ぐ。

　生み出されたものは不可視の縄だ。その先端が女の細い体に向かって走る。縄はそのまま剣を構える彼女の四肢に絡みつき、たちまち束縛した。

　両腕を吊り上げられたティナーシャは、手首を締められ剣を取り落とす。それを見たファルサス陣にざわめきが広がった。

　一方、イニゴの力を知っているイトたちは、予想できた展開に下卑た笑いを浮かべた。

　剣を持つ魔法士は少ない。ましてや粗野な格好をしていれば、その可能性を疑う者さえいないのだ。イニゴはそうして過去数十人を同じ様に嬲なぶり、殺してきた。身動きが取れないと知った時の、彼らの表情は見ものとしか言いようがない。

　イニゴは捕らえた女に歩み寄るとその胸元、鎖骨の間に剣の切っ先を当てた。女は怯えるわけでもなく平然と彼を見返している。

「魔法を使ってはいけないと言わなかっただろ？」

　勝利を確信して笑いながら、イニゴは女の服に刃を滑らそうとした。

　その時──澄んだ音を立てて彼の剣が砕け散る。

　煌めきながら地面に落ちていく破片を、イニゴはぽかんと口を開けたまま見送った。それはあまりにも非現実的な眺めで、危機感を覚えることもできない。代わりに、気配を感じてイニゴは顔を上げた。そこには残酷な微笑を浮かべた女が宙に浮かんでいる。歌うような声が聞こえた。

「魔法を使ってはいけないと、確かに言わなかったな」

　伸ばされた女の白い手が彼の喉を摑む。次の瞬間、広場には男の絶叫が響き渡った。




「これで今のところ引き分けか」

　戻ってくる魔女を見ながら、オスカーは当然のように言った。横ではハヴィが啞然としている。

「イニゴに何をしたんだ……あの女は何者だ」

「魔法士が魔法でやられて何をしたもないと思うが」

　帰って来たティナーシャは髪をほどきながらオスカーの隣に立った。

「よし、じゃあ帰りましょう。さっさと。一刻も早く」

「何がそんなに引っかかるんだ……。まぁいいか、ティナーシャ」

　呼ばれた意味を分かっている魔女は、軽く浮かび上がると、男の耳の後ろに自分の血を塗った。これで剣は通すが魔法は通さない。ハヴィには魔力がないので充分だろう。

　術を確認する彼女の白い耳朶を見て、オスカーは不意に顔を寄せると彼女の耳を軽く食んだ。

「ひゃああ」

　魔女は奇声を上げながら赤面して飛びのく。猫であったら背中の毛が逆立っていただろう。耳を押さえて逃れた彼女に、オスカーは意地の悪い笑みを見せた。

「言いつけを守らないからだ。馬鹿猫め」

「うううう。なんで……」

　恨めしそうな守護者をその場に残して、オスカーは広場に歩み出る。ハヴィもその後に続いた。

　周囲の空気に緊張が混ざる。乾いた風が石柱の間から吹きこんだ。

　広場中央まで来ると、オスカーはエルゼを振り返った。力のある目で彼女を見据える。

「さて、お前はどうして欲しい？　仇を殺して欲しいか？」

　急に問われた彼女は、目を見開いて王を見る。

　何も考えられない。自分の中に答えがないのだ。エルゼは息も絶え絶えに返す。

「そ、その男は、わたしの夫を殺しました……」

「知ってる。でもそれはお前の望みじゃないだろう」

「わ、わたしの望みは……」

　自分にあるのは、ただ起きてしまった事実だけだ。ごく普通に生まれて育って、親の勧めのまま結婚した。そこに望みはなかった。自分から何かを望むなど、意識したこともなかった。避けるべきことを避けて、すべきことではないことはしない。ただ変わらない日常を送る人生だ。

　──だから、仇である男に惹かれることなど、ありえない。

　王の隣では、深い緑の瞳が彼女をじっと見つめている。その視線にエルゼは凍りつく。




　オスカーは、答えない女から視線を外すとハヴィに向き直った。横目で観衆を見やると、彼の魔女は言いつけを守ってか、猫に戻って小さな石柱の上で箱を作っている。真面目くさったその姿に笑いを零しながら、オスカーはアカーシアを抜いた。

「さっさとかかってこい。早く帰らないとまだ仕事が残ってる」

「ガキが……覚悟しろ」

　ハヴィは長く厚みのある剣を抜いた。切れ味より重さを重視した作りで、これを全力で打ちこめば、相手の剣ごと砕くことさえ可能だ。相対する者がみな怯んできたその剣を、しかしオスカーは気にもしていない。ハヴィは舌なめずりをしながら己の剣を構えた。

　開始の合図が聞こえる。

　それと同時に、ハヴィは駆け引きなく踏みこんだ。目前のファルサス王目がけて剣を振るう。

　食らっても受けても致命的となる強烈な斬撃を、オスカーは後ろに跳んで避けた。

　一方ハヴィは重い剣を素早く切り返すと、刃を横薙ぎにしながら間合いを詰めてきた。オスカーは二撃目を同様に避ける。続いてハヴィが突きこんできた一撃を、彼はアカーシアの刃で受け流した。そのまま左手で、剣を持った男の右腕を摑む。

「な……っ!?」

　ハヴィの声に構わず、オスカーは一瞬でアカーシアを引く。

　そうして王は恐るべき膂りょ力りょくを以て、ハヴィの腕を肘の上から切断した。

　腕が地に落ちる鈍い音。続いて獣の咆ほう哮こうに似た絶叫が広場を揺るがした。

　ハヴィは激痛に膝をつきながら、それでも左手を伸ばし地に落ちた剣を取ろうとする。

　だが指が刃にかかろうとした時、彼の喉元には王剣が突きつけられた。冷徹な声が響く。

「勝負ありだな。約束はのんでもらうぞ」

　ファルサスの人間たちがわっと歓声をあげる。イトが驚愕に息をのんだ。

　ハヴィは唇を嚙んで自分の右手と剣を睨みつける。




　勝負の結末にエルゼは軽くよろめいた。グランフォートがその体を支える。

　熱狂の中にあって、彼女の体は不思議と冷え切っていた。

　世界から色が無くなる。

　ただ腕を失って地面に這い蹲つくばる男と、その血の色だけが鮮やかだ。

　何も聞こえない。

　何も言えない。

　男の緑の目が自分を捉える。その口が、自分の名の形に微かに動いた。

　視界が歪む。ふらりと体が傾ぐ。

　気が付いた時、彼女は血だまりに膝をついて、男の顔に手を伸ばしていた。

「し、死なないで……」

　それだけを、ようやく口にする。

　間近で見る緑の瞳は、夢に見るよりもずっと鮮やかだった。







　オスカーは息をついてアカーシアを鞘に戻すと、猫のところまで戻って彼女を肩に乗せた。

　振り返った彼は、広場中央にいる男女を眺める。腕を失くした男と、呆然としたまま必死で止血しようとする女。ファルサスの人間もイトも、無言でその異様な光景を見つめていた。

　オスカーは面白くもなさそうに鼻を鳴らすと、肩の上の猫に話しかける。

「ティナーシャ、腕を繫げられるか？」

「お断りです」

「まぁそうだな。じゃあ止血してやれ」

　魔女は舌打ちしたくなった。もともと彼も腕を繫いでやるつもりなどないのだ。しかし受け入れられない要求を先にしたことで、続く止血程度なら魔女ものむと思ったのだろう。

　ティナーシャは文句を言おうかと思ったが、結局は黙ってその場から構成を組んだ。魔力を注いで男に止血を施す。

「彼女はどうするんです？　回収するならしますよ」

「自分で決めるだろう。夢に見るまで気になるなら、自分で向き合えばいいんだ」

　あっさりとした王の言葉に、猫はじっと彼を見上げる。

　──彼女が闇色の目を大きく見開いたのは、その時だ。

　風が、ぴたりとやむ。

　空気が変わる。

　異変に気づいたオスカーが、広場の中央にいる二人へ叫んだ。

「そこから逃げろ！」

「は？」

　警告に反応したのはハヴィだけだ。エルゼの方は、いつのまにか血だまりに両手をついていて動かない。うつむいて顔の見えない彼女に、ハヴィは左手をかけた。

「おい、どうかし──」

　その手が、目に見えぬ何かに弾かれる。

　やんでいた風が、彼女を中心に渦巻き始める。たちまち強さを増していくそれに、広場にいる人間は混乱に陥った。オスカーは全員に向けて声を上げる。

「ここから降りろ！　巻きこまれるぞ！」

「巻きこまれるって、てめえの命令なんざ……」

　言いかけたイトの一人が、強風に煽られ体勢を崩す。悲鳴を上げて岩爪の間から地上へ落ちていく男に、周りのイトたちはぎょっとした。

「に、逃げろ！」

　誰かの叫びをきっかけに恐慌が広がる。細い道を争って降りて行こうとする彼らの中から、また転落する者の悲鳴が上がった。オスカーは風で飛んでいきそうになる子猫を支える。

「ティナーシャ、大丈夫か？　何だこれは」

「て……んい、させます」

　掠れかけた声と同時に、広場にいたファルサスの人間たちを転移門がのみこむ。驚愕の顔のままグランフォートが、カレルが消え、だがエルゼは渦巻く風の中にいるままだ。

　彼女は血だまりの中で少しも動かない。不意に広場の隅で、イニゴが絶叫を上げてのたうった。

　広場のあちこちに亀裂が入る。亀裂はみるみるうちに広がり、そこから赤い岩盤がさらさらと砂となって崩れ始めた。砂は風と共に渦を描いて流れ始める。

「不味いな……ティナーシャ、無事か？」

　このままでは広場自体が崩落しそうだ。オスカーは肩の上の猫を見る。

　いつの間にか黒猫の呼吸は荒くなっている。小さな体がびくびくと震え、黒い目は視線が定まらない。具合が悪そうな魔女に、オスカーは端整な顔を顰めた。ティナーシャのか細い声が聞こえる。

「オスカー……あれを……止めないと……」

　見ると中央近い亀裂から、真白い霧が染み出し始めている。オスカーは、自分に向かってくるそれをアカーシアで斬り払った。霧は刃に触れると消失したが、それでも新たな流出は止まることがない。中央に開いた大きな裂け目は少しずつ広がっているようで、中から一際濃い何かの塊が這はい出いでつつあった。まるで人の形にも見えるそれは、今にも亀裂の中から立ち上がろうとしている。

「何だあれは……」

　白い塊は、手に見える部分を天に伸ばす。その足が亀裂から離れ、宙に浮く。

　──あれを逃がしては不味い。

　その直感は確かなもので、だが彼の体は強風と流砂に押し流されつつあった。流れていく砂に足を取られながら、オスカーは白い人型に向けてアカーシアを振りかぶる。

　そして、王剣を投擲した。

　渦巻く風を貫く王剣。アカーシアの刃が、白い人型に突き立った。その体が散り散りになる。

　だが次の瞬間、広場には更なる亀裂が走った。

　ぐらりと傾いた彼の肩から、黒猫が大きい亀裂の中に落ちる。

「ティナーシャ！」

　伸ばした手は届かない。オスカーは迷わず彼女を追って飛びこむ。

　そして王と魔女は、聖地の中にのみこまれた。




　岩の狭はざ間ま、真っ暗な中を落ちていく。

　その終わりを不安に思ったのは一瞬、すぐに亀裂の先が広がった。

　うっすらと白い光が照らす広い空間。落ちていく先に広がるものは水面だ。オスカーは黒い猫をようやく空中で抱き取った。

　その直後、二人は派手な水飛沫を上げて水中に没する。

　すぐに水面に上がってきたオスカーは、抱き取った猫を肩の上に押し上げた。黒い目を見開いて固まっている猫に声をかける。

「大丈夫か、ティナーシャ」

「や……」

「や？」

「やだやだやだやだ！　水やだ！　濡れるのやだ！」

「どうした。ちょっと落ち着け」

　言う間にも、ずぶ濡れになった猫は、混乱のまま水から遠い彼の頭によじのぼろうとする。恐慌状態で爪を立ててくる猫の背を、オスカーはぽんぽんと叩いた。

「分かった。人に戻っていいから落ち着け。あとちょっと泳ぐから落ちるな」

　うっすらと明るいそこは、岩に囲まれた巨大な空洞のようだ。誕生日にティナーシャに連れて行ってもらった海中洞窟よりも広く、けれど水の深さはそれほどない。湖というよりも泉だ。オスカーが無事なのもほとんどが結界のおかげで、確かに水底に激突した衝撃があった。地下水が溜まって泉になっているのかもしれないが、濡れてしまった猫には災難なだけだろう。

　彼の言葉でいくらか我に返ったのか、ティナーシャは元の姿に変じる。彼女はそれでも水の恐怖が抜けきらないのか、泳ぐオスカーの頭に涙目でしがみついた。
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「ぬ、濡れた……毛がべっとり濡れた……」

「お前、泳げるだろうにどうしたんだ。あと前が見えないから手をどかせ」

「猫で濡れるのは嫌なんですよ！　何なんですか、この場所！」

「それは俺も知りたい」

　オスカーは魔女の細い腰を抱き取って冷たい泉を泳いでいく。岸についた彼は、魔女の体を先に上げると、自分も水から上がった。ティナーシャはぶつぶつ言いながら二人の服を乾かす。その途中で彼女はぴたりと動きを止めた。

「オスカー……アカーシアは？」

「投げた。違う亀裂に落ちていくのを見た」

「そ、そうですか……」

　魔女がそれ以上苦言を呈しないのは、あの状況ではそれが最善だったと分かっているからだろう。

　溜息混じりに服を乾かしてしまう彼女に、オスカーは改めて尋ねた。

「さっきのは何だったんだ？　あと、お前様子おかしかっただろ。エルゼや向こうの魔法士も」

「そうですね……あの状況で、なんで貴方だけ平気だったのか不思議なんですけど」

　ティナーシャは辺りを見回す。うっすらと岩壁が光っているのは、苔こけか何かの作用のようだ。彼女は一つだけある岩の切れ目を指差す。

「とりあえず、移動しながら説明しましょう。アカーシアを回収したいですから」

「分かった。悪い」

　くしゃりと小さな頭を撫でると、魔女は目を細める。二人は岩の切れ目から続く道を歩き出した。

「さっき具合が悪かったのは、外部からの魔力干渉のせいです。地中から何かの力が私たちの体内魔力に向かってきたんですよ。私やイトの魔法士みたいに制御訓練してる人間からすると、自分の内にしまってあるものを無理矢理搔き回される感じですからね。気持ち悪くて構成なんて組めません。エルゼの方は制御してない魔力なんで、どういう感じになったかは分かりませんが……」

「俺は制御してないけど平気だぞ」

「貴方、ちょっと特殊ですからね……アカーシアもありますし、向こうも避けたのかもしません」

「向こう、か。お前は最初から、あの場所を嫌がってたしな」

　にもかかわらず、今はその地下に落ちてきてしまっている。オスカーは隣の魔女を見下ろした。

「何だったら砦で待ってていいぞ。俺がアカーシアを探してく」

「馬鹿言わないでください。私は貴方の守護者なんですから。本当一緒に来てよかったです。私の知らないところで貴方が面倒事に巻きこまれるなんて、ぞっとしますからね」

　魔女はきっぱりと言うと、オスカーの袖を摑む。それは彼女の律義さかもしれないが、何よりも情の深さだろう。オスカーは微笑して先に進んだ。

　岩の切れ目の向こうは、細くくねった道だ。オスカーは壁の表面を撫でる。

「これ、人の手が入ってるな。ここまで含めて聖地か」

「おそらくは。というか上は単なる蓋ふたですね。蓋の上で暴れたから割れちゃったんですよ」

「蓋って。中に入ってるのはあの白霧か。お前はあれが何か知ってるのか？」

「分かりません。推論するにも材料が足りませんから。ただ、魔法士にとってよくないものだって感じるだけです」

　道の終わりが見える。その先は開けた場所のようだ。先に行こうとする魔女をオスカーが留めた。

「人の気配がする」

　言いながらオスカーは短剣を抜く。ティナーシャは大人しく彼の後ろについた。

　そうして足音を殺し、踏みこんだ先は、がらんとした円形の石室だ。オスカーは中央で蹲っている男を見て呆れ顔になった。

「お前も落ちてきたのか。無事か？」

　そこにいるのは右腕を失ったハヴィだ。男は虚ろな目で二人を見上げる。

「貴様ら……どうやってここに」

「落ちてきた。致命傷があるならこいつに治させるぞ」

「何勝手に言っちゃってるんですか。私は出方次第では彼ら全員を殺すつもりですよ」

　本気で怒っているらしい魔女に、オスカーは苦笑する。

　一緒にいて分かってきたことだが、彼女は自分に対する敵意には無頓着だが、契約者へのそれには容赦がない。特に敗北が明らかになっても刃向かってくる人間に対しては、彼よりよほど冷酷だ。

　自分の力に自信がある二人の男女は、男はその余裕のために敵をしばしば見逃すが、女は将来の報復を摘み取るため徹底的に叩く。怒気を帯びた魔女の手綱を取るのも、なかなか大変なのだ。

「ほっとけ。何でも背負うな。それより今は聞きたいことがある。──ここは一体なんだ？」

　うっすらと白く光る石室内。その壁には壁画や文字が刻まれている。ハヴィはそれらを忌まわしいものを見るように睨んだ。

「ここは、イトの聖地だ。首長と側近たちにしか知らされない場所。そこに刻まれているのは我が部族の歴史だ。……おれも、子供の頃に一度しか来たことがないが」

「歴史か。なるほど」

　オスカーは壁一面に描かれた壁画のうち、まだ新しく見える右端に歩み寄る。二百年前のことについて記されたそこには絵がなく、ただぎっしりと小さな文字が彫りこまれていた。あちこちが掠れていて読めないが、ちらほらと「二振りの同じ剣」「過去」「魔法球」「記憶する一族」などの単語が見て取れる。もっとよく見ようと顔を近づけた時、魔女が彼を呼んだ。

「オスカー、うろうろしないでください。これ、思ったより面倒ですよ」

「ん、どうした？」

　ティナーシャが見ているのは彼と反対側、もっとも古い記述の部分だ。絵がほとんどを占める中、彼女は白い人型の絵を指差した。顔も服も何もないそれの足元には小さな球が描かれており、周囲の人間たちがそれらを拝んでいる。

「これが多分、客人たる神で、さっき私たちを襲ってきた『何か』です」

「ああ、白いからか？　でも色だけで決めていいのか？」

「もっと分かりやすいことが書いてありますよ。『よそから来た神が、人に紛れていた魔者を見つけて殺した。皆は神に感謝し、またそれを畏れて、神の寝床を作った』って。この『魔者』って、暗黒時代初期に使われてた魔法士の蔑称です。当時、魔法士は人として扱われてませんでしたからね。この神は、魔力に反応して魔法士を炙あぶり出だすことで、イトたちに重宝されたんでしょう」

「なるほど。それで聖地を寝床にしたのか。けど、魔力に反応するって正体は何なんだろうな。霧に見えたけど魔族か？」

「違います。魔族なら魔族で自分の魔力があるはずですから。でもあれはそうじゃなくて──」

　ティナーシャは壁の一部を指でなぞる。オスカーが横から覗きこむと、それは前後の文脈から察するに当の神の名らしい。だがそれは、後から削り取られたらしく一部しか読めない。

「……リテ……ディ……？　何だか分からないな」

　オスカーが考えこむ間に、ティナーシャは険しい表情でハヴィを振り返る。

「よそから来た神って、どこから来たものか、貴方は聞いてますか？」

　ハヴィの顔は蒼白で、だが彼は魔女を睨んだまま答えない。魔女は大きく溜息をついた。

「ろくな怪我もせずここにいるってことは、私たちみたいに落ちたんじゃなくて、自分で道を通って降りてきたんでしょう？　それも、エルゼを探して降りて来たんじゃないですか？　なら、早く言わないと手遅れになりますよ。彼女にも魔力がありますから」

「な……それは……」

　男は立ち上がりかけて、だが激痛に膝をつく。彼は短い逡巡の後ようやく答えた。

「き、北から来た、と言われてる。北から流れてきたのだと」

「やっぱり……」

「ティナーシャ、何か分かったのか？」

「確定じゃないですよ。でもこの大陸には一つ、同じ話が伝わってるんです。『それ』の前では魔力を持つ者は、精神も肉体もまともでいられず、魔力を暴走させ人々を傷つけるっていう存在が……」

「まさか」

　同じ話をオスカーも聞いたことある。むしろつい二ヶ月前に、必要に駆られて記述を浚さらった。

　他国において宗教絡みの戦争に軍を送るならば、最低限の知識は弁えていないと不味いと思ったからだ。だから彼も、『世界を分かつ刃』『眠る白泥』と呼ばれるその存在を知っている。

　大陸北部に広がる大国。そこで崇あがめられる神。

「──タァイーリの唯一神、イリティルディアか」

「おそらくは。……神と呼ばれた『何か』でしょうね」

　魔法士の排斥と弾圧を繰り返していたタァイーリ。その大元にはイリティルディアの存在がある。

　それがいたからこそ魔法士たちは暴れ狂い、人を害した。彼らの有様は、魔力を持たない他の人間からすると、魔法士たちを邪悪と判ずるに充分なものだったのだろう。

　そのイリティルディアが、北から流れてこの地に行きついていた。

　ティナーシャは腕組みを解くと、ハヴィに問う。

「それで、この先はどこに繫がってます？　貴方はエルゼがいる場所に見当がついてますよね」

「……入れなかった。この先が聖地の中心で広場の真下だ。でも、見えない壁があって進めない」

「それは私が何とかします。位置的に言って、彼女とアカーシアは近い場所に落ちたでしょうし」

　魔女は石室を見回す。ハヴィが入ってきたのだろう通路と、その反対にある扉を見た。

「オスカー、貴方はここで待ってたり」

「しない」

「ですよね！　予想できてましたけど！　強制転移で送還したい！」

　いつも通りの契約者に叫ぶ魔女へ、オスカーは平然と聞き返す。

「というかお前、魔法士は相性が悪いんじゃないか？　さっきみたいになるんだろう？」

「次は防壁を張りますよ。もう猫じゃないですし。向こうが魔力干渉してきてもそれ以上で押し切ればいいんです。ので、どっちかというとアカーシアを持っていない貴方の方が不安というか」

「ん。ちょうどいいからこの剣借りるぞ」

　オスカーは、ハヴィの持っていた厚刃の剣を拾い上げる。軽々と大剣を持つ彼に、ティナーシャは軽く肩を落とした。二人は気負うことなく奥の扉へ向かう。

　そしてオスカーは、神話へと続く扉を押し開けた。




　扉の先は、緩くくねる細い道が伸びていた。岩壁に挟まれたそこは二人通るのがやっとの幅だ。

　魔女がオスカーの二歩後ろを歩いているのは、彼が剣を振るう邪魔にならないようにだ。長い詠唱と共に、オスカーの目にも緻密な防壁が張られていくのが見える。

　少しずつ変わっていく空気。足を止めぬまま、彼は尋ねた。

「相手がイリティルディアだとして、殺すことは可能だと思うか？」

「ちょっと分かりませんね……。さっき見たところ、アカーシアの攻撃は効くみたいなんですけど、相手は霧ですからね」

「霧状生物か。焼き尽くすしかないか」

「生物っていうか……干渉を受けた感じですと、あれは多分現象です。魔力に反応して、それを拒絶するという現象」

「魔力を拒絶？　アカーシアみたいなものか？」

「いえ、違います。アカーシアは魔力を私たちが生きるこの位階内で分解拡散しますが、あの現象は、魔力を本来魔力が存在する魔力階に押し戻そうとするんです。『世界を分かつ刃』って通称は、位階間を断絶させようとするところからついた名なんでしょう。元々私たち魔法士は、魔力階の力を生まれながら身に宿してますからね。内臓を持ち去られようとするようなものです」

「めちゃくちゃ気持ち悪そうなんだが」

「気持ち悪いです。でも、それは制御訓練をして魔力を体内に収められる人間の話ですから」

「エルゼなら？」

「……魔力はその人と切り離せるものじゃないですから。魂ごと塗りつぶされてしまうかもです」

「なら急ぐか」

　オスカーは足を速める。やがて通路の終わり、大きな岩山を繰り抜いたような空間に二人は出た。

　光る苔もないそこは、闇と白霧が立ちこめる場所だ。オスカーは顔を顰めて先を見る。

「この先、見えない殻みたいのがないか？」

「ありますね。さっきの人が入れなかったのもこれのせいでしょう。イリティルディアが動き出した時に、外に逃がさないように誰かが組んだんです。魔力で結界を組むと押しやられてしまうから、おそらくは自分の魂を術式に変換して。でも古いものですから、そう長くは持たないでしょう」

　ティナーシャは、彼の隣に歩み出ると何もない空中に触れる。

　瞬間、軽い破砕音が響いた。──霧が、ざわめく。

　立ちこめる白霧が、二人に向かって一気に押し寄せる。だがそれは、オスカーに届く数歩前でティナーシャの結界に阻まれた。魔女は顔を顰めながら手をかざす。

「……退け」

　彼らをのみこもうと引き寄せられてきた霧が、魔女の力で逆に押しこめられていく。視界が晴れていき、けれどティナーシャの額には如実に汗が浮き始めていた。

　おそらく、そう長くは耐えられない──そう判断すると、オスカーは守護者の肩をぽんと叩く。

「行ってくる。限界になったら放棄していい」

「お気をつけて」

　囁くような声に頷いて、オスカーは駆け出す。探すものはエルゼとアカーシアだ。

　だが霧が押しのけられた場所には何も見えない。オスカーは広がっていく守護者の結界を追い抜くと、自ら霧の中に飛びこんだ。

　途端、ぐらりと天地が歪む。

　まるで上下が狂ったような感覚。だが、足は確かに地面を踏んでいる。押し寄せる霧が彼の魔力に干渉しようとしているのだ。それらは常にかかっている守護結界ごとオスカーを圧そうとする。

　全身を押し潰さんとする力に、だが、オスカーは足を止めなかった。

「エルゼ！　聞こえるか！」

　さっきの様子では、既に魂ごと位階外に押しやられてしまったかもしれない。それでも彼女を探して声を上げたオスカーは、けれど次の瞬間、反射的に剣を上げた。

　頭上から振りかかってきた何かが、刃にぶつかって高い音を立てる。オスカーは半ば身に染みついた動きで剣を払った。けれどその刃は空を斬る。

　ティナーシャの結界が、更に霧の範囲を圧縮していく。

　そうして姿を現した相手に……オスカーは端整な顔を歪めた。

「お前……」

　そこに立っているのはエルゼだ。虚ろな瞳は宙を泳いで、手には白い剣のようなものを握っている。正気を失っていると思しき彼女は、まるで糸で繰られる人形のようだ。

　彼女は細い腕を振りかぶると──オスカーに白剣を投擲する。

「っ！」

　オスカーは難なく剣を弾いたが、それはすぐに形を失って白霧となった。

「乗っ取られたか。不味いな」

　霧よりも実体がある相手の方が斬りやすいが、斬ってはまずい相手だ。逡巡する彼にエルゼは再び飛びかかってくる。打ちこまれる霧の剣を払いながら、けれどエルゼを斬り捨てることもできずオスカーは攻めあぐねた。一種の膠こう着ちゃく状態に、エルゼは攻撃の通らない男から大きく飛び退く。

　彼女はそうして両手を広げ、胸を逸らした。

　何をするのかオスカーが疑問に思った時、開かれた口に、周囲の霧が吸いこまれ始めた。細い体に霧が濁流の如くのみこまれていく。

「おいおい……そう来るか」

　霧は、見る間にエルゼの中に吸いこまれていく。あの細い体のどこに膨大な白霧が収まるというのか。だが漂うそれらは加速度的に減っていき、代わりに女の全身がうっすらと光り始めた。

　オスカーが逡巡したのは一瞬、彼は地面を蹴って彼女に肉薄する。霧の流入を留めようと、彼女の頭上を薙ぐように剣を振るった。

　だがその剣は──エルゼの白い手に止められた。

「は？」

　骨をも砕く厚刃の剣が、女の手に摑まれてびくとも動かない。オスカーは内心驚愕したが、体は反射的に動いていた。剣を手放し後ろに跳ぶ。

　直前まで彼がいた場所を、エルゼの振り下ろす剣の柄が直撃した。使いこまれた大剣は飴あめのように折れ曲がる。彼女が摑んでいた刃がぼろぼろに砕けるのを見て、オスカーは笑い出したくなった。

「これが神っていうなら、アイテア神はずいぶん大人しいな」

「こら、貴方は王なんですから。発言には気をつけなさい」

　疲れたような魔女の声にオスカーは振り返る。霧がエルゼに収束していったことで結界拡大を止めたのだろう。ティナーシャが額の汗を拭いながら歩いてきた。

「中々重労働ですね……あれと相対した魔法士は、きっと絶望したでしょう」

「大丈夫か？　顔、真っ白だぞ」

「ひどい船酔いをしてる気分です。体の中を搔き回されているというか……真っ直ぐ歩けない」

「俺はそこまで感じないんだが」

　霧の中、天地が曖昧になる感覚はあったがそれほどではない。彼女は力なくかぶりを振った。

「私の魔力は、半分が後天的に取りこんだものですから、影響を受けやすいんでしょう……。その点、貴方は魔力を封印されてますから」

「封印？　そんな話初耳だぞ」

　オスカーがそう言うと、魔女は猫そっくりに目を丸くする。だがすぐに彼女は、何事もなかったように微笑んだ。

「そうですか。じゃあ私の気のせいですね。それよりこれからの話ですが──」

「その件、気になるから後で聞くからな。で、あの状態でエルゼを殺さずにイリティルディアを何とかすることはできるか？」

「難しいですね……。魔法が効きにくいので引きずり出せませんし。かと言って、体を傷つけずに中だけを滅することは無理でしょう。あの壁画に書かれていた人型も、ああして乗っ取られた人間だったのかもしれません」

　ティナーシャは、エルゼの方を見やる。

「ただ私たちにとっては……人の中にまとまっている方が相手しやすいです」

　そこにもはや霧はない。何もなくなった闇の中に、白い女が一人残っていた。

　彼女の開かれた両眼は、白い皮膜で完全に覆われている。薄く開けられた唇からは細い霧がたなびいていた。人の形をしながら人ではない何か。魔女は形のよい眉を顰める。

「とりあえずはアカーシアですね。あれはイリティルディアも消滅させられるみたいですから」

　オスカーは言われて暗闇の向こうを見やる。霧が晴れた闇の中、わずかに光を反射するものがある。先程からちらちらと気にはなっていたのだ。

「けど、アカーシアでエルゼを斬ったらさすがに死ぬだろ」

「死にますね。とは言え、あれを表に出したら大変なことになりますし、最後の手段として──」

　ティナーシャはそこで言葉を切る。同時に気配に気づいたオスカーもまた振り返った。

　石室へと繫がる道。そこから歩いてきた男は、二人に言う。

「殺させない」

　ハヴィはそうして、今はない自分の右腕を見て、もう一度言った。

「あの女は、殺させない」




　弱りきって今にも倒れそうな男。その言葉は二人にとっては虚勢にもならない宣言だ。

　オスカーが何か言いかけるのを、魔女は手を上げて制する。彼女はハヴィに向き直ると言った。

「気持ちは分かりますが、実際問題イリティルディアに乗っ取られた彼女を外に出すと大惨事になりますよ。近づかれただけで魔力のある人間は自壊するか狂うかしますし、魔法士が暴走すれば周囲の人も無事じゃすみません。そこまでのことを引き起こしたからこそ、タァイーリは千年にもわたって魔法士を排斥し続けたんです」

　闇色の目に暗い深淵が重なる。永い時を、血塗られた歴史を見てきた者の目。

　一瞥で人を竦ませるそれは、紛れもない魔女の眼差しだ。普段は表に出ない彼女の底の無さに、オスカーは目を細める。硬直するハヴィに、ティナーシャは氷のような声で問うた。

「あれは無辜の死を伝でん播ぱさせていく現象です。あなたはそれを知って、それでもまた同じ歴史を繰り返す気ですか？　それも分からぬなら、貴方から殺してさしあげますよ？」

　聞いているだけで、命の火を吹き消されそうな声。

　普通の人間なら、魔女の目を見返すだけで蹲って許しを請うただろう。

　けれど彼女の言葉は、ただの事実だ。

　ハヴィは乾いた喉を鳴らす。今はない右手を見つめ……だが彼は、魔女の双眸を見返した。

「あの女が、誰を、どれだけ殺すことになっても構わない」

「妄信も度が過ぎますね。自分の命が要らないのはいい度胸ですが」

「それでも……あの女は殺させない。俺が欲した女だ」

　頑なな想い。

　ティナーシャは、じっと男を見上げる。

　何も語らぬその目の重さに、ハヴィはわずかにたじろいた。息を止め、喉を鳴らす。

「…………彼女を、助けてくれ」

　それだけの懇願に、ティナーシャは呆れたように顔を顰めた。自分のこめかみを指で叩く。

「仕方ないですね。なら貴方にも手伝ってもらいますよ」

　魔女はエルゼを見やる。完全憑ひょう依い状態の彼女は、出方を窺っているのかまだ広場に立ち尽くしたままだ。ティナーシャはオスカーとハヴィに手短に指示を出す。ハヴィが不安げながらもそれに従って離れると、オスカーは守護者に問うた。

「それで何とかなりそうなのか？」

「ん……確実を期すなら媒体が欲しいですけどね。けど猫だったから何の装備もなくて」

「媒体ってなんだ？」

「よく使うのは水晶ですね。ほら、さっきの壁画も人型の足元に水晶球が描かれてたでしょう？」

　それを見たからこそ、ティナーシャも思いついた策だ。だが肝心の媒体がない以上、彼女自身が何とかして肩代わりするしかない。

　けれどそこで、オスカーがあっさりと言った。

「それなら持ってるぞ。ほら」

　懐から小袋に入った水晶球を出され、ティナーシャは目を丸くした。

「何で貴方がこんなもの持ってるんですか。魔法士でもないのに」

「お前のお気に入りのおもちゃだったから。机から持ってきた」

「私は人間ですから！　猫なのは見かけだけ！」

　頰を膨らましながらも魔女は水晶球を取り出す。掌に乗るくらいの大きさのそれを確かめた。

「う……ちょっとでっかい……口に入らない……」

「何言ってるんだ。猫のおもちゃだぞ」

「おもちゃじゃないですから！」

　彼女は叫ぶとその球を握りこんだ。たちまち球は小さな真珠ほどになる。

「なんだそれ。どうやったんだ？」

「こういう魔法があるんですよ。で、ここからが肝心です」

　ティナーシャは小さくなった水晶球を口の中に含む。目を丸くするオスカーに、魔女は問うた。

「貴方は、私が世界の敵になったら、殺してくれますか？」

　いつかの言葉と、似て非なる問い。

　それはハヴィに向けたものと同じだろうか。違うのだろうか。

　己の知らないことに触れようとする少女のような言葉に、オスカーは迷わず返した。

「それがもう、決して覆らない事実であれば」

　──どんな状況でも窮地でも、塵ちりほどの可能性があるならば、自分は彼女の手を取るだろう。

　前を向かせ、歩き出させる。血と泥に汚れても、あらゆる憎悪を浴びようとも先に進む。

　だがもし、彼女の全てが決まってしまったのなら。終わりきってしまったならば。

　その幕を引くのも、きっと自分だ。王位を継いだ時に、それだけの覚悟をした。

　非情とも言える、だが誰よりも愛情深い言葉。

　彼の答えにティナーシャは軽く息をのむ。




　そして次の瞬間……心から嬉しそうに微笑んだ。




　魔女は想いを堪えきれないように、蕩ける眼差しで王を見つめる。

「貴方がそうであるから、私は戦えるんです」

　ティナーシャは軽く浮かび上がると、彼の両頰に手を添える。

　じっと見つめてくる夜色の双眸。彼女は睫毛を揺らして目を閉じると、彼の額に口付けた。

　唇を離して、彼の耳に囁く。

「行きましょう」

　ぽん、と彼女はオスカーの胸を叩く。同時に魔女の喉が、水晶球を嚥えん下かするのを彼は見た。

　その意味を考える前に、オスカーは駆け出す。

　霧はもうない。向かう先はエルゼではなくアカーシアだ。魔力に反応する彼女は、ハヴィには見向きもしない。虚ろな瞳が走るオスカーを捉え──彼女の周囲に十を越える霧の矢が出現した。その全てがオスカーに向かい降り注ぐ。

「現象だけあって単調だな」

　まっすぐに向かってくる矢を見ながら、彼は大きく跳躍する。霧の矢は次々目標を失って地面に衝突した。エルゼは表情を変えぬまま、彼を追って新たな矢を生みだそうとする。

　──けれどそこに、魔女の声がかかった。

「イリティルディア。お前を目覚めさせたのは、私だろう？」

　暗闇に響く声。エルゼの双眸が、ティナーシャを見る。

　闇の中に立つ黒衣の魔女は、夜空に浮かぶ月のようだ。

「お前はこの聖地に眠らされていた。お前を封じるために何人もが犠牲になっただろう」

　よく通る彼女の声を聞きながら、オスカーは闇の中を走っていく。

　近づくにしたがって微かに光を反射するそれは、やはりアカーシアだ。彼は地面に突き立った愛剣を手に取る。そして反転しようとして、少し離れた場所に散らばっているものに気づいた。

「あれは……人の骨、か？」

　暗い地面に見える白茶けたものは、古い人の骨だ。砂すな埃ぼこりが積もるそれらの真ん中には、今、割れたばかりのように煌めく水晶の破片があった。

　魔女の声が響く。

「古い封印の中にいたお前は、私の魔力に反応して目覚めた。だから地上にまで手を伸ばして……けれど私はそれを拒絶した。だからお前は代わりに、その女を取りこんだんだ」

　ティナーシャは白い手を伸ばす。美しく微笑む彼女の目に、その時、消えない怒りが宿った。

「だから、来るがいい。数多の者を殺し、狂わせ、歴史に爪痕を残した神よ。この大陸の魔法士の一人として──青き月の魔女がお相手しよう」

　ティナーシャの手に、青炎が燃える。

　それは、膨大な魔力の篝かがり火びだ。触れただけで灰も残さず燃え尽きるほどの力。

　この位階においてあまりにも異質な炎に、イリティルディアは瞬間、硬直した。

　次の瞬間、激しい咆哮を上げる。

「アアアァァァァァァア！」

　引ひき攣つるような女の声は、何重にもぶれて聞こえる。

　エルゼは地面を蹴ると、ティナーシャに向かい飛びかかろうとした。

　だがその体をハヴィが後ろから抑えこむ。左腕だけでエルゼを留める男は、人間離れしたその力に顔を歪めた。

「ここにいろ……行くな！」

　だが彼女は壊れた人形のようにもがき続けるだけだ。ハヴィは歯を食いしばり、足を踏みしめる。

　暴れる彼女は、人を越えた膂力で男を殴りつける。骨の折れる鈍い音がし、ハヴィは苦悶の顔で体を二つに折った。それでも女を離さない彼に、エルゼは獣のような唸り声を上げる。

　そうして二人はしばらくもつれあい──ついにエルゼの体が、びくりと跳ねた。

「ァ……ァア……」

　魔女の掲げる炎に惹かれるようにして、動けない女の体から白い霧が流れ出始める。

　意志を持って押し寄せる白霧。向かってくるそれに、ティナーシャは不敵な笑みを見せた。

「来い」

　魔女は瞼を閉じ、小さく息を吐く。

　瞬間……何かがふっと消える。

　魔女と繫がる結界を持ったオスカーが叫んだ。

「ティナーシャ！」

　彼女が消したもの、それは常に己の魔力に築いている強固な壁だ。魔法士がまず教えられることは、世界に対する個として己を確立することだが、魔女たる彼女が己の魔力を制御するために保っている個は常人の比ではない。

　それを彼女は──全て解いた。

　あまりにも無防備で、あまりにも強大な魔力の塊。

　その存在を前に、神は白霧となってなだれこむ。




　ティナーシャは濁流を前に青炎を消し──そして、何もしなかった。




　紅い唇の間へ、霧はとめどなく流れこんでいく。魔女の細い四肢に、腰に白い霧が絡みつく。その肌の全てから、彼女の魔力を排除しようと現象が押し寄せる。

　異様で、美しく、だがおぞましい光景。

　ハヴィは、吐き気を催す有様に呆然と気を取られる。その腕の中でエルゼが崩れ落ちた。

「あいつ……！」

　オスカーは魔女に向かって走りながら、散らばっていた骨の意味を理解する。

　壁画に描かれていた水晶球。そして砕け散ったそれと、人の亡骸なきがら。

　おそらくは遥か過去にも、誰かが同じようにイリティルディアを封じたのだ。

　自身を神の器として──だが人の命は儚はかない。だから器となった人間が死した後にも意志なき神を自由にせぬように、神を収める媒体として水晶球を飲みこんだ。二重の器がイリティルディアをこの聖地に留めていたのだ。そして神の寝床であった水晶球は、魔女の力に惹かれて砕け散った。

　魔女は、この二重の器に気づいて……自らも同じ手段を取ったのだ。

「ティナーシャ！　止めろ！」

　もし彼女が、人を殺すだけの現象となったのなら。

　それを終わらせるのは自分だろう。他の誰にも負わせる気はない。

　彼女が自分に望む役目はきっとそんなもので……だがそれしか選べない終わりに行きつかぬように、常に道を選択し続けてきたのだ。

　美しい魔女。大陸でもっとも強く、忌まれる力の象徴。

　滅びた古き国の、玉座に無き女王。きっとその手を一度離せば、二度とは戻らない。いともたやすく失われるだろう。本来出会うはずのなかった、時代のずれに押し流されるようにして。

　だからまだ、少しも諦める気にはなれない。

「ティナーシャ！」

　オスカーは彼女の肩を摑む。

　その時には既に霧は少しも残っていなかった。薄く開いた唇の間から、微かに白い息が零れる。

　彼女は虚ろな、けれど闇色の目で彼を見上げた。細い、消え入りそうな声が囁く。

「まだ、ですよ……」

「まだって何がだ」

　言いながらオスカーは、まだ彼女の意識があったことに安堵する。彼女は失われてはいない。取り戻せるはずだ。だからオスカーは、魔女の薄い腹を一瞥した。

「さっきの水晶、吐き出させるぞ。苦しいだろうが我慢しろ」

　彼女から引き離せば他に手が打てるはずだ。振り出しに戻っても構わない。二人であれば相手が神であっても戦える。そう、確信している。

　だが彼の言葉に、ティナーシャは虚ろな目で返した。

「それじゃ逃がしちゃうかもしれないじゃないですか……」

　ティナーシャは蒼白の顔色で、自分を見下ろす。

　ゆっくりと、白い指が彼女の体の中央、胸の下を押さえた。

　指は、そこから下へ降りていく。黒い魔法着が、まるで刃を当てたようにすっと切れていく。処女雪のように柔らかな肌が切れ目の下から覗いた。

　そして指は、薄い腹の上で止まる。

「ここです。できますよね？」

「お前……」

　全てを理解して、オスカーは絶句する。

　飲みこんだ水晶球と、その中に取りこんだイリティルディア。逃がさないための答えは一つだ。

「俺に、お前の腹を裂かせるつもりか」

　──外から、彼女ごとアカーシアで水晶球を砕く。

　それがティナーシャの示した手段だ。彼女を囮おとりとして神を殺す。そのための一手。

　秀麗な顔を思いきり苦味で染めた男に、魔女は笑った。

「裂かせるなんて。貴方なら最小の傷で済ませられるでしょう？　すぐに治しますから平気ですよ。それに私、腹に風穴あくとか慣れてますから」

「……無茶苦茶にもほどがある」

　たとえ彼女が無残な傷に慣れていたとしても、自分の目の前では負わせないようにと思っていた。

　けれどそんな彼に、魔女は当然のように求めるのだ。「剣を以て勝て」と。

　渋面のままのオスカーに、ティナーシャは首を傾げる。

「ひょっとして、自信がないとか思ってます？」

「煽るな馬鹿。お前の甘えっぷりに呆れてるだけだ。猫か」

「猫じゃないです」

　彼女の双眸にあるものは、当たり前の信頼だ。

　否、信頼ですらない。「貴方であればできる」と言っている。信じるまでもない、ただの事実だ。

　自身の体を、命を何の疑いもなく預けてくる女。

　まったく面倒で重い女で──でもそんな彼女を、愛しいと思うのだ。

「分かった。やってやる。だから、できるだけ痛みは消せよ」

　オスカーは、アカーシアの刃を布で拭う。

　戦うための王剣だ。決して細い刃ではない。ただでさえ出血の多い場所だ。余計な臓器まで傷つけたくない。彼は左手の手袋を取ると、狙いを確かめるように剝き出しの白い肌に触れた。柔らかな腹の上を指でなぞると、魔女はびくりと体を震わせる。

「な、なんかぞわってする……あんまり触らないでください……」

「動くな。我慢しろ。じっとしてないと後でもっと触るぞ」

　釘を刺すと、ティナーシャはぎゅっと目を閉じる。

　彼女が魔法で無痛化し、また止血や治癒ができるとしても、アカーシアが接触している間はそれが叶わない。できるだけ速やかに正確に。そしてこれ以上は時間をかけられない。

　オスカーは息が浅くなってきている魔女を見下ろす。イリティルディアを体内の水晶に封じるのにも、かなりの負荷がかかっているのだろう。

　だから彼は意識を整えた。左手で彼女の腰を摑む。

「お前は、俺の無二だ」

　彼女と同様、ただの事実を口にして、オスカーは彼女に命じる。

「集中しろ。余裕で勝つぞ」

「ええ、もちろん」

　ティナーシャは彼を見上げると、まるで挑戦者のように微笑む。

「オスカー、私ずっとずっとこの『神』を殴ってやりたかったんです」

　少女のように澄んだ戦意。

　魔女は顎を反らし、目を閉じる。

「だから、お願いします」

　オスカーは魔女の願いに頷く。そして彼は、アカーシアを持つ手に力を込めると──




　かつて神と呼ばれたものを、打ち砕いた。








12．束の間、同じ夢を









　予定を遥かに超過して砦に戻った時、オスカーがまず見たものは、半泣きの幼馴染だった。

　門の前で王を迎えたラザルは、膝から崩れ落ちそうな様子でオスカーを迎える。

「へ、陛下……よくぞご無事で……」

「お前、どうしてここにいるんだ？」

「どうしてじゃないですよ！　陛下が行方不明って話を伺って駆けつけてきたんですよ！　イトと決闘騒ぎになったとは聞きましたけど、他の者は転移で返されてるのに、陛下とティナーシャ様だけ戻っていらっしゃらないって！」

「あー……」

　何とかなった、と思って転移で帰ってきたが、その間に城と砦は大騒ぎになっていたらしい。砦の中から「陛下がお戻りだぞ！」との叫びも聞こえてくる。駆けてくるグランフォートたちを見ながら、オスカーは腕の中に抱いている魔女を見下ろした。うとうとと眠りかけているティナーシャは、うっすら目を開けて彼を見上げる。

「釈明の時間ですか……？」

「俺が説明するから寝てていい。部屋に送る」

「すみません……自分で戻ってます……」

　魔女は音もなく転移して消えた。血まみれだった彼女の姿に、ラザルはおそるおそる問う。

「何があったんですか……ティナーシャ様のあのお怪我はイトのせいですか……？」

「いや、俺が刺したから」

「陛下!?」

「とりあえず説明しつつ事後処理だな。手伝ってくれ」

　疲れて寝たいのはやまやまだが、今は他に全てを把握している人間もいない。オスカーは集まってきた人間に指示をしつつ、砦の執務室に戻った。ラザルにおおよそを説明すると、話を聞いた従者は絶句する。

「すみません、まったく理解できませんでした……」

「いや、理解しただろ。信じたくないだけだろうが。ちゃんと現実を受け入れろ」

「どうして貴方は、少し視察に出かけただけで他国の神を滅ぼしてくるんですか！」

　イリティルディアとの交戦と、その顚てん末まつを聞いたラザルは、今にも床に四つ這いになりそうだ。

　だが、そうしていても仕事は進まない。今回はイトの略奪を禁じられたことで得るものもあったはずだ。オスカーは机に頰杖をついた。

「ま、イリティルディアについてはここだけの話だ。似た名前の別物だったかもしれないしな」

「どちらだとしても、陛下がご無事でよかったですよ……。あ、そう言えば、もう一人戻っていない女性がいるそうなんですけど。彼女はどうしたんですか？」

「エルゼなら、治療してから村の跡地に送ってきた。その気があるなら自分で帰ってくるだろ」

　彼女がどう自分と向き合って、どんな答えを出すのかは分からない。ただエルゼが元の暮らしに戻ることを選ぶのなら、彼女に付き添っていった男が彼女を砦まで送り届けるだろう。

　魔女を前に、自分の命を引き換えにしても助命を願った相手だ。最後までお互い向き合うはずだ。

　オスカーは、ハヴィと取り決めた事項を書面に起こしてしまうと、それをラザルに渡す。ラザルは二度書類を読み返して問うた。

「これ、後日改めて書面をもとに合意を、ってなってますけど、イトはちゃんと守るんでしょうか」

「さあな。守らなかったらその時は別の手段に出るだけだ」

　もっとも、そんなことになったらティナーシャが激怒してイトを全滅させかねないので、素直に収まってほしいところだ。オスカーはすっかり暗くなった窓の外を見る。

「予定消化がめちゃくちゃなんだが、部屋に戻っていいか？　ティナーシャが気になる」

「行ってさしあげてください。あとは私がやっておきます」

「助かる」

　オスカーは最低限の書類だけを手に自室へ戻る。

　ティナーシャはそのまま沈没しているかもと思ったが、風呂に入って血を落とすだけの余力はあったらしい。寝着姿の彼女は、彼が帰ってきた音で寝台から顔を上げた。

「おかえりなさいませ……」

「大丈夫か？　中に破片が残ってたりしないだろうな」

「残ってたらさすがに分かりますよ。平気です。痕も残りませんよ」

　彼女は小さく欠伸をすると、うつぶせに顔を伏せる。オスカーはその隣に腰かけた。湿り気のある黒髪を指で引く。

「まったく、お前はもう少し腹を大事にしろ。俺の子を産む時困るだろ」

「産まない……絶対産まない……。それより貴方も早く休みなさい。後から魔力揺れの反動が来ると辛つらいですよ」

「全然自覚がないんだが」

　それでも疲れているのは事実だ。オスカーは浴室に行こうと立ち上がりかけて、あることに気づいた。うとうとと眠りかけている魔女に言う。

「人間のままで寝るのか。俺と同室だって忘れてないか」

「貴方の理性が頑丈なのは知ってます……」

「そのうち痛い目にあうぞ」

「猫でいると丸くなっちゃうんですよ……でも手足伸ばしたい……一時間だけ寝かせてください」

「……ちゃんと寝とけ」

　魔女はその言葉に安心したのか、すっと目を閉じてしまった。小さな寝息が聞こえ始める。

　オスカーは彼女の無防備な寝顔に苦笑を禁じえない。初めて会った時よりはだいぶ懐かれてきたが、方向性が間違っている気もする。ただ今はそれでも別にいい気がした。オスカーは彼女の髪を撫でると掛布をかけてやる。

「まったく……俺を信用するのもほどほどにしろ」

　それでも、委ねられる重みを心地よく思うのだから仕方ない。

　だから彼女が助けを乞う相手が、いつでも自分であるように願う。そして、どんな時であっても彼女の苦境に手が届くようにと。

「何があっても守ってやる」

　戻れない終わりに辿りつかないように、次の朝が来れば、自分はまた彼女の手を引いて歩きだすのだろう。それが一生になれば幸福だ。彼は、自分の稀け有うなる守護者を見つめる。




　古き魔法大国の遺産は新たな時代へ受け継がれ、意志なき神は滅び去る。

　王と魔女の物語は、そうして新たな頁へと続いていくのだ。
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「殺したい……」

　暗い部屋に響く声。

　細い女の声音には、地中に眠る溶岩の如き憎しみが蠢いていた。

　赤熱の憎悪は精神を焼き尽くし、煮にえ滾たぎりながら外に出る時を待っている。

「あの二人を殺したい……」

「──無理。最強の魔女とそれが守護するアカーシアの使い手よ。紛れもなく今、大陸でもっとも力のある一対だわ」

　繰り返される呪詛に部屋の主が答える。

　つまらなそうな女の返答。だがそこに潜むものは、毒混じりの余裕だ。

　淡々とした指摘に、呪詛を吐く女は唇を嚙む。

「それでも、殺したいの」

「お前が悪いんじゃないの？　人の命を弄んだお前が」

「殺したい……」

　憎悪はやまない。もはや女の耳には何も届かないのだ。

　部屋の主はしばらく無言でそれを聞いていたが、不意に小さく鼻で笑った。

　楽しむような声音で、「魔女」は言う。

「──ならばやり方を教えてやる」








あとがき






　お世話になっております、古ふる宮みや九く時じです。この度は『Unnamed Memory』２巻をお手に取って下さりありがとうございます！

　さて、おかげさまでご好評頂いた一巻は、いわば前哨戦。主人公である二人の出会いや表沙汰にされない陰謀や数々の事件が描かれましたが、今巻は歴史の表舞台に移動しての大衝突です。突然現れた魔法国家による宣戦、大陸改革の禁呪、魔女ティナーシャの過去や、『神』への挑戦などが描かれる第二巻、楽しんで頂ければ幸いです！




　このお話は一巻で申し上げた通り、「三百年続いた魔女の時代が終わる、最後の一年間」を描いた話です。彼らの契約終了まで、二巻終了時点であと三か月。オスカーとティナーシャの前にどんな苦難が現れるのか、彼らの関係がどういう形で終わりを迎えるのか、その辿りつく先が次巻となっております。

　王と魔女の物語は、そこでひとまずの幕が下りますので、どうぞ彼らの運命のお話に、最後までお付き合いください。




　では今回も謝辞を。

　いつもいつも私の手綱を取り、支えてくださる担当様方、今回も本当にありがとうございます！　おかげさまで色々加筆シーンを書くことができました。欲張りな一冊にさせて頂いております！

　そして今回も素晴らしいイラスト、キャラデザをつけてくださったchibi様、今回新キャラのあまりの格好よさに「あれ……彼の扱い、もっとよくすればよかった……？（ぐるぐる目）」となりました。ころころ着替えるティナーシャ（猫含む）や巨大生物に毎回お応え頂きありがとうございます！　本当すみません！　今回も素敵です！

　また１巻発売時に怒涛の宣伝を打ってくださった長なが月つき達たっ平ぺい先生、おかげさまで今巻も無事刊行となりましたー！　ありがとうございます！　本当に励みになっております！

　そして刊行にあたりお世話になりましたデザイン、校閲、営業の方々をはじめとして、関わってくださった皆様方、本当にありがとうございます。感謝でいっぱいです。

　最後に、この本をお手に取ってくださった読者様、ありがとうございます。皆様のおかげで、一巻でラノオンアワードの月間総合部門選出を頂くなどご好評を賜り、望外の喜びです。この一冊がご恩返しとなりますよう、今回もぎゅっとファンタジーの色々を詰めこみました。楽しんで頂けることを願っております。ありがとうございました！




　それではまた、名前を持たない追憶の、一幕の終わりでお会いできますように！

　ありがとうございました！


古宮　九時










章外：夢から覚めた後に









　オスカーが風呂に入って戻ってきた時、寝台では魔女が相変わらず安らかな寝息を立てていた。

　怪我は治したとはいえ相当疲労しているのだろう。彼はティナーシャを見ながら寝台の隣に座ると、持ってきた書類に目を通し始める。それをしながら時折、確かめるように彼女の小さな頭をくりくりと撫でた。

　──彼女を王剣で刺した時の感触は、今でも手に残っている。

　水晶球を砕いた手応えは確かにあった。だがそれ以上に溢れ出す血の多さに、覚悟していながら戦慄したのだ。彼女が意識を失わないよう叱咤しながら、水晶の破片を搔きだし傷を塞がせた──あんな経験は一度すれば充分だ。思い返すと今でもぞっとする。

「次はもっとましな手段を選ぶからな」

　少なくとも、彼女に少女の頃と同じ苦痛を味わわせたくない。彼女自身が平気だと笑っても、自分が嫌なのだ。

　だから、次はまた別の道を選べるように。それだけの力をつけなければと思う。

「で、やっぱり朝まで寝るつもりか……？」

　ティナーシャは、寝相はいいらしくさっきからほとんど動いていないが、その代わりまったく目が覚める様子がない。不用心にもほどがあるが、それを叱っても理解されないのだろう。理解されないくらい信用されてしまっている。

　オスカーは深く眠ったままの魔女を眺めた。手を伸ばして頰に触れても微塵も気づく気配がない。軽くつまんでも同様だ。

「こいつは本当に……まあ、信用されてないよりはいいのか……」

　まるで家族のような距離感だが、他人行儀な対応をされるよりはよほどいい。彼は長い黒髪の一房を手繰ると艶やかなそれに口付けた。淡い花の香が、くらりと沁みて熱を持つ。

　だがオスカーは、溜息を一つついてその熱情を追い出すと、改めて広げた書類に意識を戻した。
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「それで、ティナーシャ様はどうなさったんですか？」

「朝になっても起きなかったから置いてきた」

　イトの乱入のおかげで執務は一時的に滞ったが、ラザルが来てくれたおかげで大分遅れも取り戻しつつある。オスカーは砦の執務室で残る仕事を処理しながら、幼馴染に返した。

「ずっと寝てるぞ、あいつ。相当疲れてるんだとは思うが」

　彼が目を覚ました時、ティナーシャは深く寝入ったままだった。髪を引いても肩を叩いても身じろぎしない。しまいには無意識なのか、起こそうとする彼の手を弾く結界を張ってきたくらいだ。

　結界を破ろうと思えば破れるが、さすがに彼女を起こすために王剣を抜くのはやりすぎだ。というわけで諦めた。

　とは言え、時計を見るともう昼近い。きりのいいところで一度様子を見に行った方がいいだろう。

　そう考える王に、ラザルはしばらく躊躇っていたが、おずおずと口を開いた。

「ちなみに陛下、ティナーシャ様と同室だそうですが、ご結婚などは……」

「ああ、それか」

　オスカーは顔を上げると、ラザルを手招く。幼馴染が怪訝そうな顔ながらも隣に来ると、彼は身を屈めるよう手ぶりで指示した。おもむろにそのこめかみを拳で締め上げる。

「俺とあいつが同室くらいで進展するはずがないだろうが！」

「イタタタタ！」

「俺の忍耐力だけが進展したぞ！　何なんだこれは！」

「そ、それはティナーシャ様に仰ってください……」

　手を離すと涙目になったラザルがそう溢す。どことなく同情を含んだ言葉に、オスカーは苦々しさを味わった。こんなことを吐き出せるのはラザルにだけだが、気の毒そうに見られてもそれはそれで腹立たしい。オスカーは気分を切り替えると頰杖をつく。

「まあ……別にいい。大きな猫を飼ってる気分だ。これはこれで面白い。飽きない」

「契約終了まであと三か月しかないんですが……」

「そうしたらまた塔を上ればいいだろ」

　あっさりした解決法に、ラザルは目を丸くした。数秒の間をおいて言いにくそうに返す。

「それ、非常にティナーシャ様に嫌がられるんじゃないでしょうか……」

「今でも塔を上ると嫌がられるぞ。仕掛けを戻すのが大変だって文句を言われる。でも達成者の願いを叶えるって言いだしたのはあいつの方だからな」

　それをティナーシャ本人が聞けば「扉は閉めてあるのに、貴方は一階の中に転移してくるんじゃないですか！」と苦情を言われるが、アカーシアで扉を破ってくるよりは平和的だと思う。

　ラザルは何か言いたげな顔をしていたが、諦めたのかゆるくかぶりを振った。

「では特に問題ないですね。ごゆっくり進展なさってください」

「あんまりゆっくり過ぎても困るんだが。さすがに百年とかかけられないぞ」

「少なくとも十年くらいは猶予があるんじゃないでしょうか」

　十年でも十分ゆっくりすぎるくらいだが、あの魔女は対人関係において時に本当の少女と大差ないのだ。焦っても焦らせてもよくない。彼女が彼自身を鍛えるのに手をかけてくれたように、彼女にも手をかけるつもりだ。

　──だから問題は、むしろの別のところにあるだろう。

　それを考えていたオスカーは、幼馴染の名を呼ぶ。

「ラザル」

「なんでしょう」

「俺はあいつを御せると思うか？」

　普段は誰にも口にしない懸念。それを問えるのは、相手がラザルだからだ。




　最強の魔女。彼女の情の深さは、だが敵対者に対する苛烈さに繫がる。

　今回のことで改めてそれを実感した。実際ティナーシャは、イトの出方次第では彼ら全員を躊躇いなく殺しただろう。それだけのことができる女だ。そして彼女の情は確かに……契約者である彼とその周囲に向いている。

　いつか彼女がその情を以て一線を踏み越えようとしたら──

　はたしてそれを止めることができるのか。抑止力となれるのか。

　できないのなら、彼に魔女を塔から下ろす資格はないのだ。ティナーシャはそんな事態を避けるために、自ら塔に棲むことを選んだのだから。




　口に出すべきではない迷いだ。口にすれば意識する。意識すれば弱くなる。

　だがそれでもまったく自分を疑わないのは、傲慢だと思ってしまう。

　そんな混然とした主君の問いに、ラザルは軽く瞠目すると……微笑んだ。

「陛下であれば可能かと」

「そうか？」

「ええ。少なくともティナーシャ様はそう思っていらっしゃいます」

　契約者である彼を自ら鍛えたこともそうだ。魔法湖の昇華という宿願を果たした後、彼の監視を受け入れたことも。

　彼女自身がオスカーを評価し、己のいくらかを委ねている。彼ならば自分を上手く使えると、ティナーシャは思っているのだ。

　若き王は頰杖をついたまま嘆息する。

「……なら期待に応えるか」

「あと、無茶をなさらないことを期待されています」

「それはまた別問題だ」

「あれだけ毎回怒られて、どうして反省なさらないんですかね……」

「毎回最終的には何とかなってるからじゃないか？」

　その時、扉が軽く叩かれる。

　返事をすると入ってきたのは当の魔女だ。黒い魔法着姿のティナーシャは、口に手を当ててあくびを嚙み殺した。

「寝過ごしました……眠い……」

「寝てていいぞ」

「事後処理が残ってるか確認にきたんですよ。何か問題が出てきたなら処理しますので」

　闇色の目が軽く煌めく。戦意を多分に含んだそれは、イトの出方を知りたがってのことだろう。オスカーは軽く手を振った。

「何もないから大丈夫だ。早く終わらせて夜には城に帰るぞ」

「はーい」

　ティナーシャは目をこすりながら近くの壁に寄りかかる。城の執務室であれば彼女用に長椅子が置かれているのだが、砦にはそれもない。立ったまま寝そうな魔女に、オスカーは顔を顰めた。

「寝るならちゃんと部屋に戻って寝ろ」

「でも貴方を見張ってないと……また何かあったら困りますし……」

「何もないと言うのに。寝るならこっちで寝ろ」

　オスカーは魔女を手招く。長椅子がないなら猫になって机で眠っていればいい。時折そうして王の執務机には黒猫が寝ているのだ。

　ティナーシャは頷いてふらふらと彼のところに向かう。そうして子供のように彼の膝上に上がると、そのまま胸に寄りかかって目を閉じた。たちまちすうすうと眠りだす。

　啞然としてそれを見ていたオスカーは、我に返ると魔女の背中を叩いた。

「ティナーシャ、さすがに仕事ができない」

「……あれ……？　間違えました……」

　小さく欠伸をして、魔女は黒猫の姿に変わると改めて彼の膝上で丸くなる。

　聞こえてくる小さな寝息に、ラザルは改めて主君に問うた。

「本当に進展なさってないんですか……？」

「なんなんだろうな、こいつは……」

　ここ数日を振り返るだに、彼女は眠りに弱い体質なのかもしれない。しかも寝ぼけているとほとんど猫だ。甘ったれで距離感がない。

　オスカーは膝からずり落ちそうな猫を支えて戻した。

「可愛いからいいか」

「そう仰るのは陛下だけだと思います」

「誰から見ても可愛いだろう？」

　返答に困る主君の言葉に、ラザルは沈黙を保つ。

　誰しもが畏れる最強の魔女が、日向の猫のように安らかに眠っている光景。

　そんな彼女の姿に王は微笑んで、闇色の背をそっと撫でた。
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